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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「えーと、前回はどこまで話したんだっけ。白しら塚つか真しん一いちとイタチちゃんの馴なれ初そめは……とっくに聞いた？　この前は天あまの逆ざ毎この話まで聞いたからその続きを？　あー、そうかそうか。この年になると物もの忘わすれが激はげしくてさ。すまんのう」

「うん、そう。文化祭前の鬼おにの一件は確たしかにでかいヤマだった。だけどね、今になって思えば、あれは前まえ触ぶれでしかなかったのよ。全世界同時多発伝でん承しよう再さい起き現げん象しよう──ああ、今は『復活リバイバル』って言えば通じるのか──の、ね」

　話し手はそこでいったん言葉を区切ると、呆あきれた声で自じ嘲ちようした。

「オホーツクで大蛇ラプシヌプルクルと大魚シヨキナが激げき突とつするわ、東京で国生みの巨人ダイダラボツチが暴あばれるわ、沖縄でキジムナーが大量発生するわ。いきなり盛もり上あがりすぎだっつーの。ねえ？」

「で、その後はご存ぞん知じの通りの世界編。最初の相手は、中国から来た四し凶きようだったっけ？　この四よ柱はしらの悪あく神じんを、九きゆう尾びの狐きつねの尊とうとい──もとい、あんまり尊くない犠ぎ牲せいと引き替えに封ふう印いんしたと思ったら、息つく間もなく今度は太平洋で三さん大だい獣じゆうが復活ときたもんだ。空のジズ、海のレビアタン、そして陸のベヒモス。とにかくでかいのよこいつら。身長数十マイル級の怪かい獣じゆうが三匹よ、もう、どうしろと。何とかしたんだけどもさ。いや、私じゃなくて江え戸ど橋ばしが」

「さらにその後？　八はち大だい龍りゆう王おうとか大精霊グレートスピリツツとかいろいろ出たけど、正直、全部覚えてないのよ。とにかく世界の危き機きを救すくうこと二度三度もしくは五度六度。敵てきのスケールはどんどんでかくなるし、イタチちゃんはどんどん強くなる。まあ、盛り上がる分にはいいけどさ。さすがに銀ぎん河が帝てい国こく攻こう防ぼう編へんはやりすぎだと思ったわ、私も」

「え、イタチちゃんが最終的にどうなったか？　さあ、それはむしろこっちが教えて欲しいくらい。シリウスＢ星での邪神オグドルとの決戦の後、白塚と一いつ緒しよに行方ゆくえ不明になったってことしか知らないのよ、残念ながら。……ごめんね」

「あのまま年食ってりゃどんな顔になったんだかねー。思い出せるのは十六、七の頃ころの顔だけだから、ちょっと想そう像ぞうがつかないのよ。そうそう、あの頃の白塚はちょうど貴方あなたみたいな目鼻立ちでさ、それにイタチちゃんの髪かみの色は貴方とよく似にて──まさか、もしかして、あなたのご両親って、し」

「何してるの、真一？」

「うわおうっ！」

　背はい後ごから唐とう突とつに声をかけられ、僕はびくんと反はん応のうした。どきどきしながら振ふり返かえれば、きょとんと首を傾かしげる少女と目が合う。

「あ、こんちは、イタチさん」

　廊ろう下かに座すわり込こんでいた僕が、よっこらしょと立ち上がりながら挨あい拶さつすれば、

「うん、こんにちは真一」

　イタチさんは栗色の髪を揺ゆらしながら微笑ほほえんでくれた。そろそろ衣ころも替がえの時期なので、先週からイタチさんの制服も長なが袖そでに変わっていた。シュッと引ひき締しまった二にの腕うでが見られないのは残念だけど、何を着ててもこの人は満まん場じよう一いつ致ちで美しいことには変わりない。思わずデッサンしたくなったのは言うまでもないが、描かいたらイタチさんは消えてしまうのでそこは我が慢まんだ。

「それで、何してたの？」

　呼吸を整える僕を見つめ、イタチさんは改めて尋たずねた。やっぱりさっきまでの僕の動どう向こうが気になる様よう子す。まあ、美術部部長が美術室の前で座すわり込こんで引き戸にぴったり耳を当てている姿すがたを見れば、疑問が湧わくのは当然か。僕はズボンの尻しりをはたきながら説明することにした。

「いや、実はさ。美術室、入ろうと思ったら、中からぼそぼそ声が聞こえてきて」

「……新あら手ての妖よう怪かい？」

　イタチさんの瞳ひとみがキッと引ひき締しまる。文化祭前の一件以来、無害っぽい音の妖怪にも気を付けたほうがいいかもねって話になったのは記き憶おくに新しいところです。

「いやいや、そうじゃなくて。聞こえてたのは先輩の声だったんだけど」

「御み崎さきの？」

「うん。うち、他に先輩いないしね」

　我が美術部で先輩と言えば一人だけ。唯ゆい一いつの二年生にして学園屈くつ指しの妖怪馬鹿、経ふみ島しま御崎大先輩のことなのは言うまでもない。ちなみに一年生は四人。妖怪少女のイタチさん、最近天てん狗ぐだということが発はつ覚かくした奈な良ら山やまに、幽ゆう霊れい部員の穂ほ村むら、そして最後に僕、白しら塚つか真しん一いち。なかなか人間離ばなれしたメンツだけれど、まあそんなことはどうでもよくて。

「おかしいんだよ、先輩が」

「でも、御崎がおかしいのは、いつものことだよ」

「そりゃそうか」

　イタチさんのあっさりした返事に納なつ得とくする僕。

　と、いつの間にか静かになっていた戸の向こうからよく通る大声が轟とどろいた。

「そこ、聞こえてるわよ！　失礼なこと言ってないで入ってきなさい、怖こわくないから！」

　おお、いつもの先輩だ。僕はイタチさんと顔を見合わせ、ようやく美術室の戸を開けた。

「どーも先輩」

「こんにちは、御崎」

　僕らがぺこりと頭を下げると、先輩はノートパソコンから目を離はなすことなくぴしゃりと言った。

「遅おそい。奈良山はもうとっくに来てそして去ったというのに、あんたらと来たら」

「ホームルームでの委員長の話が長かったんですよ。生徒会のお知らせの後、お説教がありまして。学生の本分は学業なんだからバイトばっかりしてる奴やつがいるのはぼくは問題だと思うんだとか色々」

　誰だれのことかは言うまでもない。もっとも、当の穂村は「それはけしからんなあ！」と笑っていたので、委員長さんの思いは届とどいていない気がします。頑がん張ばれ委員長。

「問もん答どう無む用よう。それに、来たかと思えば入ってこないしさー。廊ろう下かで何してたんだか」

　眼鏡越しの呆あきれた視し線せんが飛んでくる。僕はカバンを下ろしながら肩かたをすくめた。

「そりゃこっちのセリフです。さっきはいったいどこの誰だれと何を話してたんですか？」

「ああ、独り言よ独り言。レポートをまとめる時には仮か想そうの聞き手を想定せよってね」

「レポートの割にはほとんど未来の話になってませんでしたか。しかもかなり非現実的な」

　何ですか、銀ぎん河が帝てい国こく攻こう防ぼう編へんって。そんな思いを込めて睨にらんでやると、ジャージ姿すがたの偽ぎ装そう幼よう女じよは悪びれることなく不ふ敵てきに笑った。

「一、妖よう怪かい出現記録をまとめ直してたら白しら塚つかが来たっぽかったので勢いきおいで未来編を捏ねつ造ぞうしてしまった、反省はしていない。二、度たび重かさなる妖怪との邂かい逅こうによって私の中に眠ねむっていた予知能のう力りよくと自動筆記能力が目め覚ざめ」

「一だね」

「一ですね」

　自じ慢まんげに選せん択たく肢しを並ならべる先輩を無む視しし、イタチさんと僕はほぼ同時に即そく答とう。先輩は「むー」と膨ふくれたが、すぐにけろりとした顔に戻もどるとキーボードを軽快に叩たたき、ばたんとパソコンを閉じて立ち上がった。

「よし、とりあえず今までの分の記録は整理完了、っと。んじゃ行きますか」

　いやいや、「行く」って言われても、僕らは部活をしに来たのですよ。そう言い返そうと思ったのだが、先輩のキラキラした目はその反論を全面的に拒こばんでいた。

「……あー、出たんですか？」

　またかよ、と思いつつ下ろしたばかりの腰こしを上げると、先輩にじろりと睨まれた。

「びんごー。今日のポイントは屋おく上じよう前まえの階段。ちゃんと付いてきなさいよ、あんたがいると出やすいんだから……って、何よその面めん倒どうくさそうな態たい度どは」

「だって、ほら？　ここんとこガセも多いわけですし」

　イタチさんと出会ってからこっち、妖怪退たい治じと言うか妖怪対たい処しよが美術部の担たん当とうになってるのにはもう慣なれたとはいえ、最近はハズレが多い。一時間張はり込こんでも小豆あずきをとぐ音すら聞こえなーい、なんてことが何度も続けば、億おつ劫くうにもなりますよ。僕は絵が描かきたいのです。

　と、そんな気持ちをこめて僕はイタチさんに視線で共感を求めたのだが、

「でも、真一。もし危あぶないモノだったら、大変だよ？」

　きっぱりと反論されてしまった。うん、そう言われちゃ仕方ない。

「何を突つっ立たってるんですか先輩。ほら、現場が僕らを呼よんでいますよ！」

　拳こぶしを握にぎりしめて力説する僕こと白塚真しん一いち。そんな後輩を、先輩はそれはもう冷ややかに見つめてくださった。

「ここまで露ろ骨こつに態度が違ちがうと逆ぎやくに嬉うれしくなってくるわね。それはそれとして、今日の情報源は信しん頼らいしていいと思うわよ」

「あれ。新あら井いさん経けい由ゆじゃないんですか？」

「はい消えた。今回の通つう報ほう者しやは九きゆう尾びの狐きつねの皮を被かぶった稲いな葉ば先生なのでした、って逆ぎやくか」

「え。キツネ？」

　稲葉先生の名前が出たとたん、乗り気だったイタチさんが不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめる。本ほん能のう的てきなところで仲悪いからな、この人達（人じゃないけど）。まあまあ、と手でなだめつつ、僕は先輩に話の続きを促うながした。

「あの人が言うんなら間ま違ちがいはないんでしょうけど。で、何が出たんです？」

「そこらへんは一いつ切さい合がつ切さいノーデータ。今日の英Ⅱの授業の後、ちょいちょい手て招まねきするもんだから何かと思ったらさー。屋おく上じよう付近に危あぶなげな気け配はいを感じたから確かく認にんして対たい応おうしておきなさい、とだけ言って帰っちゃったと来たもんだ」

「……それはまたずいぶん勝手ですね」

「それがキツネだよ」

　感かん慨がい深ぶかげにイタチさんがうなずく。全くだ。自分でやれよ先生だったら。

「ま、聞いちゃった以上は確認しない手もナッシング。さあ行くわよ野郎ども」

　先輩はあっさりとテンションを切り替えると、意い気き揚よう々ようと美術室のドアを開けた。




「はい、私たちは今、屋上への階かい段だんへ通じる踊おどり場ばに来ていまーす。この場所は普ふ段だんから人通りも少なくてですねー、今日も見事なまでに人の気配がありませんねー」

「先輩。そのパターンさすがにもうやめましょうよ」

「『まんねり』だよね、そろそろ」

「ひどっ！　白しら塚つかはともかくイタチちゃんまで私の敵てきにっ！」

「ともかくって何ですか。後輩を勝手に敵認にん定ていしないでください」

　わざとらしくよろめく先輩の頭にスケッチブックでばふんと一いち撃げき。

「うー。最近、ツッコミに愛が足りないと思う私であった」

　先輩は眼鏡越しにじろっと僕を睨にらむと、呆あきれた顔で付け足した。

「つーかあんた、そのスケブはいったい何のため」

「何となく。ほら、これがないと落ち着かないような気がしませんか？」

「しませんな全く。これだから絵え描かきは」

　なんだとこの野郎、と言い返そうとした時、きょろきょろと周囲を探さぐっていたイタチさんが振ふり返かえり、申もうし訳わけなさそうに言った。

「真しん一いち、御み崎さき。ちょっと、黙だまっててくれる？」

「はいごめんなさい静かにしています」

　声を揃そろえて頭を下げる人間二人。それを見たイタチさんは「よろしい」と小さく笑った。少しだけ偉えらぶってみせたその笑え顔がおは、いつもの控ひかえめな笑みとは別の魅み力りよくに満ちており、要するにめちゃくちゃ可愛かわいかった。思わず「好きだあっ！」と飛びつきたくなる衝しよう動どうを抑おさえつつ、僕は心持ち小声で尋たずねる。

「どう、イタチさん。やっぱり、何かいる？」

「うーん、いるような、いないような……」

「ほふーむ。条件次し第だいで出たり消えたりするタイプかしら」

「それとは、ちょっと違ちがう……かな？　ずっといるけど、どこかに潜ひそんでる……みたいな。嫌いやな気け配はいは、確たしかに残ってるんだけど」

　イタチさんはそう言うと、再ふたたび周囲をぐるりと見み渡わたし、静かに息いきを吸い込んだ。

「待っててね、深めに探さぐってみる」

　イタチさんの頭と腰こしに茶色い耳と尻尾しつぽがぼんやり浮うかび、次第に実体化していく。お馴な染じみ妖よう力りよく集中モードだ。もふもふとした栗くり色いろの毛け並なみは、日当たりの悪い陰いん気きな踊おどり場ばにあってなお、凜りんとして美しい。と、経ふみ島しま先輩が「おお、凄すごい」と息を吞のんだ。

「あれ？　先輩、イタチさんの耳と尻尾見たことなかったんですか？」

「実はそーなのよ。へえ、顔とか手足はそのままなんだ。……ちっ、残念」

「何を期き待たいしてるんですか。あ、でも、一度手首がイタチっぽくなったことは」

　夏の特とつ訓くんを思い出しながらそうつぶやけば、ふと赤い顔のイタチさんが振ふり向むいた。

「あ、あれは初めてだったから……。それと真しん一いち、『尻尾ぎゅー』は、もう」
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「はい？　いや、やらないやらない」

　ぶんぶんと首を振る僕。そもそも一回しかやってないじゃないですか、あれ。

「約束だからね。……御み崎さき、ちゃんと見み張はってて」

「了りよう解かい、このうつけは私が引き受けた。ささ安心して探さぐられよ」

　どんと胸むねを叩たたく先輩。意外に信用ないのかと落らく胆たんする僕をよそに、イタチさんは改めて深く息を吸った。踊り場に舞まう風が張はりつめ、ふわっとした尻尾しつぽが静かに揺ゆれる。

「……ちょっと白しろの字じ。右手がわきわき動いてるわよ」

「ああっ、いつの間に！」

　先輩の忠ちゆう告こくを受けた僕が右手をぐっと握にぎりしめた、その時だ。

「うおん」

　何の前まえ触ぶれもなく唐とう突とつに。

　よく通る鳴き声が、踊おどり場ばの空気を揺るがした。

「え。何。イヌ？」

　周囲をあたふたと見み渡わたす先輩。うん、確たしかに今のは犬の鳴き声だった。しかし何でまた、と思った僕の視し界かいの端はしで、制服に包まれた細い体がぐらりとよろける。

「え」

　同時に、栗くり色いろのふわふわした耳と尻尾がかすれて消える。

「──イタチさんっ！」

　間かん一いつ髪ぱつ。スケッチブックを放り出し、持てる限かぎりの瞬しゆん発ぱつ力りよくで駆かけ寄よった僕の腕うでの中に、イタチさんが危あぶなげに倒たおれ込こんできた。

「ど、どうしたの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　一目見ただけで大丈夫じゃないのはわかったけど、そう聞かざるをえなかった。

「ありがと、真しん一いち。……うーん、あんまり、大丈夫じゃ、ないかな」

　見下ろす先、腕の中でそう告つげる少女の声は小さくそして弱々しい。精せい一いつ杯ぱい微笑ほほえもうとしているけど、力の抜ぬけた笑えみがなおさら痛いた々いたしかった。

「わかった、もう喋しやべらないでいいから。……先輩、これって」

「犬の鳴き声には妖よう怪かいを追おい払はらったり散らしたりする効こう果かがある──ってことになってるのよ。妖怪の存そん在ざいそのものを揺るがすって言ったほうが近いかな？」

　んー、と首をひねりながら答える眼鏡の妖怪博士。それを聞いたイタチさんは「へえ、そうなんだ」と苦しげにつぶやいた。

「いや、そんな他人ひと事ごとみたいに！　消えたりしないでよ！　まだ描かいてないのに！」

「あ、それは大丈夫だと思うよ。だから……落ち着いて、真一」

「ほんとに？　ほんとにほんと？」

「うん。ただ……頭がすごく痛いたいけど。頭にかぶせたお鍋なべをかなづちで叩たたかれたみたい」

　微び妙みようにわかりにくいたとえだが、とりあえず突とつ然ぜんのサヨナラは免まぬかれたらしい。僕がほっと胸むねをなで下ろすと、腕うでの中のイタチさんは力無く微笑ほほえみ、小さな声で言った。

「でも……立つのはまだ、辛つらい、かな。もうちょっと、このままでも……いい？」

「それはもう！　むしろ願ったり叶かなったり」

「白しろの字じ、本音が漏もれてるわよ」

「おっと。にしても、何で犬の声なんかが──」

　まさか校内で犬の散歩してる物好きもいないだろうし、そういう妖よう怪かいなんでしょうか。そう続けようとした僕をきっぱり無む視しした先輩は、階かい下かに視し線せんを向け、そして唐とう突とつに叫さけんだ。

「それで、いつまでそこに隠かくれてるつもり？　この経ふみ島しま御み崎さき、あんたがいるのは先せん刻こく承しよう知ちよ！　とっとと姿すがたを見せなさい、卑ひ怯きよう者もの！」

　え。「あんた」って誰だれ？

　と、僕とイタチさんが顔を見合わせる間もなく、

「へえ、気付いてたんですか。意外に察さつしが良いんですね」

　落ち着いた声とともに、小こ柄がらな人ひと影かげが一つ、階下の踊おどり場ばへと姿を現した。

「げえっ！　ほんとに誰かいた！」

「って何で先輩が驚おどろいてるんですか！　自信満々のセリフは何だったんです！」

「あんなの適てき当とうに言ってみただけだもーん。やー、まさかほんとに出てくるとは」

　頭を搔かく先輩を無視し、僕は再ふたたび階下の人物に視線を向けた。胸むな元もとには小さな円えん筒とう形けいのペンダント、右手には銀の管楽器。短く切きり揃そろえた髪かみは男子と見まがいそうだが、スカートはいてるところを見るとどうやら女子らしい──と言うかですね。

「あの……滝たき沢ざわさんだよね？」

　確かく認にんするようにそう尋たずねれば、ショートカットの少女はようやく僕に気付いたらしく、不ふ審しんそうにこちらを見上げた。

「白しら塚つか？　美術部がこんなところで何を？」

「強しいて言うなら部活かな」

　適当に答える僕の脇わき腹ばらを、経島先輩がちょいちょいと突つつく。

「もしもし白しろの字じ。あの座ざ敷しき童子わらしみたいな男おとこ女おんな、あんたの知り合い？」

「滝沢赫あか音ねさん。うちのクラスの委員長です。そんなに詳くわしくは知りませんけど、真面目まじめな人ですよ。吹奏楽部だったかな」

「確たしかにフルート持ってるけど。でも、あそこは春のサークル大だい刷さつ新しんフェアのどさくさで分ぶん裂れつ解かい散さんしたはずよ」

「ああ、そうでしたっけ」

「へえ、そうなんだ」

　納なつ得とくする一年生二人。と、階下の滝沢さんは僕らをまっすぐ見上げたかと思うと、

「白しら塚つか、それに経ふみ島しま先輩！　すぐにそれから離はなれなさい」

　それはもう唐とう突とつに、キリッとした声を張はり上あげた。

「……はい？」

　いきなり何を言い出すんだこの子は。つーか「それ」ってどれだ。

　ぽかんとした僕らを見上げたまま、滝たき沢ざわさんは言葉を続ける。

「急にこんなこと言っても信じられないとは思う。だけどね、君がさっきから大事に抱かかえてるそれは」

　滝沢さんの細い指が、びしりと僕の抱える少女に向けられた。イタチさんが「え、あたし？」と小さく驚おどろく。同級生をそれ呼よばわりするのはどうかなあ。失礼だろうが。そんなことを思っている間にも委員長の口こう上じようは続く。

「それはね、人間じゃない。人に仇あだ成なす彼ひ岸がんの存そん在ざい──妖よう怪かいなんだ！」

　敵てき意いに満ちた宣告。

　ふいに、腕うでの中のイタチさんがぶるっと震ふるえた。

「へえ君も知ってたの、これからもよろしくねーってノリじゃなさそうね」

　僕らだけに聞こえるよう、経島先輩がつぶやいた。同感。嫌いやな予感が背せ中なかを走る。

「あのさ、滝沢さん？　さっきからいったい何を」

　おずおずと尋ねてみたけど、滝沢さんは僕を無む視しして話を進める。

「確たしかに、上手うまく化けたものだとは思う。だけど、ライカに嗅かぎあてられたのが運の尽つきだ」

「……ちょいと白しろの字じ？　ライカって誰だれ？」

　先輩が僕に尋たずねてきたが、そんなもんこっちが聞きたいくらいだ。

「ぼくは決めたんだよ。学校に湧わく妖怪は、もう一匹たりとも見み逃のがさないって。そこまで完全に人間に擬ぎ態たいしてるのは初めて見たけど、相手にとって不足はない──だろ、ライカ？」

　よく通る声でそう言うと、滝沢さんはフルートを構かまえ、そして静かに息を吹き込んだ。

　だからライカって誰だよ、なぜいきなり笛を吹くのですか、そもそも何がしたいのですかと僕が尋ねる暇ひまもなく、神しん妙みようなメロディが屋おく上じよう前まえ階かい段だんに流れ出す。

　と、それに呼こ応おうするように、滝沢さんの胸むな元もとで揺ゆれていた銀の装そう飾しよく具ぐがぎらりと輝かがやき、

「ウォォオォォオオオオオオオオオオオオン！」

　猛もう獣じゆうじみた咆ほう吼こうとともに。巨きよ大だいな獣けものが一体、ドロンと姿すがたを現した。

「犬……！　そっか、さっきの鳴き声は……」

　跳はね上あがるように上体を起こしつつ、イタチさんが息を吞のむ。

　うん、確かにこいつは犬っぽい。狼おおかみもちょっと混まじっているけど、デザイン的にはおおむね犬と言える。言えるのだけれどこれはたぶん犬じゃない絶ぜつ対たいに。推すい定てい体長三メートルで半はん透とう明めいで実体がなくて宙に浮ういていて全身は真っ赤に染そまっている犬種なんて生まれてこのかた聞いたことはないし、この後の人生で聞く予定もない！

「な、何だこいつ！　先輩これってやっぱり妖ようか」

「でかっ！　赤っ！　怖こわっ！　よしあとは任まかせた！」

　知ち識しきを求める後輩を一いつ瞬しゆんで見捨て、経ふみ島しま先輩は猛もうスピードで後こう退たいした。どだだだっと階かい段だんを駆かけ上あがる足音が響ひびき、がちゃりとドアノブを回す音、さらに露ろ骨こつな舌した打うちが聞こえる。

　ふむ、どうやら屋おく上じように逃にげようとしたけどドアに鍵かぎが掛かかっていたらしい。ざまあみろ。

「って、それどころじゃないよな、今は」

　自分で自分に突っ込みつつ視し線せんを戻もどせば、フルートを構かまえたまま射い竦すくめるように僕らを（主にイタチさんを）見上げる滝たき沢ざわさんと、クールなご主人様の言葉に従したがうように唸うなり続つづける赤犬怪かい獣じゆうクリムゾンドギー（仮かり）の姿すがた。ライカって名前らしいけど、あの容よう貌ぼうならむしろ十郎丸とかバラゴンとかゴルディバスみたいな名前が似に合あいそうに思います。言わないけど。

「怯おびえるフリしかできないの？　だけど、手は抜ぬかないよ。覚かく悟ごしろ、妖よう怪かい！」

「……ぐるるるるる」

　で、隣となりに視線を向ければ、本調子でない体でおろおろしている少女の姿があるわけで。

「え、ええと……どうしよう、真しん一いち」

　……うん、まあ、そうだな。

　そりゃ、役に立たない自信はあるけども。

　僕は小さく深呼吸して一歩前に出ると、イタチさんを覆おおい隠かくすように大きく両手を広げた。

「真一……？」

　驚おどろいたような声が背せ中なかに響く。僕はカリカリと頭を搔かくと、振ふり返かえることなく返事した。

「ほら、いつも守ってもらってるばっかりってのも悪いし」

「え？　でも……」

「何やってるんだい、白しら塚つか？　君にも、ぼくのライカは見えてるんだろ？」

　イタチさんの言葉を遮さえぎるように、階かい下かから冷たい声が割って入った。

「滝沢さんの後ろの赤くて大きいのなら、あいにくはっきり見えてるよ」

　ぶっきらぼうに言い返せば、半はん透とう明めいの猛もう犬けんを従えたフルート奏そう者しやは大きな溜ため息いきを吐つく。

「わかってるのかな、白塚。ぼくの狙ねらいは君の後ろの妖怪で、君には何の用もないし、正直、無関係な人は傷きずつけたくない。とっととどこかに行ってくれると助かるんだけど？」

　滝沢さんがそう言うと、それに応おうじるようにライカが低く唸った。大だい根こんのような牙きばが剝むき出だしになり、それを見た僕の背中に嫌いやな汗あせがだらだら流れる。凄すごいの飼かってるなあ、委員長。

「うーん。悪いけど、そうもいかなくて」

　そりゃまあ退たい散さんしたい気持ちがないと言えば噓うそになるが、イタチさん置いて逃にげるわけにもいかないのである。たいしたことはできないけど、それとこれとは話が別だ。

「操あやつられたか誑たぶらかされたか──どちらにしても情なさけないね、白塚。まあ、いいけど」

　委員長は哀あわれむように首を振ったかと思うと、犬を横目で見上げ、そして短く命令を発した。

「吠ほえろ」

「ウ──オオオオオオオオオオオオオオオオオン！」

　唐とう突とつに咆ほう吼こうする巨大な猛もう犬けん。

　思わず両手を広げた僕の目の前で、階かい段だんの空気が同どう心しん円えん状じようにぶわりと揺ゆれ、びりびり震ふるえる波がどかんと体にぶつかってきた。

「ぐっ！」

　音量はそれほどでもないのに、衝しよう撃げきだけは物もの凄すごい。ぐわんぐわんと頭と体が揺さぶられる。

「かー……けっこう効きいたなー、これは……あ、イタチさんは大だい丈じよう夫ぶ？」

　慌あわてて後ろを振り返れば、額ひたいに手を当てたイタチさんが目に入った。

「……うん、真しん一いちが庇かばってくれたから。ありがと」

　そう答えた妖よう怪かい少女は、ちょっと気分が悪そうではあったけど、少なくとも今にも消えますよって感じではなく。よし、とりあえず一安心。

「ふうん……さすがは人型、地じ味みな雑魚ざことは違ちがってそう簡かん単たんには散らないか」

　愛犬の攻こう撃げき力りよくを確かく認にんするかのように、ふむふむとうなずく委員長。なるほど、どうやら最近校内の妖怪が少なかったのは、あの犬に吠え散らされていたからってことか。そう納なつ得とくしていると、僕の背せ中なかに隠かくれていたイタチさんがひょこっと顔を出し、階かい下かへ呼よびかけた。

「ええと、赫あか音ね……だよね？」

「ぼくは確たしかに滝たき沢ざわ赫音だけど。それが何か」

　敵てき意いに満ちた視し線せんが飛んでくる。僕は思わずびくっと震えてしまったが、イタチさんは「だよね。良かった、名前間ま違ちがえてなくて」と嬉うれしそうにつぶやいた。

「あ、あたしは、伊達だて──」

「悪いけど、ぼくには妖怪の自己紹しよう介かいに付き合う趣しゆ味みはない。言い残したいことがあるなら、とっとと済すませてくれるかな」

　問もん答どう無む用ようにぴしゃりと遮さえぎる委員長。この物言いにはさすがにイタチさんもちょっと言葉に詰つまったようだが、ややあって、少し強めの口く調ちようで続けた。

「ね、赫音。……聞きたいんだけど、あたし、あなたに何かした？」

　至し極ごく当然な疑問である。僕は「そうだそうだ」と小さく拳こぶしを振ふってみた。

　だが滝沢さんは、険けわしい眼まな差ざしのまま、切り捨てるように言い放った。

「人間でもないくせに生せい存ぞん権けんの主しゆ張ちよう？　笑わせないで欲しいね。妖怪なんて百ひやく害がい有あって一いち利り無なし、何の役にも立たない存そん在ざいなんだから、とっとと消えてもらわないと危あぶなくて仕方ない」

　おい、ちょっと待てよ委員長。その言い分はいくら何でもあんまりだ。

　と、そう言おうとしたのだが、そこにすかさず口を挟はさんだ人が一人。

「ほお。妖怪は危き険けんで有害なんだから問答無用で駆く除じよしていいんだもーん、ってか」

　いつの間にか戻もどってきていた経ふみ島しま先輩である。さんざん逃にげ道みちを探さがした挙あげげ句くに観かん念ねんしたのか、お馴な染じみの人を食ったような口く調ちようが復活していた。

「何があんたをそうさせたのかは知らないし知りたくもないけど、単純明快すぎる二に元げん論ろんだわねー。いやほんと、傍はた迷めい惑わくな正義の味方もいたもんだ。つーか！」

　先輩はジャージの裾すそを翻ひるがえしつつ犬をまっすぐ指し示し、そして声を張はり上あげる。

「あんたの連れてるそのワン公も！　立りつ派ぱな妖よう怪かいとちゃうんかい、ええっ？」

　うん、それは確たしかにその通りである。なぜ関西弁なのかは気になるけど。

「ね、ね、御み崎さき、あれって」

「ずばり犬いぬ神がみと見た」

　イタチさんの質問を聞き終えるまでもなく、先輩はきっぱり言い切った。

「神っつってもゴッドの類たぐいじゃないわよ。特定の血ち筋すじとか体質の術者が使う妖怪で、マスターに随ずい行こうしその命令に従したがって動くとゆー使つかい魔ま的てきな存そん在ざい。つまりあの孤こ高こうの妖怪ハンターちゃんは、犬神使いのスキル持ちってことなんでしょーね」

「詳くわしいですね先輩。そう、ぼくのライカは、そこにいるような野の良らの妖怪とは違ちがう」

　そう言うと滝沢さんは傍かたわらの大犬の首くび筋すじへ手を伸ばし、ごわごわした毛を優やさしく撫なでた。実体がなくてもご主人様の手は嬉うれしいのか、犬神は気持ちよさそうに目を細める。

「いやいやいやいや。だったらイタチさんもさ」

　マスターと使い魔的な関係性とは全然違うけど、話せばちゃんと通じる人だし、そもそも危き険けんどころか学園の平和を密ひそかに守ってきたわけで。僕はそう続けようとしたのだが、すかさず滝たき沢ざわさんが口を挟はさんだ。

「無む駄だだよ白しら塚つか。妖怪に操あやつられた男の言葉に、ぼくが耳を貸すとでも？」

「……えーと、さっきからどうも誤ご解かいがあるようなんだけど、僕は別に操られてるわけじゃ」

「うるさいよ」

「それにイタチさんは」

「喚わめくなっての」

「決して危険な妖怪とかではなくて」

「いい加か減げんに黙だまれ」

「はい」

　冷たく重い一声に、僕は思わず口を閉じてしまった。さすが委員長、ホームルームの司会進行で慣ならしているだけのことはある。小こ柄がらな見た目の割には迫はく力りよくありすぎ（だがそれがいい）というのが、うちのクラスの男どもの共通見解だったと思い出す。今は関係ないけど。

　と、滝沢さんはいったん言葉を句切ると、イタチさんへびしりとフルートを突つきつけた。

「さて、もうそろそろこの世へのお別れは済すんだかな？　済んだよね？」

　その傍らには、ぐるぐると牙きばを剝むく真しん紅くの大犬。

「……真しん一いち」

　きゅっ、と袖そでの端はしを摑つかまれた。

「大だい丈じよう夫ぶ。たぶん絶ぜつ対たい大丈夫」

　何の根こん拠きよもない励はげましとともに、僕は呼吸を整える。滝たき沢ざわさんがイタチさんを狙ねらうってんなら、こっちはそれから守るだけだ。イタチさんの前に立ちはだかったまま、さっきから傍ぼう観かんモードに入っていた先輩に僕は小声で尋たずねた。

「先輩。犬いぬ神がみの攻こう撃げきパターンって鳴き声だけですか？」

　幸さいわい、あの必殺ワイルドボイスだったら、僕が壁かべになりさえすればイタチさんは耐たえられるようだ。見てる分には大だい迫はく力りよくの犬神も、実体はないから物理的に嚙かみついてきたりもしないだろうし（文化祭前の鬼おにの一件があるので油ゆ断だんは禁きん物もつだけど）、マスターの滝沢さんも腕うでっ節ぷしが強そうには見えない。

　だったら、僕も瞬しゆん発ぱつ力りよくは人ひと並なみ以下なのだが、イタチさんを引ひっ張ぱって逃にげ切きることぐらいはできるんじゃなかろうか？

「甘い。グラニュー糖とう大さじ五杯、あるいはバニラエッセンスの香りのように甘いわ白しら塚つか」

　しかし先輩の返事は僕の甘い期き待たいをあっさり打うち砕くだくものだった。

「鳴き声での禍祓マガハラいなんてのは、犬神の『犬』って属ぞく性せいに付ふ随ずいした、まあオマケみたいな能のう力りよくよ。犬神の本ほん領りようってのはね、誰だれかに」

「先輩？　そろそろお静かに願えませんか」

　滝沢さんが先輩の説明ゼリフに割って入った。話の腰こしを折られた先輩が「む」と睨にらみつけたが、短たん髪ぱつの犬神使いはひるむことなくフルートを構かまえる。

「うん、ま、あれでいいか……。準じゆん備びはいいよね、ライカ？」

　滝沢さんが銀色の笛に息を吹き込めば、さっきとはまた違ちがう穏おだやかな旋せん律りつが流れ出す。と、それを耳にしたとたん、犬神は巨きよ大だいな足で宙を蹴けり、僕らに向かって一直線に跳とんできた。

「オン！」

「ひゃっ！」

「うわ来たっ！」

　あまりの迫力に動けない僕。実体がないとは言え、怖こわいものは怖い！

　だが、その赤くて透とう明めいな怪かい物ぶつは、イタチさんにまっすぐ飛びかかるかと思いきや。

「あれま。ここでまさかの私狙い？」

　きょとんとしていた先輩の体にぶつかり、そのままするりと重なって消えてしまった。

　……今の反はん応のう、自分はターゲットじゃないと完全に安心してましたね。

　ってかそれより大だい丈じよう夫ぶなのか。先輩の体には、外がい傷しようどころか接せつ触しよくした痕こん跡せきすらないけれど、この状じよう況きようであの賑にぎやかな人が直ちよく立りつしたまま動かないのはどう見ても異い常じようだぞ。

「……御み崎さき？」

　僕の後ろに隠かくれたまま、イタチさんがおそるおそる先輩に声をかける。

　と、先輩は、ぎこちなく首を回して僕らを見ると、だらりと舌したを垂たらし、一声鳴いた。

「わん」

　うわ。

「……ね、ねえ、真しん一いち、これって」

「……うん、たぶんイタチさんの考えてる通りだと思う」

　不安げに顔を見合わせる僕ら。と、そこに割り込む冷れい静せいな、それでいて少し得意気な声。

「そう。犬いぬ神がみはね、誰だれかに取とり憑ついて初めて本ほん領りようを発はつ揮きできる妖よう怪かいなんだ。『犬いぬ神がみ憑つき』って言葉、聞いたことないかな？」

　かつかつと階かい段だんを上りながら滝たき沢ざわさんが言う。

「初耳だ」

　努めてぶっきらぼうに答えると、数段下まで近づいてきていた犬神使いは立ち止まって「だろうね」と小さく微笑ほほえみ、再ふたたびフルートに息を吹き込んだ。何やら厳げん粛しゆくな旋せん律りつが流れ出し、それに呼こ応おうして先輩の小さな体がざわざわ震ふるえ始はじめる。

　……あ、今日何度目かの嫌いやな予感。

「おおおおおーん」

　経ふみ島しま先輩が唐とう突とつに天を仰あおいで高らかに咆ほう吼こうし、小さい右手を突つき上あげた。中身が何にせよ、外見上は経島先輩のまんまなので正直あんまり迫はく力りよくは──と思う間もなく異い変へんは起きた。

「……げ。何だこれ」

「御み崎さきっ！」

　叫さけぶイタチさんの目の前で、三角形の耳が二つ、経島先輩の頭の上にぴょこんと生えた。口元から異い常じように伸びた犬けん歯しが覗のぞき、ジャージのお尻しりからはイヌ科独特の房ふさ状じようの尻尾しつぽがにょろんと伸びる。次いで、小さい右手が赤い剛ごう毛もうに包まれたかと思うとむくむくと肥ひ大だいし、そしてトドメとばかりに巨きよ大だいな爪つめが五本、にょきにょきジャキーンと生はえ揃そろった。

「ぐるるるる……」

　中ちゆう途と半はん端ぱに狼おおかみ男おとこに（いや正せい確かくには犬女なのかもしれないけどまあとにかくそんな感じに）なってしまった先輩が、僕らを見つめて唸うなりをあげる。イヌ耳くらいなら可愛かわいいけど、右手だけが妙みようにでかくてゴツいもんだからアンバランスで不ぶ気き味み極きわまりない。いや、問題なのは見た目じゃなくて中身なんだけど。

「……さあ、どうしようイタチさん」

　この流れは全く予想していなかったので、大人しく意見を求めると、

「え、えーと……炎ほのおとか鎌かま鼬いたちとかはダメ……だよね。あれ、一いち応おう、御崎だし」

　イタチさん的にもどうやら予想外の展てん開かいだったらしく、ひどく困こん惑わくした答が返ってきた。

　うん、焼いたり切ったりは確たしかにまずい。一応先輩だし。そこへ静かに響ひびく声。

「右手一本がせいぜいか。やっぱり、相あい性しようが……？　まあ、これでも充じゆう分ぶんだろうけど」

　何が充じゆう分ぶんなんだと聞き返す間もなく、冷れい酷こくな犬いぬ神がみ使つかいは僕らを見み据すえ言葉を続ける。

「さあ、始めようかライカ。そこの小うるさい化け物──跡あと形かたもなく引ひき裂さいてやれ！」

　聞きたくなかった命令。流れ出すフルートの旋せん律りつ。こんどはやたら軽けい快かいな曲だ。
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「うおおおおおおおおおおおおおおおん！」

　屋おく上じよう前まえ階かい段だんに轟とどろく嬉うれしげな咆ほう吼こう。

「ちょ、ちょっと待って赫あか音ね、御み崎さき！　ね、お願いだからもう少しだけ話を聞」

「そもそも妖よう怪かいだからって全部が全部危き険けんな存そん在ざいってわけではないってこ」

　かくして、完全に犬神使いの支配下に堕おちた経ふみ島しま先輩は、説得を試みる僕らを完全に無む視しし、鉤かぎ爪づめを振ふりかざして踊おどり場ばの床ゆかを蹴けったのだった。

「わんっ！」




「──ウオン！」

「何のっ！」

　もう何発目になるかわからない滝たき沢ざわ流りゆうお清めシャウト（仮かり）を、僕は体を張はって受け止めた。とっさに拾って構かまえたスケッチブックはあっけなく弾はじき飛とばされ、そして両耳がぐわんぐわんと揺ゆさぶられる。幸さいわい、清めるとか散らすとかいった効こう果かは人間には発はつ揮きされないみたいだけど、この衝しよう撃げきだけはどうしようもない。一発一発の威い力りよくは地じ味みでも、こうたて続けに喰くらうと、さすがにダメージがじわじわ溜たまってきた気も

「ね、もういいよ、しんい」

「大だい丈じよう夫ぶ！　まだまだ大丈夫！　さあっ、もう一発行ってみようかっ！」

　しない！　全ぜん然ぜんしない！

　荒あれた息とか痺しびれてきた手足とかは無む視しし、あからさまな空元気で自分を奮ふるい立たたせる。イタチさんを庇かばったまま見上げれば、いつの間にか階かい上じように回っていた滝たき沢ざわさんと目が合った。

「……ぐるるる」

　犬いぬ神がみ使つかいの傍かたわらでは、経ふみ島しま先輩（中身は犬神）が低い唸うなり声ごえをあげている。さあて、次はどう出るんだ──と思った瞬しゆん間かん、経島先輩（中身は犬神）の尖とがった耳がぴくっと動く。

「わん！」

　小こ柄がらな体がバネのように真横に跳はね、ジャージの影かげが視し界かいから消える。うろたえる間もなく、階かい段だんの手すりを蹴ける軽快な音が真横から響ひびいた。

「真しん一いち！　右！」

「そっちかっ！」

　イタチさんの声に弾はじかれるように慌あわてて手すりを向けばすでに経島先輩（中身は犬神）の姿すがたはそこになく、ただ、視し界かいの上の端はしにちらっと尻尾しつぽの先が見えた。フェイントか！

「真一！」

「わかってる、つーかわかった！」

　また真後ろから来る気だな！　イタチさんの手を摑つかんで上へ引き上げ、入れ替わりに僕は階かい下かに飛んだ。すかさず両手を広げて壁かべになりつつ、開き直り気ぎ味みに絶ぜつ叫きようする。

「ほら、どんと来いっ！」

「──ウ！」

　僕の鼻先六センチで、コンクリ壁くらいなら貫つらぬきそうな勢いきおいで突つき出だされた犬いぬ島しま先輩（めんどくさいのでこう呼よぶ）の右手の爪つめが、ぴたりと静せい止しした。十一回目の間かん一いつ髪ぱつ。大量の冷ひや汗あせが背せ中なかに流れる。

　滝沢さんの「無関係な人は傷きずつけたくない」の言葉はどうやら噓うそではないらしく、その方針は彼女の使つかい魔ま（と言っていいのかどうか微び妙みようなんだけど、それを相談する相手は現在進行形で犬神に憑つかれているのです）のライカ君にも徹てつ底ていされている様よう子す。

　つまり、殴なぐる蹴ける系の物理的かつ直接的な攻こう撃げきに対しては、僕がバリケードになれば犬島先輩はそれ以上攻撃してこないのだ。さっきから何度か試しているが、幸さいわい「まず、あの邪じや魔まな男を引ひき裂さこうか」「わん」「ぎゃー」「あっ真一が」「ふふふふ、覚かく悟ごしなよ化けイタチ」といった流れには至いたっていない。滝沢さんの良心にちょっとだけ感かん謝しやだ。

　もっとも、ぎらぎら光った鋭するどい爪を目の前に突きつけられるのは、止まるとわかっていても十分に怖こわいのですが。

「ううううう……」

　右手を寸すん止どめしたままの犬いぬ島しま先輩が憎にく々にくしげに睨にらんできたので、吠ほえ返かえしてやることにした。

「うー、わん」

　通じるかどうかは知らんが気分の問題だ。

「ぐるる」

　お、反はん応のうがあった。せっかくなので続けてみよう。

「わん！」

「ぐううう！」

「わん！　わんわん！」

「ぐる、ぐるるるる！」

「うー、わんわんわん！」

「……何やってんだ君たちは。戻もどれライカ、馬鹿が伝染うつる」

「ちょ、ちょっと真しん一いち？　ほ、ほんとに大だい丈じよう夫ぶ……？」

「あー、ごめん。ついエスカレートした」

　イタチさんに本気で心配されてしまったので、ここは素直に謝あやまっておく。

　と、そんな僕をじろっと睨にらんだ犬島先輩は、ぽーんと階かい段だんを蹴けって僕らの頭ず上じようを飛び越え、屋おく上じようへの扉とびらの前に立つご主人様の隣となりへと戻っていった。なので僕もイタチさんを庇かばいつつ、踊おどり場ばへと移い動どうする。ここもあんまり広くはないが、少なくとも階段よりは動きやすい。

　──さて、またこの立たち位い置ちに戻ったわけか。この後どうしたもんかな、いつまでも続けるわけにもいかないよなーと思いながら階上を見上げると、滝たき沢ざわさんが肩かたをすくめた。

「意外に動けるんだね、白しら塚つか。正直、ライカの動きについてくるとは思わなかった」

　あの犬いぬ神がみ使つかいからフルートを奪うばってしまえば万ばん事じ解決な気はするのだが、犬島先輩がそれを許ゆるしてくれるとは思えない。僕は途と方ほうに暮くれつつ「そりゃどーも」と言い返した。

「手足の力の入れ具合で、どう動こうとしてるかは何となくわかるから」

「へえ。さすがだね」

「まあ、美術部ですから。……ぜー」

　運動部の連中のデッサンを繰くり返かえして鍛きたえた観かん察さつ眼がんがこんな形で役に立つとは思わなかったけど。そう付け足そうと思ったが、口から漏もれたのは荒あれた息だけだった。

「よく頑がん張ばったとは思うよ。だけど、そろそろ限げん界かいじゃないの？　体力ないだろ、君」

「……まあ、美術部ですから。……ぜはー」

　正直、限界はとっくに超えてる気もするけど、それは言わないでおく。とりあえず息を整えようと肺をフル稼か働どうさせていると、イタチさんが僕の耳元で囁ささやいた。

「ね……真一」

「あ、何か思いついた？」

　ちょっと期き待たいしつつ尋たずねたのだが、返ってきたのは「ごめん」の一声だった。

「何も思いつかないし……どうしようかな、って」

「うーん……もう、鎌かま鼬いたちか炎ほのおを使っちゃってもいいんじゃないかと思うんだけど」

「……でも、ほら……同級生だから……」

　イタチさんが言いよどむ。相手は殺す気で襲おそってきてるわけだから、ちょっと切ったり焼いたりするくらいは許ゆるして欲ほしいんだけど、当人が「使わない」と言いい張はる以上は仕方ない。

「それに、悪い人じゃなさそうだし……。話して誤ご解かいを解とければ、いいかな……って」

「うん、それがベストだけどさ」

　難むずかしいんじゃないかなあと思いながら前を見れば、敵てき意い剝むき出だしの目でこちらを睨にらむ犬いぬ神がみ使つかい。その顔には「学園にのさばる邪じや悪あくな妖よう怪かいはこの私が許さない」と書いてある（気がする）。

　……そう、確たしかに彼女は悪人ではない。しかし、思い込みの激はげしい正義の味方ってのは単なる悪人より厄やつ介かいなんだよね。しみじみ痛つう感かんしていると、階かい上じようから冷たい声が飛んできた。

「ほんと、ずいぶん仲が良いんだね。完全に誑たぶらかされちゃったってわけか」

「あのさ滝たき沢ざわさん。さっきから何度も言ってるけど、僕は別に騙だまされてるとかでは」

「操あやつられてるって自じ覚かくがないだけだろ？　そうでなけりゃ、誰だれが妖怪なんかを庇かばう？」

　僕の反論をばっさり遮さえぎった犬神使いが、冷たい視し線せんを投げつける。

「誰がって、ここに一人いるんだけど」

　おずおずと手を挙あげてみたら、犬いぬ島しま先輩に吠ほえられた。聞いたのはそっちじゃないかよ。

「白しら塚つかだって、わかってるんだろ？　さっきから後ご生しよう大だい事じに守ってるそれは、見た目こそ人っぽいけど中身は化け物だってことを」

「化け物ってのは言いすぎだろ。せめて『妖怪イタチ娘』くらいで」

「うるさいよ黙だまれ。で、まだ君がまともだってんなら聞くけどさ……その化け物のどこがそんなにいいんだい？」

「え？　どこってそりゃあ」

　……どこなんだろう。

　ちょっとだけ振ふり返かえってイタチさんと視線を交わすと、僕は思いを巡めぐらせた。えーと、そもそもは見た目に惹ひかれたんだけど、それはあくまで最初の話であって以下長くなるので省しよう略りやく。

　と、そんなこんなの思いをまとめ、僕はきっぱりあっさり言い切った。

「全部」

「……へえ。そう。ふーん」

　きわめて簡かん潔けつ明めい瞭りように答えたつもりだったが、それを聞いた犬神使いは、こいつはもう手の施ほどこしようのない馬鹿だからこれ以上の会話は無意味だねああ無む駄だな時間を過すごしたと言いたげな視線で僕を見やがった。言葉の通じないはずの犬島先輩までもが鼻で笑っていやがるのが、妙みように腹立たしい。

「ありがと、真しん一いち」

　ふいに、消え入るような声が耳元で小さく響ひびいた。それに釣つられて振ふり向むくと、真っ赤な顔のイタチさんは恥はずかしげに視し線せんを逸そらし、僕の肩かたの後ろに隠かくれてしまう。

　──うん、そうだ。やっぱり今の答は間ま違ちがってない！

「はいはい、もういいや」

　ぱんぱんと手を打って僕らの会話を遮さえぎり、滝たき沢ざわさんは呆あきれるように首を振った。

「正直、がっかりしたよ。こんな辺へん鄙ぴな場所にいるのをライカがわざわざ嗅かぎつけたくらいだから、どんな大物かと思ったのにさ」

　肩をすくめる犬いぬ神がみ使つかい。しかし勝手に期待されても……って、おい。ちょっと待て。

　何か話がおかしくないか？　イタチさんはもともとここにいたわけじゃないぞ。

「手て駒ごまの後ろに隠かくれるだけの腰こし抜ぬけだなんて、興きよう醒ざめもいいとこだ。そう思うだろライカ？」

「わん！」

　挑ちよう発はつするように犬いぬ島しま先輩が吠ほえるが、僕は反論しなかった。落ち着け白しら塚つか真一。そうだ、そうだよ。すっかり忘わすれてたけど、そもそも僕らがここに来た理由って──。

「……あ！」

　イタチさんが僕の後ろで息を吞のむ。どうやら同じ結論に達したらしい。

「うう」

　ふいに犬島先輩が滝沢さんを見上げて短く吠えた。

「そろそろ憑ひよう依い時間の限げん界かい？　オッケー、じゃあもう終わらせよう。白塚、腕うでの一本くらいは諦あきらめてよね」

「それくらいは覚かく悟ごの上……って、はいっ？　今、何て？」

　さらっととんでもないことを宣せん告こくされませんでしたか。思し考こうを中ちゆう断だんし聞き返した僕を、我がクラスの委員長は例のごとく無む視しすると

「わかってるよねライカ。もう手て加か減げんは要いらないから、確かく実じつに仕し留とめてくること」

　よく通る声で命令を発し、そしてフルートに息を吹き込んだ。今までとは一味違ちがった勇ゆう猛もうなメロディが流れ、犬島先輩はエネルギーを充じゆう塡てんするかのように低い唸うなり声ごえを発し始める。

　あ、この曲は聴きいたことある。確たしか何とかいうクラシックで──ってそんなことはどうでもいい！

「ぐううう──わんっ！」

　咆ほう吼こうとともに床ゆかを蹴けり、犬島先輩が飛んでくる。この迫はく力りよくこの気合、僕には絶ぜつ対たいに止められそうもない自信があるが、だからって逃にげるわけにはいかない。開き直った僕が両手を広げるのと同時に、イタチさんの目が銀色の閃せん光こうを放った。

「──ぐ、うっ？」

　瞬しゆん間かん。犬島先輩の体が僕の眼がん前ぜんでぴたりと静せい止しする。

「金かな縛しばり！　そうか、それが」

「駄だ目め、安心しないで真しん一いち！　たぶん、効きき目めはそんなに長く」

「わんっ！」

　イタチさんの声に割り込むように、魔ま除よけの鳴き声が響ひびいた。金縛りの効こう果かをあっさり打ち消した犬いぬ島しま先輩の体が再ふたたび動き出す。そうはさせるか！　僕はすかさず犬島先輩に組み付き、彼（肉体的には彼女）の唯ゆい一いつの武ぶ器きである右みぎ腕うでをがっちり押おさえた。

「よ、よし！　これで──」

「ぐるるるっ！」

「って噓うそだろ！　何だこの力！」

　安心するのは早かった。この引き（あるいは押し）の強さ、あの小こ柄がらな先輩の体とは思えない。しかも僕はヘロヘロになりつつあるわけで、これはもう十秒も保もたないぞ！

「ほんとに馬鹿だね。ライカの力にただの人間が敵かなうわけないだろ？　さあライカ、白しら塚つかは適てき当とうにあしらって、とっととその化け物を──」

　そして、滝たき沢ざわさんがフルートから口を離はなして最後の命令を下そうとした、その時だ。

「え……この気け配はい！」

　最初に気付いたのはイタチさんだった。

「う、わん？」

　次いで犬島先輩（正せい確かくにはライカ）。

「え？　お、おわっとっと」

　必死に押さえつけていた右手がふいに大人しくなるに至いたって、ようやく僕も気が付いた。

　イタチさんたちの視し線せんを追い、疲ひ労ろうと酸さん欠けつでふらつく視線を階かい上じように向ける。

「……げ」

　滝沢さんが立っている場所のちょうど真上。ほこりっぽい天てん上じようから、半はん透とう明めいの妖よう怪かいがずるりと静かに染しみ出だしていた。

「そうか……！　あれが、キツネが言ってた気配の主！」

　先ほどまでの為なす術すべもなく守られモードから一転、キリッとした口く調ちようで断だん言げんするイタチさん。ついでに言えば、ライカが嗅かぎつけたという妖よう気きの発生源でもあるんだろうけど、しかし──こいつら、まだ残ってたのか。文化祭前、倉そう庫こ棟とうで全ぜん滅めつさせたはずなのに。

「真一……あれって」

「間ま違ちがいない。鬼おにだ！」

　イタチさんの言葉を聞き終えるまでもなく、僕は瞬しゆん時じに断言した。長なが柄えの鎌かまを携たずさえたトカゲのようなデザインに見覚えはないけれど、あの問もん答どう無む用ようで粗そ暴ぼうなオーラは間ま違ちがえようがない。一度でもあいつらと相あい対たいしたことがある人なら、きっと誰だれでもわかるはずだ。

「……キシャァッ」

　ゆっくりと床ゆかに降おり立たった鬼おには、この場で唯ゆい一いつ、未いまだに事じ態たいに気付いていない少女へと、焦しよう点てんの定まらない胡う乱ろんな瞳ひとみを向けた。

「赫あか音ねっ、後ろ！」

「わん！　わんわんっ！」

「滝たき沢ざわさん！　逃にげろ！」

　僕らの叫さけびが同時に響ひびく。

「え？」

　ようやく異い変へんに気付いた犬いぬ神がみ使つかいがハッと振ふり向むいた先には、嬌きよう声せいをあげる異い形ぎようの人ひと影かげ。

「キッシャアアアッァァァァッァァァッ！」

　と、それを目にしたとたん。委員長の様よう相そうは一いつ変ぺんした。

「あ……」

　さっきまでの無情ハンターっぷりはどこへやら。呆ほうけるように鬼を見上げた委員長は、ぺたんと腰こしを落としてしまった。手を離はなれたフルートが階かい段だんをカラカラと転ころがり落おちる。

「……うそ……こいつ、この感じ……あの倉そう庫この……姿すがたは違ちがうけど……で、でも……」

　小さな口がぱくぱく動き、文章になっていない言葉が漏もれている。

「いなくなったと思ったのに……やだ、なんで、なんで、こんなところに……っ！」

　眼がん前ぜんで怯おびえる少女を恰かつ好こうの獲え物ものと見て取ったのか、鬼はその手の鎌を振り上げた。半はん透とう明めいの巨きよ大だいな刃は物ものが、停てい滞たいした空気をぶわりと揺ゆらす。

　──やばい。鬼は実体がない妖よう怪かいだけど、その攻こう撃げきは物理的に効きく。つまり、あれが振り下ろされたら。

「や……やだ、やだやだやだやだ、来るな、あ、あ、あっち行けえええっ！」

　腰が抜ぬけたのか、滝沢さんは叫さけぶだけで動かない。いや、動けないのか！

「ああもう！　何やってんだっ！」

　気が付けば、僕は階段を駆かけ上あがっていた。呆ほうけたような滝沢さんの腕うでを強ごう引いんに摑つかんで引ひっ張ぱり、その勢いきおいに任まかせて小こ柄がらな体を小こ脇わきに抱かかえるように持ち上げる。瞬しゆん間かん、鬼の振り下ろした刃物が空くうを切った。

「よしっ！」

「……え？　白しら塚つか？」

　呆けた顔の滝沢さんは予想外に軽い。火事場の馬鹿力のおかげなのか、それとも単に滝沢さんが軽いのか。そんなことを思いながら見下ろせば、おろおろと首を傾かしげる委員長の顔。

「あ、あれ。し、白塚？　ぼく、ええと、何を……？」

　どうやら逃げろと言っても無理そうだ。しかし、小柄な委員長とは言え、抱えたまま階段を下り切るほどの体力は今の僕にあるはずもない。というわけで、かくなる上は。

「滝沢さん──ごめんっ！」

「え──？」

　残った力を振ふり絞しぼり、僕は滝たき沢ざわさんの体を階かい下かに向けて放り投げた。さっきまでの格かく闘とう（と言うほどたいしたもんでもないが）でとっくに限げん界かいを迎えていた肩かたと腰こしとが、ばきばきごきんと嫌いやな音を響ひびかせたがそんなことは後だ後。かくして、滝沢さんの女子高生と言うよりは少年っぽい小こ柄がらな体は豪ごう快かいに階かい段だんを舞まい、

「任まかせたっ、イタチさん！」

「うん、わかってる！」

　しっかり階下でスタンバっていてくれたイタチさんに受け止められたのだった。やれやれ。

「大だい丈じよう夫ぶ、赫あか音ね……？」

「え、う、うん……でも、どうして、ぼくを」

「だって、放っとけないよ」

　イタチさんはちょっと微笑ほほえんでそう言うと、滝沢さんをそっと踊おどり場ばの床ゆかに降おろした。と、腰こしが抜ぬけているのか、ぺたんと座すわり込こんでしまう犬いぬ神がみ使つかい。まあ、とりあえず無ぶ事じなようで何よりだ。やれやれ。

「キッシャアアアアアアッ！」

　無む視しされていた鬼おにの怒ど号ごうがすぐ真後ろで響き、僕は我に帰った。何を安心してるんだ白しら塚つか真しん一いち！　振り返れば、鬼の構かまえた刃は物ものはもうすぐそこだった。あ、大ピンチ。

「──ァッ！」

　きいんと鋭するどい雄お叫たけびが響き、そして轟とどろく炸さく裂れつ音おん。狙ねらい澄すまして放たれたイタチさんの真っ赤な炎ほのおが、鬼を包み込む。声にならない悲鳴とともに、鬼のぼやけた体がぐらりと揺ゆれた。

「真一っ、早く！」

「あ、ありがとうイタチさん！」

　階下から響く急せかす声。体を震ふるわせて叫さけぶ鬼を尻しり目めに、僕は三段飛ばしで階段を駆かけ下おり、

「よし、あとちょっ……おうわあっ！」

「真一っ！」

　どうにかこうにかイタチさんらの待つ踊り場へと生せい還かんした。最後の段を踏ふみ外はずしたので顔面からではあったけど。

「し、真一……？　今日、同じことばっかり聞いてるけど……大丈夫？」

「だったら返事もおんなじで。まあ、何とか大丈夫。とりあえず、そういうことにしよう」

　正直もうどこが痛いたいのかもよくわからないのだが、体は動くのでそれで良し。ゴキゴキと悲鳴をあげる関かん節せつを無む視ししつつ立ち上がると、座り込んだままの滝沢さんと目が合った。

「し、白塚、大丈夫……？　どうして、ぼくなんかのために」

「どーしても何も、知り合い見捨てるわけにもいかないし。それよりも滝沢さん。あの妖よう怪かい、鬼って言うんだけど、見たことあるの？」

「……う、うん。形は違ちがったけど、倉そう庫こ棟とうで……」

「倉庫棟？　もしかして文化祭の前？」

「あ、うん。それで、もうダメだって思った時ライカが初めて出てきて、ぼくを守ってくれたから助かったんだけど……でも、ものすごく怖こわくて……」

「あー、なるほど」

　つまり、文化祭前の鬼おにの一件の最初の被ひ害がい者しやは委員長だったってことらしい。危き険けん度どの割には大した被害が出てないのは不ふ思し議ぎだったのだけど、ライカの魔ま除よけボイスがあったなら話は別だ。納なつ得とくした僕は、鬼が出たあたりからひたすらおろおろしていた犬いぬ島しま先輩に声をかけた。

「犬島先輩……じゃなかった、ライカ」

「う、わん？」

　びくんと反はん応のうする犬島先輩。お前、こういう時こそ吠ほえて戦えよと思うんだが、どうやらこいつ、予想外の事じ態たいにはきわめて弱いようだ。裏うらを返せば、命令されたり目的がはっきりしてる場合は頑がん張ばれる性格なんだろう。うん、実に犬らしい。

「はい、大事なご主人様をお返しします。しっかり守るように」

「わ、わん！」

「うん、いい返事。あと、その体もちゃんと守れよ、先輩のなんだから」

「うおん！」

「よし！　任まかせた！」

「……真しん一いち？　この子の言葉、わかるの？」

　イタチさんがスケッチブックを渡わたしてくれた。いつの間にか拾ってくれていたらしい。

「ありがと。んー、何となくニュアンスが通じる感じかな」

　拳こぶしを交かわした男と男は言葉が無くてもわかり合えるのだ、とまで言うと噓うそくさいのでやめておく。スケッチブックの白いページを開きつつ階かい上じようを見上げれば、長なが柄えの鎌かまをぶんぶん振ふり回まわして吠ほえる鬼の姿すがたが目に映った。実体のない妖よう怪かいのくせに、あの存そん在ざい感かんはどうかと思う。

「キッシャアアアアアアアッ！」

　その声を耳にしたとたん、滝たき沢ざわさんは「ひっ」と体を縮ちぢこまらせた。どうやら鬼がトラウマらしい。まあ、最初に見た妖怪がこれなら妖怪根こん絶ぜつ主義者になるのもわからなくはない。僕の場合はイタチさんだったからなー。第一印いん象しようって大事だね。

　と、怯おびえる委員長の肩かたに、イタチさんがそっと優やさしく手を伸ばした。

「大だい丈じよう夫ぶ。怖こわがらなくていいよ、赫あか音ね」

「え……？」

　きょとんと首を傾かしげる滝沢さんに、イタチさんは「あたしたちが何とかするから」とだけ微笑ほほえみ、そして顔を上げて僕を見る。

「ね、真一」

「うん。初めて見る相手じゃないし、その点では気が楽だよね」

　そう言いながらも僕はシャーペンをポケットから引ひき抜ぬき、鬼おにの姿すがたを描かき始はじめる。

「白しら塚つか？　何……やってるの？　それに、初めてじゃないって……」

「わん？」

　犬いぬ神がみコンビが不ふ思し議ぎそうに僕を見ているが（気持ちはわかる）説明は後回し。できればあいつが動く前に描き終えたい、と思ったのだけれど。

「キシャアアアアッ！」

　何がカンに障さわったのだろう。鬼は唐とう突とつに怒ど声せいをあげ、床ゆかを蹴けって飛びかかってきた。

「ああもう、もうちょっとなのに！　何で飛ぶ！　描きにくいだろ！」

「……あ、ああ！　やだ、やだ、やだやだやだ！　来るなってばああっ！」

　ぐんぐん迫せまる鬼の姿に、滝たき沢ざわさんが再ふたたび叫ぶ。

　と、鬼と滝沢さんの間に立ちはだかるように、イタチさんがスッと前に出た。

「来ないで！　赫あか音ねが怖こわがってるから！　……真しん一いちっ！」

「オッケー！　ほい、お待たせ──っと！」

　最さい低てい限げんの線で描かれた鬼の絵の脇わきに、ＳＳしらつかしんいちのサインを書き入れる。

「シャアアッ！」

　その瞬しゆん間かん、イタチさんの眼がん前ぜんの中空で、鬼が質量を伴ともなって実体化した。

「……ぁ！」

「せいっ！」

　滝沢さんが恐きよう怖ふに息を吞のむ声と、イタチさんの短い気合が同時に響ひびいた。

　細い指先の軌き跡せきが生んだ空気の刃はが、鬼の体をざっくり真横に両りよう断だんする。

「キ──ィッ？」

　そして、どうにも締しまらない断だん末まつ魔まがひとつ。階かい段だんにごろんと転ころがった鬼の切り身は、初めからそんなものはなかったかのように、あっと言う間に消えてしまった。

「……よし」

　静かに（そして、ほんのちょっとだけ自じ慢まんげに）イタチさんがつぶやく。

　かっこいいなあ絵になるなあ描きたいなあでもそうもいかないんだよなあ、といつものように僕が見み惚とれていると、よろよろと立ち上がった滝沢さんが、ゆっくりと口を開いた。

「君……そんなに……強かったの？」

　その隣となりには、ぽかーんとした顔で立ちつくす犬いぬ島しま先輩の姿。犬神コンビにまっすぐ見つめられたイタチさんは、ちらっと僕を見た後「そんなことないよ」と苦笑する。

「……噓うそだ。噓だよ。十分、強いじゃないか！」

「そう、かな？」

「そうだよ！　そうなのに、どうして──どうして、今のを、ぼくに使わなかったんだ！」

　尋たずねた相手よりもむしろ自分を問いつめるような重たい口く調ちよう。だが、問われたイタチさんは悩なやむ素そ振ぶりもなく微笑ほほえむと、事も無げに答えた。

「怪け我がさせたくなかったから、かな？　御み崎さきにも、それに赫あか音ねにもね」

「……え」

　あまりにあっさりした答に、滝たき沢ざわさんが絶ぜつ句くする。

　と、イタチさんはふいに僕のほうへと顔を向け、手の平をこちらに向けて小さく掲かかげた。

「やったね、真しん一いち」

「うん。お疲つかれ様さま、イタチさん」

　こちらも手の平をかざして歩み寄り、そして軽いハイタッチ。疲ひ労ろう感かんを上うわ塗ぬりする達たつ成せい感かんがじわーっと体に染しみていく。ちなみにこの動作、イタチさんは文化祭で覚えたらしい。

　意味もなく嬉うれしくなってきたので顔を見合わせて微笑ほほえんだりしていると、ふとフルートの静かなメロディが一小節だけ流れた。おや、と思ってそちらを見れば、

「あの鬼おにはおそらく天あまの逆ざ毎こが消える間ま際ぎわに吐はき出だしてたんじゃないかしら。彼ひ岸がんの扉とびらが閉じた時の余よ波はで飛ばされてこんなところに居い着ついてたんでしょうね。バカみたいにずーっとここを守ってたけどめったに人が来ない場所だから幸さいわい今まで誰だれも被ひ害がい者しやは出なかったのだと推すい察さつしますが真実は如何いかに。何にせよ、あれが最後の一匹でありますように、ラーメン。ああ、それにしても肩かたが凝こったわー、こんちくしょー」

　誰に聞かれたわけでもないのに怒ど濤とうの勢いきおいで今回の事件を解説する経ふみ島しま先輩の姿すがたがあった。犬っぽい耳もなければ尻尾しつぽもなく、右手はちゃんと肌はだ色いろだ。

「……御み崎さき？」

「先輩、元に戻もどったんですか？」

「まあ、戻ったっつーか、今のぴーひゃららで入ってたモノを抜ぬいてもらったっつーか」

　にたりと笑った先輩は、その隣となりでうつむいているショートカットの少女を親指で指し示す。

「え？　ってことは滝沢さん、もうイタチさんを」

　狙ねらうのはやめてくれるんだよね。僕がそう尋たずねる暇ひまもなかった。

「ごめんなさいっ！」

　力強く頭を下げた滝沢さんが、謝しや罪ざいの言葉をはっきりきっぱり宣せん言げんする。

「ごめんなさい！　ほんとにごめん！　あの妖よう怪かい……鬼だっけ？　あれ、いつの間にか倉そう庫こ棟とうからいなくなったとは思ってたけど、あなたたちが退たい治じしてたなんて全然知らなくて、あと、妖怪は全部危あぶないものだと思い込んでて、それに」

「もういいよ、赫音」

　永遠に続きそうな滝沢さんの謝罪宣言を断たち切きったのは、イタチさんのきっぱりとした一言だった。顔を上げる犬いぬ神がみ使つかいをまっすぐ見返した妖怪少女は、優やさしい笑えみとともに告つげる。

「わかってくれたなら、あたしはそれで十分だから。ね、真一？」

「え？　ああ、うんうん、そりゃ確たしかにその通り」

　ライカの姿すがたがないところを見るとご主人様のペンダントに戻もどったのだろうか、あの迫はく力りよく、できればデッサンさせてくれないかなあなどと考えていた僕は、すんなり首を縦たてに振ふった。イタチさんがそれでいいってんなら僕には何ら異い論ろんはない。終わりよければそれで良し。

「え、噓うそ。白しら塚つかも、そんな簡かん単たんに……？」

　理解できないと言いたげな目で犬いぬ神がみ使つかいがこっちを見ている。僕は「あのさ。たぶんだけど」と前置きすると、頭を搔かきながら口を開いた。

「滝たき沢ざわさん、みんなが危き険けんな目に遭あわないようにと思って、一人で妖よう怪かい退たい治じしてたんだよね」

「うん、それは、そう……。でも……でも！　ぼくがやってたことは、結局ただの」

「あー、いやいや、だからさ」

　再ふたたび深しん刻こく謝しや罪ざいモードに入られる前に、僕はすかさず割り込んだ。

「滝沢さん真面目まじめだから仕方ないかもしれないけど。一人でそんなに気き負おわなくてもいいんじゃないかなーと思うんだ」

「……え？」

「みんなのために人知れず頑がん張ばってたこと自体は全然謝あやまる必要はないんだし。全部の妖怪が悪くて危険じゃないって知ってもらえれば、僕は──いや、僕らはそれでいいんだから」

　そうだよね、と隣となりを見れば、イタチさんが笑え顔がおでうなずく。

「というわけです、委員長。あ、でも、危あぶない妖怪は確かにいるし、そいつら何とかするのを手伝えってんなら手伝うよ。そういうことでどうかな？」

　と、それを聞いた滝沢さんは「……あ、ありがとう、白塚」と口ごもったが、すぐに真顔に帰り、そしてしっかり言い切った。

「……でも。でも！　そんなの駄だ目めだ！」

　静かな言葉に込められた気き迫はくは凄すさまじく、僕は思わず口を閉じてしまう。

「だって、ぼくは、君たちを、こ、殺しかけたんだよ……？　それも、くだらない勘かん違ちがいと思い込みで！　それなのに、こんなあっさり許ゆるすだなんてそれじゃぼくの気が済すま」

「そんなもんは知らんがな」

　再び謝罪モードに入りかけた滝沢さんだったが、その口こう上じようを経ふみ島しま先輩がばっさり断たち切きった。

「被ひ害がい者しやがもう許すっつってるんだから、この件はこれで手打ちなの。それ以上のペコペコはあんたの自己満足でしかないってことくらい察さつしなさいね、いい年なんだから。わかった？　わかったなら返事！」

「あ……は、はいっ！」

　さっきまでの勢いきおいはどこへやら、反はん射しや的てきに答えてしまう委員長。おお、さすが先輩だ。

「いい返事。よし次は英語で」

「え？　ええと、イエス……？」

「サーを付けてみようか」

「イエス、サー」

「声が小さい！」

「イ、イエス、サー！」

　困こん惑わくしつつも先輩の要求に必死に応こたえる滝たき沢ざわさんだった。やっぱり真面目まじめな人なのである。

「……赫あか音ね、そんなに頑がん張ばらなくていいよ。御み崎さきの言うことは半分聞けば十分だから」

「つーか先輩、慣なれてない人にいきなりそのノリを強しいるのは無む謀ぼうではないかと」

　僕とイタチさんが水を差せば先輩は「むー」と膨ふくれたが、すぐにけろっとした顔に戻もどると、滝沢さんの肩かたを親しげに叩たたいた。

「それで、ぼく。少しお時間よろしいかしら？」

「はい？　ぼく？」

「うん、そう、ぼく。ちょっとぐらいは付き合いなさいね、人の体をさんざんおもちゃにしたんだからさー。私はね、自由を奪うばわれた上ケダモノの思うがままに弄もてあそばれたのよ」

「……その言い方はちょっと語ご弊へいがあるのではないかと」

「黙だまれ白しろの字じ。こら、ぼくもそう怯おびえなさんな。ちっと話を聞きたいだけなんだから」

　勢いきおいに押された滝沢さんが「はあ」とつぶやけば、先輩は「よし」とにんまり微笑ほほえんだ。

「さて、いきなり聞くと失礼かもだけど……あんたの家系って犬いぬ神がみ持ちなわけ？」

「ぼくの家系？　いいえ、そんな話は聞いたことありませんけど」

「あら、そーなの？　笛でコントロールとかペンダントに収しゆう納のうとかのテク、てっきり滝沢家の秘ひ伝でんかと思ったんだけど。犬神の能のう力りよくについても詳くわしいみたいだし」

　先輩が首を傾かしげると、滝沢さんは「ああ、それは」と口を開いた。

「自分で調べたんです。最初は驚おどろいたけど、この子はぼくの言うことを聞いてくれるんだってことはわかったから、そんなに怖こわくはなかったし」

　愛いとおしげに、胸むな元もとに下げた金きん属ぞく製せいの円えん筒とうを見下ろす滝沢さん。「わん」と嬉うれしげな鳴き声が聞こえた気がした。

「ふーむ、遺い伝でん的てきなものじゃなくって体質なのかな？　妖よう怪かいの出やすい土ど壌じようと持って生まれた犬神使いのスキルがピンチという名の触しよく媒ばいの下に反はん応のうし、犬神そのものを感かん得とくあるいは顕けん現げんさせちゃったわけか」

「……かんとく？　けんげん？」

「召しよう喚かんしたってことよ、犬神使いさん。しかし白しら塚つかといいあんたといい、芸術家ってのは彼ひ岸がんの気け配はいを呼よびやすいのかしら。絵と音楽と道は違ちがえど本質的には似にたもの同士ってこと？」

「へえ……。白塚も、そうなんだ」

「そうなのよ実は。んじゃまあ、とりあえずオチは付いたし、この場は解散しますかね。私も疲つかれたしそして憑つかれたし！」

　経ふみ島しま先輩はそう宣せん言げんすると、ふいに滝たき沢ざわさんの腰こしに手を回した。

「つーわけで。河岸かしを変えるわよ犬いぬ神がみ使つかい」

「え？　でも先輩、今、解散するって」

「この場は、ね。だけど私はまだまだ君の話を聞きたいの。今夜は帰さないから覚かく悟ごするとよろしくてよ、ふふふ？　ほーらキリキリ歩く！　名残なごり惜おしそうに振ふり返かえらない！」

　経島先輩が滝沢さんを引ひっ張ぱって強ごう引いんに歩き出す。

「そ、それじゃ……また」

　滝沢さんは少しだけ振り向くと、僕とイタチさんに向かってぺこっと頭を下げた。

「うん、またね、赫あか音ね」

「それじゃ、また明日」

「あ、ああ。……ま、また明日」

　僕らが軽く手を振れば、それを見た委員長はふいっと視し線せんを逸そらしてしまった。

　あれ、もしかして怒おこってる？　やっぱ、放り投げたのはまずかったのか。だけどあの場はああするしかなかったと思うんです。心の中で言いい訳わけしつつ二人を見送っていると、ふいにイタチさんが思い出したように「あ」と口を押おさえた。

「どうしたの、イタチさん？」

「あたし、赫音にここでの名前教えてなかった。伊達だてクズリだよ、って」

「あー。まあ、それどころじゃなかったもんね。じゃ、次は自己紹しよう介かいからか」

　それはそれでキリがいいんじゃないかと思いつつ階かい下かを見下ろせば、ちんまりした後うしろ姿すがたが二つ、仲良く並ならんで歩いている。小こ柄がらながらもすらっとしていてショートで制服の滝沢さんと、さらにリトルサイズで落ち着きがなくツインテールでジャージの先輩。こりゃまるで──と思っていたら、隣となりのイタチさんが代だい弁べんしてくれた。

「姉し妹まいみたい」

「だね」

　どっちが姉かは言うまでもない。頑がん張ばれお姉さん。その妹は扱あつかいがすごくめんどいぞ。




　　　　＊＊＊




　で、一夜が明けた次の朝。

　秋晴れの通学路を歩いていると「おはよ、真しん一いち」と綺き麗れいな声が後ろから聞こえた。

「おはよう、イタチさん」

「うん、おはよう。それで、真一……体、大だい丈じよう夫ぶ？」

「そりゃもう全然大丈夫！　とか言えればかっこよかったんだけどね」

　苦笑いしつつ頭を搔かく。ちょっと右手を上げただけなのに、関かん節せつと筋きん肉にくが泣なき叫さけんだ。

「……正直、今日、体育がなくてほんとに良かったと心から思ってる。あ、痛いたたた」

「もう無理しないでね……？　あと、それと」

　イタチさんはふと口ごもり、そして小さな声で言い足した。

「……昨日はありがと」

「もういいってば。いっつも守ってもらってるんだし、あれくらいは」

「やあっ、おはよう伊達だてさん！　あとついでに白しら塚つかも」

「あ、おはよう、誠せい二じ」

「よー穂ほ村むら。そろそろ数Ａの問題集返せ」

　美術部の誇ほこる幽ゆう霊れい部員が割り込んできたので、適てき当とうに挨あい拶さつしておく。

「あと二日待ってくれ！　……しかし朝っぱらから幸せそうだなこの野郎」

「ん、そりゃあ幸せだから」

　なにしろイタチさんが今日も元気に隣となりを歩いているんだぞ。これ以上の幸せがあるか。

「ほー、お幸せに地じ獄ごくに堕おちろ。それでは俺は先を急ぐのでなマイフレンド」

　本音まみれの祝しゆく福ふくの言葉を残し、穂村は走り去っていった。相変わらずせわしない男だ。




　と、そんな感じで知り合いに声をかけたりかけられたりしているうちに学校に到とう着ちやく。

　今日も遅ち刻こくせずに済すんだかなと校門を通つう過かしかけた時、門柱にもたれかかっていた男子生徒が「やあ」と片手を挙あげた。

「おはよう、白塚、伊達さん」

　爽さわやかに手を振ふるのは、よく知ってはいるものの、なかなか意外な人物だった。

「おはよ、善よし人ひと」

「ん？　ああ、奈な良ら山やまか！　あ、うん、おはよう」

「……白塚のその反はん応のうはちょっと傷きずつくなあ。挨拶する天てん狗ぐはそんなに珍めずらしいかな」

「いや、天狗がどうこうじゃなくて。お前が自分から声をかけてくるのが珍しい」

「そうかな？　まあ、いいけど。それより白塚、はい、これ」

　すぐに奈良山はけろりとした顔に戻もどると、ポケットから取り出した何かを僕に向かって投げた。ふわりと宙に舞まったそれを摑つかみ取とり、そっと手を開いてみれば。

「へえ……鳥の羽根？」

　どれどれと覗のぞき込こんできたイタチさんが言った通りのものが乗っていた。

「近いけどちょっと惜おしいね。正解は俺の羽根」

「なぬ？」

　サラッと何を言うんだこいつはと思ったが、考えてみれば天狗なんだから羽根が生えてても不ふ思し議ぎじゃないのか。とりあえず納なつ得とく。

「で、奈良山。僕にこれをどうしろと？」

「プレゼント。握にぎりしめて念じるだけで、一回限げん定ていで天てん狗ぐの力が使えるんだよね、それ。飛んだり風を起こしたり、その他いろいろ。妖よう怪かい退たい治じに使うにはコツがいるけど、とりあえず逃にげたいって時には役に立つはずだよ」

「……へー、そりゃ凄すごい。ありがとう」

「そんなのできるんだ。凄いね、天狗って」

「ポテンシャル的にはイタチのほうが上だろうけど。じゃあ、俺はこれで」

　爽さわやかに謙けん遜そんしつつ去ろうとする奈な良ら山やま善よし人ひと。後ろで細く縛しばった髪かみを揺ゆらすその姿すがたはどう見ても人間で、よく化けたもんだと感心するが、それはそうと聞くべきことが一つある。

「ちょい待ち。何でまた、これをいきなり僕に？」

　すると奈良山は立ち止まって振ふり返かえり、にこやかな視し線せんを僕に向けた。

「白しら塚つかは生なま身みの人間なんだから、あんまり無理するなってこと。気持ちはわかるけどさ、人じん外がい相手に体張はりすぎだよ」

「え？　……お前、もしかして昨日見てたのか？」

　そう尋たずねれば、奈良山はただ「遠とお見みは天狗の十八番おはこでね」とだけ笑う。何だかなー。

「ま、いいや。そう使うときがあるとは思えないけど、とりあえず、ありがとう」

「いや、どうだろう。今はともかくいずれ必要にな……って、これは言わないほうがいいか。よけいな心配させても仕方ないし、そうならないほうがいいんだし。うんうん、そうだな」

「今、何て？　一人で完結されても困こまるんだけど」

「こっちの話。いざという時のためのお守りだと思ってくれればいいからさ。ほら、部員的には部長が欠けると困るだろ？　じゃ、また放課後に」

　にこやかに断だん言げんすると、付き合いの悪さで知られる男は今度こそ去った。

「……善人、よっぽどやりたくないんだね……部長の仕事」

「あー、春にもそんなこと言ってたなあ、そう言えば」

　月例の部長会議とか絶ぜつ対たい出たくないんだな、としみじみ納なつ得とくする僕ら。

「そこまでよ！　話は全て聞かせてもらったわ！」

　ふいに、爽やかな朝には似に合あわない不ふ穏おんなセリフが轟とどろいた。誰だれなのかはわかりきっているので、振ふり返かえりもせずに適てき当とうに返事。やたら知り合いに会う朝である。

「おはよう、御み崎さき」

「はいはい、おはようございます先輩。いつからそこに？」

「ふふふふふ、壁かべに耳あり障しよう子じに目あり。古こ人じん、これを名付けて目もく目もく連れんと言ふ。むかし誰たれか栖すみし家のすみずみに目を多く持ちしは碁ご打うちのすみし跡ならんか──ってね。お隣となりよろしいかしら？」

　わけのわからないことを言いながら自転車小屋の陰かげから登場したのは、言うまでもなく経ふみ島しま先輩だ。いつもジャージの人だけに、制服姿がちょっと新しん鮮せんだったりする。

「さて白しろの字じ。昨日は大だい活かつ躍やくだったわけだけど、お体の調子はいかがかしら」

「あっちこっちが痛いたいですけど許きよ容よう範はん囲いかと。つーか、そっちこそ大だい丈じよう夫ぶでした？」

「なーんも。犬いぬ神がみパワーの後こう遺い症しようとか期待したのに、綺き麗れいさっぱり元のまま」

　つまらんなあと肩かたをすくめる経島先輩。呆あきれる僕の隣となりで、イタチさんが微笑ほほえんだ。

「良かった。心配してたんだよ」

「ありゃ、そうなの？　ま、私よりも問題はむしろ──」

　先輩はふと言葉を句切って立ち止まり、無む言ごんで前方を指し示す。

「あの男おとこ女おんなのほうかな、と」

　先輩の親指の先、混雑する生徒用昇しよう降こう口ぐちを見てみれば、小こ柄がらな少女の後うしろ姿すがたがあった。

「あ、赫あか音ねだ」

「昨日はかなり凹へこんでたからねー、あの犬神使い。気にするなっつってんのにさー、とんでもないことをしてしまったとか、どうすればぼくは許ゆるしてもらえるんだろうかとか、もー辛しん気きくさいったらありゃしない。私は人生相談所じゃないっつーの」

　がりがりと頭を搔かく先輩。「そうなんだ」とイタチさんがしんみりつぶやいた。

「じゃあ先輩、昨夜は滝たき沢ざわさんの相談に乗ってたんですか？　さすが年上、たまには」

「馬鹿仰おつしやい。そーゆーメンタル問題は私は大だい嫌きらいだからね、聞きたいことだけ聞いたら『そんなもん自分で何とかしろ、ばーかばーか』と言い残して帰ったわよ」

「父さん父さん魔ま王おうがいるよ」

　じろっと睨にらんでやると、先輩は「ぬはははは」と笑い、そして肩かたをすくめて苦笑した。

「ぶっちゃけ、私がどーこー言っても仕方ないしね。当事者のあんたらから声をかけてやるしかないかなと思うわけ。なので、あとは任まかせた」

　そう言い残すと、先輩は二年生用の靴くつ箱ばこのほうへと歩き去ってしまった。

　……なるほど。お心こころ遣づかいに感かん謝しやします。というわけで僕とイタチさんは

「おはよう、赫音」

「おはよう、滝沢さん」

　上うわ履ばきの爪つま先さきをトントンとやっていた小さな背せ中なかに、なるべく自然に声をかけた。

「お、おはよう……」

　不意を衝つかれた滝沢さんは一度だけびくっと震ふるえたが、申もうし訳わけなさそうに振ふり向むいたその顔には、昨日あれだけ漂ただよっていた問もん答どう無む用よう一いち撃げき必ひつ殺さつなオーラは微み塵じんもなく。

　あ、これなら意外と簡かん単たんに仲良くなれるかも、などと思ってしまう僕であった。

「ヘイボーイ顔がにやけているぜ。イタチちゃんから乗のり換かえる気？」

「なんでまだそこにいるんですか先輩」

　ややこしくなるからとっとと自分の教室に行きなさい。
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　しゃっしゃっしゃっしゃ。

　鉛えん筆ぴつが紙の上を滑すべる音が心地ここちよく響ひびく。吹き込む風に誘さそわれ窓の向こうに目をやれば、秋の空はいよいよ高くしっかり青い。うん、本日も絶ぜつ好こうの絵え描かき日和びよりです。

「あ、ちょっと首が動いた」

　左手で支ささえたスケッチブックの上で鉛筆を滑らせながら、僕はモデルに声をかけた。美術室のど真ん中、机をどけて作ったスペースに座すわっていたモデルが「え、そう？」と視し線せんで尋たずねてきたので、鉛筆の尻しりで頭を搔かきつつ一言追加。

「ほんとにちょっとだけだけど。まっすぐ前を見る感じで……そうそう。ありがとう」

　素直に元のポーズに戻もどってくれたモデルに礼を言いつつ、視線をスケッチブックに落とす。

　……うん、そんなに悪くない感じにはなってきた。

　このモデルさんを描くようになってそろそろ一週間。動かないモチーフをじっくり描くのはほとんど未体験領りよう域いきだったのだけど、やってみるとこれがなかなか面おも白しろかった。躍やく動どうする一いつ瞬しゆんをガッと切り取ってわーっと描くのとはぜんぜん違ちがう醍だい醐ご味みがある。

「……深いな、絵って」

　誰だれに言うともなくつぶやけば、モデルが大きくあくびをした。

「ふわあ」

「ふあ」

　それに釣つられて僕の口からもあくびが漏もれる。

「大きなあくび。聞いただけで眠ねむくなりそう。あ、コール」

　と、部へ屋やの隅すみでトランプに興きようじていた新あら井いさんの声が届とどいた。

「ほんとだね。あ、あたしも、こーる」

　イタチさんがのんびり続けば、

「時はまさに天高く馬肥こゆる秋。そう言えばもうすぐお祭ねー江え戸ど橋ばし。ウノ」

　経ふみ島しま先輩が脈みやく絡らくのないことを言い、

「……何だその目は。まさか今年もお前を連れて行けと？　フォールド」

　生徒会長の眉み間けんにキリキリ皺しわが寄る。あっちはあっちで楽しそうだ。

「むう。……お兄ちゃん、もしかして御崎に飽あきちゃったの？　ブラックジャック」

「去年の自分が何をしたか忘わすれたか。あと、その芸風はやめてくれ。レイズ」

「ね、ね、輝ひかる。御み崎さき、何かやったの？　こーる」

「江戸橋の財さい布ふを食いつぶす勢いきおいで散さん財ざいしたのよ。よし、コール」

「ぬっふっふ、今年もよろしくねお兄ちゃん。で、今年のお祭いつだっけ？　ダウト」

「今週の土曜よ、確たしか。えい、ストレートフラッシュ」

「確かってお前、自分の家のことだろうが。ちっ、ワンペア」

「輝の家？　つーぺあ」

「イタチちゃん知らなかったっけ？　こいつ神社の娘なのよ。くらえ国こく士し無む双そう」

　その何なに気げない一言に、イタチさんがぴくっと反はん応のうしたのは見なくてもわかった。

　ちらっと目線を動かしてみれば、案あんの定じよう。

「え。輝ひかるの家って、神社……なの？」

　まずいこと聞いちゃったなあと眉まゆをひそめているイタチさんが目に入った。

　お寺や神社、ダメなんだよな、イタチさん。神しん罰ばつ仏ぶつ罰ばつを受けるような子じゃないとは思うんだけど、これはもう妖よう怪かいとしての本質的なものだからどうにもならないらしい。

「まーね。けっこう歴史はあるのよ？　私はあんまり信心深いほうじゃないけど。コール」

「つまらんなー。巫女みこ装しよう束ぞくで妖怪退たい治じとかすりゃ面おも白しろいのに。王おう手て飛ひ車しや取とり」

「しませんからね絶ぜつ対たいに。家業は家業で私は私。えい、スリーカード」

　新あら井いさんは経ふみ島しま先輩をじろりと睨にらみつけると、イタチさんに「そういうわけだから」と笑いかけた。それでイタチさんも安心したのだろう、「うん」と微笑ほほえみゲームに戻もどる。

「それじゃ土曜はみんなでお祭に行こうの巻まき。よし来た、チェックメイト！」

　意い気き揚よう々ようと経島先輩が声を張はり上あげる。

　ええと、そろそろ誰だれか「お前は一人だけ何のゲームをしてるんだ！」と突つっ込こんでやるべきなのでは？　ちょっと不ふ憫びんになってきたんですが。

　ちなみに、生徒会のお二人が経島先輩とともに登場したのは一時間ほど前。生徒総会が終わったから当分の間は開店休業だとかで、要するに暇ひまを潰つぶしに来たらしい。理由はどうあれ、先輩の相手をしてくれるのはありがたい。おかげで僕も絵に専せん念ねんでき

「しっかしあんたも物好きねー。イタチちゃん描かきたいなら描けばいいのに、何が悲しくてわざわざ新しいモデルなんか」

　なかった。

「あんたの絵のモデルになるって約束を果はたしたらあの子が消えちゃうってのは知ってるけどさ、直接ガン見して描かない限かぎりはセーフなんでしょ？」

　妙みように近い声に違い和わ感かんを覚えて振ふり返かえれば、真後ろから絵を覗のぞき込こむ先輩と目が合った。勝負をふっかけすぎて早々と一人負けしたんだろうなーとは思ったけどそれは言わない。

「そうですよ」

「でしょー？　だったら……あ。まさかあんた、あの子を描きたいってリビドーが消え」

「ないです。少なくとも僕が白しら塚つか真しん一いちである以上、それは絶対にありえません」

　あと、人の創作意欲をリビドー呼よばわりはやめていただきたい。似にてるようで違ちがうんだ。

「ほお、見事な断だん定ていですこと。でもさ、だったら何で描かないの？」

　首を傾かしげる経島先輩。僕は鉛えん筆ぴつの尻しりで頭を搔かきながら先輩に向き直り、口を開いた。

「中ちゆう途と半はん端ぱな腕うで前まえでイタチさんを描いちゃダメなんですよ。消えるとか消えないとか関係なく、今の僕レベルの技術であの人を描くだなんてことは絶対に許ゆるされないのです」

「こりゃまた大だい上じよう段だんな話になってきたわね……。どこの誰だれが許ゆるさないのよ、それ」

「僕」

「あー、そう来たか」

「何ですかその説得不ふ能のうな交こう渉しよう相手を哀あわれむような目は。まあ、そんなわけで、とりあえずは描びよう画が力りよくを鍛きたえないといけないなーと。んで、そのためには、なるべくいろんなものを描かいてみるしかないと思ってですね」

　今はこちらのモデルを描いてるわけです、とスケッチブックを示す僕。

「回りくどいような、あんたらしいような。まあ頑がん張ばりな若人わこうどよ」

　先輩はニヤリと笑ったが、すぐに呆あきれ顔がおでモデルを見上げた。

「……しかしあんた、よくこいつに頼たのむ気になったわね」

　と、気持ちよさそうにぼーっとしていた大おお柄がらなモデル氏は、経ふみ島しま先輩の視し線せんに感づいたのか、半はん透とう明めいの頭をむくりと起こすと、よく響ひびく鳴き声を美術室に響かせた。

「うおん！」

　うん。滝たき沢ざわさんちのライカくんは今日もでかくて赤くてかっこいい。

「だってこの迫はく力りよくですよ？　そりゃ描きたくなるってもんですよ、うんうん」

　それはもう間ま違ちがいなく。僕はしみじみ自分の言葉を嚙かみ締しめる。

「動物描くのは前から好きだったんですけどねー、問題は素そ材ざいなんですよ。本とかネットじゃ大きさが伝わってこなくてもどかしい。動物園では野生の迫力が足りない気がしてどうも燃えないし、へばりついて描いてると係員に怒おこられるし。他のお客様の迷めい惑わくになりますからもう少し離はなれてご覧らんください、それとも気分が悪いようなら奥おくで休まれますかって、気分が悪い人間が七時間もカバの檻おりの前で直ちよく立りつできますか！　いたって健康です僕は！」

「知らんがな」

　やるせないツッコミは無む視し。僕はいったん言葉を句切り、やれやれと首を振ふった後、「しかし！」と先輩に向き直った。

「このライカは違いますよ。犬だか狼おおかみだかわからないそのフォルムは必要以上に大きく過か剰じようなまでに迫力充じゆう分ぶん、そこそこ話が通じるからどんなポーズも思いのまま」

「おん」

　自分が誉ほめられていると気付いたのだろう、ライカが得とく意い気げに一声吠ほえた。

「さらに間ま近ぢかで描いても怒らない暴あばれない嚙まない吠えない」

「うー」

「そもそも実体がないからまったく全然危き険けんじゃない」

「わんわん」

「そしてそんな存そん在ざいが目の前にいて僕が心引かれないわけがない！　違ちがいますか！」

「わおーん！」

　びしっと経ふみ島しま先輩に鉛えん筆ぴつをつきつける僕の背はい後ごで、ライカが高らかに吠ほえる。

　……よし、決まった。

「いや、知らんと言うのに」

　馬鹿を見るような視し線せんは再ふたたび無む視し。僕はライカに振ふり向むいた。

「実は最初に見た時から描かいてみたいとは思ってたんですよねー。あの状じよう況きようじゃそれどころじゃなかったから言いませんでしたけど。でも、あの後、ダメ元で申し込んだらこれが意外にあっさりオッケーもらえちゃって」

　ありがとなライカ、と声をかけると、巨きよ大だいな犬いぬ神がみは「わん」と吠え、一ひと抱かかえはありそうな太い尻尾しつぽをぱたぱた振ふってくれた。いいやつ……というかいい犬だ。

　そんな僕らをしみじみ見ていた先輩は「白しろの字じがそういう人種なのはもう治なおらないから仕方ないけど」と前置きし（ほっとけ）、興きよう味み深ぶかげに尋たずねた。

「どうやって口く説どいたの？　イタチちゃんの通訳とか？」

「……あたし、犬とは話せないよ。イタチだし」

　少しムッとした顔でそう指し摘てきしたのは、いつの間にか先輩の後ろにいたご本人。新あら井いさんと会長も一いつ緒しよにいるところを見ると、どうやらトランプ大会は一区切りついたらしい。

「なあ。何度も聞くようだが、これが……すぐそこにいるんだよな？」

　そう尋たずねたのは、ふいに僕の手元のスケッチブックを覗のぞき込こんできた会長だ。

「いますよ。自分で言うのも何ですけど、モデルに忠ちゆう実じつに描けてる自信はそれなりに」

「いや、白塚の腕うでを疑うつもりは毛もう頭とうないが」

　むう、と眉み間けんに皺しわを寄せる生徒会長。

「なあ新井、信じられるか？　……正直、俺には美術室の床ゆかしか見えんのだが」

「ご安心なさい会長。私にも全然見えませんから」

「ああ。妖よう怪かい感度が低い人には見えないんですよねー、こいつ」

　そう。この犬神、ストレート状じよう態たいでは一般人には感知されにくいらしい。まあ、こんなのが万人の目にとまった日には大パニック間ま違ちがいなしなので、結果オーライなんだけど。

「やっぱり、輝ひかるたちには見えないんだ……。ちゃんと、ここにいるんだけどね」

　イタチさんはライカに近づき、ごわごわした首の毛に優やさしく手を伸ばす。それが嬉うれしかったのか、ライカは目を細めると、尻尾しつぽをゆっくり振った。

「……うーん。いやー、クズリちゃんはしっかり見えてるんだけどさー」

「俺には伊達だてくんが宙を撫なでているようにしか見えん」

　うーむ、と顔を見合わせる生徒会コンビ。「慣なれよ慣れ」と経島先輩が笑いかけた。

「場数を踏ふめば嫌いやでも見えて感じられるようになるっぽいわよ」

「え？　体質とかじゃないの？」

「そう思ってたんだけど、私、最近レベル上がってきたっぽいのよねー。今もそこの犬神が見えて見えて仕方ないし。リアル妖よう怪かい人間になる日も近いのかもね、ああ早く人間になりたーい」

　不ふ穏おんな内容を口ずさみつつも、ジャージの妖怪博士の顔に浮うかぶのはこれ以上なく晴れやかな笑えみ。そして、複雑な表情でそれを見つめる江え戸ど橋ばし会長。ドンマイ。

　この人も大変だね、と僕は男同士の共感を求めてライカを見上げたが、大きな犬はきょとんとするだけだった。普ふ通つうの犬よりは賢かしこいんだろうけど、さすがに今のは通じないか。

「ほらほら今、ちょっと通じ合ってたじゃない。あんたやっぱりバウリンガーじゃないの？」

「犬語はできませんってば。何となく通じるような気がするだけです。それに、モデル頼たのむ時はちゃんと飼かい主ぬし通したんですから」

「あー、あの犬いぬ神がみ家の人々？」

「殺人事件が起きそうな呼よび方かたはやめましょうよ」
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　屋おく上じよう前まえイタチさん襲しゆう撃げき事件の数日後、さしあたり平和な放課後の教室。

　僕は、教室を出ようとする滝たき沢ざわさんを呼び止めていた。

「何か用？　ぼく、今から部活なんだけど」

「ごめん、すぐ終わるから──って、あれ？　吹奏楽部って分ぶん裂れつ解散したんじゃなかった？」

　春先のサークル大だい刷さつ新しんの時、大おお所じよ帯たいだった吹奏楽部は「元がん祖そ」と「本家」に分裂し、それ以来ずっと醜みにくい争いを続けているのである。生徒会の方々も心を痛いためておられました。

「最近、『本家』も『元祖』も面めん倒どうな人たちが集まって、新しいサークル作ったんだよ。で、そこにぼくも誘さそわれたわけ」

「へー、そうなんだ。そりゃ良かった、おめでとう！」

　やりたいことをやれる場があるってのはいいことだ。僕が素直に祝しゆく福ふくすると、滝沢さんはふいっと視し線せんを逸そらしてしまった。

「……あ、ありがとう。それで、何の用なの？」

「ああ、うん。実は」

　いぶかしむような滝沢さんの目をまっすぐ見つめ、僕は一ひと息いきに言い切った。

「モデルをお願いしたいんだ」

「え。モデル？　……そんなの、急に言われても、ぼく」

　おお、あからさまに怪あやしんでおられる。

　ま、こういう態たい度どは慣なれているので気にしない。無む視しされたり速そつ攻こうで拒きよ絶ぜつされたり人を呼ばれたりしないだけでも充じゆう分ぶんだ（いきなり叫さけばれたときは、ほんと参まいった）。

「急ってわけでもないんだけど。実は、一目見た時からずっと言おうと思ってた」

「……そ、そうなんだ」

「うん、そうなんだ。……で、どう？」

　滝たき沢ざわさんはしばらく思し案あんしていたが、ふと目を上げ、おずおずと口を開いた。

「ええと、質問なんだけど」

「うんうん、何？」

「嬉うれしそうに反はん応のうするなあ君は……。で、その……服は……着ててもいいんだね？」

　心なしか赤くなった顔で、委員長は何やら奇き妙みようなことを言う。

「いや、そのまんまで」

　動物に服着せるのは僕はあんまり好きじゃない。そもそも三メートルの巨きよ体たいでなおかつ実体のない犬に何を着せるつもりなんだこの子は。というわけで僕がしれっと答えれば、滝沢さんの声が放課後の教室に響ひびき渡わたった。

「えええええええっ!?　え、そ、そ、そんなこと言われても、ぼく……」

　その大声に、だらだら残っていた連中が顔を上げたが、僕の顔を見たとたん「ああ、また白しら塚つかのニセ告こく白はくか」と納なつ得とくして談だん笑しように戻もどっていった。慣なれというのは恐おそろしいものですね。

「……いいかな、白塚。そういうことを頼たのむには、順じゆん序じよがあると思うんだ、ぼくは」

「うん。だから直接ライカに頼まず飼かい主ぬし通したんだけど」

「いや、ぼくの言ってるのはそういうことじゃなくって……って、え。──ライカ？」

　かくん、と音をたてそうな勢いきおいで、滝沢さんの肩かたが落ちた。

「うん、そう。ライカ描かきたいんだけどいいかな、って聞いてるんだけど。いきなり呼よぶのも悪いし、そもそも僕の言葉が通じるのかどうかも怪あやしいし、ご主人様を通じてお願いするのが筋すじかなーと……え、えーと、どうかなさいました？」

　思わず敬けい語ごになってしまうほど、その時の犬いぬ神がみ使つかいは怖こわかった。

「……ああ、そういうことか……はは、馬鹿だなあぼくは……」

　薄うすら笑わらいを浮うかべながらつぶやいた委員長の顔を僕は今でも忘わすれられませんよ、奈な良ら山やまからもらった羽根をとっさに使いそうになりました──と白塚真しん一いち（十六歳）は後に語っている。




　もっとも、そこは本質が真面目まじめな委員長のこと。僕が天てん狗ぐパワーで逃とう亡ぼうする前に、意外にあっさり落ち着きを取り戻した上、すぐに了りよう承しようしてくれたからありがたい。わーい。

「ただし条件があるけどね。あと教室で踊おどらないでよ、恥はずかしいから」

「ごめん、つい嬉しくて。で、条件って……？　はっ！　まさかイタチさんの食事に毒を混まぜろとか弱点を教えろとか」

　それは困こまるぞ。だが滝沢さんは、情なさけなく身み構がまえる僕を一目見ると、呆あきれ顔がおで首を振ふった。

「何を考えてるんだよ。妖よう怪かいだからって片かたっ端ぱしから狙ねらうのは、もうやめるって言っただろ？　これからは危き険けんなやつしか相手にしない、って」

「……そうだっけ？　初耳だけど」

「え。あれ。そういう反はん応のう？　……と、とにかく、そういうことだから」

　委員長は「あの時昇しよう降こう口ぐちで言ったんだけど、声が小さすぎたかな、でももう一度言い直すのもすごく格かつ好こう悪いし」とか何とかつぶやいていたが、ふいにキリッと僕を見つめた。

「いい？　ライカを貸す条件は二つ。一つ、ぼくが部活に行ってる間だけ。二つ、ライカの気分が乗らない日は無理を言わない。以上」

「それだけ？」

「何か不満でも？」

　背格好の割には妙みように威い圧あつ感かんのある視し線せんが、じろりと僕を睨にらんだ。だが僕に何の不満のあるはずもないし、わざわざライカの気分を条件に加えるあたりの優やさしさがまた胸むねを打つ。ふと、僕が犬なら滝たき沢ざわさんみたいな人に飼かわれたいなと思ったので、それをそのまま口にしたら

「ああもう、なんでそういうことサラッと言えるかな……天然なんだか馬鹿なんだか」

　微び妙みように失礼な感想とともに、犬いぬ神がみ使つかいは盛せい大だいな溜ため息いきを吐ついたのだった。
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　そんなことを回想していると、よく通る声とともに、美術室の戸がガラガラと開いた。

「失礼します」

「出たな！　噂うわさをすれば夏の虫！」

「ぼくは蛾がですか」

　からかうような口調の経ふみ島しま先輩を呆あきれた視線で睨みつけ、

「会長、副会長、お疲つかれ様さまです」

「たいして疲れるようなこともしていないがな。ポーカーやってるだけだから」

「まあね。そっちはどう？　新生吹奏楽部は上手うまく回ってる？」

「いろいろお気き遣づかいありがとうございます。おかげさまで順調です」

　江え戸ど橋ばしさんと新あら井いさんには礼れい儀ぎ正しく、

「白しら塚つか。ライカもう返してもらっていいかな」

　僕に対しては相変わらず。ライカのご主人様は今日も落ち着いていらっしゃる。

「こんにちは、赫あか音ね」

　しかし、イタチさんが笑いかけると、露ろ骨こつに態たい度どがぎこちなくなった。

「……あ、うん、こん……にちは」

「クラブはもう終わったの？」

「うん、ま、まあね。終わったから来たんだし」

　命を狙ねらわれたことはイタチさんは全然気にしていないのだが（初めて見た妖よう怪かいが鬼おになら、ああなるのも仕方ないよね、とのこと）そこは真面目まじめな委員長。この度量のでかい妖よう怪かい少女にどう接すればいいのか自分でも未いまだにわかっていないようだ。

「赫あか音ねのそれって『ふるーと』だったっけ……？　楽器できる人って凄すごいね」

「そんなことないよ。こんなの、誰だれでもできるように作ってあるんだから」

　で、結果的に、好きな女の子を前にした男子小学生みたいになってるわけです。

　もうちょっと気楽に構かまえりゃいいのにとも思うが、敵てき意いや悪意は感じられないし、これはこれで微笑ほほえましいのでまあいいか。それに、イタチさんも楽しんでる気がするし。

　と言うか、あのキツネとはえらい違ちがいだ。登場と同時にイタチさんを狙ねらって惨ざん敗ぱいして醜しゆう態たいを晒さらしたくせに、翌日からは何事もなかったかのように教職続けてたからなあ、稲いな葉ば先生。

「もしもし、聞いてる白しら塚つか？　ライカをもう連れて行ってもいいかって聞いてるんだけど」

「あ、ごめんごめん。いや、そりゃ全然構わないけど」

　のんびり進められるのがモデルデッサンの醍だい醐ご味み。続きはまた明日描かけばいい。

「よし。じゃあ行くよライカ」

　というわけで犬いぬ神がみ使つかいは颯さつ爽そうと去ろうとしたのだが、そこに経ふみ島しま先輩が声をかけた。

「ちょい待ち。何が出た？」

「……へえ。よくわかりましたね、妖怪だって」

「タチが悪いのが出やがったから速そつ攻こうで駆く除じよしてやらあって顔に描いてあるわよ。面めん相そう学がくを学んだ私を甘く見ないことね、ふふふふ。それで事件現場はフェア・イズ・イット？」

　にんまり尋たずねる経島先輩。立ち止まった滝たき沢ざわさんは真面目まじめな顔でそれに答える。

「第三職員室の前。ぶらーんといきなり目の前に落ちてきたんです」

「あー、ヤカンか。あれは確たしかに驚おどろくよね」

「あのね白塚。ぼくはいま真面目な話をしてるんだ。悪いけど茶ちや化かさないでよ。だいたい、そんなものが落ちてくるわけないだろう、昭和のコントじゃあるまいしさ、馬鹿馬鹿しい」

　僕は同意するつもりで口を挟はさんだのだが、実にこってりと否ひ定ていされてしまった。

　……いや、あの、ほんとに落ちてくるんですよヤカン。その名も妖怪ヤカンズルと言って──と反論したかったが、どうも聞く耳を持ってもらえそうもないので諦あきらめる。

「よしよし、泣かない泣かない。それで赫音、どんなの見たの？」

　僕を慰なぐさめつつイタチさんが尋たずねると、滝沢さんは「馬の生首」と言い切った。

「いきなり落ちてきたと思ったら、息を吹きかけて笑って消えたんだ。あの人を馬鹿にしたような鼻息、思い出すだけでも腹が立つ！」

「ふーむ、馬の首ねえ。はてさて、星雲なんだか観かん音のんなんだか」

「先輩、何を言ってるんです？」

「馬ば頭とう星雲と馬頭観音の名前ぐらいは常じよう識しきとして知っておこうぜー少年よ」

　呆あきれ顔がおの先輩は僕の肩かたをポンポンと叩たたくと、滝沢さんに向き直って告つげる。

「まあそれはそれとして、滝たきやんが見たのはたぶんアレね、『さがり』ね」

「さがり？　えらくシンプルな名前ですね」

　確たしかに。下がってくるからその名前なんだろうが、ヤカンズルや小豆あずきとぎとはえらい違ちがいだ。妖よう怪かいはもうちょっとネーミングセンスを統とう一いつすべきだと思います。

「ま、別べつ段だん危き険けんも害もない妖怪だし、放ほう置ちしといてもいいんじゃないかしら？　これが逆ぎやくに馬の首から下だけだったら、ちょいと大おお事ごとだけど」

「と言うと？」

「大おお歳としの夜に現れる首切れ馬はね、行き会った相手を問もん答どう無む用ようで蹴けり殺ころすのよ。ま、季節限げん定ていの妖怪だから、今心配する必要はないんだけどね」

　先輩の言葉に「そうなんだ」と納なつ得とくする一同。しかし大歳っていつなんだろう。

「とりあえず、安全そうで良かったね」

　イタチさんが安心したように微笑ほほえんだので、僕も嬉うれしくなった。うん良かった良かった。

「ですけど先輩」

「シャラップ後輩」

　不本意そうな滝たき沢ざわさんが食い下がるが、経ふみ島しま先輩は即そく座ざになおかつ不ふ敵てきに言い返す。

「あんたがビビったからって片かたっ端ぱしから潰つぶしてどーすんの。さがりなんかただ驚おどろかせるだけの怪かい異いなんだから、無む視しすりゃ済すむ話でしょうが」

「それはそうかもしれませんけど……」

　なおも食い下がる滝沢さんに、苦笑を浮うかべたイタチさんがやんわりと声をかけた。

「赫あか音ね。危あぶない妖怪じゃないなら、そっとしておいてくれると嬉しいな。ね、ライカ？」

「う、わん？」

　いきなり話を振ふられたライカは、戸と惑まどったようにイタチさんと滝沢さんを見比べていたが、ややあって「くうん」と小さな声を漏もらして頭を下げた。

「ライカまで？　……ああもう、わかったよ。今日のところは我が慢まんしてまっすぐ帰る」

「ありがとう、赫音」

　イタチさんのまっすぐな微笑み。滝沢さんは「別にお礼を言われることじゃないよ」と照れた表情でつぶやき、胸むな元もとのペンダントを指で弾はじいた。ちーんと軽かろやかな音が響ひびく。

「ばいばい、ライカ」

　手を振ふるイタチさんに尻尾しつぽを振って答えつつ、犬いぬ神がみはするすると小さな金きん属ぞく筒つつへ飛び込んでいく。この光景を「発はつ煙えん筒とうに火を点つける瞬しゆん間かんを撮さつ影えいした動画を巻まき戻もどしたような」と言ったのは先輩だが、うまいこと言ったものだと思う。

「それじゃ、失礼しま」

「おっと待った犬神使い。今度の土曜って空あいてる？　良かったら秋祭とかどうかしら」

「お祭？」

　ドアに手を掛かけたまま滝たき沢ざわさんは立ち止まり、ふとこっちを見て尋たずねた。

「白しら塚つか。君も行くの？」

「いや、僕はたぶん行かないかな」

「そっか。なら、ぼくもいいです。お誘さそいありがとうございました」

　礼れい儀ぎ正しく頭を下げると、滝沢さんは美術室を後にした。

「フラれちゃったわねー。で、結局、来るのは江え戸ど橋ばしと経ふみ島しまと」

　ぐるりと一同を見み渡わたして新あら井いさんが言う。

「まあ、俺はもともと行くつもりだが。白塚は来ないのか？」

　江戸橋さんに尋ねられた僕は、「んー」と口ごもりながら頭を搔かいた。お祭特有の、意味もなく賑にぎやかで無む駄だにテンションの高い雰ふん囲い気きは嫌きらいじゃないけれど、問題は……ね。

　イタチさんをちらっと見ると、案あんの定じよう、困こまったような笑えみが浮うかんでいた。あたしはちょっと、と言いたげな表情が心に刺ささる。

「うん。やっぱり」

　と、僕はそう言いかけたのだが、そこにすかさず口を挟はさんだ人が一人。

「まあ待ちな若いの。『諦あきらめが良すぎるのが必ずしも美び徳とくであるとは限かぎらない』、ばーいウィリアム・シェイクスピア」

　くるりと回って僕の口を指で塞ふさいだ経島先輩が「言いたいことはわかるわよ」と笑う。

「イタチちゃんが神社仏ぶつ閣かく苦手なのは私だって先せん刻こく承しよう知ち。あと今のはシェイクスピアの言葉じゃないから信用しないように。だけどさー」

　そして今度は芝しば居いがかった態たい度どで大きな溜ため息いきをひとつ。

「昔ならともかく、今のお祭なんてほとんど宗教行事じゃないでしょ。主しゆ催さい者しやの神社サイドがどう思ってるかは知らないけども、実質、イベント化してるわけだし」

　経島先輩はそこで言葉を句切り、ちらりと新井さんを見た。釣つられて僕らもそちらを見たが……ほっ、どうやら怒おこってはいないようだ。

「でね。そんな場なら、イタチちゃんもさほど影えい響きよう受けないんじゃないかなーと。神様が生理的にダメだってんならお参まいりしなけりゃいいんだし。そもそも私も無む神しん論ろん者しやだしね」

「うーん……でも、やっぱり」

「最後まで聞く。原色のランプがぺかぺか輝かがやいて猥わい雑ざつな屋や台たいがわさわさ並ならぶ風景はねー、あれはなかなか見み応ごたえあるわよ？　イタチちゃん、知ち識しきはあるけど見たことないでしょ？」

「あ、うん。それは、そう」

「ほらー。だったらさ、騙だまされたと思ってトライしてみなって。以上、男子十七名、女子三百名、計だいたい四百名」

「卒業式ですか。あと男女比と合計人数がおかしい」

　一いち応おう突つっ込こみを入れつつ、ちらっと隣となりを見てみれば、イタチさんが真しん剣けんに悩なやんでいた。

「……むー」

　額ひたいに人差し指を当てるのは、この人が本気で悩なやむ時の決めポーズだ。出会っていきなりモデル頼たのんだ時もこうしてたっけ。

「……ね、真しん一いち。真一はどう思う？」

「うん、悩んでるイタチさんも綺き麗れいだけど笑ってる顔のほうが可愛かわいくて好きだな」

　反はん射しや的てきに即そく答とうすれば、イタチさんの顔がぼふっと赤く染そまり、しんみりムードがあっと言う間に雲うん散さん霧む消しようした。え、あれ？

「今のを照れずに言い切っちゃうかー」

「本人に自じ覚かくがないのが嫌いやらしいっつーかなんつーか。あんた、見習いなさいよ」

「う……うむ、前向きに善ぜん処しよする」

　新あら井いさんが苦笑し、経ふみ島しま先輩が溜ため息いきを漏もらす。しかしなぜ照れているのですか生徒会長。

「あの、あのね、そう言ってくれるのは、嬉うれしいけど、今はそういうこと聞いてたんじゃなくて、ね……ほら、御み崎さきはああ言ってるけど、ほんとに大だい丈じよう夫ぶかな、って」

「はい？　あ、ああ……ああ！　そういうことか！　ごめんごめん」

　今さらながらイタチさんの質問の真意を理解したので、僕はちょっと考え、答えた。

「んー、たぶん大丈夫じゃないかな。ほら、夏にさ、神社の周りとか歩いたことあったけど、別に何ともなかったし」

「そう言えば……そうだっけ？」

「そうそう。それにほら、先輩も言ったけど、屋や台たいがわーっと並ならんでる光景は確たしかに一いつ見けんの価か値ちはあると思うよ。少なくとも僕は好き」

「へえ、そうなんだ……そうだよね……うーん」

　かくしてイタチさんは再ふたたび「むー」と悩み出したが、今度は割とあっさり顔を上げた。

「……あの、あのね、真一」

「はい」

　何かな、と首を傾かしげる僕に向かって、イタチさんはふと目を逸そらし、小さな声で言った。

「もしかしたら、あたし、お祭、入れないかもしれないけど」

「うん」

「それでも……いっしょに行こう、って言ったら」

「言ったら？」

「……来てくれる？」

「どこへでも」

　悩む間もなく脊せき髄ずい反射で返事する僕。今さら何を尋たずねてるんだろうこの子は。

　と、それを聞いたとたん、不安げだったイタチさんの顔に、目め一いつ杯ぱいの笑えみが広がった。

「ありがと、しんい」

　──ああ、これだ。

「そう！　ほら！　それだっ！」

「それ？　それって何が」

「だから！　悩なやんでる顔よりも笑え顔がおのほうがやっぱり可愛かわいいってこと！」

「え、ええっ？　あ、あの、ありが」

「そうだ！　その顔、その笑顔！　ああ、うん、やっぱりイタチさんは笑ってるほうがかわ」

「ああもうっ！　心しん底そこめんどくさいわお前らはっ！」

　小こ気き味みよい音を響ひびかせ、先輩の突つっ込こみが僕の後こう頭とう部ぶにスマッシュヒット。

「えいや」

　同時に、新あら井いさんの緩ゆるやかな水平チョップがイタチさんの額ひたいに決まっていた。思わず「ひゃっ」と小さく声をあげたイタチさんを見つめ、にっこり微笑ほほえむ新井さん。

「そうよねー、よく考えたらこの中で独り身は私だけなのよねー、うふふふふふふふ」

　その時の新井さんは、いつもと違ちがって見えました。……正直、ちょっと怖こわかった。

　あと、僕とイタチさんは付き合ってるわけじゃないですよ？　ただ僕がくっついてるだけ。




　んで、イタチさんがその気になってしまえば、その後の展てん開かいは実にスムーズだった。

「よーしよしイタチちゃん、せっかくだから浴衣ゆかたで行こっか」

「え、でもあたし持ってない」

「貸してあげるわよそんなの。新井よろしく」

「……持ってないなら偉えらそうに言わないの」

「ごめんなさいでもこれは持って生まれた性しよう分ぶんなので諦あきらめなさい。で、あるの？　ないの？」

「まあ、妹のがあるから貸せることは貸せるけどさ。明日持ってきてあげるわよ」

「輝の妹さん？　あたしが借りてもいいの？」

「いいのいいの。あいつの学校全寮制だから正月まで帰ってこないしね」

「そーそー。和服はこまめに袖そでを通さないと化けて出るわよ。古くは江戸時代に」

　部へ屋やの一いつ画かくに陣じん取どり、賑にぎやかに話を進める女性陣じん。

　何となーく取り残された雰ふん囲い気きの僕と江え戸ど橋ばし会長は、トランプで時間を潰つぶすことにした。

「やりますか」

「受けて立とう」

　選んだゲームは神しん経けい衰すい弱じやく。江戸橋さんは将しよう棋ぎを主しゆ張ちようしたのだが、レベルが違ちがいすぎて勝負にならないのでお断ことわりしました。この人、将棋とチェスだけはめちゃくちゃに強いのだ。

　かくして、僕らが地じ味みに神経を衰弱させていると、ふと経ふみ島しま先輩の声が飛んできた。

「そこの性せい染せん色しよく体たいがＸＹの連中も当日は浴衣で来ること。いいわね、答は聞いてない！」

「わかっている」

　無む造ぞう作さに答える江え戸ど橋ばし会長。さすが慣なれたものである。

　うーむ、しかしこれは困こまったぞ。我が家の浴衣ゆかたと言えば、一昨年の「年末年始恒こう例れい白しら塚つか家け墓はか参まいりツアー　～妻よ母よ僕らは今年も元気でした～」の時、親父がうっかり持って帰ってきたのがあるけど……ホテルの名前がびっしりプリントされたあれを着ていったら、誰だれも一いつ緒しよに歩いてくれない気がします。苦笑しながら徐じよ々じよに距きよ離りを取るイタチさんの姿すがたが目に浮うかぶ。

「白塚？　お前、なぜうっすら泣いているんだ」

　いや、話すと長いんですけどね。




　　　　＊＊＊




　ぴんぽーん。

　夕ゆう刻こくのワンルームマンションの廊ろう下かに、チャイムの音が軽けい快かいに響ひびく。

　ざざっ、とインターホンのマイクが繫つながったのを確かく認にんし、僕は自分の名前を告つげた。

「え、えーと、あの、真しん一いちだけど」

　気楽に構かまえたつもりだけど、口から出たのは緊きん張ちよう気ぎ味みの声だった。落ち着け、深呼吸だ。

「あっ、真一？　待ってて、すぐ開けるから」

　聞きき慣なれた声がすぐ返ってくる。わくわくとのんびりにどきどきを少し足したような声。

　どうやら向こうもこっちと同じテンションらしいと気付き、ちょっと気が楽になった。

　そして待つことだいたい三十秒。

「……お待たせ」

　心なしかくぐもった声とともに、黒光りするスチール製のドアがゆっくり開いた。

「ど、どう……かな？」

　薄うす暗ぐらくて小さい玄げん関かんに所しよ在ざいなげに立つ浴衣の少女の姿が、僕の目に飛び込んでくる。

「着方は、輝ひかるに教えてもらったんだけど……」

　うつむき気ぎ味みのイタチさんが、上うわ目め遣づかいでそんなことを尋たずねている。浅あさ葱ぎ色いろの生き地じに藤ふじ模も様ようを散らしたシンプルな柄がらはイタチさんによく似に合あっていて、

「真一……？　あたし、ヘ、ヘンじゃ、ないよね……？」

　いやもうこれは何と言っていいのか──

「くああああっ！」

　迸ほとばしる叫さけび。右手で左の二にの腕うでを、左手で右の二の腕を摑つかむと、僕は歯を食いしばる。

「ちょっ、し、真一っ？」

　その奇き行こうを見たとたん、目を丸くしたイタチさんがマンションの廊下に飛び出してきた。

「どうしたの急に！　もしかして……妖怪？」

　ああ、ごめんなさい。別に妖怪に憑つかれたとかじゃなくて、思わずイタチさんに飛びつきそうになった自分を必死で押おしとどめているのです。僕の体は意外と勝手に動くから困こまる。




「……びっくりしたんだから、もう」

「ごめん」

「ちゃんと理由を言ってくれればいいのに。妖よう怪かいかと思ったんだから」

　怒いかり一割、呆あきれ二割くらいのテンションのイタチさんと並ならび、僕は神社へ向かっていた。

「でもさ、妖怪って学校にしか出ないんじゃ？」

「あ、そうか。そう言えば、そうだっけ……。馬鹿みたいだね、あたし」

「そんなことあるもんか。ありがとう、心配してくれて」

「いえいえ」

　ちなみに、残りの七割は期き待たいと高こう揚よう。隣となりを歩いているだけでも、イタチさんがわくわくしているのが伝わってきて、僕は無む性しように嬉うれしくなった。

「真しん一いちも持ってたんだね、浴衣ゆかた」

「親父のだけど」

　うちにはないかと思ってたんだけど、夕食の時に聞いたら意外とあっさり出てきたのである。まあ、足下がサンダルなのは許ゆるしてほしい。イタチさんはちゃんと下げ駄たを履はいており、からんころんと鳴る音はなかなか耳に心地ここちよい。

「ね、ね。お祭、真一は行ったことあるの？」

「うん、何回か。新あら井いさんちとは知らなかったけど」

　観光客が集まるほどではないけれど、地元ではそこそこメジャーなイベントだ。神社まではけっこうあるのに、もう道みち端ばたに浴衣や法はつ被ぴの人がちらほら歩いているのがその証しよう拠こ。

「へえ……。ね、お祭って、面おも白しろい？」

「僕は好きだよ。普ふ段だんは静かな参道にさ、夜店がずらーっと賑にぎやかに並ならんでて、行いき交かう人はみんな意味もなく幸せそうで。何もしなくても、見てるだけでテンション上がる感じ」

「御み崎さきもそんなこと言ってたね……あ、信号、赤だよ」

「おっと」

　立ち止まる僕ら。ふと会話が途と切ぎれたので、今度は僕から質問してみる。

「あのさ。イタチさんって、昔のお祭は行ったことあるの？」

　たまに忘わすれそうになるが、この子は意外と歴史の古い妖怪だ。だったら、たとえば江戸時代の村祭とかは経けい験けんしてるのかも。そう思って尋たずねたら、イタチさんは「たぶん」と苦笑した。

「たぶん？　覚えてないってこと？」

「うーん、どう説明したらいいのかな……えーとね、たぶん、あたし、見た覚えはないけど、『お祭を見たことがある』ってことは知ってて……ごめん、わかりにくいよね」

「……んー？　わかるような、わからないような」

　生まれ変わる前の記き憶おくを百パーセント持ち越した人がいるとして、その人にとって前世の記憶はあくまで知ち識しきであって経けい験けんじゃないってこと……なんだろうか。ちょっと違ちがうか？

「知識はあるってことなんだよね、それ」

「うん。今のお祭のことも、知ってることは知ってるの。でもね」

「あー、なるほど。実じつ際さいに行ったわけじゃないから、実際に体験してみたいと思ったと」

「うん、そう」

　わかってくれてありがとう。そう言いたげにイタチさんが微笑ほほえむ。まだ信号は変わらない。

「あのさ、イタチさん」

「何、真しん一いち？」

「楽しみ？」

「うん……楽しみ」

　にこにこと満面の笑えみを浮うかべるイタチさんは、当然ながら浴衣ゆかた姿すがたなわけで。グッジョブ先輩アンド新あら井いさん！　心の中で感謝していると、今度はイタチさんが尋たずねてきた。

「今日も持ってるんだね、それ。使うの？」

　それがどれかはすぐわかった。帯おびにねじ込んだＢ６サイズのスケッチブックのことだろう。

「やー、どうだろう。でも持ってると安心するんだよ」

「へんなの」

　イタチさんがくすっと吹き出し、それに呼こ応おうするように歩行者信号が青に変わった。

　てーてれてー、とお馴な染じみのメロディが流れ出し、僕らは歩き出す。

　からんからんと下げ駄たが響ひびき、ぺたぺた鳴るのは僕のサンダル。

「とーりゃんせーとーりゃんせー」

　静かに口ずさむイタチさんの肩かたは意外と近くて小さくて。

「こーこはどーこのほそみちじゃー」

　ここを渡わたれば、先輩たちと待ち合わせた神社前広場までもう少し。

　ちょっと遠回りして行こうか、とは言わなかったけど、言いたかった。




「真一、いま何時？」

「五時四十五分。ちょっと早かったかも」

　僕はそう答えると、右手の腕時計をイタチさんに示した。集合時間は六時ジャストってことだったけど、まだ僕らしか来てないようだ。たぶんだけど。

「人、けっこう多いね……。御み崎さきたちが来ても、わからないかも」

　あたりを見み渡わたしたイタチさんがつぶやいた。とりあえず鳥とり居い前まえの広場に集合し、神社内の社務所で新井さんと合流って計画だったんだけど、いきなり先行き不安です。

「……ま、仕方ないか。とりあえず六時までここらへんで待ってみる？」

「うん、そうだね」

　というわけで僕らは道に面したあたりで待つことにしたのだが、最初に出くわしたのはなかなか意外な人だった。

「あら、誰だれかと思えばイタチとその腰こし巾ぎん着ちやく」

「……何してるの、キツネ」

　イタチさんがじろりと睨にらむが、それでひるむ稲いな葉ば先生ではないのは周知の事実だ。

「いいですか？　イタチのような粗そ野やな妖よう怪かいにとってはどうだか知りませんが」

　いきなりイタチさんがムッとする。「まあまあ、いつものことだし」となだめる僕。

「妖よう狐こにとっての神社、あるいはそこに祀まつられている神は、敵てきであると同時に味方なのです。神の名の下に多くの眷けん属ぞくを討うち滅ほろぼした憎にくむべき敵であるのは言うまでもありませんが、稲荷いなり信しん仰こうなくては我々妖狐の神しん威いが保たもたれなかったのもまた事実。おわかりかしら」

「はあ」

　正直、そんなに興きよう味みもないので適てき当とうに返事。僕が気になっていることは別にあるのです。

「気の抜ぬけた返事ですこと。要するに、狐きつねと神社は深い縁えにしで結ばれた仲。そんな神社の祭礼ともなれば、私のような高位の狐は一いち応おう、顔を出しておくべきでしょう？　全く、大人の付き合いというのもなかなか面めん倒どう。イタチにはわからない苦労でしょうけどね」

　わざとらしく溜ため息いきを吐つく稲葉先生。いや、その態たい度どはかなり大人気ないですよと思いつつ、僕はようやく納なつ得とくした。

「あー、だからその格かつ好こうなわけですか」

「現代風の正せい装そうですわよ？　どこかおかしくて？」

　僕の質問の意味がわからないのか、先生は首を傾かしげた。

「いいえ、別に」

　着こなし的には間ま違ちがってないんでしょうが、秋祭にビシッとスーツで決めてくる人って珍めずらしいですよね。就職活動かと思いましたよ。

「何やら失礼な思し念ねんが感じられますけど……それでは失礼しますわね」

　僕らの相手は飽あきたのか、稲葉先生は鳥とり居いへ向かって歩き去ってしまった。どこぞの女社長か社長秘ひ書しよのような黒スーツの美人が、浴衣ゆかたやＴシャツの人々の間を悠ゆう々ゆうと去っていく。その後うしろ姿すがたは確たしかに格好いいのだが、ハイヒールで玉たま砂利じやりはすごく歩きにくそうだ。

「ね、真しん一いち」

　ふいに、ちょいちょいと袖そでが引ひっ張ぱられた。

「ん。どうかした？」

「うん……。あそこ、鳥居の上。何か、いない？」

　ちょっと不安そうにイタチさんが指を伸ばしている。

「鳥居の上？　暗くてよく見えないけど、そんなところに何が」

　そろそろ周囲は薄うす暗ぐらく、参さん道どうを埋うめ尽つくした屋や台たいの明かりや、広場の四方の外がい灯とうの光も、大おお鳥とり居いの上までは届とどいていない。変わった鳥でもいたんだろうかと目を凝こらして見上げた僕は、

「いた！」

　いきなり度ど肝ぎもを抜ぬかれてしまった。

　鳥居の上にどでーんと乗っかっていたのは、長い髪かみをざわざわなびかせた巨きよ大だいな怪かい獣じゆう（の顔だけ）。え、ええと、あの容よう姿しはどう説明したらいいんだろうか。ロングヘアーの鬼おに瓦がわら？

「ね、いるよね……やっぱり。最初は見み間ま違ちがいかと思ったんだけど」

「いや、いるよ、確たしかに。あれだけ大きけりゃ見間違えるほうが難むずかしいし」

　髪のボリュームが物もの凄すごいので正確な大きさはわからないけど、控ひかえめに見み積つもっても顔の横よこ幅はばだけで四メートルはある。要するにかなりの大物だ。

「で……あれ、やっぱり、妖よう怪かい……だよね？」

「だと思うよ。みんなには見えてないみたいだし、あんな動物が発見されたって話も聞いたことないし。で、どう？　危き険けんそう？」

　幸さいわい、実体はないみたいだけど（今カラスが体を横切ったから確実だ）、人をもりもり食いそうなデザインなのが気に掛かかる。あれが落らつ下かして暴あばれ出だした日には、楽しい秋祭が一いつ瞬しゆんで阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずに早変わりすることうけあいだ。

　……えーと、奈な良ら山やまの羽は根ねは、いざという時使えるように財さい布ふに挟はさんだままだったよな。思わず確かく認にんする僕だったが、イタチさんの返事は予想外にけろっとしたものだった。

「あ、それは心配しなくてもいいと思うよ？　何かをやりたいって衝しよう動どうが全然ないし、ただ、あそこにいるだけの妖怪みたい」

「なんだそりゃ」

　拍ひよう子し抜ぬけだ。と、同時にひとつ疑問が湧わいた。

「あれ。そう言えば妖怪って学校にしか出ないんじゃ？」

「んー、学校はあくまで出現率が高いってだけであって、それ以外の場所では顕けん現げんし得えないってことではなかったんでしょうね」

　僕はイタチさんに話しかけたのだけど、答えたのは第三者の声だった。

「百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかず。実じつ際さいに出た以上、それを認みとめないのは馬鹿か意い固こ地じかどっちかよ。もっとも、あんまり自分の目と頭を信用しすぎるのもアレだけどねー。というわけでお待たせしました。いやいやほんとに探さがした探した。キツネに聞かなきゃわかんなかったかも」

　おお、この説明臭くさい長ゼリフはもしかして……と言うか、もしかしなくても。

「はい、こんばんは先ぱ……って、ありゃ？」

　振ふり向むいた先には意外にもあの眼鏡の姿すがたはなく、浴衣ゆかた姿の子どもや親の姿があるばかり。

「あれ？　ね、ね、真しん一いち。今のって御み崎さきの声だったよね……？」

　僕と同時に振り返ったイタチさんが不ふ思し議ぎそうに首をひねっている。

「うん。つーか、あんなことを得とく意い気げに話す変わり者がそうそういるとは思えない」

　きょろきょろと人ひと混ごみを見み渡わたせば、

「ええい！　ここよ、ここ！　あたしゃプレデターか！」

　僕らのすぐ目の前で、髪かみを可愛かわいらしく結ゆい上あげた小学校四年生くらいの女の子が、呆あきれたように肩かたをすくめて叫さけんでいた。清せい楚そなムードを漂ただよわせた和服の似に合あう美少女だったが、その顔をよくよく見てみれば、意外に馴な染じみの深い目鼻立ちであったりするわけで。

「うそ……御み崎さきっ？」

　事じ態たいを把は握あくすると同時に、イタチさんが絶ぜつ句くした。うん気持ちはよくわかる。

「経ふみ島しま……先輩……です……よね？」

　不信感丸出しで僕が尋たずねると、眼前の童女は「三点リーダがえらい多いわね」と溜ため息いきを吐つき、にたりと笑ってくださった。──ああ。この不安感を煽あおる笑えみは、紛まぎれもなく。

「へえ。御崎、可愛いね……」

「さすが妖よう怪かい博士。うまく化けたもんですね」

　僕らの感かん嘆たんは全く同時であった。

「偉えらいぞーイタチちゃん。白しら塚つかてめーは後で体育館裏うらな」

「すみませんその日は兄の結婚式が。つーか、眼鏡はどうしたんです？」

「和服の時はコンタクト。全眼鏡ユーザーの八割がそう答えています」
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　適てき当とうなことを言いながら前に進み出た先輩は、「どれどれ」と鳥とり居いを見上げた。

「おー、何が出たかと思ったら『おとろし』じゃないの。絵画資し料りようにしか残ってない妖よう怪かいが、しかも学校以外の場所に出やがりましたか。ふむふむ、こいつはなかなかレアな事じ案あんね」

「れあ？」

　イタチさんが首を傾かしげたので「珍めずらしいってことだよ」と解説。現代人としての基き礎そ知ち識しきは備そなえてるはずのイタチさんだが、たまに外来語に弱いのが謎なぞである。可愛かわいいからいいけどさ。

「ね、御崎。あの妖怪って、何かするの？」

「さあー。おとろしってのはね、ただ、鳥居の上に乗っかってる絵が残ってるだけで、何のために出るとも何をするとも伝わってない妖怪なんだけど……元来、何もしない妖怪だから記録が残らなかったのか、あるいは、記録が残ってないからあいつは何もしないのか。鶏にわとりが先か卵が先か、始し祖そ鳥ちようが先かミクロラプトルが先か。どう思う白しろの字じ？」

「いや、僕には何とも。それよりも、会長は一いつ緒しよじゃなかったんですか？」

　この二人はセットで登場するもんだと思っていたのだけど。そう思って尋ねれば、

「ああ。アレだったら、キツネと話し込んでたから置いてきたわよ」

　浴衣ゆかたの似合う童女はけろりと答え、そして鳥居の前に広がる混雑を親指で示した。

「ぼちぼち来るとは思うんだけどねー。というわけで目もく視し確かく認にんよろしく」

「そう言われても、僕も背せが高いほうじゃないんで……お、見っけ」

　濃のう紺こんの浴衣を着こなした長身の青年が、人混みの中を悠ゆう然ぜんとこちらに向かっていた。細い眼鏡と渋しぶい浴衣の取り合わせはこれが意外に（と言うと失礼だが）格かつ好こう良よかった。どこかの組の若わか頭がしらみたいだなと思いつつ、僕は右手をひらひら振ふる。

「会長、こっちです」

「おお、そこか。すまん、稲いな葉ば先生をなだめるのに時間が掛かかってしまってな。待ったか？」

「待ったわね」

　経ふみ島しま先輩がじろりと睨にらめば、江え戸ど橋ばしさんはおとなしく「すまん」と頭を下げる。それを見て、ふと「お嬢様の警けい備びにあたる若手の組員」という設せつ定ていが頭の中に浮うかんだ。後で聞いたところでは、イタチさんは「しっかり者の妹と苦労人のお兄さん」と見たそうです。なるほど。

「ま、わかればよろしい。んじゃ新あら井いも待ってることだし、いざ吶とつ喊かんしますかね」

「うん」

　けろりと会長を許ゆるした先輩が鳥居へ向かって歩き出し、足取り軽くイタチさんが続く。

　野郎二人はその後ろ。祭の魅み力りよくを語る経島先輩とそれに聞き入るイタチさんを後ろから眺ながめつつ、僕は江戸橋さんに話しかけた。

「何か怒おこってたんですか、稲葉先生？　なだめたって言ってましたけど」

「ああ。それはもう怒ど髪はつ天てんを衝つく勢いきおいだった」

　軽い話題を振ふったつもりだったのだけど、江戸橋さんはげっそり疲つかれた顔で溜ため息いきを吐ついた。

「かくなる上は我わが尾おを一ひと房ふさ殺せつ生しよう石せきへと転じさせ障しよう気きの嵐あらしで一いち里り四方を死の荒こう野やに変えてやろうぞ、と缶かんビール片かた手てに叫さけんでいたからな。止めなければどうなっていたことか」

「……お疲つかれ様さまでした。しかし、どうやって止めたんです、そんなの？」

　並なみの人間がよくできましたね、と思いながら尋たずねれば、人知れず街の平和を救すくったヒーローは「たいしたことはしていないがな」と苦笑した。

「腹いせでの大量虐ぎやく殺さつなど、思し慮りよの浅い俗ぞく物ぶつの振ふる舞まい。知恵と妖よう術じゆつに長たけた誇ほこり高い大だい妖よう怪かいのすることではない、九きゆう尾びの狐きつねの名が泣きますよ。ただ懇こん々こんとそう説といただけだ」

「なるほど。プライド高いですからね、稲葉先生」

　さすが生徒会長。生徒会顧こ問もんの扱あつかいは慣なれているようだ……って普ふ通つうは逆ぎやくじゃないのか。

「まあ、先生は話せばわかってくれる人──ああ、人じゃないのか、妖怪だからな。少しばかりカーッとなりやすいところがあるから誤ご解かいされやすいが、本質的には賢かしこい人なんだよ」

　しみじみ語る江戸橋さんは、渋しぶい服ふく装そうと相まってどう見ても十七歳には見えませんでした。

「かっけー……」

「どうした白しら塚つか？　……と言うか、何なんだそのキラキラした目は」

「お気になさらずに。で、先生、何をそんなに怒おこってたんですか？」

「ああ、それがだな」

　江え戸ど橋ばしさんはふと顔を曇らせると、僕にだけ聞こえるような小声でぼそりと言った。

「入れなかったらしいんだ」

「え？」

「見えない壁かべに弾はじかれるかのように、鳥とり居いをくぐれなかったそうだ。だから先生は怒ったんだよ。わざわざ足を運んでやったのにこの扱いは許ゆるせない、妖怪差別も程ほど々ほどにしろ──とな」

　それを聞いてから俺はなんだか不安でな。そう言い足した江戸橋さんは、ふと心配そうに顔を上げた。その視し線せんの先には、楽しそうに経ふみ島しま先輩と話し込むイタチさんの背せ中なか。

　──鳥居はもう、すぐそこに迫せまっていた。




　　　　＊＊＊




　ぴーひゃらぴーぴー、ざざー、ぴー。

　年ねん季きの入ったスピーカーから流れるノイズ混まじりのお囃はや子しが、秋の夜空を吹ふき抜ぬけていく。明るく楽しく景気よく問もん答どう無む用ようで楽しげなその曲調は、今の僕にはなんだかひどく痛いたかった。

　お囃子だけじゃない。視し界かいの端はしで煌こう々こうと輝かがやく屋や台たいの明かり。肌はだに触ふれる浴衣ゆかたの感かん触しよく。風に乗って漂ただようソースの香り、鳥居の上に静かに陣じん取どる妖怪おとろし、わいわい行いき交かう人の声、背はい後ごの森から流れてくる冷たい空気。五感で感じられる全てが、ただひたすらちくちく痛い。

　ああ。神かみ頼だのみは趣しゆ味みじゃないけど。今回ばかりは話が別だ。

「──何とかしてくださいよ、神様」

　開き直り気ぎ味みにつぶやけば、静かな声が耳に届とどいた。

「ね、真しん一いち……。あたしは、もう、いいから」

「イタチさんが良くても僕は良くない」

「でも、仕方ないよ」

　怒いかりを抑おさえながら振ふり向むけば、ベンチに腰こし掛かける浴衣ゆかたの少女と目が合った。

「……ほら、あたし、妖よう怪かいだから。やっぱりおかしいよ、妖怪が神社に来るなんて」

「そんなことない」

「ううん。そんなことあったんだよ」

　イタチさんは静かに僕を否定し、ふと自じ嘲ちよう的てきに微笑ほほえんだ。

「それに、いきなり消されなかっただけでも、良かったかなって思うし。……ね？」

「そりゃそうだけどさ。──あんまりだよ、これじゃ」

　ああ畜ちく生しよう。口に出さずに悪あく態たいを吐つき、僕は再ふたたび鳥居に視し線せんを向ける。

　壁かべがあるようには見えないんだけどなあ。

　結局、江え戸ど橋ばしさんの嫌いやな予感は的中した。イタチさんも稲いな葉ば先生同様、鳥居から先へは進めなかったのだ。その瞬しゆん間かん、何とも気まずい空気が僕らを包みかけたが、それを打うち払はらったのは経ふみ島しま先輩の一言だった。

「むう残念。意外と度量が狭せまいのねー神様って奴やつは。しかしここで沈しずんでても仕方ない」

「何？　いや……伊達だてくんを置いて俺たちだけで行くってのか？　それはお前」

「じゃあ、ここで四人で仲良く凹へこむっての？　んなことしたって誰だれが得するのよ、スパイラル効こう果かでどんどん暗くなるだけでしょうが。こういう時はね、楽しめる人間だけでも楽しまないと負けよ」

「うん……御み崎さきの言う通り」

「だけど、イタチさん」

「ううん、あたしなら、別にいいから。……ごめん、みんな」

「めっ。悪くもないのに謝あやまらないの。白しら塚つか真一、君はどうする？」

「イタチさんが行けないなら僕は」

「オッケー了りよう解かい皆みなまで言うな。事情は新あら井いにはちゃんと伝えとくからさ。そうと決まれば行くわよ江戸橋、財さい布ふの準じゆん備びはオッケーね？」

「なぬ？　って、こらちょっと待て！　すまんな白塚、伊達くん、そういうことだから」

　かくして経島先輩たちは賑にぎやかに去った。そして残された僕らはと言うと。

「真一……今からでも、行ってきたら？　まだ追いつけるよ」

　どこへ行く気も起きないまま。何をする気も起きないまま。

「いいってば。僕はここにいたいからいるんだし」

　広場の隅すみ、外がい灯とうの光からも喧けん噪そうの輪からも微び妙みように外れて横たわる古びたベンチに、ふたり寂さびしく腰こし掛かけているわけだ。すぐ後ろは静まりかえった鎮ちん守じゆの森。お祭会場からの熱気溢あふれる風とは異ことなった、秋の夜独特のひんやり冷たい空気が、思い出したように首くび筋すじを撫なでた。

「それにさ。正直、イタチさんがいないと、何にも楽しかないと思う」

「……ほんとに？」

「ほんとほんと」

　気の抜ぬけきった言葉の応おう酬しゆう。会話とも呼よべないような会話。

「ありがと」

　そう微笑ほほえむ顔は確たしかに可愛かわいくて綺き麗れいなんだけど、あからさまに空から元げん気きで補ほ強きようしているのが見え見えで、それが僕にはどうしようもなく辛つらかった。

　これがもし、たとえば稲いな葉ば先生みたいに怒いかり狂くるうなら。あるいは泣いたり八つ当たりしたりするなら──まだ気は楽だったかもな、とふと思う。止めるなり慰なぐさめるなり、少なくとも「やること」ができるわけで、その間は気まずい思いをしなくて済すむのだから。なのに。

「輝ひかるにも、悪いことしちゃったね……せっかく、浴衣ゆかた、貸してくれたのに」

　なのに、僕の隣となりのこの子は、この期ごに及およんで他人に気を遣つかったりしており、おまけにその目の端はしにはちょっと涙なみだが浮うかんだりしているもんだから、見てるこっちは加か速そく度ど的てきにいたたまれなくなるわけで。ああ。

　さて、質問。このシチュエーションで僕にできることは何でしょう。回答はＣＭの後。

「ね、真しん一いち。あたし、もう、帰」

「あのさイタチさん」

　イタチさんが立ち上がろうとするるのと、僕が口を開くのは同時だった。なるべく穏おだやかに切り出すつもりだったのだが、意外と強い問いかけになってしまった。

　どうしたの、とこっちを見つめるイタチさん。僕はその目をまっすぐ見返すと、静かに、そしてはっきり尋たずねた。

「あのさイタチさん。お祭の風景、見たい？」

「え。でも、仕方ないし、もういいかな……って」

「正直に」

　再ふたたび、静かにきっぱりと。僕の言葉がイタチさんの言いい訳わけをばっさり断たち切きる。

　と、イタチさんは、一いつ瞬しゆんだけきょとんとしたが、すぐにはにかんだような笑えみを浮かべ、よく通る声ではっきりと言った。

「見たいよ」

　──よし。それさえ聞けば十分だ。

「うん、わかった。だったら、行こう！」

「え？」

　僕はイタチさんの右手を摑つかんで立たせると、ベンチの裏うら手てに広がる暗い森へと踏ふみ込こんだ。

「ほら、とりあえず付いてきて！」

「えっ？　え、ええと、真しん一いち……？」

「いいから！　ほらほら、ここは騙だまされたと思って」

　というわけで僕はうろたえるイタチさんを引き連れて森の中をずんずん進み、

「うん、ここまで来ればもうお祭会場からは見えないか」

　と言える場所までやって来た。真っ暗かと思っていたが、夜店の光が意外と届とどいており、暗いなりにも周りは見える。さて残る問題は……と空を見上げれば、木々の間に夜空がしっかり見えた。おお、絶ぜつ好こうのロケーション。

「ね、あの……真一？」

　その声に視し線せんを降おろせば、事じ態たいが把は握あくできなくておどおどしている浴衣ゆかたの少女の姿すがた。

「何……するの？」

「ああ、ごめんごめん、急に」

　謝あやまりながら摑んでいた手を離はなし、そして今さらながら僕は気付いた。

　ええと……冷れい静せいに考えると、ですよ？

　若い男が女の子を強ごう引いんに暗い森に連れ込むってのは、これ、なかなかデンジャラスな構こう図ずなのではなかろうか？　しかもイタチさんは浴衣だし。いや、何が「しかも」なのかはわからないけど、ここは誤ご解かいを解とくのが先だ。

「あ！　言うの忘わすれてたけど、そういうのじゃないから！　それだけは安心して！」

「そういうの……？」

　どういうのだろうと首を傾かしげるイタチさん。……説明しろってことですかそれは。

「うーん、あー……どう言えばいいものか。えーと、こういう場合って普ふ通つうは」

「こういう場合？」

「それを聞くかー！　だからほら、祭の夜に浴衣で二人きりみたいな。あ、いや、別に浴衣じゃなくてもいいんだけど、とにかくその下心とかじゃなく一般的なイメージとしてね」

　さっきまでの勢いきおいはどこへやら、おろおろあたふたとジェスチャー混まじりで弁べん解かいする僕。正直、何の説明にもなっていなかったが、幸さいわいにしてイタチさんはそこまで鈍にぶい人でもなく

「あ」

　途と中ちゆうでハッと気付いたように口を押おさえたかと思うと、唐とう突とつに赤くなってしまった。

「う、うん……あたし、し、真一のこと、しん、信じてるから。ほ、ほんとだからね」

　……さあ、何を想そう像ぞうしたんだろうこの人は。

「信用してくれてありがとう。で、イタチさん」

　よし、それでは仕切り直し。僕は自分を落ち着かせると、改めて眼がん前ぜんの少女と向き合った。何かな、とイタチさんが首を傾げる。

「うん。悪いんだけどさ、ちょっと目をつぶっててくれる？」

「え。……まさか真しん一いち……やっぱり」

　悲しそうな目で僕を見ながら、自分の体を両手でしっかり抱かかえる浴衣ゆかたの少女。あからさまな警けい戒かいモード。何だよ「やっぱり」って。信用してくれてるんじゃなかったのか！

「いやいやいや、ちがうちがう！」

　僕は慌あわててイタチさんの想そう像ぞうを否ひ定ていすると、懇こん願がんするように言葉を重ねた。

「とりあえず目を閉じて欲しいんだ。変なことはしないって保ほ証しようする。もし、ちょっとでも騙だまされたとか危き険けんだとか思ったら、炎ほのおでも鎌かま鼬いたちでも使ってくれて構かまわない。だから、お願い」

「え？　う、うん、そこまで言うなら……」

　納なつ得とくしてくれたのか、それとも諦あきらめただけなのか。イタチさんはおずおずと両手を降おろし、静かに両目を閉じてくれた。

「……はい。こ、これでいい……？」

「ありがとう！　すぐ終わるからさ、ちょっとだけそのまま待ってて！」

　そう言いながら僕はあれを取り出し、右手の人差し指と中指でそっと挟はさんだ。今からやろうとしてることに気付いたら、たぶんイタチさんは止めるし怒おこる。行動は間かん髪はつ入いれず迅じん速そくに。

「驚おどろかせたらごめん」

　一ひと言こと謝あやまりつつ、僕はイタチさんに歩み寄り、

「よっ」

「ひゃっ！」

　その小さな体に手を回し、右手で小さな肩かたを、左手で両足を支ささえて抱え上げた。ふらつく足に気合を入れ、ぐっと地面を踏ふみしめる。いわゆる「お姫さま抱だっこ」ってスタイルだ。

　自分の体がいきなり持ち上げられたのはさすがに予想外だったのか（そうだろうなあ）、イタチさんは小さな悲鳴を漏もらしたが、その両目はまだ閉じられたままだった。ほんとに信用してくれてるんだなと気付き、僕は無む性しように嬉うれしくなった。

「し、しししし、真一っ？」

　どきどきおろおろしながら僕の名を呼よぶその顔は予想外に近く、僕の顔が一気に熱あつくなる。覚かく悟ごしていたつもりだけど、この姿し勢せいはなんかもうめちゃくちゃ照れるな！

「ごめん、あとちょっと！　今動くと危あぶないから」

　──いかんいかん。

　僕は空を見上げて息を整えると、指に挟んでおいたあれへ意い識しきを集中させた。指の間に感じるのは薄うすくて小さな羽根の感かん触しよく。これをくれた友人の言葉を思い出す。

『握にぎりしめて念じるだけで、一回限げん定ていで天てん狗ぐの能のう力りよくが使えるんだよね、それ。飛んだり風を起こしたり、その他ほかいろいろ』

　ほんとだよな。信じるぞ奈な良ら山やま。

　もう一度だけ深呼吸し、再ふたたび視し線せんを星空へ。目指す高度はだいたいあれくらいかな、と適てき当とうに算さん段だんしつつ、僕は天てん狗ぐの羽根へと強く念を送り込んだ。

（──飛べ！）

　と、そう念じた直後。

「え……ひゃぁぁぁぁぁっ」

「う……うおおおわわあああああぁっ！」

　静かな静かな鎮ちん守じゆの森に突とつ如じよ轟とどろく二つの悲鳴。

　まるで重力が遮しや断だんされたかのように。あるいは上空のＵＦＯに吸い上げられる牛のように。イタチさんを抱えた僕の体が、秋の星空目指して一直線に舞まい上あがっていった。

「し、真しん一いち……っ？」

　イタチさんが僕の体にしがみついてきた。まだ目を開けない律りち儀ぎさに大だい感かん激げきしながら、僕は浴衣ゆかたに包まれた細い体を、改めてしっかり抱かかえ直なおす。これも天狗の羽根の効こう力りよくなのか、腕うでに感じていた重みはいつの間にかなくなっており、ただ暖あたたかい感かん触しよくだけが感じられる。

「大だい丈じよう夫ぶ！　大丈夫だから、もうちょっとだけ待って、イタチさん！」

　下からでは先が見えなかった杉の木のてっぺんを軽く飛び越え、星空が視し界かい一いつ杯ぱいに広がっていく。そろそろ十分かな──と思った頃ころ、上じよう昇しようしていた僕の体はぴたりと空中で静せい止しした。

「おわ」

「止まった……？」

　ふわふわと体が揺ゆれるのが気になるが、まあ、それぐらいは仕方ないだろう。

「さて、問題は」

　そーっと下を見下ろせば……うん、なかなか良い感じ。というわけで僕はようやく、腕うでの中でちぢこまっていた少女に「もう目を開けていいよ」と声をかけた。

「あ、うん……」

　閉じていた両目がゆっくり開く。イタチさんは周りを見み渡わたした後、ぽかんと口を開いた。

「え……空？」

「当たり。ここは確たしかに空の上」

「だよ、ね……？　で、でも……どうやって」

　それが実は、と説明するまでもなかった。

「あ。この力の感じ……もしかして、善よし人ひとの……？」

「正せい解かい。凄すごいな、言わなくてもわかるんだ」

「うん。天てん狗ぐの力って、匂においが独特だから……でも、どうして今」

「どうしてってそりゃあ」

　そこで口ごもってしまう僕。ここで気の利きいた台詞せりふの一つでも言えれば絵になるんだろうけど、全く何も思いつかない。情けないとは思うけど、何しろ今は腕の中にイタチさんがいるのですよ。落ち着いて物事を考えられると思ったら大おお間ま違ちがいである。

　それに、口で説明するより見てもらったほうが早い気もするしなあ。

「真しん一いち？」

「あ、ごめん」

　僕はそこで一呼吸を挟はさむと、ちょっとだけもったいぶった口調で言った。

「下をどうぞ」

「下……？」

　僕の言葉に促うながされたイタチさんは、そろそろと首を突き出して眼がん下かを見下ろし、

「あ……！」

　次の瞬しゆん間かん、はっと両手で口を押おさえていた。

「ほら、夜店巡めぐりは無理だったけどさ」

　僕の声が聞こえているのかいないのか。

「せっかく来たんだし。それに、あんなに楽しみにしてたんだから」

　イタチさんは下を見たまま、息を吞のんだまま動かない。

「せめて見るだけでも、と思ってさ。地べたじゃ見えなくても、ここまで上がれば嫌いやでも目に入るだろうと思ったんだけど……って、聞いてる？」

　イタチさん、ノーリアクション。

　もっとも、ぎりぎりまで体を乗り出し、真下の神社を見下ろしながら「わあ……」とか「へえ……」とか「綺き麗れい……」とか言ってるイタチさんを見てる限かぎりは、少なくとも僕のやったことは無む駄だじゃなかったようだ。ありがとう奈な良ら山やまと感かん謝しやしつつ（今のこの状じよう況きようが、「いざっていう時」なのかは微び妙みようだけど、そこは追つい及きゆうしないでおく）、イタチさんの視し線せんの先を追ってみれば、僕の口からも感かん嘆たんが漏もれた。
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「……へえ」

　まず目に飛び込んでくるのは、煌こう々こうとライトアップされた一本の線。

　並ならんだ夜店の掲かかげた色とりどりの電でん灯とうが、一直線に伸びた神社の参さん道どうを、そして、わいわい行いき交かう人々の姿すがたを、これでもかとばかりに明るく照らし出していた。

　参道の端はしには、さっきまで見上げていた大おお鳥とり居い。その上には、見た目だけは迫はく力りよく充じゆう分ぶんな妖よう怪かいおとろしがぼんやりと佇たたずんでいた。振ふり乱みだした長ちよう髪はつが夜風に揺ゆれているのがよくわかる。

　神社の周囲を囲むのは、とっぷり暗い鎮ちん守じゆの森。くっきりとしたコントラストが、お祭の華はなやかさを盛もり立たてていて、ちょっと離はなれた町の灯あかりもこれはこれでいいアクセント。

　──うん、いいもの見れました。

　って僕が満足してどうすんだ。肝かん心じんなのは僕じゃなくてイタチさんの気持ち。

「えーと、どうかな」

　改めて声をかければ、イタチさんはようやく反はん応のうしてくれた。

「あ……うん」

「とりあえず、お望みの『お祭の風景』は見られたかな、と」

「うん……うん、うん！」

　何度も何度もうなずきながら、イタチさんの顔がこちらを向く。久々に見たその瞳ひとみには大おお粒つぶの涙なみだが浮うかんでいたが、悲しくて泣いてるわけじゃないのは一目でわかった。

「あんまり近づくと誰だれかに見つかるかもしれないし、このくらいの高さで我が慢まんしおわわっ」

　ふいにイタチさんの両手が僕の首に回された。間かん髪はつ入いれず、顔が一気に近づいてくる。

「いいっ!?　いいいいいいイタチさんっ？」

　ええと、正直この距きよ離りは恥はずかしいなんてもんじゃないですよ？　今までさんざん飛びついておいて何を今さらって気もするが、立場を変えて初めてわかることもあるわけでひゃー。

　と、うろたえる僕の耳元にイタチさんは顔を寄せると

「ありがとう」

　小さな、それでも確かな声で

「ありがとう、真しん一いち。……ありがとう！」

　はっきりと、何度も何度もそう言ってくれたのだった。




　　　　＊＊＊




「……あのさ、イタチさん。夜景も十分堪たん能のうしたし。お祭もとっくに終わったし」

「そうだね」

「そろそろ降おりたいんだけど」

「うん、いいよ」

「……どうやったら降りられるんだろうか」

　気まずい沈ちん黙もく。やっぱりそうなんだ、とイタチさんが苦笑した。

「えーと……飛んだ時と同じようにやっても……駄だ目めなんだよね？」

「正解。さっきから何をどう念じても、全然反はん応のうしなくて」

「一回限げん定ていって言ってたからね、善よし人ひと。受け付けられるお願い、一つだけなんだろうね」

「あー、そう来たかー」

　なるほど、飛ぶのと降りるのは別カウントか。……先に言っておいて欲しかった。

「でもでも、さっきからちょっとずつ下がってるから、いつかは下に着くよ、ね？」

「うん、まあそうなんだけど。この調子で降りていったとして……」

「……えーと……朝までには降りられるといいね」

　再ふたたびの沈ちん黙もく。気き遣づかうような笑え顔がおが今の僕にはめちゃくちゃ痛いたいです。

「ごめん！　ほんとごめん」

「え、いいよ、そんなの。真しん一いち、あたしのためにやってくれたんだし、嬉うれしいよ」

「でも──ふ、ふぇっくしょん！」

「大だい丈じよう夫ぶ？　秋の夜ってけっこう冷えるね、へくちっ」

「しかも空の上で浴衣ゆかただもんなあ。ストーブでも持ってくりゃよかった」

「それはちょっと……あ、そうだ。火、出そうか？」

「その手があったか！　ぜひともお願い！」

「ちょっと待ってね……えい」

　イタチさんが指を摺こすり合あわせると、僕の顔の真ん前に赤い火の玉がボンと現れた。

「ありがとう、これで暖あたたかくなった……てかむしろ熱あつい！　そして近い！　火が近い！」

「あ……ご、ごめん！　次は、ちゃんとやるから」

　腕うでの中で、イタチさんが申もうし訳わけなさそうにちぢこまる。今夜はどうやら長い夜になりそうだったが、それはそれでまあオッケーかなと思ってしまう僕でした。はっくしょん。
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「では、今月の部長会はこれにて解かい散さんとします」

　壇だん上じようの生徒会長の一言をきっかけに、大教室に雁がん首くび揃そろえて並ならんでいた部長たちはわらわらと立ち上がった。僕も席を立ち、出口に向かう部長の群むれに混まじる。

　江え戸ど橋ばし会長就しゆう任にんに伴ともなう春のサークル急きゆう増ぞう事件から約半年。先生も生徒もみんな「最初は面おも白しろがって新サークル立ち上げる奴やつも多かろうけど、どうせすぐに淘とう汰たされて元通りの数になるさ」と見込んでいたのだが、うちの生徒は意外と根気があったらしい。五倍近くに膨ふくれあがったサークル数は未いまだに全然減へらず、おかげで部長会の出席者もやたら多いままだ。

「あれ、白しら塚つか？」

　聞きき慣なれた声に振ふり返かえれば、見知った顔の少女と目が合った。

「あ、滝たき沢ざわさん。来てたんだ。部長だったっけ？」

「ぼくは代役。うちの部長、病弱だからよく休むんだ。ただでさえ人が少ないのにさ」

　そう言うと新生吹奏楽部部長代理はやれやれと肩かたをすくめた。

「なるほどね。部員が少ないところはどこも大変なんだなー」

「まあね……って、あれ？　美術部って、割と人数多いんじゃなかった？」

「春までは。うちも吹奏楽部と一いつ緒しよで、春に空中分解したからさ。主なメンバーは絵画同好会とか彫ちよう刻こく研究会に流れたし、専任顧こ問もんも取られた。残ってるのは美術室の使用権だけ」

　アトリエまで持ってやがるからな、あいつら。僕がぶつぶつ文もん句くを言えば、それを聞いた滝沢さんは「確たしかに、どこも大変なんだね」と苦笑した。

「それじゃ、ぼくはこっちだから。伊達だてさんや先輩によろしく」

「うん。じゃ、また明日、教室で」

　というわけで僕は美術室に向かおうとしたのだが、その目の前で、狙ねらったようなタイミングで職員資し料りよう室しつの扉とびらがガラガラと開いた。

「あら美術部。ちょうど良かったですわ、手を貸していただけるかしら。むしろ貸しなさい」

「こっちの都つ合ごうとか完全無む視しですか稲いな葉ば先生。今から部活なんですけど」

「何を突つっ立たっているのです？　とっととお入りなさい」

　一いち応おう反論は試みたのだが、そんなものが通じる九きゆう尾びの狐きつねではない。仕方ないので「うへえかしこまりました」と必要以上にへりくだりながら資料室に入った僕に、稲葉先生が大量のファイルを手て渡わたしてきた。おお、重い。

「私、この度たび、正式に生徒指し導どうを担たん当とうすることになりましたの。それで、この資料を生徒相談室に運んでおきたいのですけど、手が足りなくて」

「要するにこれを運べってことですか？　しかし相談室って、えらい遠いですね」

「遠いから人に運ばせるのです」

　そんなこともわからんのか阿あ呆ほと言いたげに稲葉先生が僕を見る。反論するのも疲つかれたので、僕は「もういいです」と頭を下げ、ファイルを抱かかえたまま資料室を出た。とりあえずさっさと終わらせようと思って歩き出すと、鍵かぎをちゃりちゃり回しながら稲いな葉ば先生が付いてきた。

「ああ、相談室は鍵が閉まっているはずですから、私も一いつ緒しよに行きますわね」

　……だったら、ちょっとぐらい持ってくださいよ。




「あ、稲葉先生、さよーならー」

「はい、さようなら武たけ広ひろくん」

　完全無欠の営業スマイルで微笑ほほえむ稲葉先生。それを見た武広くん（どういう人かは知らん）は、あの稲葉先生が俺の名前を覚えていてくれたという喜びに打うち震ふるえ、ニヤニヤしながら廊ろう下かを走り去っていった。ちなみに同じケースはこれで七人目。いちいち下の名前で呼よんで喜ばせるあたりが実になんともテクニシャンである。

「……慕したわれてますねー、先生」

「ええ、みんな可愛かわいい私の生徒たち。健すこやかに育ってくれて何よりですわ」

　噓うそをつけ噓を。国を幾いくつも滅ほろぼした超ちよう弩ど 級きゆう悪役妖よう怪かいでしょうがアンタは。

「なんで僕に頼たのんだんです？　先生の頼みなら大喜びで引き受ける奴やつ、いくらでもいますよ」

　さっきの武広くんとか、僕の知り合いなら穂ほ村むらとか。すると先生は「ちっちっち」と細い指を振ふり、僕の言葉を遮さえぎった。

「喜んで手伝われても、私が嬉うれしくありませんの。本当はやりたくない、でも仕方ない。いやいや命令に従したがわされる哀あわれな下げ僕ぼくの姿すがたを見ることは、妖よう狐こにとって極ごく上じようの悦よろこびなのです」

「あー、そうなんですか」

「ああ、その露ろ骨こつに面めん倒どうくさそうな顔！」

　先生が色っぽく体を震わせる。さすが天てん地ち開かい闢びやくと同時に邪じや気きが固かたまって生まれた妖怪だ。

「筋すじ金がね入いりで歪ゆがんでますね」

「褒ほめ言こと葉ばと受け取っておきますわ」

「褒めてないですから」

　呆あきれる僕だったが、ふと「表向きはちゃんとした先生なんだよな」とも気付いた。

「そうだ、先生。社会秩ちつ序じよの崩ほう壊かいとかなんとかってのは、もう諦あきらめたんですか？」

　ちょっと期き待たいしつつ聞いてみたら、返ってきたのは馬鹿を冷たく見み下くだす視し線せんだった。

「経ふみ島しまから聞いてませんの？　妖怪にとっての行動原理はそれ即すなわちレゾンデートル。私にとって、安あん寧ねいな日常生活の破は壊かい、そして混乱と混こん沌とんの提てい供きようは決して止めることのできない衝しよう動どう。おいそれと諦められるようなものではありませんわ」

「さいですか、期待した僕が馬鹿でした。でも、そんな人……じゃなかった、妖怪が、何でまともに先生続けてるんです？　あと、生徒会長にちょっかい出すのはやめたんですか？」

「ええ、まあね。今の時代、男に取り入らなくとも成り上がれると知りましたから」

　ふふんと笑う稲葉先生。ぜんぜん相手にされなかったから諦めたんじゃないのかと思ったが、それはわざわざ言うことでもないです。

「それで、一つ目の質問の答えですけど」

「あ、稲いな葉ば先生……！」

　廊ろう下かを通りかかった女の子の声が、稲葉先生のぞんざいな口調に割り込んだ。と、九きゆう尾びの狐きつねさんは瞬しゆん時じに優やさしい先生モードに切り替わり、「あら亜あ矢やさん」と人当たりの良い笑えみを浮うかべる。まあなんという変わり身の早さでしょう。

「その後、調子はいかがかしら？」

「ええ。もう大だい丈じよう夫ぶです！」

　心の底そこから嬉うれしそうに話しかける亜矢さん（誰だれなのかは知らん）と、笑え顔がおで応じる稲葉先生。やがて亜矢さんは去ったので「あの子に何してあげたんですか」と尋たずねてみた。

「質のよろしくない同級生のカモにされているという話を小耳に挟はさみましたので」

「──ああ」

　いじめか。その手の話、この学校ではあまり聞かないが、全くゼロではないらしい。

「聞いていますの？　それで、知った以上は放っておくのも不ふ快かいでしたので、首しゆ謀ぼう者しやどもを」

「……食い殺しちゃったんですか？　いや、そういう連中は痛いたい目を見るべきだとは思いますけどね、だからってさすがに命を奪うばうのは」

　そんな生徒は最初からいなかったことにするくらい、簡かん単たんにできそうだしなあ。思わず怯おびえた僕だったが、先生は「イタチと一いつ緒しよにしないでくださいます？」と首を振ふった。

「私はただ、夢を見せただけですわ。自分たちの所業がそのまま自分に返ってくる、そんな筋すじ書がきの悪あく夢むを毎晩毎晩エンドレスに見せただけ。残ざん酷こく度どと不ふ快かい感かんは倍にしておきました」

「……それは効ききそうですね」

「効きましたわよ？　あの極きよく端たんなやつれっぷり！　思い出すだけで胸むねが熱あつくなりますわ」

　ぞくぞく震ふるえる稲葉先生である。

「まあ、その嗜し好こうはもう放っておくとして……やってることは社会秩ちつ序じよの崩ほう壊かいからはほど遠い気がしますけど。九尾の狐的にそれはオッケーなんですか？」

「本当に飲み込みの悪い子ですわね。私は確たしかに国を滅ほろぼす悪玉妖よう怪かいではありますが、悪が悪としてと活かつ躍やくするためには、前ぜん提てい条件として必要なものがあるでしょう？」

「はい？　え、えーと」

「遅おそい。答えは『安定した世界』です。最初から混こん乱らんし悪がはびこる社会に今さら脅きよう威いが増ふえたところで、いったい誰が怖こわがってくれると言うのです？　仮にも私は悪名高い金こん毛もう白はく面めん九尾の狐。そんな安売りはできませんわ」

　おわかりかしら、と僕を見下ろす九尾の狐。えーと、それはつまりですよ。

「自分が悪いことやって目立つためには、まずは平和な社会が必要だ、と？」

「その通り。まずは校内の平和の確かく保ほ、ひいては県、国、果ては世界に恒こう久きゆう的てきな安あん寧ねいを！」

　拳こぶしを握にぎりしめて熱あつく語る稲いな葉ば先生。……うん、ここまでは間ま違ちがってない。

「そして完全無欠の世界平和が実現した日、全人類にとっての悪あく夢むが幕まくを開けるのです」

　自分の妄もう想そうで興こう奮ふんした先生は「ああっもう最高」と色っぽく身をよじった。

「立りつ派ぱなんだかどうなんだかコメントしづらい夢ですが……何十年掛かかるんですかそれ」

　呆あきれ気ぎ味みに尋たずねれば、先生は「私に寿じゆ命みようがあるとでも？」と鼻で笑った。本気なのか。

　──稲葉前さき。後の国連事務総長である（知らんけど）。




　そんなこんなでだらだら歩くうちに、ようやく生徒相談室が見えてきた。思わず一ひと息いきついた僕に、稲葉先生がとがめるような視し線せんを向ける。

「ゴールしていないのに安心するなんて。私、そんな生徒を育てた覚えはありませんわ」

「奇き遇ぐうですね。僕も先生に育ててもらった覚えはありません」

　むしろ反面教師ですよね。そう思いつつ前を向けば、相談室の前に立っていた五ご厘りん刈がりの男子生徒が僕らに気付いて頭を下げた。なので僕も一いち応おう会え釈しやくを返す。

「ああ、どこかで見た人だと思ったら。水泳部の名な張ばりさんですね」

「あら詳くわしい。あなた、男も女も見み境さかい無なしという噂うわさはやっぱり──」

　それはデマです。悪質な噂を否ひ定ていする僕を無む視しし、先生は名張さんに優やさしく声をかけた。

「どうしたのです、剛つよしくん？　誰だれか待っていたようですけど、もしかして私を？」

「あ、ええ、そうッス。職員室行ったら、こっちじゃないかって言われたもんスから」

　立りつ派ぱな体格に似に合あわず、ぺこぺこ頭を下げる名張剛くん。それを見た稲葉先生は、「ファイルは部へ屋やの中に置いておいてくださる？」と僕に鍵かぎを渡わたしつつ（と言うかファイルの山の上に置きつつ）、おなじみの営業スマイルを浮うかべた。

「お待たせしてしまったかしら。ごめんなさいね。それで──私に何の用かしら？　相談室、入ったほうがよろしいかしら」

「あ、いや、そんな深しん刻こくな話じゃないッスから。誰に相談したらいいのかわからなくて、でも黙だまってるのも何か違ちがう気がして、だったらとりあえず稲葉先生かなと」

「あら、ありがとうございます。光栄ですわね」

　優しく微笑ほほえむ稲葉先生。こうやって見てる分には確たしかに人当たりの良い美人なので、体育会系かつ硬こう派はっぽい名張さんがメロメロになるのも、まあ、わからなくはありません。

「っと、いつまでも立ち聞きしてるわけにもいかないか」

　どうにかこうにか鍵を開けて相談室に入り、机の上へとファイルを下ろす。ふひー、と今度こそ一息ついた僕の耳に、野太い声が聞こえてきた。

「俺、水泳部なんスけど。大会近いから、遅おそくまで練習してるんッスよ。ほら、うちの学校、水泳関係の設せつ備びだけは整ってるし、温水プールもあるッスから」

「ええ、存ぞんじていますわよ」

　部活の相談だろうか。僕には関係のない話だし、とっとと立ち去ろうと思ったのだが。

「一人で残って夜よる練れんしてた時の話なんスけどね。何か、変なのが出たんスよ。女子ならともかく野郎の練習覗のぞきに来る不ふ審しん者しやってのもおかしいと思うし、だいたいあんな格かつ好こうの覗きなんかいるはずないとも思うんスけど」

　名な張ばりさんはそこでいったん言葉を句く切ぎると、自分に言い聞かせるように先を続けた。

「でも、俺は確たしかに──確かに、ヘンな坊ぼう主ずを見たんスよ」

　……うーん。どうやら美術部うちに回ってきそうな事件だなあ、これは。
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　軽くなった両りよう腕うでをほぐしつつ、美術室へ向かう廊ろう下かをぺたぺた歩く。

「またプールか……あんまり良い思い出ないんだよな、あそこ」

　ぶおおおおっと吠ほえる牛うし鬼おにの顔を思い出し、げんなり肩かたを落とす僕。

　あの後、僕はそそくさと去ろうとしたのだが、それを見み逃のがす九きゆう尾びの狐きつねではなく。かくして「プールサイドのお坊さん」についての調ちよう査さ確かく認にん対たい応おう処しよ理りは例によって美術部の担たん当とうとなってしまったわけでした。まあ、危あぶない妖よう怪かいだったら放っておくわけにもいかないけどさー。

「やあ、部長会お疲つかれ様さま」

「ん」

　その気さくな声に顔を上げれば、愛用の油ゆ彩さいセットを肩かたに掛かけた奈な良ら山やまが、美術室から出てくるところだった。

「あ、ああ奈良山……くん」

　思わずくん付けで呼よんでしまう僕。すると奈良山は「もういいってば」と苦笑した。

「羽根のことなら、俺は別に怒おこってないからさ。あれは白しら塚つかにあげたんだから、どう使おうが俺は気にしないよ、ほんと」

　にこやかに語る天てん狗ぐ様。そう言ってくれるのは嬉うれしいんだけど、

「さすがに、夜祭見物に使われるとは思ってなかったけどね……」

　ぼそっとそんなことを言い足すもんだから、いたたまれない気持ちになってしまう僕なのです。

「……ごめん」

「いいってのに。伊達だてさんにも怒らないでやってくれってさんざん言われたし。じゃ」

　行ってきます、と油彩セットを担かつぎ直なおした奈良山は、ふと思い出したように言った。

「あ、そうだ部長。さっき南みなみヶが丘おか先生が来てたよ」

「へー、珍めずらしい。何の用だって？」

　名目上は美術部顧こ問もんの三年世界史担当教きよう諭ゆの顔を何とか思い出しながら答える僕。指し導どうしてもらった覚えは全くないが、これだけサークルが乱立している以上、放ほう任にん主義の掛かけ持もち顧こ問もんが増ふえるのは仕方ない。

「どの作品をどこに出すか、そろそろ決めろってさ」

　出しゆつ展てん票ひようは置いてあるから。そう言い残し、天てん狗ぐは飄ひよう々ひようと去っていった。そう言えば、今日の部長会でも「秋はコンクールが多い時期。サークルの実績を残すためにもなるべく参加して欲しい」とか会長が言ってたなあ、と思い出しつつ、僕は美術室の戸を開ける。

「遅おそくなりましたー」

「新聞も宗教も間に合ってます。居い座すわるようなら警察を呼よぶわよ！」

　和わ綴とじの本から目も離はなさずに適てき当とうに応じる経ふみ島しま先輩。よくもまあ毎日毎日新しい返しを思いつくもんである。一方、静物画スケッチ中だったイタチさんは「おつかれさま、真しん一いち」と微笑ほほえんでくれようとしたのだが、その顔がふいに曇った。

「……真一。キツネの匂においがする」

「え？　ああ、さっきまで稲いな葉ば先生と一いつ緒しよにいたからね」

　何なに気げなくそう答えれば、イタチさんは露ろ骨こつに眉まゆをひそめてしまった。

　同時に、いつの間にか背はい後ごに回っていた経島先輩が優やさしく僕の肩かたを叩たたく。

「あんたもやっぱり思春期ねー。遂ついにキツネの色いろ香かに狂くるったか」

「狂ってません。あ、そうそう、さっき聞いたんですけど、なんかプールに」

　僕は例のお坊さんのことを先輩に話そうとしたのだが、ふいに「ぶるるるる」と振しん動どう音おんが響ひびいた。先輩は「ちょっと待ってねジャストアモーメント」と僕の話を遮さえぎると、ジャージのポケットから武ぶ骨こつなデザインの携けい帯たいを取り出す。

「はいはいこちら経島御み崎さき。ただいま電話に出たくありません。御用の方は絹きぬを裂さくような悲鳴の後に三十字以内でメッセージをどうぞ。きゃあああああああっ！　窓まどに！　窓に！」

　電話口に向かって絶ぜつ叫きようする経島先輩。僕がイタチさんと顔を見合わせて呆あきれていると、電話の向こうの誰だれかも同じ感想だったようで、冷たい声が漏もれ聞きこえた。

「はいはい、面おも白しろい面白い。で、そろそろ本題入っていいかしら？」

　お、あの声は新あら井いさんだな。

「せっかちねー、もう。古人曰いわく、合あい間ま合間の小こ粋いきなジョークは君と僕との潤じゆん滑かつ油ゆ」

　適当なことを言いながら経島先輩が美術室の奥おくへと移い動どうしていく。こりゃお坊ぼうさんの話は電話の後だな、と思っていると、ふとイタチさんが「あ、そうだ」と声を発した。

「さっき、顧問の先生が来て、それ置いていったよ」

　教きよう卓たくの上の茶ちや封ぶう筒とうを指さすイタチさん。

「ああ、さっき奈な良ら山やまから聞いた」

　黒のペンで「美術部」と殴なぐり書がきされた封筒を手に取り、中の出展票を確かく認にんする。まず「該がい当とうするものに○をつけてください」の一文があり、水すい彩さい画が、油ゆ彩さい画が、素そ描びよう、日本画、版はん画が、墨すみ絵え……とジャンルの名めい称しようが並ならんでいた。まあ僕の場合は水すい彩さい画がか素そ描びようなんだけど、問題は。

「どうしたの、真しん一いち？」

「え」

　どうしたのって何が、と顔を上げれば、僕を見ていたイタチさんと目が合った。

「すごく難むずかしい顔してたから」

「ああ。ほら、どの絵を出そうかなと考えてたら、どれも仕上がりが今ひとつに思えて」

　春からこっち描かきためてきた絵を思い起こしながら答える僕。それを聞いたイタチさんは「ふーん」と不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげると、ふと、にこっと笑って言った。

「あたしだったら、ライカの絵かな」

「あれか。イタチさん気に入ってたもんね」

　肉体躍やく動どう一いつ瞬しゆん切り取り系のダイナミックな絵よりは、ああいう穏おだやかな絵のほうがイタチさんの好みに合うようだ。あの絵は、飼かい主ぬし（滝たき沢ざわさん）にも「へえ、なかなか」と高こう評ひよう価かを頂いただいた一作で、そして作者的にもそこそこ会かい心しんの作ではある……のだけれど。

　普ふ通つうの美術室の中にでっかい赤犬がどーんと寝ねてるという構こう図ずは、ちょっとシュールすぎやしませんか？　描いた本人は写実画のつもりなんですが、そう思ってもらえない気がする。

「妖よう怪かいが見える人には好評なんだけどね、あれ。イタチさんはどうする？」

「え。あ、あたしは……ほら、まだまだ勉強中だし、まだ、いいかなって」

　困こまったような笑えみを浮うかべ、手の平をぱたぱた振ふって後こう退たいしていくイタチさん。その後ろに、描きかけの果物くだものやら花か瓶びんやらがちらっと見える。うーん、別に悪くないと思うんだけどなー。

「それに、あたし、真一みたいに上手うまくないから……」

「技術だけじゃないけどね、絵って。だいたい、僕はそんなに上手いわけでもないし」

「そうなの？　でも、あたし、好きだよ。真一の絵」

　まっすぐこっちを見たイタチさんが、柔やわらかく微笑ほほえんでそんなことを言っている。

「ほんとに？」

　うん、とうなずくイタチさん。──ああ感かん激げき。もうコンクールなんかどうでもいい。

「ああっ、ありがとうっ！」

　というわけで僕は例によってイタチさんに抱だきつきそうになったのだが、携けい帯たいを閉じる音と冷れい静せいな声が耳に届とどき、はっと我に帰った。

「はいはい、そこまで。続きは家でやんなさい」

「おっと失しつ敬けい。そう言えばいたんですね先輩」

「ええ、実はいたのよ、さっきからずっと。油ゆ断だんも隙すきもないわねお前らは」

　今さらのようにイタチさんが赤くなる。経ふみ島しま先輩はわざとらしく肩かたをすくめると「さて」と笑って僕らを見た。

「諸しよ君くん。ここんとこたいしたのが出なくて暇ひまだったけど」

「今の電話、新あら井いさんだったんですよね。やっぱ出たんですか？」

「むう正解。しかし、なんでそこで話の腰こしを折っちゃうかなー、もう」

　先輩はちょっと膨ふくれたが、すぐにけろっと元に戻もどって先を続ける。

「アンニュイな秋の昼下がりにプールサイドに謎なぞの怪かい僧そうを見たの巻まき。ソースは牛うし鬼おに以来の水球部だとか。気き味み悪いから何とかしろって──って、どーしたの白しら塚つか？　その話なら僕も知ってるけど先に言われるとは思ってなかったなーと言いたげな顔しちゃって」

「どーしたも何もその通りなんですが。しかし、よくわかりましたね」

「真しん一いち、顔に出やすいからね」

　くすりと笑うイタチさん。そうなのかなと思いつつ、僕は慌あわてて言い足した。

「でも、僕の聞いた話では、夜よる練れん中ちゆうの水泳部の先輩が見たって話でしたけど」

「ほー。脅おどかす対たい象しようや出現時間を絞しぼるんじゃなくて、ただ場所に固こ執しつしてるってこと？　実に妖よう怪かいらしいわね、うん、よしよし。で、他にあんたの手持ちの情報は？」

「いや、ないです」

「ないんかい」

「すいません」

　思わず頭を下げる僕。

「謝あやまることじゃないと思うよ、真一が悪いわけじゃないし。……それで御み崎さき、何が出てるの？」

　危あぶないモノかな、と首を傾かしげるイタチさん。だが先輩は「これだけじゃ何ともね」と苦笑し、そして頭をガリガリ搔かいた。ぞんざいに結ばれたツインテールがわさわさ揺ゆれる。

「青あお入にゆう道どうに黒くろ坊ぼう主ず、入道坊主に野寺坊、その他いろいろエトセトラ。僧そう形ぎようの妖怪ってのはそれこそ星の数ほどいるわけよ。出現場所がプールに限げん定ていされてるあたり、水気に近い妖怪かなーとも思ったんだけど、それでも数は多くってさあ、絞しぼれたもんじゃないのよね。海うみ和お尚しようなのか海うみ座ざ頭とうなのかはたまた海かい難なん法ほう師し──って、海難法師がこの時期に出るか！」

「知りませんよ」

　そもそも先輩が並ならべた坊主妖怪の名前からして一つも知りませんでしたし。目の前のジャージ眼鏡の常じよう識しきが一般的なそれとは大きく異ことなっているのだなあ、と改めて痛つう感かんする僕だった。

「ま、要するに、確かく認にんしないと何とも言えない、と」

「ご名答ー。ちょうど次の土日は、プール関係の部がみんな秋季大会直前合宿に行っちゃうから、思う存ぞん分ぶん張はり込こんでくれて構かまわないってさ。イタチちゃんは予定オッケー？」

「うん、いいよ。……あれ、真一、あんまり元気ないね」

　イタチさんが僕の顔を覗のぞき込こんできた。嫌いやってわけじゃないんだけどさ、と僕は答える。

「単純に暇ひまなんだよね、プールの張り込み」

　あの夏休みの気け怠だるい夜、先輩と二人でひたすら牛鬼（行く前はウブメだと思ってたけど）を待ち続けた数時間を思い出しつつ、げんなりと溜ため息いきを吐つく僕だった。

　まあ、今回はイタチさんも来てくれるみたいだけど、と自分を励はげましていると、

「ふっふっふ。わかるわよ白しら塚つか真しん一いち、あんたの気持ちが手に取るように」

　ふいに先輩の眼鏡がぎらりと光った。

「こう見えても私はね、何よりも暇ひまな時間ってヤツが大だいっ嫌きらいなの。そんな私が、ほいきたほいほいとプール警けい備びを引き受けると思って？　イエス！　答えはノー！」

　ばっと両手を広げる経ふみ島しま先輩。羽は織おったジャージがマントのように翻ひるがえる。芝しば居いがかった振ふる舞まいに、イタチさんはわざとらしく「おお」と驚おどろいていた。律りち儀ぎな人だ。

「讃たたえなさい皆みなの衆しゆう！　副会長との折せつ衝しようの結果、温水プールの使用許きよ可かを勝ち取りました！」

　オーバーアクトで叫さけぶ先輩。

「つまり！　あの無む駄だに広いプールが！　朝から晩まで貸し切りモードで使い放ほう題だい！　生徒会の連中も一いち応おう顔を出すって言ってたけど、まあ、それくらいは仕方ない、うん」

　なるほど、そりゃあ確たしかに暇は潰つぶれる──って。待てよ。プールということは。

「へえ」

　そしてイタチさんが嬉うれしそうに声をあげているということは、この人も来るってことで──ああ、おいおいおいおい落ち着け落ち着け落ち着くんだ僕。

「ほんとなの、御み崎さき？」

「この経島御崎、ツボは突ついても噓うそは吐つかないとネットの一部で評ひよう判ばんよ」

　よくわからないことを言いつつ、先輩が眼鏡のフレームをくいっと持ち上げる。

「ほら、夏は特訓やら妖よう怪かい退たい治じやらでどこにも遊びに行けなかったしさ。学園の平和を守ってる者として、これぐらいは役得かなーと思ってね。わっはっは、さあ喝かつ采さいせよ喝采せよ」

「あ、はい。喝采します喝采します」

「うん、えらいえらい」

　ぱちぱちと響ひびく拍はく手しゆの音。先輩は両手を広げてそれに答えると「なので」と続けた。

「土曜は水着持じ参さんで来るように。あ、イタチちゃんってプール大だい丈じよう夫ぶな派はよね？」

「うん、体を動かすのは嫌いじゃないよ。泳ぐのも好きだし」

　嬉しそうに答えるイタチさん。先輩は「よし」と微笑ほほえむと、今度は僕に目を向ける。

「白しろの字じ、あんたは」

「泳げます泳げますイエスアイキャンスイムです。来るなと言われても行きますよ僕は」

　慌あわてて答えた僕の鼻息が荒あらかったのは、これはもう無理のないことだったと思うのです。
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　かくして時間はどんどん流れ、あっと言う間に土曜の朝。

　室内プールの玄げん関かんに一番乗りした僕がのんびり空を見上げていると、落ち着きながらも、心なしかうきうきしている声と、心の底そこから呆あきれた声が耳に届とどいた。

「おはよ、真しん一いち。早いね」

「いつから待ってたんだか。自分の欲望に忠ちゆう実じつだっつー点では尊そん敬けいするわよ」

「おはようイタチさん、そして先輩！　いやあ、いい天気で何よりですねっ！」

「うん、そうだね」

「室内なんだから天気は関係ないでしょうに。何よその無む駄だに高いテンションは」

　ほんとにもう、と経ふみ島しま先輩が肩かたをすくめる。そう言われても嬉うれしいもんは嬉しいのだ。

「さっき滝たき沢ざわさんにも同じこと言われましたねー。今日は盆ぼんと正月かって」

「へえ、赫あか音ねも学校来てたんだ。部活？」

「らしいよ。一いつ緒しよにどうって誘さそったけど断ことわられた」

　最初に声をかけた時は「プール？　今から？　ぼくと君が？　きゅ、急にそんなこと言われても」と挙きよ動どう不ふ審しんになってしまった滝沢さんだったが、僕が事じ情じようを話したら「あー、そういうことか。ぼくは部活があるから」とあっさり首を横に振ふったのだ。まあそれはいいけど、その後に「あのね、前から何度も言おうと思ってたけど、君はもう少し人の……ううん、いいや、もう」とかブツブツ言われたのはどうも納なつ得とくがいきません。何が悪かったんだ。

「因いん果がな話ですこと。さて、ぼちぼち鍵かぎが来るはずなんだけど……おお、来なすった」

　校舎のほうへ顔を向ける先輩。どれどれとその視し線せんを追ってみれば、ばたばたと走ってくる江え戸ど橋ばし会長の姿すがたがあった。って、ん？　その後ろにもう一人？

「……え」

　その人物を視し認にんしたとたん、イタチさんが露ろ骨こつに眉まゆをひそめる。

「約束の時刻はまだでしょう？　急いでやることはありませんわよ」

　優ゆう雅がな歩みで登場した生徒会顧こ問もんの稲いな葉ば先生は、会長にそう声をかけた後、それはもう嫌いやみったらしく挨あい拶さつしてくれた。

「あら、誰だれかと思ったら、イタチでしたか。相変わらず野や卑ひで地じ味みな風ふう体ていですこと。それはともかく、皆みなさんおはようございます」

「……ちょっと江戸橋。なんでキツネ連れてくんのよ」

「昨日も言っただろ。温水設せつ備びを使う際さいには管かん理り役やくの教職員が一名以上は必要なんだ」

　経島先輩と江戸橋会長がごにょごにょささやき合っている。

　そしてイタチさんと稲葉先生は依い然ぜんとして敵てき意い丸出しの目で睨にらみ合あっている。

　ええと、今日は意外に荒あれそうな予感です。




　で。

「玄関前でたむろってても仕方ないので着替えてプールサイドに集合しようぜ」

　経ふみ島しま先輩のその一声で一時解かい散さんした僕らは、男女それぞれの更こう衣い室しつへ向かった。

「む？　白しら塚つか、何だそのハーフパンツは」

「僕の水着ですけど。ほら、体育で水泳やるの二年からですし」

「ああそうか、すまん。……どうした？　俺の体に何か付いてるか？」

「いや、意外と良い体だなあと思いまして」

「気き味みの悪いことを言わんでくれ」

　そんな色気のない一ひと幕まくを経へて、僕と江え戸ど橋ばしさんはプールサイドへ赴おもむいた。

「やっぱり、みんなまだ来てないですね」

「女性の着替えは時間が掛かかるものだからな。しかしお前、そのスケッチブックは何なんだ」

「美術部員ですから」

　どうでもいいことを語りつつ、五十メートルコース七本を擁ようした空間の端はしに佇たたずむ僕と会長。特にやることもないので、ちゃぷちゃぷ揺ゆれる水面に手を突っ込んでみたりする。

「おお、ちゃんと温あたたかいですよ会長！」

「温水プールだから当然だろう」

「まあ、そうなんですけど」

　僕は肩かたをすくめると、あたりをぐるっと見み渡わたした。このプールは二度目だけれど（秋から春には温水設せつ備びが稼か働どうするのだ）、いつぞやの夜とは違ちがって今は昼間だし照明も灯ともっているし、なんとも平和な雰ふん囲い気きだ。正直、数か月前に牛うし鬼おにが暴あばれた危き険けんな場所とは思えない。

　……まあ、用具倉庫の壁かべの穴さえ無む視しすればだけど。そうそう、あの時は本気でもうダメだと思ったんだよなあ、と僕が思い出に浸ひたっていると、ぺたぺたと足音が響ひびいた。

「やあやあ、待たせた待たせた」

「おっさんですか、あなたは」

　その声に振ふり返かえれば、身長差の激はげしい二人の姿が目に入った。稲いな葉ば先生は背せが高いし経島先輩は小さいもんだから、二人で並ならぶとまるで親子だ。

「おー、さすがに明るいと雰囲気違うわね。あ、イタチちゃんちょっと遅おくれるから。念のため、更衣室周りの妖よう気きを探さぐってから来るってさ。いい子だね、ほんと」

　そう言いながらもプールを見渡す経島先輩。着用しているのは、地じ味みで無ぶ粋すいな学校指定水着。ある意味、生徒会長とお揃そろいだ（どっちも眼鏡だし）。

　……しかしあれだな、ほんとに高校生には見えないな、この人は。

「何よ白しら塚つか。言いたいことがあったら言ってみなさい」

「ジュニアスイミングスクール春の入学生募ぼ集しゆう中ちゆう。平泳ぎから始めよう」

「ほほー、言うようになったわねこの野郎。ああこらこら江戸橋、『馬鹿だなあ、むしろそこがいいんじゃないか』とか言わないの。もう、恥はずかしいなあ」

「言ってない！　そもそも思ってもいない！　俺の嗜し好こうはノーマルだとあれほど！」

　急に話を振ふられた会長が狼ろう狽ばいすると、稲いな葉ば先生は「本当かしら」と不ふ審しんそうな目を向けた。

「……だったら、もう少し私は注目されてしかるべきだと思うのですが」

　ブツブツつぶやく稲葉先生の水着は、えーと、これまた場ば違ちがいと言うか何と言うか、実用性を完全無む視ししたようなデザイン重じゆう視しの代しろ物ものであった。

「どこの撮さつ影えい会かいかと思いましたよ」

　呆あきれた声でつぶやく僕。もともとメリハリのあるスタイルな上、隣となりにいるのが経ふみ島しま先輩なもんだから、持ち前のモデル体形が必要以上に強調されております。

「あんた、無む駄だに気合入れすぎじゃないの？」

「獅し子しは兎うさぎを仕し留とめるのにも我が子を谷に突つき落おとすのにも全力を尽つくすと言うでしょう？」

「言いませんよ」

「それに、夏は仕事で忙ぼう殺さつされてしまいましたから、その埋うめ合あわせをと思いまして」

　稲葉先生はふふんと笑い、そして唐とう突とつに不満げな視し線せんを僕と会長へと向けた。

「しかし……もうちょっとこうムラムラしたりしないのですか、あなたたちは？」

　おお、ずいぶん露ろ骨こつな質問ですな。

　そう言われても、と顔を見合わせる男二人。先に口を開いたのは会長だった。

「いや、綺き麗れいですよ先生。なあ白しら塚つか？」

「ほんとほんと、会長の言う通り。なんなら拍はく手しゆしましょうか」

「……もう結けつ構こう。ああ、美の化け身しんとしても名高い九きゆう尾びの狐きつねが肢し体たいを披ひ露ろうしているというのに、ギャラリーがイタチの腰こし巾ぎん着ちやくと偏かたよった嗜し好こうの持ち主だけとは……ええい、口くち惜おしい」

　呪のろうように天てん井じようを見上げる稲葉先生だった。哀あわれになってきたので、僕が「いや、ほんとに綺麗だと思いますよ」とフォローしようとした、ちょうどその時。

「お待たせ」

　小さな声が耳に届とどいた。

「おー、真しん打うち登場ね。それでは一同拍手でお迎えください」

「もう、御み崎さき」

　照れを微笑ほほえみで押おし隠かくしたような声。それに引かれて振り向けば、うつむき加か減げんのイタチさんが、少し恥はずかしげに立っていた。

「とりあえず、更こう衣い室しつの周りには、妖よう怪かいの気け配はいはなかったよ」

　水着はシンプルなデザインのツーピース。控ひかえめながらも全く無む駄だのないシルエットが、丸みを帯おびたピンク色の肩かたが、きゅっと引ひき締しまった腰こしが、綺麗に伸びた二本の足が、僕の両目に映うつっている。

　──ああ、これは。

　美しかろうと思ってはいた。可愛かわいいんだろうと覚かく悟ごしてはいた。いたのだけれど、これは。

「真しん一いち？　どうしたの、ふらふらしてるけど」
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　どうしたのも何もない。

「さいこうだ」

　ただそれだけを言い残し、

「あ、白しろの字じが倒たおれた」

　僕は、意い識しきを失った。

「ちょっ、しっ、真しん一いち？」
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「はっ」

　唐とう突とつに目が覚さめた。

「おー起きたか。擬ぎ態たい語ごを叫さけびながら目を覚ますとは珍めずらしい子ね」

　くらくらする頭を抱かかえつつ体を起こすと、隣となりに座すわって僕を見ていた経ふみ島しま先輩と目が合う。

「やあ先輩。相変わらず小さいですね」

「だけど態たい度どはでかいわよ」

「存ぞんじております」

　適てき当とうに返事しながらあたりを見み渡わたす。どうやらプールサイドに寝ねかされていたらしい。

「どう？　ちゃんと頭は動いてる？」

「大だい丈じよう夫ぶそうです。お騒さわがせしました」

　ちょっとぼーっとしてますけど、と答えながらプールに目を向ければ、対岸で同時に顔を上げたイタチさんと稲いな葉ば先生、そしてプールサイドに立つ江え戸ど橋ばし会長の姿すがたが見えた。

「ぷはっ！」

「きぃっ！　判はん定てい員いん！　今度こそ私の勝ちですわね！」

「残念ながら十八回目のドローです先生。……しかし、それだけ速ければ十分なのでは？」

　呆あきれた声を漏もらすのは、ストップウォッチを手にした江戸橋さんだ。

「おー、やってますね」

「さっきからずっとあの調ちよう子し。江戸橋が呆あきれかえってたわよ、二人揃そろってインターハイの記録をいきなりぶっちぎったとか。私はよくわかんないんだけど、それって凄すごいの？」

「……めちゃくちゃ凄いです。そっかー、速いのかイタチさん」

　嬉うれしそうねあんた、と先輩は呆れたようにつぶやいた。

「イタチはそもそも水陸両用の動物だからねー。動物のイタチと妖よう怪かいイタチちゃんは別物だけど、動物のほうのイメージがあの子の初期設定に影えい響きようしてるのは確たしかだし」

「泳いでる魚を平気で捕とったりしますからね、イタチって」

「おお、詳くわしいじゃん。で、対するキツネは、才さい色しよく兼けん備びが売りの妖怪だから、そりゃ水泳くらいは人ひと並なみ以上にこなせるんでしょうよ。かくして勝負はつかないわけだ」

　興きよう味み深ぶかそうにそんなことを言うと、先輩はふと思い出したように僕を見た。

「そうそう。イタチちゃん、あんたのことえらい心配してたのよ？　目を覚さました時近くにいると、この馬鹿は再ふたたび倒たおれかねないからって送り出したんだけど」

「気を遣つかってもらってありがとうございます。でも、もう心の準じゆん備びはできましたから」

　頭を下げる僕。先輩は泳がないんですかと尋たずねようとして、ふと大事なことを思い出した。

「……そうだ。そもそも妖怪退たい治じに来たんですよね、僕ら」

　そうよ、と先輩がうなずき「退治すべきかどうかはまだわかんないけど」と言い足す。

「それはそうですけど、全力で遊んでていいんですか？　もし不ふ意い打うちで襲おそってきたら」

　もうちょっと警けい戒かいすべきじゃなかろうか。だが、小さな妖怪博士は「ご心配なく」とあっさり言ってのけた。

「今回のケースでは、目もく撃げき情報が多い割に具体的な被ひ害がいは出てないでしょ？　つーことは、特に害がない妖怪か、あるいは、行動するのに何らかのきっかけが必要な妖怪なのか、どっちかよ。もしくはテレポーテーションを操あやつる坊ぼう主ずスタイルの無口な変へん質しつ者しや」

「それはたぶんないですよ。で、きっかけって？」

「特定の行動をしたりキーワードを聞いたりすると暴あばれ出だすとか、そんなパターン」

「……ああ、赤ん坊を受け取ると怪かい獣じゆうが出てくるみたいなアレですか」

　げんなりしながらそう答えれば、先輩は「そうそう」と誉ほめてくださった。

「よく覚えてるじゃない」

　あんな経けい験けんそうそう忘わすれられませんよ、と僕が溜ため息いきを吐ついた時である。

「あ、真しん一いち」

　ちゃぽんと目の前の水面が揺ゆれ、小さな頭がひょこっと現れた。

「起きたんだ。調子、どう？」

　よいしょ、と声を漏もらしつつ、イタチさんがプールサイドに上がってくる。

「うん、もう大じょ」

　──うぶ、と続けようとして。

　僕の呼吸が止まった。

　水着はシンプルなデザインのツーピース。控ひかえめながらも全く無む駄だのないシルエットが、丸みを帯おびたピンク色の肩かたが、きゅっと引ひき締しまった腰こしが、綺き麗れいに伸びた二本の足が、僕の両目に映うつっている。

　しかも、今の今まで躍やく動どうしていた肉体はほんの少し上じよう気きしていて、しっとり濡ぬれた髪かみや肌はだは、照明の照り返しで淡あわくきらきら輝かがやいていて──。

「おいこら白しろの字じー。帰っておいでー」

　呆あきれかえった先輩の声を聞きながら、

「──無理です」

　僕は、意い識しきを失った。

「ええっ、また？　しっ、真一！」

「ああもう、めんどくさいなこいつ！」
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「はっ」

　唐とう突とつに目が覚さめた。

「あら、起きたのですか。永遠に寝ねていれば面おも白しろかったのに」

　くらくらする頭を抱かかえつつ体を起こすと、デッキチェアに腰こし掛かけていた稲いな葉ば先生と目が合った。その耳には携けい帯たい音楽プレーヤーからイヤホンが伸びていて、右手には防ぼう水すいカバー付きの文庫本。左手には五百ミリの缶かんビール。ついでに足下には空き缶が五、六本。

「また、えらくくつろいでますね」

「プールでくつろぐ機会などそうそうありませんから。有ゆう効こう活用しないと罰ばちが当たりますわ」

「……あ、そんな給料安いんですか？」

　ちょっと同情した僕を、稲葉先生はぎろっと睨にらむ。

「馬鹿おっしゃい。まあ、確たしかにお給料は安いですけど──仮かりにも私は妖よう狐こですわよ？　経けい済ざい的てきに困こまることなど、天地がひっくり返ってもあり得ませんわ。だいたい、イタチにできることがキツネにできないはずがないでしょう？」

　全く人を馬鹿にして、と怒おこる先生。この敵てき対たい意い識しきは何とかならんのかなあ。

「言われてみれば、どこからともなく生せい活かつ費ひひねり出してますからね、イタチさん。……しかし、お金ってそんな簡かん単たんに出せるもんなんですか」

「簡単ですわよ？」

　けろっと答える美人教師。ほんの一いつ瞬しゆん、瞳ひとみが紅あかく輝かがやいた。

「物ぶつ々ぶつ交こう換かんの時代ならちょっと面めん倒どうなんでしょうけどね。貨か幣へい経済が定着している現代では、流通しているお金の数がちょっと変わったところで誰だれが気付くと言うのです？　簡単すぎて化かすうちにも入りませんわ」

　稲いな葉ば先生はわざとらしくあくびをすると「というわけで」と僕を見た。

「私に足りないのはお金じゃなくて時間。なので今日はゆっくり休ませていただきますわ」

　ううん、と気持ち良さそうに背せを伸ばし、九きゆう尾びの狐きつねは再ふたたび背もたれに寄りかかる。

「さいですか。つーか、どこにあったんですかそんな椅い子す」

「昨夜のうちに運び込んでおきました」

　遊ぶことにかけては意外と真面目まじめなキツネさんである。

「あら、何をそんなに見ているのです？　私が描かきたいのなら五千円で許きよ可かしますけど」

「……お金は要いらないんじゃなかったんですか？」

「要りませんわよ。私が欲しいのは苦く悩のうと困こん惑わく」

　悪びれることなく笑う稲葉先生。でもまあ、この人を描くってのは意外と面おも白しろいかも。最近はなるべくいろんなモチーフを描くようにしてるわけだし、せっかくスケッチブック持ってきたんだし──と思った時だ。

「あ、起きたんだ。それで……キツネなんかと何やってるの、真しん一いち」

　落ち着きと気き遣づかいの中にもやや苛いら立だちを含ふくませた声が、僕を反はん射しや的てきに振ふり向むかせた。

「ごめんごめん。でもさイタチさん」

　頭を搔かきつつ振り返れば、

「そこまで稲葉先生嫌きらわなくてもいい──」

　大きめのタオルで髪かみを拭ぬぐっているイタチさんの姿すがたが目に入り、

「……あれ、真一？」

　僕は言葉を失った。

　水着はシンプルなデザインのツーピース以下同文。

　しかも、水から上がったばかりの栗くり色いろの髪はきらきらと細かなしぶきを散らしていて、ちょっとだけ不ふ機き嫌げんそうなイタチさんの顔の周りを舞まうそれはまるで──。

「あら、またですか」

　もはや何の感動も籠こめられていない稲いな葉ば先生の声を聞きながら、

「──ええ、そのようです」

　僕はあっさり意い識しきを失

「いい加か減げんにしなさいっ！」

「どぎゃふ」

　わなかった。

　唐とう突とつに現れた経ふみ島しま先輩の放った蹴けりが僕の脇わき腹ばらにスマッシュヒット。

　気を失う暇ひまもなく、僕の体はよろよろじゃぼんとプールの中へ転ころがり落おちた。

「ほんとにもうこのパブロフは……。イタチちゃん的にどうなのよコレ」

「え？　うん、まあ……嫌いやじゃないけど。でも、ちょっと困こまる……かな？」

「実に心が広いな、伊達だてくんは。どこかの誰だれかと大おお違ちがいだ」

「おい。誰かって誰よ江え戸ど橋ばし」

「言うまでもないのではなくて？　あら、出てきましたわよ」

　わいわいと賑にぎやかな声を聞きながら、僕は水面から顔を出した。「やりましたね」と言うべきなのか「助かりました」と言うべきなのか迷まよいつつ、プールサイドを見上げればお馴な染じみの面々が苦笑しながら立っている。

「真しん一いち……もう大だい丈じよう夫ぶ……？」

「うん、何とか。頑がん張ばるよ僕は」

「何を頑張るんだか」

「ねえ？」

「まあまあ、そう言ってやるな」

　で、その背はい後ごには編あみ笠がさで顔を隠かくした黒い袈け裟さの男がぬぼーっと突つっ立たって──って。

「おい、誰だれだお前！」

　反はん射しや的てきに声が出た。唐突な大声にびくっと反はん応のうする一同。

「──出なさったか！」

　真っ先に事じ態たいを理解したのは経ふみ島しま先輩だった。小さな体が弾はじかれるように振ふり向むき、その目が僧そう形ぎようの怪かい人じんを捕ほ捉そくする。次いで、イタチさん、江戸橋会長、稲葉先生の順に、ばばばっと背後を振り返る。僕は水から躍おどり上あがると、イタチさんの隣となりへ駆かけ寄よった。

　と、黒い坊主の顔が、僕を追って少しだけ動いた。

（こっちを見てるのか？）

　思わず警けい戒かいしたが、謎なぞの怪かい僧そうはそのままぴたりと静止する。とりあえず安心していいのかな、と思いつつ、僕はイタチさんに小声で質問した。

「今さらだけど、妖よう怪かいだよね、これ」

「うん……。でも、何だろう……実体まであるのに、ぜんぜん妖よう気きが感じられない」

　イタチさんは気持ち悪そうに眉まゆをひそめると「どう、キツネ」と尋たずねたが、稲いな葉ば先生の感想も同じようなものだった。

「右に同じ。音だけの怪かい異いでも、もう少しマシな気け配はいを漂ただよわせていますわね」

「だよね……。御み崎さき、神社の鳥とり居いにいたのと同じなのかな、これ」

「おとろしのこと？　うーん、でも、ただ存そん在ざいするだけの入道系の妖よう怪かいなんて──」

　経ふみ島しま先輩がそう首をひねった時、眼がん前ぜんの怪人が唐とう突とつに顔を上げた。

「そもさん！」

　編あみ笠がさの奥おくに光る両目で僕を見み据すえた怪かい僧そうが、腹にビリビリ来るような大声を張はり上あげる。

　え、何を言ったんだこいつは──と思う間まもなく。

「せ、せっぱ！」

　僕の口は勝手に動き、これまた大声を張り上げていた。口を押おさえてももう遅おそい。

「お、おい、白しら塚つか？」

　江え戸ど橋ばし会長が不安そうに僕を見ているが、僕だって何が起きたかわからない。

「あら」

「……噓うそ。いきなり、妖気が上がった」

　稲葉先生とイタチさんが息を吞のみ、そして経島先輩が「なるほどね」とつぶやいた。

「問もん答どう系けいの妖怪ってことか。白塚、こいつに最初に声をかけたのあんたでしょ」

「え？　ああ、それはそうですが」

　反はん射しや的てきに「誰だれだ」と叫さけんだけど、あれのことだろうか。

「それがきっかけだったのね。声をかけてきた相手に、強ごう引いんに問答を仕し掛かける妖怪なのよ。だから、気き味み悪わるがって話しかけなかった水泳部員は無ぶ事じだった、と」

「……いやしかし、今さらそんなこと言われても。あの状じよう況きようなら普ふ通つうは叫びますよ」

「それで御崎、この後はどうしたら……？」

　攻こう撃げきしていいものかどうなのか、イタチさんがうろたえている。

　一方、イタチさんと同じかそれ以上の実力の持ち主である稲葉先生はと言うと、

「頑がん張ばりなさいね美術部」

　明らかに他人ひと事ごとだと思っていやがった。ええいその態たい度どはどうなんだ生徒指し導どう担たん当とう教きよう諭ゆ！

「まあ落ち着きなさい。この手の妖怪、行動パターンは決まってるから。自分の正体を当てさせてね、外れたら食っちゃうぞーってわけ」

「あら。イタチみたいですわね」

「……あたし、そんなことしないけど」

「ふうん、それはどうかしら」

「そこの妖怪二人、揉もめないの！　で、自分から問題を出してきたところを見ると、そしてわざわざ水辺に出てきたところを見ると、こいつはおそらく西竹林サイチクリンの鶏三足ケイサンソクでも東野トウヤの馬頭バズでもなく、はたまた古蓑古傘古五徳フルミノフルガサフルゴトクでもなく──」

　いやあのできれば結論を早めにお願いします先輩。僕がそう思った時、怪かい僧そうは編あみ笠がさを豪ごう快かいに脱ぬぎ捨すてると、ビリビリ来る大声を再ふたたび張はり上あげた。

「りょうそくはっそくだいそくにそくおうこうじざいにしてりょうがんてんをさす、いかに！」

「ほら、やっぱりだ！」

　よし、とガッツポーズを決める妖よう怪かい博士。しかし、それ以外の僕らはと言うと

「真しん一いち……今、何て？」

「いや僕にもさっぱり。会長！」

「なぜ俺！　漢文っぽい気はしたのだが……どうでしょう先生」

「ああ、私、担当は英語ですから。古典はちょっと」

　こんな感じで混こん乱らんしていた。つーか真面目まじめに考えてないですね稲いな葉ば先生！

「あれ。どーしたのみんな、今のでわからなかった？」

「全然」

　僕らがぶんぶん首を振ふる。すると、いつもはジャージで今日はスクール水着の妖怪博士は「漢字に直せばすぐわかると思うんだけどねー」と頭を搔かくと、キッと怪僧を見つめて叫さけんだ。

「汝なんじの本性！　即すなわち　　なり！」

　……え？

「御み崎さき……？　声、出てないよ」

「うん。しかも肝かん心じんなところだけ」

「あれー？　こいつの正体は　　なんだから、それを言えば良いはずなのに」

　不ふ思し議ぎそうに口を押おさえる経ふみ島しま先輩。またもキーワードだけ発音できていない気が。

「ああ、なるほど。問答の相手として認にん定ていされていない第三者は、介かい入にゆうできない仕組みらしいですわね。特定の行動を疎そ外がいする結けつ界かいかしら？」

　稲葉先生が興きよう味み深ぶかげにあたりを見み渡わたす。それを聞いた江え戸ど橋ばし会長は悔くやしそうに歯は嚙がみした。

「となると、経島が答えても無む効こう……いや、そもそも答えることすらできないわけか」

「厄やつ介かいですねー、それ。で、あいつの対戦相手って誰だれなんです？」

「あなたでしょうが。大声で『説せつ破ぱ』と叫んだこと、もうお忘わすれかしら」

　あ、そう言えばそうだった。一同の目が僕に集まる。

「真一、大だい丈じよう夫ぶ……？」

「やってみるよ。戦えって言われるよりは気が楽だし」

　不安そうなイタチさんに苦笑を返し、僕は一歩前に出た。禿はげ頭あたまを剝むき出だしにした怪僧が、白目も黒目もない奇き妙みような目玉でこっちを見ている。要するに、こいつの正体を当てりゃいいんだよな。僕はごくりと唾つばを飲み、坊ぼう主ずの両目を見返した。……この複ふく眼がんっぽい目玉は、たぶん哺ほ乳にゆう類るいとか鳥とかじゃないよな。むしろ昆こん虫ちゆう系けい？

「先輩。ちなみに答は動物なんですよね？　その名前を言えばいいんですよね？」

「畜ちく生しよう、メールも送れない！　だったらスケッチブックにって、あれ、字も書けない？　つーか書いても字が残らない？　うわー、何これ、不ふ思し議ぎー」

「御み崎さき、真しん一いちが呼よんでるよ」

「もう、問もん答どう系けいの妖よう怪かいにこんな能のう力りよくあるなんて聞いてないわよ──って、誰だれか呼んだ？」

「答は動物なのかと聞かれているぞ」

　江え戸ど橋ばし会長が補ほ足そくすると、経ふみ島しま先輩はけろりとうなずいた。

「うん。ジャンル的には　　類──ああっ、けちくさい！　言わせなさいよ、それくらい！」

　あ、また制せい限げんがかかった。どうやらそれ以上のヒントは厳げん禁きんらしい。僕は諦あきらめて坊主に向き直ると、深く息を吸い、そして「あの」と口を開いた。

　もうわかったのか白しら塚つか、と江戸橋会長が息を吞のむ。

「──質問、もう一度言ってもらっていいですか？」

　何だそりゃ、と呆あきれる声が背せ中なかに響ひびいた。勝手に期待しないでください。

「だって、何て言ったのかわからなかったんだから仕方ないでしょうが！」

　間ま違ちがったら取って食われるらしいし、問題文を確かく認にんするぐらいは許ゆるして欲ほしい。

　すると、怪かい僧そうは再ふたたびこちらをカッと睨にらみ（瞳ひとみがないのでよくわからないが）、

「りょうそくはっそくだいそくにそくおうこうじざいにしてりょうがんてんをさす、いかに」

　さっきと全く同じ文もん句くを、同じ音量、同じ速そく度どで繰くり返かえした。

　……うん、さっぱりわからん。「そく」が多いことしかわからん。

「いやあの、もうちょっとゆっくり」

「りょうそくはっそくだいそくにそくおうこうじざいにしてりょうがんてんをさす、いかに」

「ですからね」

「りょうそくはっそくだいそくにそくおうこうじざいにしてりょうがんてんをさす、いかに」

「最後の『いかに』ってとこしかわかんないんですけど」

「当たり」

「肝かん心じんの問題文が聞き取れ──って。え？」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

「今……当たりって言ったよね」

　一同の疑問を代表するように、イタチさんがぽつりと言った。

「でも僕はまだ何も」

　答えてないのに、と続けようとして。僕はハッと息を吞んだ。

「──げ」

　問題文のリピート以外の動きを見せていなかった怪かい人じんの体が、急きゆう激げきな変化を見せていた。ぎちぎちぎちと奇き妙みような音を発しながら、首が沈しずんで肩かたと一体化したかと思うと、全身を覆おおっていた漆しつ黒こくの袈け裟さが青緑色の甲こう殻かくへと変へん貌ぼうしていく。

「おー、本ほん性しように戻もどる気ね。とりあえず白しら塚つか、あんたの勝ちよ。コングラチュレーション」

　経ふみ島しま先輩の小さな手が僕の肩を叩たたいたが、何が何だかわからないので喜びようもない。

「いや、僕はまだ答えてないんですけど」

「答えたの。『いかにってとこしか聞き取れないよー』とか何とか言ったでしょ？」

「言いましたけどそれは答えじゃ……ん。あ、もしかして」

　これはそういうことなのかと気付きつつ、僕は怪人に目を向けた。

「ぎちぎちぎちぎち」

　そこにいたのは、すでに人間のシルエットを失いつつある巨きよ大だいな怪物で……いや、怪物ってのは違ちがうか。平たい甲こう羅らと八本の足、飛び出た目玉に一いつ対ついの鋏はさみ。畳たたみ三枚ほどの極きよく端たんな大きささえ無む視しすれば、こいつは確たしかによく知ってる動物だった。

「カニ……ですか」

「そ、白塚の言う通り。ちなみにさっきの質問文、漢字にするとこうなるわけね」

　満足気に僕のスケッチブックを掲かかげる経島先輩。そこには「両足八足大足二足、横おう行こう自じ在ざいにして両りよう眼がん天を指す、如何いかに」と、慌あわてた筆ひつ跡せきで記しるされていた。

「足が八本で大きな足が二本で……あ、これは鋏のことね？　で、横に歩いて眼めが上を向いてるもの、なーんだ？　こう言えばすぐわかったでしょ」

　なるほどな、と江え戸ど橋ばしさんがうなずいた。「子供騙だましですわね」と呆あきれるのは稲いな葉ば先生。確たしかに簡かん単たんな問題だ。カニの種類を当てろとか言われたら逆ぎやくに難むずかしいけど。

　僕らが経島教授の講こう義ぎに聞き入っていると、一人でけなげに変身中の大ガニを見み張はっていたイタチさんが、ふと不安そうにつぶやいた。

「……ね。この後ってどうなるのかな？」

「そりゃ正体見み抜ぬかれた妖よう怪かいは消えるんじゃないの？」

　イタチさんも最初はそうだったし。僕はそう思っていたのだが、目の前の妖怪少女は「うーん……でも」と不安そうにカニを見た。ぎちぎちぎち、と唸うなる大ガニ。

「おとなしく消えそうな感じじゃないんだけど……。御み崎さき、どうなのかな」

「ん？　えーとね、確たしか、元ネタの昔話だと」

　先輩はうつむいて額ひたいに手を当てていたが、すぐに「そうか！」と短く叫さけんだ。

「やばいかも。みんな離はなれて！」

　その唐とう突とつすぎる警けい告こくとほぼ同時。

「ぎちぎちぎちぎちぎちぎちっ！」

　完全に変身を終えた元お坊ぼうさんのカニは豪ごう快かいに鋏を振ふり上あげた。

「忘わすれてた！　こいつは──蟹かに坊ぼう主ずは、正体見み抜ぬかれるとカニに戻もどって襲おそってくるわよ！」

　不ふ穏おんなことを叫さけびながら経ふみ島しま先輩がプールサイドを走り去っていく。

「……何だと？　お前、そういうことはもっと早く！」

「結局こういう展てん開かいですかっ！」

　つーか、正体を見抜いたら襲われて、見抜けなかったら食い殺されるってルールはいくらなんでも理り不ふ尽じんすぎる気がするんですが！　タチの悪い罰ばつゲームかこいつは！

　わたわたと後こう退たいした僕らを追うように、巨大な鋏はさみが振ふり下おろされる。おう、間かん一いつ髪ぱつ！

「真しん一いち、下がってて！　──せぇいっ！」

　と、一人残ったイタチさんの気合が室内プールの水面を揺ゆらしたかと思うと、ぎぃん、とカニの甲こう羅らで何かが弾はじける音がした。

「……え」

　イタチさんが小さく息を吞のむ。なるほど、今のはどうやら鎌かま鼬いたちが甲羅に弾はじかれた音……って、そんなに堅かたいのか、あのカニは！

「そんな……！　でも、だったら……！　──ァッ！」

　イタチさんの甲かん高だかい叫さけび。ギリギリまで迫せまっていたカニの体をオレンジの炎ほのおが包み込む。

「あら、意外とやりますわね。少しは妖よう力りよくの扱あつかいがわかってきたのかしら」

「戦せん歴れき長いですからねーイタチさんも……って先生。なんで後こう退たい組ぐみに入ってるんですか！」

　呆あきれ顔がおで見上げれば、水着姿すがたの美人教師は悪びれることなく微笑ほほえんだ。

「どんな相手でも直接に手を出すことはしない。これは九きゆう尾びの狐きつねとして最さい低てい限げんのたしなみですわよ？　でも、もし加か勢せいしろと言うのであれば──そうね、いじめっ子を更こう生せいさせた悪あく夢むでも見せましょうかしら？」

「……いいです」

　問題文のリピート機き能のうしか付いてないような奴やつに、そんな高等かつ心理的な攻こう撃げきが効きくとはとうてい思えません。僕はこの人に頼たよることを諦あきらめた。

「なあ白しら塚つか。俺は初めて見るのでよくわからんのだが……伊達だてくんは優ゆう勢せいなのか？」

　と、ふいに後ろから江え戸ど橋ばし会長が覗のぞき込こんできた。

「大だい丈じよう夫ぶ。イタチさんはやってくれる人です。信じるんです」

　力強く断だん言げんする僕。どうせ何もできないんですから、と付け加えるのはやめておこう。

「あれ、会長だけですか？　経島先輩は？」

「その後ろにいるわよー。はい、これ」

　そう言って経島先輩が差し出したのは、僕のスケッチブックだった。愛用のシャーペンもちゃんとクリップで留とめてあるのですぐ使える……けど、今回は要いらないよなあ。あのカニはしっかり実体化してるわけだし、と思いながらバトルフィールドに目を向ける。

「ぎぎぎぎぎ」

　ずっと炎ほのおに包まれていたカニの甲こう羅らは、こんがり香こうばしい匂においを放ち始めていた。両足八足大足二足の動きも散さん漫まんになっており、かなり弱ってきたようだ。

「うん……そろそろ……かな？」

　だが、イタチさんがほっと小さく一ひと息いきついた瞬しゆん間かん。最後の力を振ふり絞しぼった大ガニは大きな鋏はさみをプールサイドに突つき立たてると、熱された体を引きずるようにプールの中へ躍おどり込こんだ。

「ぎちぎちぎちぎちっ！」

「え……！　まだ動けたの？」

　しまった、と後を追って水の中を覗のぞき込こむイタチさんだったが、相手はさすがに水すい棲せい生物。ぶくぶくぼこぼこ泡あわを吐はきつつ、素す早ばやくプールの中央へと逃にげてしまった。あちゃー。

「逃げられちゃった……。どうしようか、真しん一いち」

　うろたえたような顔のイタチさんが、申し訳なさそうにこちらを見る。

「え？　えーと、そうだね」

　頭を搔かきながら歩み寄る僕。相手が水の中では火も効きかないし、風の刃はを飛ばす鎌かま鼬いたちも届とどかない。どうしたもんかと悩なやんでいると、稲いな葉ば先生が「ここは一つ」と口を開いた。

　──お、遂ついに九きゆう尾びの狐きつねの出番ですか？

「このまま帰るというのはどうかしら？　週明け、誰だれかがちょっと驚おどろくでしょうけど」

「……あのですね先生。あのカニは人を食うんですよ？　手足を食いちぎられた水泳部員がぞろぞろ保健室に押おし掛かける羽は目めになったら、どうなるか」

「大だい丈じよう夫ぶですわよ。うちの養よう護ご教きよう諭ゆは落ち着いていますから、そう慌あわてずに対たい処しよするはず」

　しれっと言い放つ生徒会顧こ問もん。確たしかに、保健室の万年白はく衣いこと賢かしこ淵ふち先生は世界が滅ほろんでも動じないんじゃないかとまで言われるおっとりさんではあるけれど（ちなみに美人です）。

「先生。そういう問題ではありませんから」

　やんわり首を振る江え戸ど橋ばし会長。同感です。稲葉先生を信じかけた僕が馬鹿だった。

「あのね、通じるかどうかわからないけど……金かな縛しばりとか、使ってみようか」

「やめとこう。もし効きかなかったら大変だ」

　その場合、振り下ろされた鋏がイタチさんを直ちよく撃げきするわけで、それは見たくない。

「幸さいわい、カニも待たい機きモードに入ったみたいだしさ。もうちょっと考えて」

「ぎちぎちぎちぎちぎちぎちっ！」

　僕の言葉を完全否定するかのようにプールに響ひびくカニの嬌きよう声せい。思わず身み構がまえた僕らの前で、ばかでっかい水しぶきをブチ上げながらカニが再ふたたびプールサイドへ上陸してくる。

「あら、意外と早い再上陸でしたわね。早はや風ぶ呂ろは寿じゆ命みようを縮ちぢめるというのに」

「何を吞のん気きなことを言ってるんですか先生！　伊達だてくん、さっきの炎ほのおはダメなのか？」

「うーん……これだけ濡ぬれてると、あんまり効かないかな……。どうしよう真一」

「いやだから僕に聞かれても！　どうしたもんですかね先輩っていつの間にかいない！」

　というわけでわらわらと後こう退たいする僕ら（イタチさん含ふくむ）。さっきからずーっとプールの周りをぐるぐる逃にげ回まわってるわけで、我ながら芸がない行動だとは思うのだが、手て札ふだがないんだから仕方ない──と思っていると、ふいに、よく通る声が響ひびいた。

「落ち着きなさい、皆みなの衆しゆう！」

　はっとそちらを振ふり仰あおげば、

「いい？　伝説ではね、蟹かに坊ぼう主ずは旅の坊主の投げた宝ほう具ぐが刺ささって退たい治じされてるのよ。神しん仏ぶつ補ほ正せいがあったとしても、物理的な切きった張はったで倒たおせる相手なのは保ほ証しよう済ずみ」

　プールの向こう岸、更こう衣い室しつの前。

「つまり──論ろん理り的てきには、イタチちゃんの鎌かま鼬いたちで叩たたき割われるはずなのよ！」

　イタチさんをズバーンと指さす経ふみ島しま先輩の勇ゆう姿しがあった。いつの間にそんなところへ！

「ほんと……？」

「ほんともほんと鬼おにほんと。信じてみなさいイタチちゃん、あなたは強い子頑がん張ばる子！」

　適てき当とうすぎるエールだが、イタチさんは勇気づけられたようで、小さくうなずき前に出る。初めて見る水着の背せ中なかはもちろん息を吞のむほど綺き麗れいだったが、さすがに今ここで気き絶ぜつするわけにはいかない。僕は無理矢理息を整え、気を失わないよう自分で自分に言い聞かせた。耐たえろ僕。今倒れたらカニの餌えさだぞ！

「やるべきことはわかるわよね？　限げん界かいまで濃こくした鎌鼬、全力でぶつけてやんなさい」

　再ふたたび響く先輩の声。イタチさんは「やってみる！」と短くうなずくと、胸むねの前で両手を広げ、深く大きく息を吸った。栗くり色いろの耳と尻尾しつぽが一いつ瞬しゆんだけふわりと浮うかんでかき消える。

　と、両手の間にくるくると綺き麗れいな風が踊おどり出だし、次し第だいに密みつ度どを増ましていった。

「ぎちぎちぎち……？」

　その静かな迫はく力りよくに危き険けんを感じたのか、じりじり迫せまっていたカニの歩みが止まった。両者の距きよ離り、約十メートル。円えん弧こ状じように圧あつ縮しゆくされた鎌鼬の密度は未いまだ上じよう昇しよう中ちゆう。そろそろ風の向こう側が見えなくなってきた。

「良い感じよイタチちゃん。そう、鎌鼬ってのはそもそも」

「ぎちぎちぎちぎちっ！」

　解説モードに入っていた先輩の言葉に、奇き妙みような怒ど号ごうが割り込んだ。身の危険を感じたのかそれとも単に待ちくたびれたのか、巨きよ大だいな鋏はさみを振りかざすと、カニは前進を開始する。

「イタチさん！　カニが来る！」

　わかり切ったことを叫さけぶ僕。

　と、イタチさんは「大だい丈じよう夫ぶ」と静かにうなずくと、ぐうんと大きく上じよう体たいを反そらし、両手の間に形成された風の塊かたまりをカニに向かって投げつけた。

「──せえいっ！」

「よし行けっ！」

　僕は思わず拳こぶしを握にぎりしめて叫さけんでいた。

　ほとんど視し認にんできる状じよう態たいまで圧あつ縮しゆくされた空気の刃やいばが、カニの巨きよ体たいに激げき突とつする。

「ぎちっ!?」

　がきぃん、と鈍にぶく轟とどろく炸さく裂れつ音おん。巨きよ大だいな鋏はさみが一本、弾はじき飛とばされてプールに落ちた。

「ヒャッハー！　地じ獄ごくへ堕おちな、カニ道楽！」

　中指を突つき立たてて経ふみ島しま先輩が叫ぶ。気持ちはわかるが下げ品ひんですよお嬢さん。

　かくして、イタチさんご自じ慢まんの濃のう縮しゆく版ばん鎌かま鼬いたちは、遂ついに難なん攻こう不ふ落らくの甲こう羅らをも叩たたき割わ──ったと思ったのだけど。

「あら、惜おしいですわね。イタチにしては上じよう出で来きな部類の術じゆつでしたのに」

「……そんな。今のでも……駄だ目めなの？」

　ハッと息を吞のむイタチさん。失望ではなくむしろ驚きよう愕がくに彩いろどられたその瞳ひとみの先では、両目の間に巨大な亀き裂れつを刻きざまれた妖よう怪かい蟹かに坊ぼう主ずが、残った左ひだり腕うでを振ふり上あげていた。

「ぎちぎちぎち……」

　巨大な鋏がガチガチと打ち合わされ、無数のパーツで構こう成せいされた口からは怒いかりの泡あわが（カニの機き嫌げんはよくわからないけど、たぶん怒おこってるんだろう）ぼこぼこ漏もれる。

「ご注意なさいね？　手て負おいの甲こう殻かく類るいは凶きよう暴ぼうですわよ」

「役にも立たないアドバイスどうもです先生。会長、そのデッキブラシは？」

「素す手でよりはマシかと思ってな。気休めぐらいにはなるだろう」

　生徒会長がブラシを構かまえると、稲いな葉ば先生がその後ろにいそいそ隠かくれた。中身はともかく見た目は長身の美男美女、なかなか絵になる構こう図ずです。今はそれどころじゃないけれど。

「うーん、効きいてることは効いてるのよね……？　イタチちゃん、もう一発行ける？」

「それはできるけど……」

　そしてイタチさんは再ふたたび濃縮版鎌鼬の形成を始めたのだが、ふと悔くやしげに言い足した。

「でも……堅かたさも強さも、さっきのが限げん界かい」

　と、それを聞いた先輩が頭を抱かかえる。

「こう言っちゃなんだけどさ。それじゃトドメにならないわね、たぶん」

「先輩。またそんな身みも蓋ふたもないことを」

「いいよ真しん一いち。たぶん、御み崎さきの言う通りだから」

　困こまったような笑えみを浮うかべるイタチさんに、僕は何も言い返せなかった。

「……ぎちぎち」

　こちらの不安げなムードを嗅かぎ取とったのか、カニが再ふたたびじりじり動き出す。

「下がってて、真一！」

　イタチさんが短く叫び、その両手の間に踊おどる風は徐じよ々じよに密みつ度どを増ましていく。

「駄だ目め……これ以上は、強くならない……！」

　濃こく、堅かたく、それはまるで一ひと振ふりの刃は物もののように──って。待てよ？

　もしかしたらと思いつつ、さっきからずっと手にしていたアレをちらっと確かく認にん。

　……うん、まあ、駄だ目めで元々だよな。そう思った瞬しゆん間かん、僕は

「よし、行くよ……！　離はなれてて、真しんい」

「ちょおっと待ったあっ！」

　二発目を発はつ射しやしようとしたイタチさんの肩かたを摑つかんで止めていた。素す肌はだに触ふれるのはちょっと（かなり）照れるし緊きん張ちようするが今はそれどころじゃない！

「……え？」

「イタチさんのそれは効きく！　つーか効かせる！　だから！」

　ずっと抱かかえていたスケッチブックの白いページを開きながら、そして右手にシャーペンを握にぎりしめながら、僕は叫さけんだ。

「だから、ちょっとだけ待って！」

「え、あの……どうしたの……？」

　きょとんとするイタチさん。経ふみ島しま先輩や会長、稲いな葉ば先生も「どういうことだ」と僕を見ているが、説明している暇ひまはない。律りち儀ぎにそのまんまの姿し勢せいで止まってくれているイタチさんに感かん謝しやしつつ、僕はペンを走らせた。

「あのね白しら塚つか真一？　あの蟹かに坊ぼう主ずはとっくに実体化してるのよ？」

　呆あきれたような先輩の声。わかってますと心の中で答えつつ、輪りん郭かく線せんを引き終える。

「何をしてる白塚！　カニが来るぞ！」

「意外と前後の動きも素す早ばやいのですね」

　切せつ羽ぱ詰つまった会長の声とそうでもない稲葉先生の声。わかってますよ、だから急いでるんですよと心の中で叫さけびつつ、シンプルなディテールをささっと追加。

「し、真一っ！　カニが、もうカニが！」

「ぎちぎちぎちぎちぎちぎちぎちぎちぎちっ！」

　焦あせりに焦ったイタチさんの叫びと、ヤケクソ気ぎ味みなカニの咆ほう吼こう。

「ごめん、ほんとにあともうちょっと！」

　最後に、全体像ぞうをざっと確かく認にん。──うん、こんなもんだろう！

「お待たせ！　出すよ、イタチさん！」

「……え？　出すって、いったい何を」

　返事の代わりにスケッチブックの余よ白はくへとＳとＳのサインを書き加える。

　と、その瞬しゆん間かん。

「……あ！」

　イタチさんの両手の間で研とぎ澄すまされていた風が、一ひと振ふりの刀の形で実体化した。

　柄つかと刃はだけのシンプルなデザイン、ほんの僅わずかに反そり返かえった刃。まさしく手元のページに描かかれた通りの物体が、イタチさんの手元に浮うかんでいる。

「よし！　大成功！」

　ペンを思いっきり握にぎったら手がちょっと痛いたかったがそんなことは知らん！

「あら不ふ思し議ぎ」

「ほう」

「刀……？　その手があったか、偉えらいぞ白しら塚つか真しん一いち！　具体的にどう偉いかと言うと！」

　稲いな葉ば先生と江え戸ど橋ばし会長が感心するように息を吞のみ、経ふみ島しま先輩がぽんと手を打った。

「すいません先輩、説明は後で聞きます！　イタチさん、とりあえずそれ使って！」

「うん！」

　白しら木きの柄つかをイタチさんの右手が摑つかみ、そして左手が添そえられる。

「あ、軽い……！」

　イタチさんが感かん嘆たんの溜と息いきを漏もらすのと同時。すぐそこまで迫せまってきていた手て負おいのカニが、残った鋏はさみを振ふり上あげた。

「ぎちぎちぎちっ！」

　だが、その真正面に立ったイタチさんは避よけようともせずに即そく席せきの刀を静かに構かまえると

「──！」

　無む言ごんの気合とともに、流れるように振ふり抜ぬいた。

　がっきぃぃぃぃぃん、と響ひびき渡わたる鈍にぶい音、そして静せい寂じやく。

　刀を振り抜いたまま動かないイタチさん、そして鋏を振り下ろしたまま動かないカニ。

　おいおい、どうなったんだと思った時、カニの甲こう羅らがぱかりと割われた。

「ぎちっ」

　甲羅の亀き裂れつから金色の煙けむりがぽわーっと立ち昇る。

　そして、イタチさんが刀をそっと下ろした時にはもう、強きよう敵てき妖よう怪かい蟹かに坊ぼう主ずの姿すがたはすでにプールサイドには残っていなかった。

「節せつ足そく動物風ふ情ぜいの割には神こう々ごうしい最さい期ごでしたわね。なぜか無む性しように腹が立ちますわ」

「あんたは死んだら石っころだもんねー。よっ、殺せつ生しよう石せき！」

　いつの間にこっちに来たのか、経島先輩が稲いな葉ば先生を肘ひじで突つっつく。

「えーと、これで……終わったのかな？」

　誰だれに尋たずねるともなくそうつぶやけば、答えてくれたのはイタチさんだった。

「そうみたいだね」

　小さな安あん堵どの溜と息いきを漏もらしつつ、左手をちょっと掲かかげる水着の妖怪少女。なのでこちらも左手を掲げ、そして軽いハイタッチ。ぽん、と響ひびく感かん触しよくが何とも嬉うれしい。

「ありがと、真一」

　いつもながらの優やさしい微び笑しよう。ああ、さすがはイタチさん。無ぶ粋すいな刃は物ものを手にしてもなお君はめちゃくちゃ美しい──って。

「イタチさん？　刀は？」

「……え。あれ？　今まで持ってたのに」

　周囲を見み渡わたす僕らだったが、カニにトドメを刺さした業わざ物ものはどこにも見あたらない。すると先輩が「たぶん見つからないわよ」と口を挟はさんだ。

「さっきのアレはさ、密みつ度どを上げた鎌かま鼬いたちに刀の形を与えることで強ごう引いんに実体化させたわけでしょ？　本質は風っつーか空気なんだから、使い終わったらすぐ消えちゃうのも無理ないと見たのですがそこんとこどうかしら解説の白しら塚つかさん」

「どうかしらと言われても僕には何とも。どうなのかな、イタチさん？」

「え？　えーと、あたしも……よくわからない、かな」

　そう正直に答えると、経ふみ島しま先輩は「おお何という自じ覚かくの無さか」と肩かたをすくめ、そして

「しかし白塚、あんたよく知ってたわね。でかした」

　親指をグッと立てた。

　さて、僕はいったい何を誉ほめられているのでしょうか。

「知ってたって何をです？」

「はい？　何ってあんた、鎌鼬の語ご源げんよ」

「ごげん？　鼬が鎌で切るから鎌鼬……じゃないの？」

　きょとんと首を傾かしげたイタチさんは、カマキリのような動どう作さをしてみせる。うん、僕もそう思ってました。と、先輩は「それが一いつ般ぱん的てきだけどね」と肩かたをすくめてニヤリと笑った。

「そもそも鎌鼬の傷きず跡あとってのは、鎌とゆーよりもむしろ刀で切られた傷に近いわけでしょ」

「まあ、言われてみればそうだな」

　ふむふむと江え戸ど橋ばしさんがうなずいた。いつの間にかデッキブラシは片づけたらしい。

「言われなくてもそうなのよ。でね？　居い合あいの達人に抜ぬき身みのポン刀とうで切られたよーな傷が残ることから、『かまいたち』ってのは本来、太刀たちを構かまえると書いて『構かまい太刀たち』だったんじゃないか──って説があんのよ。キツネ、あんたなら知ってるわよね？」

「常じよう識しきですわね。日本史の資料集にも載のっていたはず」

　しれっと答える稲いな葉ば先生。噓うそをつけ噓を。

「でしょー？　つまりね、鎌鼬の本質は『刀傷を付ける怪かい異い現げん象しよう』ってとこにあるわけで、だからこそ、一時的にとは言え刀の形で具ぐ現げん化かさせることが可か能のうだっんだろうけど」

　そこで先輩は説明を止めると、さっきから感心しっぱなしの僕を見た。

「……白しろの字じ。あんた、もしかしてこの話初耳だったり？」

　こくこくうなずく僕。その隣となりではイタチさんが「へえ、そうなんだ」とつぶやいている。

　と、そんな僕らを見た経島先輩は「呆あきれた」と大きく口を開けた。

「知らずに本質を見み抜ぬいちゃったってことか。おわー、さすが筋すじ金がね入いりの絵え描かき馬鹿」

「その慧けい眼がんが日にち常じよう生活でもっと活用できればいいのですけどね。まあ無理でしょうけど」

「……微び妙みようなお褒ほめの言葉をありがとうございます」

　大きなお世せ話わだこの腹黒姉妹と思いながら適てき当とうに返事。

　まあ、正直、鎌かま鼬いたちの本質どうこうってのはよくわからない。しかし、

「ありがと真しん一いち。次があったら、また、よろしくね」

　僕のとっさの行動は少なくとも隣となりで微笑ほほえむ少女の力になったわけで、

「うん。次はもうちょっとデザインに凝こるよ」

「いいよ、そんなの」

　そしてそれは僕にとっては何よりも嬉うれしいことなので、とりあえず僕は今幸せだった。
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「やあ、よく降ふるなあ」

　教室棟とうの廊ろう下かの窓から灰はい色いろの空を見上げ、奈な良ら山やまがつぶやいた。

　人の良さそうな笑えみを浮うかべてはいるけど、本心ではかなりうんざりしている様よう子す。十一月になってからこっち、ずっとこんな天気が続き、アウトドア派はの彼としては不満が溜たまる一方らしい。まあ、だからこそ、こうして手伝ってもらえてるわけですが。

「あれ？　お前、夏までは雨だろうと台風だろうと描かきに行ってなかった？」

「うん、まあね。でも、あの頃ころのポイントは屋根があったから」

　今の場所は吹きさらしなんだよね、と奈良山は苦笑し、ふと思い出したように言った。

「そうそう、入選おめでとう部長」

　今度はこっちが苦笑いする番だった。

「白しら塚つか、他にも色々描いてるのにさ。何でよりによってあれを出すかなあ」

「……描き上げた時は、新しん境きよう地ちを開いたと思ったんだよ」

「悪い絵じゃないとは思うけどね。タイトルは『蟹かに、迫せまり来くるあの日を』だったっけ？」

　奈良山の問いかけに、僕は無む言ごんでうなずいた。先月の事件の後「巨きよ大だいなカニを間ま近ぢかで見ると意外と大だい迫はく力りよくだった」という思いに任まかせて描いてみた一枚だ。秋の美術展に出しゆつ展てんしてみたらそれなりの賞をもらったのだが、問題はそれにくっついてきた選せん評ぴようだった。

『ダイナミックな構こう図ずと確たしかな筆ふで遣づかいなど技術面は優すぐれているが、モチーフの選定に疑問が残る一作。蟹という地じ味みなテーマをこれほどの迫力と恐きよう怖ふ感かんを持って描えがき出だした作品は類るいを見ず、おそらく作者は何らかの心の傷きずを負おっているのではないか。カウンセラー等に相談し、今のうちにトラウマを解かい消しようしておくことを勧すすめざるを得ない』

　心の底そこから大きなお世せ話わだ。僕はかなりげんなりしたのだが、その後もいろいろ面めん倒どうだった。担たん任にんは妙みように気を遣つかって生徒相談室へ誘ゆう導どうするし、その相談室では稲いな葉ば先生が馬鹿を見る目で待ってるし、事じ情じようを知らない友人には心配されるし。畜ちく生しよう、もう二度と妖よう怪かいは描かない……ってのはイタチさんとの約束があるから絶ぜつ対たいに無理なんだけど、なるべく描かないぞと僕は心に誓ちかったのである。

「だけど、奈良山は残念だったよな。正直、もっと上行ってもいいと思ったけど」

「連作だからね、俺のは。一枚二枚だけ見ても地味なだけだし……おっと、誰だれか来た」

「……ん？　おお、誰かと思ったらお前らか。何してんだ、こんなとこで？」

　通りかかった男子生徒が立ち止まって話しかけてきたので僕らは会話を中ちゆう断だん。奈良山が「久しぶり」とにこやかに手を振ふると、美術部の誇ほこる幽ゆう霊れい部員は「ああ」と気さくに応おうじ、そして不ふ審しんそうに首をひねった。

「しかしほんとに何やってんだ？　白塚だけならともかく奈良山までこんなところでそんなもん持ってよ。新あら手てのアート？」

　まあそんな感じかな、と笑う奈良山。「僕が一人でやってる分には自然なのか」と睨にらんでやると、穂ほ村むらは呆あきれ顔がおで言った。

「なーにを今さら。地じ味みに有名な話だぞ、校内で起きた奇き妙みような事件の現場には美術部トリオの影かげがある。知らなかったとは言わせねえぞ」

「……はいはい、知ってますよ。あんまり知りたくはなかったが」

　僕らは決して表立って活動しているわけでもなければ毎日毎日妖よう怪かい退たい治じしてるわけでもないのだが、それでも噂うわさは広がるもの。気が付けば「その手のアレは生徒会経けい由ゆで美術部にお任まかせだよね」って共通認にん識しきは、主に弱小サークル中心にじわじわ浸しん透とうしていたらしいのだ。ああ、さようなら、平へい凡ぼんな高校生ライフ。

「その顔、潔いさぎよく認みとめたようだなマイフレンド。まあ頑がん張ばれ、俺もイザとなったら頼たよるから」

「いや、手伝えよ」

　なぜ一いつ般ぱん人じん目線。一いち応おううちのメンバーだろうがお前。と、僕らの会話を見守っていた奈な良ら山やまが、思い出したように口を挟はさんだ。

「穂村、まだバイトはいいのかい？」

「おお、お気き遣づかいサンキュー。確たしかにそろそろ時間だな。ぼちぼち本業に戻もどるか！」

「はいはい、行ってらっしゃい」

「毎日頑張るねー、穂村」

　人ひと気けのない廊ろう下かを遠ざかる背せ中なかに声をかければ、穂村は走りながら振ふり返かえり（危あぶないよ）、

「ああ！　俺にとっては毎日が勤きん労ろう感かん謝しやの日だからな！　お前らも頑張れよ！」

　元気な捨すて台詞ぜりふを残して去ったのだった。

　なあ友よ。勤労感謝の日ってのは「今日も働ける、嬉うれしいなあ」って日じゃないぞ。

「わおーん！」

　唐とう突とつに、廊下の奥おく、穂村の去った方向とは反対側から犬の鳴き声が轟とどろいた。「ああ、いいタイミングだね」と肩かたをすくめる奈良山。どうやらこっちも「本業」の時間ってことらしい。

「タイミング良すぎるような気も。もしかして奈良山、わかってて穂村を送り出した？」

「さあ、どうかな？」

　天てん狗ぐお得意のはぐらかし。相変わらず底そこの知れない男です。

「あっ、二階に逃にげる気か！　回り込んで吠ほえろ、ライカ！」

　僕らの気の抜ぬけた会話に割り込むように、滝たき沢ざわさんの声が響ひびく。で、その後に続くのは、

「ひょひょひょひょひょひょ」

　──ぺったぺった。

　笑っているような泣いているような不ふ思し議ぎな声と奇妙な足音。リズミカルに響く二つの音が、次し第だいにこちらに近づいてくる。

「そろそろ来るかな？　はい、白しら塚つか」

　手にしていたロープの端はしを、奈良山が無む造ぞう作さに僕に投げてよこした。僕はこれまた無造作にそれを受け取ると、壁かべ際ぎわにしゃがみこむ。同時に廊ろう下かの向こう側の壁にもたれた奈な良ら山やまも腰こしを下ろし、低ひくい位い置ちにロープがぴんと張はられる。これにて準じゆん備びは完了。美術部員がロープ片かた手てに放課後の廊下に立ってるのを見たら、穂ほ村むらでなくても気になるだろうな、とふと思う。

　で、そのまま待つこと数十秒。

「ひょひょひょ」

　小こ柄がらな緑色の人ひと影かげが廊下の角を曲がって姿すがたを現したかと思うと、

「ひょっ？」

　僕らが張ったロープに足を取られてハデにすっ転ころんだ。七十センチほどの小柄な体がびたーんと廊下に投げ出され、その頭とう頂ちよう部ぶの皿さらから透とう明めいな水がばしゃんとこぼれる。

　はい、一いつ丁ちよう上がり。

「しかし、面おも白しろいように引ひっ掛かかるねえ」

「うん。河かつ童ぱってのはもうちょっと賢かしこい妖よう怪かいかと思ってたんだけどなー」

　もはや何の感動もなくつぶやく僕ら。視し線せんの先では、カメじみた甲こう羅らを背せ負おった（まあ甲羅のある動物ってカメくらいなんだけど）緑色の妖怪が伸びていた。

　クチバシ状の口は鳥よりはむしろ草食恐きよう竜りゆうを思わせ、きょろきょろ動く両りよう眼がんはイグアナなんかに雰ふん囲い気きが近い。手足はひょろ長いので弱々しそうに見えるけど、意外と怪かい力りきなのは初戦で痛つう感かん済ずみだ。まあ、ロープ一本で仕し留とめられることが判はん明めいした以上、わざわざ組み付く必要もない。こいつらは両足跳とびで移い動どうするので、面おも白しろいように罠わなに引ひっ掛かかるのである。
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　で、転ころばせてエネルギー源である皿さらの水を奪うばってしまえば、あとは待つだけ……なんだけど。

「なかなか消えないな、こいつ」

「個体差があるんじゃないかなあ。昨日のより大きいし……あ、消える消える」

　横たわった河かつ童ぱの姿すがたは少しずつ薄うすくなっていき、やがて完全にかき消えた。こぼれた水が唯ゆい一いつの物ぶつ的てき証しよう拠こだが、それは持じ参さんしたモップでさっさと拭ふき取とるので問題なし。

「……正直、あんまり後あと味あじ良くないよな、これ」

　モップで廊ろう下かをごしごしやりながらつぶやけば、慣なれた手つきでロープを束たばねていた奈な良ら山やまが「そうかな」と肩かたをすくめた。

「殺すんならともかく、実体を保たもてないレベルまで弱らせて追おい払はらってるだけだろ？　十分に人道的な対たい応おうだと思うけどなあ、俺は」

「そうだよ。と言うか、生ぬるい！　こんなことしたって、すぐ復活するのにさ」

　きつい言葉に振ふり返かえれば、フルートをぶんぶん振りながら歩いてくる滝たき沢ざわさんの姿。その傍かたわらには、いつものように半透明の赤い犬が付つき添そっている。

「追い込み役、お疲つかれ様さまでした。ライカも御ご苦く労ろうさん」

「わん」

　僕が手を振れば、ライカは元気に尻尾しつぽを振った。上じよう機き嫌げんなようで何よりだけど、そのご主人様は未いまだにご立りつ腹ぷく中ちゆうで。

「あんな連中、完全に散らしてしまえばいいんだよ」

「いや、それはやりすぎだって。人取って食うわけじゃないんだし」

　モップの先をバケツで絞しぼりつつ答えると、ショートカットの犬いぬ神がみ使つかいは「白しら塚つかはいいよ、何もされてないんだから」と一いち瞥べつする。

「あいつらと来たら、何の遠えん慮りよもなく、ぼくの……をぺたぺたぺたぺたと！　思い出すだけで腹が立つ！」

　フルートを握にぎりしめて思い出し怒いかりに燃える滝沢さん。一部だけ声のトーンが落ちたが、どこをぺたぺたされたのかはよーく知ってるので聞き直すまでもない。

「まあまあ。それにほら、尻しり子こ玉だま抜ぬかれたわけでもないんだし」

　尻を撫なでられたぐらい我が慢まんしようぜってのは女性にかける言葉としてはどうかと思ったので（そして、おそらくいっそう怒おこらせるので）言い回しを変えてみたのだが、

「抜かれてたまるか、そんなものっ！」

　あまり効こう果かはなかったようだ。

　ちなみに尻子玉ってのは河童が好む架か空くうの臓ぞう器き。人体にそんな器官は無いはずだけど、もし抜かれたら即そつ効こうで死ぬから気を付けなさい、とはジャージの妖よう怪かい博士の忠ちゆう告こくだ。

「あのプラスチックみたいな手でいきなり撫でられてみなよ、死ぬほど気持ち悪いから！」

　頭から湯ゆ気げが出そうな勢いきおいで犬いぬ神がみ使つかいが怒いかりを燃やす。

　この人も僕同様、彼ひ岸がんの気け配はいを寄せやすい体質なのだが（つーか犬神を召しよう喚かんしたわけだから僕よりも素そ質しつは上かも）、その手の体質にもいろいろあるようで。不幸なことに、この少年っぽい少女の体質は、どうやら河かつ童ぱの好みに合うらしいのだ。

「ほんとにもう、妖よう怪かいなんてロクなやつがいやしない！　そりゃあ伊達だてさんは悪い人じゃないし、ライカも違ちがうけどさ、そんなの例外中の例外だろ？」

「……まあ、そうかもね」

　答えながら横目で奈な良ら山やまの様よう子すを確かく認にん。……ほっ、怒おこってはいないようだ。

　ちなみにこの男、滝たき沢ざわさんの前では「妖怪が見えるだけの無力な美術部男子その二」ってことになっている。ライカは正体に気付いてるはずだけど、奈良山の霊れい威いを恐おそれて口をつぐんでいるようだ（とイタチさんが言っていた）。意外と薄はく情じような犬である。

「お、終わったようね。どうかしら、今日も戦せん果かは上々？」

　陽よう気きな声とともに経ふみ島しま先輩が廊ろう下かの奥おくから現れた。その後ろにはイタチさん。

　二階での待たい機き任にん務むお疲つかれ様さまでした、と声をかければ、べーっと舌したを出されてしまった。

「残念でしたー。何もしてないのに疲れるわけがありませんでしたー。べろべろばー」

　ええい、いつもながら腹の立つ童女であるなこの人は。

「イタチさんも、お疲れ様」

「え？　あ、うん……そうだね」

　心ここにあらずという表現がよく似に合あいそうな反はん応のう。河童掃そう討とう作戦にはもともと乗り気じゃなかったわけだし、元気がないのは仕方ないかも。気持ちはよくわかるんだけどな、と悩なやんでいると、ふいに滝沢さんが口を開いた。

「先輩。いつまで続けるんです、こんなの？　毎日毎日キリがないですよ」

「まあまあ。犬いぬ飼かい笛ふえ子こくんの言うこともわかるけど」

「ぼくは滝沢赫あか音ねです」

「いちいち細こまかいわね。でもほら、今のとこ出てる被ひ害がいって、尻しり撫なでぐらいのもんでしょ？」

「退たい治じされる理由はそれで十分だと思います！」

　拳こぶしを握にぎりしめて力説する犬神使い。だが先輩は「だからジャージを穿はけと言うのに」と受け流したかと思うと、「むう」と額ひたいに手を当てた。

「もっとも、触さわるだけで尻しり子こ玉だまに手を出さないって行動パターンは、気になるっちゃなるのよねー。つーか、そもそも河童ってえのは川で泳いだ人間の尻子玉を抜ぬく妖怪であって、建物の中を徘はい徊かいしたりはしないんだけど。そこんとこ、ちょっと引ひっ掛かかるのよ」

「そんなことはどうでもいいですよ！　問題は」

「連中が尻撫でを繰くり返かえしているという事実であって退治される理由としては十分だー、でしょ？　うん、滝やんの言うことも一理あり。連中が本ほん能のう的てきに尻子玉を抜く妖怪だとすれば、本格的に玉たま抜ぬきを始める前に手を打ったほうがいいよーにも思う」

　ううむ、と一声残して黙だまり込こんでしまった先輩に、僕は「今さらですけど」と尋たずねた。

「河かつ童ぱって絶ぜつ対たいにそれに手を出すもんなんですか？」

「さあ」

　先輩は盛せい大だいに肩かたをすくめると、芝しば居いがかった様よう子すで溜ため息いきを吐ついた。

「河童イコール胡瓜きゆうりが好きで尻しり子こ玉だまを抜く水の妖よう怪かい、ってイメージは強いけど、それはあくまで一例なわけよ。河童っつーのは水辺に出る人型の怪かい異いの総そう称しようだからさ、そのカテゴリーに入る妖怪は北のメドチやミンツチから南のシバテンにヒョウスベまで百ひやつ花か繚りよう乱らん多種多様。見た目も行動も能のう力りよくも千せん差さ万ばん別べつよりどりみどり。今まさに出てるアレがどんな属ぞく性せい持ってるかなんて、私にわかるわけもないのです」

　何だそりゃ、と言いたげなムードが放ほう課か後ごの廊ろう下かに広がり、

「また出たらその時考えようよ。それじゃ俺はお先に。明日は晴れるといいね」

　飄ひよう々ひようと奈な良ら山やまが去ったのをきっかけに、本日は解かい散さんとなった。先輩を先頭に、僕らはぞろぞろ美術室に向かう。滝たき沢ざわさんのカバンも美術室に置いてあるので、目指す先は一いつ緒しよだ。

「経ふみ島しま先輩。前から聞こうと思ってたんですが、どうして美術部が妖怪退たい治じを？」

「たいした理由はないわよ。単になりゆきっつーか興きよう味み本位っつーか。そうよね白しろの字じ」

「ですね。正義感とか責任感とかじゃないのだけは確たしかですが……あれ、どうかした？」

「……別に。妖怪が見えるようになった後、何をすべきか延えん々えん悩なやんだ自分が、すごい馬鹿に思えてきただけだから……。あ、ライカ、そろそろ戻もどれ」

「わん」

　とりとめのない会話を続けながら、人通りの少ない廊下を歩く。

「そうだ。これも聞きたかったんだけどさ。先輩や伊達だてさんはともかく、白しら塚つかには何の知ち識しきも取とり柄えもないんだよね」

「そうストレートに言わんでも。……ほらほら、鬼おにを実体化させたりできますよ僕？　あと、イタチさんに刀を出してあげられるようにもなったし」

　だよね、と言いつつ振ふり向むけば、何やら挙きよ動どう不ふ審しん気ぎ味みなイタチさんの姿すがた。

「え？　……あ、うん、そうだよね」

　うーん、どうもさっきから様子がおかしいんだよな。

「聞いてる白塚？　ぼくはね、君は自分の身は守れないだろって言ってるんだけど。違ちがう？」

「……そう言われると返す言葉もありません。はい、弱いです、僕」

「だろ。なのにさ、白塚、なんで妖怪退治に付き合ってるわけ？」

「そりゃまあ、妖怪が見える以上は放っておくわけにもいかないし。おかしいかな」

「おかしかないけど変だ。誰だれかに使い捨てられるタイプだよ」

「誰かを使い捨てるタイプよりは気が楽だね、そりゃ」

「はいはい。ほんと、大人物なんだか単純なんだか。心配したぼくが馬鹿でした」

「あ、心配してくれてたんだ？　ありがとう滝たき沢ざわさん」

「い、いいよ、別にそんな」

　そんなことを話しているうちに美術室に到とう着ちやく。経ふみ島しま先輩がまず部へ屋やに入り、その次が滝沢さん（とライカ）。で、その後に僕、最後にイタチさん……と続く予定だったのだけど。

「ん？」

　学ランの袖そで口ぐちがふいに引ひっ張ぱられた。また「袖そで引ひき小こ僧ぞう」でも出たのかと振ふり返かえれば、袖をつまんでいたのはイタチさんでした。いつもなら普ふ通つうに声をかけてくるのにどうしたんだろうと尋たずねる間もなく僕の前に回ったイタチさんは、後ろ手で素す早ばやく美術室の戸を閉める。

「ね、真しん一いち。ちょっと……いい？」

　で、異い様ように周囲を気にしながらそんなことを言うもんだから、僕はとりあえず「いいよ」と答えた。正直、何が何だかさっぱりわからないけど、イタチさんの頼たのみだったら聞かないわけにはいかないのです。

　それを聞いたイタチさんは、「ありがと」と笑ったかと思うと、僕の手を引いて走り出す。

「付いてきて、真一」

「え？　ちょっと、どこ行くのイタチさん？」

　いや、どこであろうと行くけども。せめて目的地を教えてくれまいか。




「到着？」

「うん。……ごめんね、急に」

　イタチさんが僕の手を離はなし、申もうし訳わけなさそうに言う。

　校内を走りに走って連れて行かれた先は、さっきまでイタチさんと経島先輩が待たい機きしていた特別教室棟とうの二階廊ろう下かだった。もっと正確に言えば、廊下の端はしに地じ味みに佇たたずむ掃そう除じ用具のロッカーの前。例によって人の気け配はいはないが、特に怪あやしいところもない。

「で、イタチさん。ここで何が？」

「……あの、ええと」

　おどおどしたような上うわ目め遣づかいに、はっきりしない言葉。

「えと……どう言ったらいいかな」

『控ひかえめながらも意見と主しゆ張ちようは明めい確かくに』主義のイタチさんにしては、なかなか珍めずらしい態たい度どだ。いや、何をしてても可愛かわいいけど。ややあって、イタチさんは意を固めたようで、掃除用具ロッカーを静かに開いた。

「……うん。やっぱり、見てもらったほうが早いよね」

　えーと、中を見ろってことかな？　僕は身を乗り出し、ロッカーを覗のぞき込こんだ。

「ん？」

　粗そ雑ざつに置かれたバケツの中。何か小さなモノがもぞもぞ動いている。

「……んん？」

　よくよく見れば、そいつは小さいながらも人型で。

「ひょー」

　鳥が鳴くような高い声がクチバシから漏もれた。背せ中なかに甲こう羅ら、細長い手足、体色は緑。

　見み慣なれたデザインではあるけれど、体は小さくてせいぜい十センチほど。

「河かつ童ぱの……子供？」

　振ふり返かえってそう尋たずねれば、イタチさんは「たぶん」と苦笑した。

「さっき見つけたんだけど。どうしようかな……って思って」

「あーなるほど、とっさに隠かくしちゃったわけだ」

「うん。だってほら、御み崎さきとか赫あか音ねに見つかると……ほら、ね？」

　僕の隣となりにかがみ込こんだイタチさんが、河童の子の鼻先を指でちょんちょんと突つつく。

「弱らせろとか退たい治じしろって話になるだろうね、確かく実じつに。よしよし、怖こわくない怖くない」

　そーっと手を出してみたら、

「ひょー」

　小さな河童は幽かすかな声で鳴きながら、僕の腕うでへするすると這はい上あがってきた。

　あ、ちょっと可愛かわいいかも。
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　そして翌よく日じつ、久々の晴れ間が広がる昼休み。

　急いで昼食を終わらせたイタチさんと僕は、水たまりの残るグラウンドの脇わきを歩いていた。

「どう？　元気そう？」

　僕が肩かたから掛かけているカバンをイタチさんがつんつん突く。

　この学校指定の通学バッグ、防ぼう水すい性せいは確たしかだけれどやたらに重く、評ひよう判ばんの悪い一品だ。春先から美術準じゆん備び室しつに放ほう置ちしていたこれを引ひっ張ぱり出だしたのには、もちろん理由がある。

「うん。中でごそごそ動いてるし」

　ずり落ちそうになった肩ひもを掛け直しながら答えると、イタチさんは、ほっとしたように笑えみを浮うかべた。青空の下で見るその笑顔はこれがまた格かく別べつで、僕は無む性しように嬉うれしくなった。

　とか何とかやってるうちに目的地に到とう着ちやく。古びたプレハブが立たち並ならんだ一角、通つう称しよう「部室長屋」の右みぎ端はしから三つ目、写真部と文芸部の間。

「ここ……かな？」

「そう書いてあるしね。僕も来るのは初めてだけど」

　おっそろしく古びたドアをトントンと叩たたけば、聞きき慣なれた気さくな声が返ってきた。

「どうぞー？」

　お目当ての人物はどうやら中にいるようで一安心。

「失礼しまーす」

　初めての部へ屋やにやや緊きん張ちようしながら、僕はぎーっとドアを開ける。書類とファイルとそのほかいろいろが乱雑に積み上げられた部屋の端はし、机に向かってキーボードを叩たたいていた長い髪かみの女子生徒がこちらに振ふり向むいた。

「いらっしゃい、新聞部へようこそ──って、あら珍めずらしい。どうしたの？」

「いや、実はちょっと相談がありまして」

「ふうん？　まあどうぞお入りくださいな」

　新あら井いさんの言葉に「お邪じや魔ましますね」と会え釈しやくしつつ、僕は新聞部の部室へ足を踏ふみ入いれた。物珍しそうにきょろきょろしながらイタチさんが続く。

「今は輝ひかる一人だけなの？」

「うちは基本的に個人主義だからね、みんなが揃そろうのは月イチの編集会議くらい。締しめ切きりまでに自分の原げん稿こう書いて出せば誰だれも文もん句くは言わないのよ」

　新井さんはそう言うと「実は」と苦笑した。

「ちょいと締め切りに追われててねー。昼休みならこの子空あいてるから、使おうと思って」

　そう言うと新井さんは机の上に視し線せんを向け、静かに唸うなる旧式のパソコンをぽんぽん叩いた。ちらつき気ぎ味みのブラウン管には、文章がずらーっと並ならんでいる。

「あ、忙いそがしい時にすみません。もしかしてお邪魔でしたか？」

「ううん、もういいわよ。原稿の区切りもついたし目め処ども立ったし。何のご用かしら？」

　副会長の顔に面倒見の良い笑みが浮かぶ。本当は忙しいのに僕らに気を遣つかってくれてるんじゃなかろうかとも思ったが、ここは善意に甘えさせてもらうことにする。

「ええと、実はですね、新井さん。ちょっと相談があるのですが……」

　僕が肩かたに提さげていたカバンを下ろすと、「何かしら」と新井さんが近づいてきた。

「言うよりも見てもらったほうが早いかな。要するに、この子のことなんですけど」

　昨日のイタチさんみたいなことを言いながらチャックを開ければ、

「ひょー」

　小さな河かつ童ぱがひょいと顔を覗のぞかせる。

「……へえ」

「ひょっ！」

　人間と目が合って驚おどろいたのか、河童はすぐにカバンの中に隠かくれてしまった。

　と、新井さんはすぐに顔を上げ、僕とイタチさんをまじまじと見つめた。「そういうことなの？」と問われたような気がしたので、僕らは顔を見合わせると「そういうことなんですよ」とうなずく。さすが副会長、話が早くて助かり──

「……まさかとは思うけど。あなたたちの、こど」

「違ちがいますっ！」

　前言撤てつ回かい！　何を想そう像ぞうしたんですか今！

「え？　あ、ああ！　そうかそうかそうよねー。経ふみ島しまが河かつ童ぱが出たとか言ってたもんねー。やー、ごめんごめんうっかり誤ご解かいするとこだったわ、もう、ほんとに、あはははははー」

　笑いながら頭をがしがし搔かく新あら井いさんは何だかおかしなテンションだったが、

「そうですよそうですよそうですよ！　だいたい僕はそんなことはしてないし、しようともしてないし万一しようとしたところでイタチさんがそんな」

　テンパり具合ではあいにく僕も負けていなかった。

「正直僕としてはイタチさんはそういうのじゃなくていてくれるだけで嬉うれしい人ですから」

「そそそうよねー白しら塚つかくんはそういう男の子だもんねーごめんねつい私ったらもうほんとに」

「そうですそうですつーか想像力が豊かすぎますよだいたい人とイタチの間に河童が」

「いやもうごめんなさいほんとなんでそんな勘かん違ちがいしちゃったのかな私ってばもう」

　真っ赤になって句く読とう点てん無しの文章を羅ら列れつする僕と新井さん。そんな人間達をイタチさんは不ふ思し議ぎそうに眺ながめていたが、ふと首を傾かしげて尋たずねた。

「……二人とも、どうしたの？　勘違いって何のこと？」

「あ、ああ、それはさイタチさん、要するに新井さんはうっかりこの河童が僕とイタ」

「こらっ！　説明するなっ！」
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　で、そんなこんなで数分後。

「……オッケー。話はわかったわ、クズリちゃん」

　一ひと息いきついた僕が椅い子すに座すわるのを見ると、先に落ち着いていた新あら井いさんは、優やさしくイタチさんに語りかけた。

「その子を仲間のところに帰したいから、目もく撃げき情報が欲しいと。そういうことね？」

　その問いかけに、河かつ童ぱを手にしたイタチさんは首をこくんと縦たてに振ふり、ふと赤い顔で口を開いた。あ、その反はん応のう、もしかして。

「あ、あとね、輝ひかるが何を勘かん違ちがいしてたのかも……わかった」

「……そ、そう」

　再ふたたび照れる新井さん。どうやらイタチさんは自力で結論に辿たどり着ついてしまったらしい。と、思わず手を握にぎりしめてしまったようで、手の中の河童がふいに「ひょっ！」と叫さけんだ。

「あっ、ごめん！」

　慌あわてて手を緩ゆるめるイタチさん。河童が「ひょーひょー」と非ひ難なんするような声をあげる。

　まあ甲こう羅らがあるから潰つぶれはしないだろうし、と思いつつ、僕は改めて新井さんに尋たずねた。

「正直、こんな小さいのを弱らせて消すのはちょっと惨むごい気がするんですよ。それに、このナリならそう悪戯いたずらもできないだろうし、逃にがしても害はないかなと」

「でしょうね。うん、気持ちはわかるわ」

　河童の皿さらにそっと触ふれた新井さんは「あ、湿しめってる」とつぶやいた。

「でもねー。頼たよってくれたのは嬉うれしいけど……河童の巣すなんて情報は届とどいてないのよ」

「あー、やっぱりですか」

　かくんと僕の肩かたが落ち、イタチさんは残念そうに河童を見つめる。

　ここんとこ河童はやたら頻ひん繁ぱんに出現しているわけで、だったら校内のどこかにまとまって暮くらしてるんじゃないか、だとしたらその目撃情報が新聞部ネットワークに届いてるんじゃないか──と期待していたのだが、世の中そう甘くはないようだ。

「せめて、それっぽいタレコミでもあればいいんだけどね。ちょっと見てみよっか？」

　そう言いながら新井さんは手元のマウスを操そう作さしてブラウザを広げると、ブックマークの一つをクリックした。新聞部直営（ただし学校非ひ公こう認にん）の噂うわさ話ばなし収集用掲けい示じ板ばんが画面一杯に開く。どれどれと覗のぞき込こむ僕ら三人。

「学外の人も書き込めるから、ここの情報はあんまり信用してないんだけど……えーと、特別教室棟とうの二階廊ろう下かでヤカンが落ちてきた気がする。これはあんまり関係ないかしら」

「ヤカンズルですね。害はないから放ってありますけど」

「ふーん。誰だれかに服の裾すそを引ひっ張ぱられるけど振り返っても誰もいない」

「あ、袖そで引ひき小こ僧ぞう」

「階かい段だんに立ってる人ひと影かげがどんどん大きくなる。最後まで見てると貧ひん血けつに」

「のびあがりです。あいつ、最近出てなかったのに、また復活したのか」

「えーと、プールで変なお坊ぼうさんを……って、これはもう終わったんだっけ」

「カニなら、やっつけたよ」

「いつもありがとう。あ、これは新しいわよ？　深夜の校庭でゴリラが踊おどっていた」

「……酔よっぱらいの見み間ま違ちがいじゃないですか？」

「そんな気はするわね。こんな目立つのが噂うわさにならないわけはないし」




　と、そんなふうにページをめくっているうちに、昼休みの終わりを告つげるベルが鳴る。

「結局、何も見つからずじまいかー。わざわざ来てもらったのに、ごめんね」

「いやそんな。こっちこそ、相談乗ってもらっちゃって」

「うん。ありがと、輝ひかる」

　どういたしまして、と笑いつつ、新あら井いさんは新聞部室の鍵かぎを閉めた。

「で、その子はどうするの？」

「とりあえずは昨夜と同じで美術準じゆん備び室しつかな、と。あの部へ屋や、ほとんど出入りはないし」

　河かつ童ぱの入ったカバンを見ながら苦笑する僕。

「そっか。じゃ、親が見つかるよう祈ってるわよ。何かあったら連絡するから」

「あ、そうだ。この話、御み崎さきには……」

　イタチさんが慌あわてて何かを言いかけると、新井さんは「大だい丈じよう夫ぶ」と力強くうなずいた。

「経ふみ島しまには言わないから安心しなさい？　もちろん江え戸ど橋ばしにも、あと念のため稲いな葉ば先生にも。どう、それでいいかしら？」

「……うん！」

　イタチさんが嬉うれしそうに笑い、それを見た新井さんも満足げに微笑ほほえむ。

「よーし、女と女の約束ね。あ、白しら塚つかくんもいるから、女と男と女の約束か」

　ありがとうございますと頭を下げる。

　何の成せい果かもなかったけど、この人に相談して良かったなとしみじみ思う僕だった。
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　こんこんこんこん、と美術室の戸を叩たたく。ノック四回は「白塚真しん一いち、一名」の合図。

「真一？　入っていいよ」

　イタチさんの声が返ってくるのを待って、僕はガラガラと戸を開けた。

「また早いなー、イタチさん。今日こそ僕が先かと思ったのに」

「あたしのクラス、ほーむるーむ短いからね。最近急いでるねって言われたけど」

　窓まどの向こうは曇り空。雲の切れ間から差し込む陽よう光こうを背はい景けいに、イタチさんが笑う。

「真しん一いちは？　友だちに何か言われない？　あ、こら、そっちは駄だ目めだよ」

「うちの組では、穂ほ村むらがいつもそんな感じだから。ああ美術部だからなってことで終わり」

　毎日ホームルーム終わった瞬しゆん間かんに「さあ本業の時間だ！」と叫さけんで飛び出していくからな、あの幽ゆう霊れい部員。彼の行動パターンはクラスの全員がとっくに熟じゆく知ちしているわけで、今さら僕が同じようなことをしても目新しくも何ともないのだ。

「ふーん。……こら、そっちは危あぶないって」

　イタチさんは机の端はしを這はい回まわっている河かつ童ぱをそっとつまむと、机の真ん中へ下ろした。

「もう、すぐ落っこちるんだから」

　言われたことがわかっているのか、河童の子は「ひょっ？」と小さく首を傾かしげると、再ふたたびあたりを嗅かぎ回まわり始める。

「ほんとにもう。学習能のう力りよくあるんだろうか、こいつ」

　定てい位い置ちにカバンを下ろし、僕はとりあえず部活の準じゆん備び。もっとも、スケッチブックを広げるだけなので準備ってほどでもないけど。

「仕方ないよ、まだ小さいんだし」

「そういう問題かなあ」

　美術準備室でこいつを匿かくまい始はじめてから一週間、とりあえず河童の子は今日も元気だ。大人の河童が出たら押おしつけようと思ってはいるものの、あれから一いつ向こうに出なくなってしまったので、こうしてずっと世せ話わをしているわけです。

「こら、気を付けないと駄目だよ、河童」

　呼よび名なはずっと「河童」のまま。「せっかく飼かうんだったら名前付けたら？」と提てい案あんしたのだが、イタチさんは「河童は河童だよ？」と相手にしてくれなかったのだ。さすがは初登場の時に「あたしはイタチ、個人名とかないよ」と言ってのけた人である。

「せめて、学校の外に連れ出せるといいんだけど……」

「めちゃくちゃ嫌いやがってたからなあ」

　鉛えん筆ぴつを削けずりつつ、あの惨さん劇げき（ってほどでもないが）を思い出す。

　あそこまで暴あばれるってことは、やっぱ学校に巣すがあったり仲間がいたりするんだろうか。だったら、早いところ引き取りに来てくれないだろうかと本気で思う。幸さいわい、まだ先輩たちには見つかってないけど、何しろ隠かくしてる場所が場所。発見されるのはたぶん時間の問題だ。

「どこから来たのか話せればいいのにねー。ね、どこに帰りたい？」

「ひょひょっ？」

　にこやかに河童の鼻先を突つっつくイタチさん。爬は虫ちゆう類るいっぽい目玉をころころ動かしながら河童が反はん応のうするが、言葉を話しそうな気け配はいは全然ない。今のところわかっているのは、食べ物がなくても頭の皿さらが湿しめってさえいれば元気だってこと、どうやら子どものうちは皿はくぼんでいないってこと、成せい体たいほど力は強くないってこと。あと、

「……こいつ、また茶色くなってない？」

「あ、真しん一いちもやっぱりそう思う？」

　体の色が徐じよ々じよに変わっていくってことくらい。先週はエメラルドグリーンだった体色は、今やほとんどベージュに近い。

「よく見ると、体にふさふさした毛も生えてきてるよね……。大だい丈じよう夫ぶかな、これ」

　病気とかじゃないよね、と僕を見上げるイタチさん。

「うーん、見た感じは元気そうだし。冬毛みたいなもんじゃないかな」

「ふゆげ？」

「動物が冬に備そなえて生やす毛のこと」

　うろ覚えの知ち識しきで解説しながら、尖とがった鉛えん筆ぴつの芯しんをふっと一吹き。

「ねー河かつ童ぱ、真一はへんなことには詳くわしいよね、おかしいね」

　河童をずっとかまっているのだろう、合間合間に「ひょー」と声が聞こえる。しかし「へんなこと」はないよなあ、と思いながら、鉛筆をくるくる回す。

「どうしたの？　何描かこうか悩なやんでるとか」

　まあねと答えつつ顔を上げれば、イタチさんが僕のスケッチブックを覗のぞき込こんでいた。そのてのひらの上では、河童が気持ちよさそうにころころじゃれている。（経島先輩が来るまでの時間限げん定ていとは言え）うらやましい奴やつめと思ったが、それは口には出しませんとも。

「去年の冬はずっと渡わたり鳥どり描いてたし、また今年も描きに行こうかな」

「去年？　真一って『じゅけんせい』だったんだよね……？　あ、登ってきちゃ駄だ目め」

　袖そでを這はい登のぼろうとした河童を押おし戻もどしつつ、イタチさんが尋たずねる。

「まあ一いち応おうは。でもほら、この学校そんなにレベル高くないし」

「ふうん。……こら河童、登ったら駄目だって」

　ランクはまさに中の中。勉強したい奴はもっと上に行くし、そうでない奴にはそうでない学校があるわけで、県立蒼そう明めい高校は地ち域いき内ないでの無ぶ難なんなポジションをきっちり保たもっているのです。そんなことを説明しながら、僕はスケッチブックに視し線せんを戻もどす。

　さて何を描きましょう、と気分を落ち着ければ、地じ味みに切せつ迫ぱくした声が耳に届とどいた。

「あ、こら……そこも駄目。ほんと、ね、駄目だから」

　ん？　何やってんだろう。

　ひょいと無む造ぞう作さに顔を上げ、そして僕は絶ぜつ句くした。

「こ、こら、ほんとに駄目だって……！」

　赤くなりながらイタチさんが叫さけんでおり、その上着の裾すそからはあろうことか河童の足の先が覗いていた。つまり河童の上半身はすでにセーラー服の中、具体的には腹部からさらに上へともぞもぞ進行中いやむしろ侵しん攻こう中ちゆうなのはもはや言うまでもなく以下省しよう略りやく。

　──てめえなにやってやがるこのイグアナもどき！

　というわけで僕は反はん射しや的てきに手を伸ばし、不ふ届とどき者ものの足を摑つかんで引ひっ張ぱり出だそうとしたのだが

「ひょひょっ？」

　惜おしくも逃にがしてしまった。しかも今ので驚おどろいたのか、河かつ童ぱはどんどん上へと這はい進すすんだので、

「え？　あの、ちょ、ちょっと真しん一いち」

「こら、待て河童！」

　それを追った僕もつい勢いきおいで手を伸ばしてしまい、

「よし摑まえた！」

「ひょっ！」

「ひゃああああああっ！」

　不ふ埒らちな妖よう怪かいをぐっと取とり押おさえた僕のてのひらには、なぜか河童だけでなく……ええと、どう言えばいいかな、要するに胸きよう部ぶ周辺の人ひと肌はだの感かん触しよくがこうありありと感じられて「これはまずい」という本ほん能のう的てきな危き険けん信号が打ち鳴らされたその次の瞬しゆん間かん。

「がはっ！」

　僕の体は美術室の壁かべに叩たたきつけられていた。右手に摑んだままの河童が短く叫さけぶ。

　で、何があったかさっぱりわからないまま、とりあえず視し線せんを上げてみれば、

「い……イタチ……さん？」

　完全に臨りん戦せん体たい勢せいに入った妖怪少女が殺さつ気きだった目でこちらを見ていた。

　──さあどうしようと思った時、ガラガラと吞のん気きな音をたてて美術室の戸が開く。

「経ふみ島しまと奈な良ら山やまが来ましたよー。さあ今日も適てき当とうに部活を頑がん張ば──って。何してんの？」

　僕らを見み渡わたして沈ちん黙もくする経島先輩そして奈良山。

　……不可解だろうなあ、この状じよう況きようは。

「えーと……白しら塚つかが河童を凶きよう器きにイタチちゃんに襲おそいかかったがあえなく敗はい退たい？」

「それはないんじゃないかなあ」

　首を傾かしげる先輩に、奈良山がやんわりと突つっ込こんだ。うん、確たしかにそれはない。




「なるへそ。流れはだいたいわかったわ」

「わかっていただけたようで何よりです」

「……ごめんね、真一」

　すぐに状況を理解してくれた奈良山のおかげで、面おも白しろハプニングタイムは意外とあっさり解決していた。真っ赤になりながら頭を下げ合う僕らをにこやかに眺ながめつつ、あの天てん狗ぐは「もうすぐ降ふりそうだけど、ちょっとだけでもね」と絵を描かきに行ってしまったので、今美術室にいるのは先輩とイタチさんと僕の三人。

「つまり、白しら塚つかが河かつ童ぱにかこつけてイタチちゃんを襲おそ」

「襲ってません！　あれは事故です事故！　英語で言えばアクシデント！」

「どうかしらー？　それより諸しよ君くん、私はそろそろアレの話に入りたいのですが」

　そして、何が起きたかさっぱりわかっていない顔で机の上をうろうろしている河童が一匹。

　……要するに、バレてしまったわけであります、はい。

「察さつするところ、こないだの捕とり物ものの時にたまたま見つけちゃったもんだから、それからずーっと二人で匿かくまってたわけね。どう？　はい、違ちがわないなら返事をどうぞー」

　非ひ難なんするでもなく怒おこるでもない抑おさえた口く調ちようが逆ぎやくに怖こわい。僕は思わず謝あやまっていた。

「……その通りです、すみませ」

「あ、あの、御み崎さき……！」

　僕の言葉に割り込むように、ずっと押おし黙だまっていたイタチさんが口を開く。

「あの子は、まだ小さいし、それに」

　必死に何かを訴うつたえようとするイタチさんだったが、

「わかってまんがな、嬢ちゃん」

　先輩はすかさず（なぜか関西弁で）遮さえぎると「ウチかて鬼おにとちゃいまんねん」と肩かたをすくめた。

「……え？」

「おお、傷きずつくなあ、その意外そうな顔。ひょいひょい鳴いてるだけの小動物を駆く除じよするつもりはないわよ、別に。あの犬いぬ神がみ使つかいは河童を毛け嫌ぎらいしてたけど、私はそうでもないし」

　文明人として無む益えきな殺せつ生しようは好みませんのよ、と優やさしく微笑ほほえむ眼鏡の妖よう怪かい博士。

　……ええと、それはつまり？　僕はイタチさんと顔を見合わせ、同時に先輩に尋たずねていた。

「じゃ、じゃあ、この河童……！」

「これからも飼かっていいんですか？」

「ちゃんと責任持って世せ話わするならね？」

「する」

「しますします、つーかしてましたから」

「よーし。でも、親が見つかったら返すのよ──って、なんだこの会話！　私はわんぱく姉弟を抱かかえたお母さんか！　うちはマンションだから犬もネコも飼えませんとか言えってか！」

「知りませんよ」

　自分で自分に突つっ込こみを入れている先輩をさておき、僕らは手を取り合って喜んだ。

「こんなことなら、はじめから隠かくさなくても良かったね……！」

「先輩はてっきり『とっとと干ひ物ものにしてしまえ』とか言うに違いないと思ってたからなー」

「うん……！　あとは『皿さらをどらいやーで乾かわかしてしまえ』とかね」

「言いそう言いそう。いやーほんと良かった良かった」

　そんな僕らを見ていた先輩は「あんたらの中の私のイメージって」と複雑そうな顔でつぶやいたが、すぐにけろりと元に戻もどり、河かつ童ぱの子へ近づいていく。

「さて、せっかくなのでちょいと拝はい見けん。こらこら怯おびえるな、解かい剖ぼうするわけじゃないんだから。よしよし、大人しくしてれば安全は保ほ証しようする、と。……あれ？　河童、こんな色だっけ？」

　左手で河童をつまみ、右手で眼鏡のフレームを押おし上あげながら、先輩が首を傾かしげる。

「茶色くなったんですよ。それに冬毛も生えてきたし。そんな妖よう怪かいっているんですか？」

　説明を加えつつ疑問を尋たずねつつ、先輩の後ろから僕らも河童を覗のぞき込こむ。すると先輩は「んー、どう言ったらいいかしら」と前置きし、茶色の妖怪を持ったままこちらを向いた。

「前も言った気がするけど、妖怪ってのは恐おそろしくバリエーションが広いのよ。何しろ妖あやしいに怪あやしいと書いて妖怪なんだから、それこそなんでもアリなのね？」

　ふんふんと頷うなずきながら話を聞く僕とイタチさん。

「実体のない自然現げん象しようみたいなのもいれば、見た目は生き物っぽくても行動パターンが限げん定ていされまくってるのもいるし、かと思えばイタチちゃんみたいに人間並なみかそれ以上に立りつ派ぱな自じ我がを備そなえてるタイプもいる。ここまでオーケー？」

　再ふたたび、ふんふんと頷く僕ら。経ふみ島しま先生の講こう義ぎは続く。

「で、この河童だけど。こいつらはね、かなり生物学的にリアルな設せつ定ていを持ってる妖怪なの。古い図ず鑑かんだと、魚や鳥と並んで具ぐ体たい的てきな生せい態たいが紹しよう介かいされてるケースも多いわけでさ」

「へえ、そうなんだ」

「なるほど。そこには『色が変わって冬毛が生える』って書いてある、と」

「うんにゃ。そんな文章は見たことないさね」

　あっさり首を横に振ふる先生であった。……なんだそりゃ、真面目まじめに聞いてたのに。

「まあまあ、そう焦あせるな怒おこるな早まるな。私が言いたいのはさ、リアルな動物に近い妖怪なんだから、そういうこともあるかなーってことよ」

「あ、なるほど。そう言われると納なつ得とくできるような……あ、ちょっといいですか？」

「ほいどーぞ」

　先輩から河童を受け取ると、僕は改めてこの奇き妙みような生き物（？）を眺ながめた。

「言われてみれば確たしかに。今まで見た妖怪と比べると動物っぽいですよね、こいつ」

　しっかり実体化してるしね、とイタチさんが横から覗き込んでくる。

「そういうことじゃなくてさ。ちゃんと生きてる感じがするんだよ」

「はい？」

　意味不明なのでわかりやすく説明せよと言いたげに顔を見合わせる美術部女子部員。僕は「だから」と頭を搔かいた。うーん、こういう直感的なことを説明するの、苦手なんだけど。

「たとえばさ。牛うし鬼おにとかカニもデザイン的には動物だし、しっかり実体もあったけど、あいつらには食べたり寝ねたり子育てしたりしそうな雰ふん囲い気きはなかったよね？」

「あ、うん……それは、そうだね」

「あの手の連中はねー。見た目はアニマルでも本質的には突とつ発ぱつ的てきなディザスターに近いかと」

「なぜ中ちゆう途と半はん端ぱに英語なのかはともかく、そうでしょう？　でもこいつは……と言うか、こいつらは、そういうのとは本質的に違ちがうかなーって感じはしてたんですよね」

　僕はそう言うと、左の手の甲こうにへばりついていた河かつ童ぱを右手でつまんで持ち上げた。

「ひょっ？」

「昔は動物図ず鑑かんにも載のってたって話を聞いて、ああやっぱりそうなんだ、って。こいつらはこいつらとしてずーっと生きてきたんだろうし、これからもずーっと生きていくんだろうなーと。そう思わせるムードがないですか、河童って？」

「いや、ないですかと言われてもどうかしらとしか言えないのだけど」

「あたしは、わかるかな。……何となく、だけどね」

「ありがと、イタチさん。まあ、何も食べない時点で生き物じゃないし、デザイン的にもこんな動物はあり得ないんですけど。何類なのかも怪あやしいし」

「爬は虫ちゆう類るいじゃないの？」

　きょとんと尋たずねるイタチさん。僕は「鱗うろこがないからね」と苦笑し、再ふたたび河童に目を向けた。

「ひょー？」

　河童の瞳ひとみがキロッと動く。うん、この目の感じはやっぱ妖よう怪かいよりも動物なんだよな。

「にゃーるほど。そう言えば動物大好きっ子だったっけ、白しら塚つか」

　そういう考え方もあるわけかー。経ふみ島しま先生はしみじみつぶやくと「そうそう」と続けた。

「動物っぽいって話で思い出したネタだけどさ、河童の中には冬になると──」

　と、先輩の講こう義ぎが再さい開かいされようとした時である。

　それはもう唐とう突とつにがらがらぴしゃんと美術室の戸が開き、

「出たよ！」

　フルートを握にぎりしめたショートカットの少女が怒いかりも露あらわに現れた。

「出たって何が。当確？」

「選挙当日に開かい票ひよう結果を待つ政治部の記者ですかっ！　そうじゃなくて河童です河童！」

　怒りに我を忘わすれても先輩への突つっ込こみは忘れない滝たき沢ざわさんであった。真面目まじめな人だ。

　で、その傍かたわらには赤くて大きい透とう明めいの犬。こっちは割と落ち着いている。

「や、やあ滝沢さん。ライカも元気そうだね」

　河童の子をさりげなく背せ中なかに隠かくしつつ、なるべくにこやかに挨あい拶さつしてみる。

「やあじゃないっ！　ライカもへらへら尻尾しつぽを振ふらない！　ほら行くよ白塚！」

「いや、行くけどさ。何もそんなに怒おこらなくても」

　なだめながら、後ろに回した河童の口をそっと押おさえた。

　……くれぐれも鳴くなよ。見つかったらたぶんお前は殺される。

「伊達だてさんも先輩もぼさっとしてないで手伝って！　早く！　さあ、さあっ！」

　頭から湯ゆ気げを噴ふき出だしながら出動を促うながす犬いぬ神がみ使つかい。孤こ高こうの妖よう怪かいハンターとしてイタチさんを襲おそった時でさえ、もうちょっとクールだったんだけどなあ。……まあ、理由はわかるけど。

「……また？」

「まただよ！　性しよう懲こりもなく、ぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺたとっ！　ああ、思い出すだけで腹が立つっ！」

　あ、やっぱり。滝たき沢ざわさん、そんなに河かつ童ぱ好ずきする（ごにょごにょ）なんだろうか。

「何を見てるんだよ白しら塚つか！　ぼくの臀でん部ぶはそんなにヘンか！」

「いや臀部ってそんなストレートな」

　具体的な表現を控ひかえていたこっちが馬鹿みたいじゃないですか。

「うるさい！　……あいつら、もう許ゆるさない。皿さらをドライヤーで炙あぶって干ひ物ものにしてやる！」

「おお、そのフレーズがリアルで聞けるとは。それはそうと犬いぬ飼かい笛ふえ子こ……あんた今『あいつら』って言った？　出たのは一匹じゃないってこと？」

「少なくとも二匹は見ました。場所は教室棟とう一階女子トイレ。そしてぼくは滝沢赫あか音ね」

　キッと先輩を見返す滝沢さん。逆ぎやく上じようしながらも指し摘てきすべきポイントを逃のがさないあたりがさすが委員長であるなあ、と思っていたら、ふとポケットの中で携けい帯たいが震ふるえた。右手で引ひっ張ぱり出だして（左手は河童を隠したままなのだ）、発信者を確認する。

「新あら井いさん？　──はい、もしもし、白塚ですけど」

「あら早い。おめでとう白塚くん、お探さがしの河童、やっと出たみたいよ？　今、それっぽいのを見たって通つう報ほうがあってね。情報源は江え戸ど橋ばしだから、信用してもいいと思うけど」

「あー、その話、こっちでも聞いてる最中なんですよ……って、見たのは会長ですか？」

「うん。急にお尻を撫なでられてね、振ふり返かえったら甲こう羅らを背せ負おった小さい影かげが走り去っていったとか。え？　あーはいはい、どれだけ気持ち悪かったかは後でじっくり聞いてあげるからね。あいにく私は今白塚くんと電話中なの。生徒会長だったら静かにしてなさい、ね？」

　どうやら江戸橋さんが怒おこられているらしい。相変わらずの仕切りっぷりに感心しつつ、僕はふと首をひねった。滝沢さんによれば出現ポイントはあの場所なわけで。何してたんだ会長。

「あの……新井さん？　河童が出た場所って、一階の女子トイレですよね？」

「ううん、第三職員室前だけど。そうよね江戸橋？　聞いてないことは答えなくていいから」

　再ふたたび生徒会長に釘くぎを刺さす新井さんの声。あれ、どうも話がおかしいぞ。

「ふーむふむふむ。トータルで三匹は出たってことか。しかしなぜ今日に限かぎって」

「何を悩なやむことがあるんですか！　ほら、早く行かないと」

　先輩が考え込み、委員長が怒いかり、僕とイタチさんは顔を見合わせる。と、おりしもそこへ、白い毛の房ふさに小さな手を生やした珍ちん妙みような生き物（？）がどこからともなく飛ひ来らいした。

「こんこん」

「うわっ、何だこの白いの！」

「あ、キツネが使う管くだ狐ぎつねだよ。真しん一いちは見るの初めてだっけ」

　イタチさんは事も無げに「管狐」とやらに近づき、そいつの口元に耳を寄せる。

「ふんふん、ふん。……うん、わかった。ありがと」

「こん」

　情報伝達を終えた管狐は、すーっと飛んで去っていく。イタチさんはそれを「ばいばい」と見送ると、実に気まずそうに「えーとね」と口を開いた。

「嫌いやな予感がするのであまり聞きたくないです」

「うるさい白しろの字じ。河かつ童ぱがまた出たんでしょ？　今度はどこだって？」

「……それが、ね。体育館裏うらと倉そう庫こ棟とうと調理室と生徒相談室と三年の教室」

　──何ですと。

「何だよそれ？　いったい全部でどれだけの……！」

　滝たき沢ざわさんが絶ぜつ句くする。

「あれ？　もしもーし？　白しら塚つかくーん？　聞こえてるー？」

　携けい帯たいの向こうの新あら井いさんの声だけが、静まりかえった美術室に響ひびいていた。
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「よ、お先。どう、奈な良ら山やまには連絡ついた？」

　気さくな声に呼よばれて見上げれば、屋おく上じようへ通じる扉とびらの前で、経ふみ島しま先輩が笑っていた。

「留る守す電でんでした。あー、しんど」

　僕は先輩の隣となりで立ち止まると、荒あれた息を整える。河童を追って校内を駆かけ回まわっていた疲つかれが今さらのようにどっと出た。

「一いち応おう、メールは送っときましたけど、あいつ携帯全然見ませんから。ぜはー」

「天てん狗ぐの助けは期待するなってことか。ま、いつものパターンだけどね」

「ですね。……あ、イタチさんと滝沢さんは？」

「連絡したからもう来る頃ころよ。とりあえずは待たい機きね、私らだけじゃ無力だし」

　へらへら笑うジャージの少女。確たしかに、と僕は肩かたをすくめた。

「しかし、ほんとなんですか？　学校中に湧わいた河童が屋上に集まってるってのは。やたら上に行こうとしてたのは知ってますけど、あいつらには実体があるし、ここ閉まってますよ」

　ゴンゴンと金属製のドアを叩たたく。すると先輩は「ほんとだっつーの」と言い返した。

「私は見たんだから。言ったでしょ、廊ろう下かの窓まどから飛び出したかと思えばそのまま飛んで、いや、空気中を泳いでって言ったほうが近いのかな？　とにかくそんな感じで屋おく上じように向かったんだって。──とか言ってる間に校内に散っていた精せい鋭えいたちが今ここに集つどった」

　階かい下かに向かって手を振ふる先輩。どれどれと思って見下ろせば、階かい段だんを駆かけ上のぼってくる滝たき沢ざわさんとイタチさんの姿すがたが見えた。

「遅おそくなりました！　河かつ童ぱはその向こうですね！」

「ごめん、真しん一いち、御み崎さき。遅おくれたかな？」

　イタチさんは階段の途と中ちゆうで立ち止まったが、滝沢さんは階段を上り切ったかと思うと、迷まようことなくドアノブに手を掛かけ「開いてないの？」と悔くやしげに言った。その傍かたわらのライカは、ドアの向こうの河童の妖よう気きをすでに感じているのだろう、低い声で唸うなり続つづけている。

「まあ待ちなさいってば犬いぬ神がみ使つかい。そろそろブツは到とう着ちやくするはず」

　経ふみ島しま先生が滝沢さんをなだめている間に、僕はイタチさんのそばへ駆かけ寄よった。

「……あのさ、あいつは？」

　あいつってのは、さっき美術室を出るときに預あずけた河童の子のこと。と、イタチさんは申もうし訳わけなさそうに目を伏ふせ、小声で言った。

「それが……ごめん、真一。逃にがしちゃった。ちょっと大きい河童がいたと思ったら、あの子、あたしの手からするっと抜ぬけて……」

「抜けたって。それ、飛んで逃げたってこと？」

　うん、とうなずくイタチさん。苦笑を浮うかべてはいるが、心なしか寂さびしそうに見えた。

「あー、そっか。でも、もともと返すつもりだったんだし、良かったんじゃないかな」

「それは……そうだね、うん。ありがと、真一」

　空から元げん気きかもしれないけど、とりあえずイタチさんは微笑ほほえんだ。

　どういたしましてと笑いつつ、僕はふと考える。あのチビまでが飛んだってことはだ。飛行能のう力りよくは、成長度合に関係なく全部の河童に同時に備そなわったってことなのか？

「こんこん」

　そこへ、小さな鍵かぎをくわえた管くだ狐ぎつねが現れた。鍵のラベルには「屋上」の文字。

「よし、待ってました！」

　鍵を受け取った先輩は「たまには手伝えってあんたの主人に伝えな」と白い獣けものを送り出し、

「──さあ、皆みなさん心の準じゆん備びはいいですかー？　はい時間切れ開けまーす」

　誰だれの返事を待つこともなく（じゃあ聞くな）、あっと言う間に鍵を回した。

　ぎい、と鈍にぶい音をたて、思い扉とびらがバタンと開く。

　雨が降ふる前独特の湿しめった外がい気きが、僕らを撫なでるように階段へと流れ込む。

　どんより曇った空の下。

　コンクリートの平面の上へ、僕らは揃そろって足を踏み出し──そして同時に息を吞のんだ。

「……どこにいたんだ、こんなに」

「凄すごい数……！」

　驚おどろきを通り越して呆あきれる僕、すかさず身み構がまえるイタチさん。

「五匹や六匹ではきかないと思ってたけど……！　ライカ、構かまえろ！」

「わんっ！」

「秋風に湧わいて群むれるか屁への河かつ童ぱ。詠よみ手て、経ふみ島しま御み崎さき。季語は秋風ですね、ええ」

　犬いぬ神がみコンビが臨りん戦せん体たい勢せいに入り、残った一人は相変わらずだ。ほんとにもうこの人は。

「ひょっ？」

「ひょひょっ？」

　ドアの開く音に反はん応のうしたのだろうか。ぺったぺったと屋おく上じようを走り回っていた数十匹の河童は一いつ斉せいにこちらを振ふり向むくと、ささっと中央に集まった。

「ひょひょひょひょひょ」

　ざわざわと群れる河童たち。比ひ較かく的てき小さい個体は内側に、大きい個体（と言ってもせいぜい一メートルだけど）は外側に。草食動物なんかではおなじみの行動パターンだ。

「あらー。なかなか動物っぽい行動だわね」

　ふむふむと確かく認にんするように先輩がつぶやいた。

「確たしかに。しかし、めちゃくちゃ警けい戒かいされてますね、僕ら。どうしたもんか」

「……おとなしく、どこかに行ってくれればいいんだけど……」

「そんな雰ふん囲い気きじゃないよ。……と言うかさ、君たち、何でそんなに吞のん気きなわけ？」

　一歩前に出ていた滝たき沢ざわさんが振り返り、キッと僕らを睨にらみつける。

　うーんそう言われてもなあ、と顔を見合わせる美術部トリオ。

「なんでかな、御崎」

「もっとワイルドアンドデンジャラスな妖よう怪かい、けっこー見てきたからねー。これぐらいじゃ別に驚おどろかなくなっちゃったのかも。慣なれって怖こわい」

「ですねー。こいつら、数は多いけど」

　そんなに凶きよう暴ぼうそうでもないし──と、僕が肩かたをすくめながらそう言いかけた時である。

「ひょっ」

　僕らの様よう子すを窺うかがっていた数匹の成体河童（たぶん）が、じりじりっとこちらに歩み寄った。

「来る気？　させるもんか、吠ほえろ、ライカっ！」

　滝沢さんの一いつ喝かつ。いやたぶんそいつらは警戒してるだけだから手を出すのはちょっと待った、つーかその攻こう撃げきはストップ──と僕が叫さけぶ間もなく、犬神ライカがすかさず吠えた。

「ワオオオオオオオオオオン！」

「ひょっ！」

　魔ま除よけの効こう果かがあるという鳴き声が屋上に響ひびく。僕らに近づいていた河童たちは、その効こう果かを肌はだで感じたのか、びくんと反はん応のうして足を止めた。

「やっぱり、この程てい度どじゃ散らないか。小さくても実体化してるだけのことはある……！」

「うう……」

　悔くやしげにつぶやく滝たき沢ざわさんとライカ。そんな一人と一匹を、河かつ童ぱの群むれがぎろぎろ睨にらむ。

「犬いぬ神がみ使つかい、あんた今ので確かく実じつに敵てき認にん定ていされたわよ。ちなみに私は無関係だからねー」

　経ふみ島しま先輩がさりげなくするすると後こう退たいしていった。抜ぬけ目めのない人だ。

　ちなみに、僕は何をしていたかと言うと、

「ギリギリ間に合った……かな？　大だい丈じよう夫ぶ、イタチさん？」

「うん。ありがとう、庇かばってくれて」

　反はん射しや的てきにイタチさんに覆おおい被かぶさっていたのであった。

　そう。滝沢さんは気付いてないようだが、ライカの鳴き声はその場の全妖よう怪かいが対たい象しようとなる無む差さ別べつ攻こう撃げき。イタチさんにもばっちり効きくのだ。もうちょっと考えて吠ほえていただきたい。

「ほんとに？　倒たおれたりしないよね？」

　幸さいわい、そうたいしたダメージにはなっていないようで何よりだけど。やれやれ。

「今の、あたしのほうには向いてなかったから。ちょっとだけ、くらっとしたけど、もう大丈夫だよ。……だから……あの、そろそろ離はなしてくれると嬉うれしい……かな？」

　イタチさんが苦笑した。残念だけど、そう言われちゃ仕方ない。僕が大きく両手を広げると、イタチさんは「ありがと」と微笑ほほえんで身を引く。妙みように芝しば居いがかった動きになってしまったのがおかしくて、どちらからともなく小さな笑いが漏もれ──

「こら、そこの夫婦めおと漫まん才ざい！　和なごやかに笑い合ってる場合じゃないだろ！　手伝ってよ！」

　委員長の怒ど声せいが後こう頭とう部ぶにガツンと響ひびいた。そちらを振ふり返かえってみれば、

「しつこいっ！　ライカ、もう一発！」

「ワン！」

　わらわら群むらがる河童を相手に、犬神コンビが奮ふん闘とうしていた。摑つかみかかろうとする河童の手を機き敏びんにいなしつつ、滝沢さんが指示を飛ばし、それを受けたライカが的てき確かくなシャウトを放つ。見み事ごとな連係プレーだが、滝沢流お清めボイスではどうやらトドメには至いたらないようだ。

「ああもうっ！　キリがない！」

　一時的に河童を吹っ飛ばすことはできるものの、すぐに起き上がって飛びかかってくるんだから、確たしかにこれはキリがない。せめて転ころばせて皿さらの水を奪うばえればいいのだけれど。

「ひょっ」

「その小こ賢ざかしさがムカつくな、もう！　大人の知恵ってことか」

　この河童たち、吹っ飛ばされる時にはしっかり皿を押おさえるのである。さすが大人と言うべきか。僕や奈な良ら山やが足を引ひっ掛かけていたあいつらは、まだ成長途と中ちゆうの幼よう体たいだったらしい。

「つまり、どこかに群むれて隠かくれてたけど、たまに子供が遊びに出ちゃったってことか」

　ありそうな話ではある。しかし、何で今日になって群全体が動いたんだろう？　それに、あの河かつ童ぱたちの行動を見てると、滝たき沢ざわさんをどうこうしようと言うよりはむしろ、この場所を守りたいように見えるんだよなー。

「縄なわ張ばりに入ってくるなってことか？　でも、何でまた屋おく上じようなんかを」

「さっきから何を一人でぶつぶつと！　まあ白しら塚つかはそもそもアテにしてないけど！」

「……滝沢さんはたまにサラッとひどいことを言うよね」

「事実だろ！　それはそうと──伊達だてさん！」

　その声に、所しよ在ざいなげに僕の後ろに回っていたイタチさんはハッと目を上げた。

「君は戦える人なんだから！　鎌かま鼬いたちでも炎ほのおでもいいからさ、早くこいつらを──」

　ライカに守られながら滝沢さんが叫さけぶ。

　だがイタチさんは、申もうし訳わけなさそうに、しかしきっぱりとその頼たのみを断ことわった。

「……できないよ、そんなの」

「何を今さら！　ぼくだって別に完全に退たい治じしろとまでは言わないよ、せめて弱らせて」

「だから、それができないの……！　あたしの術、この子たちに使ったら……」

　使ったら、どうなるのか。イタチさんは言わなかったが、その答はすぐわかった。

　水分で生きている河童のことだ。炎を使えばそりゃ簡かん単たんに倒たおせるだろう。ただし、直じか火びで炙あぶられた河童がその後どうなるかは考えたくもない。

　じゃあ鎌鼬は？　あれこそ何の加か減げんもできない、問もん答どう無む用ようの切せつ断だん技わざだ。河童は見た目より体力があるとは言え、鎌鼬に耐たえるとはとうてい思えない。つまり結果は同じ。

「強すぎるから、手が出せない──ってことか」

「うん……真しん一いちの言う通り。それに、この子たち、まだ何も悪いことしてないんだから」

「あのね！　ぼくだって鬼おにじゃないし伊達さんの気持ちもわかるけど！」

　滝沢さんの叫びがイタチさんの言葉を遮さえぎる。

「じゃあ、こいつらをこのまま放っておけってこと？」

「え。……それは」

　圧あつ倒とう的てきな剣けん幕まくで迫せまる委員長。口ごもるイタチさんを見かねて、僕は思わず口を挟はさんだ。

「ちょっと待ってよ滝沢さん。手が足りないってんなら、たとえばほら……そう！　僕の体、自由に使っていいからさ！」

「し、真一？」

　何を言い出すんだこいつは、と言いたげな顔でイタチさんが僕を見る。だが犬いぬ神がみ使つかいさんはすぐに察さつしてくれたようで「ライカを取とり憑つかせろって？」と僕を見た。

「残念だけど白塚。あれは、誰でもいいってわけじゃないんだ」

「体力がある人のほうがいいんだろ。まあ、そりゃ僕は強くは」

　ないけれど、と続けようとすれば、滝沢さんは「違ちがう」と言い切った。

「まあ、体格はいいにこしたことはないけどね、問題はそこじゃない。彼ひ岸がんの気け配はいを感じにくい人ほど、ライカとの同どう調ちよう率りつは上がるんだ」

「あ、そうなの？　何で？」

「理由はぼくも知らないよ。とにかくそういうわけだから、白しら塚つかみたいに妖よう怪かいが見えてる人は素そ体たいとしては使えない。せいぜい爪つめが伸びる程てい度ど、何の戦力にもならないよ」

「……さいですか」

　初戦の時、合体相手に先輩を選んだのはそういうわけか。今さら納なつ得とくする僕だった。

「わかった？　わかったなら黙だまってて。──だからさ、伊達だてさん」

　何も言えなくなった僕を無む視しし、滝たき沢ざわさんがイタチさんへと向き直る。

「今は伊達さんしかいないんだ。ぼくの言ってること、わかるだろ？」

「それは……うん。だけど、でも」

「屋おく上じようで暴あばれてる分にはいいよ。でも、こいつらが校内になだれ込んだら？　お尻しりを撫なでて回まわるくらいならいいけど、尻しり子こ玉だまってのを抜ぬき出だしたらどうなると思うんだ！」

「ちょっと落ち着けってば滝沢さ」

「いいよ、真しん一いち。赫あか音ねの言ってることは間ま違ちがってない」

　僕の言葉を遮さえぎるようにイタチさんが口を開いた。それを聞いた滝沢さんはキッとイタチさんを見み据すえ、イタチさんもまっすぐにそれに向き合う。

「わかってるなら！」

「……だけど！」

　そして、二人の少女がお互いの思いをまっすぐぶつけ合おうとした正にその瞬しゆん間かん。

「重いわっ！」

　それはもう唐とう突とつに、そしてなおかつ強ごう引いんに、あっけらかんとした声が割り込んだ。

「ふー、間かん一いつ髪ぱつ。危あやうく、妖怪『重い空気シリアス』に場が支配されるところだったわ。私としたことが、思わず見かねて隠かくれ場ば所しよから出てきてしまったのだぜ、やれやれ」

　二人の間でわざとらしく額ひたいの汗あせを拭ぬぐうのは、言わずと知れた経ふみ島しま先輩だ。ぽかんとする一年生をぐるりと見み渡わたすと、ジャージ姿すがたの上級生は「そう熱あつくなりなさんな」と微笑ほほえんだ。

「ですけど先輩！」

「落ち着け後輩！　あのね滝やん、まだ起きてもいない事件のことで悩なやんでどーすんの。河かつ童ぱは今日まで誰だれ一人手に掛かけてないんだから、そこまで危き険けん視しする理由はないはずでしょ？　悲ひ観かん主義が一いち概がいに悪とまでは言わないけど、まずは頭を冷やして現状を見み据すえませんこと？」

　口ごもる犬いぬ神がみ使つかい。先輩は「あんたは偉えらいと思うけどね」と滝沢さんの肩かたを優やさしく叩たたき、そしてイタチさんに向き直った。

「あとさ、イタチちゃん」

「……え、何、御み崎さき？」

「そんなに気き負おう必要ないんだってば。別に妖怪退たい治じは義務でも使し命めいでもないんだからさー。放課後は自主と自立の時間だし、それに何よりイタチは自由な妖よう怪かいでしょうが。力があるからやらなきゃいけないわけじゃない。嫌いやならはっきり言えばいいのよ。オッケー？」

　首を傾かしげる経ふみ島しま先輩。それを見たイタチさんは、小さく、力強くうなずいた。

「……うん、わかった。ありがと、御み崎さき」

「よーし、良い笑え顔がお！」

　先輩はイタチさんの肩かたをどんと叩たたくと、にかっと頼たよれる笑えみを浮うかべる。

　かなわんなあ、この人には。こういう時はちゃんと年上に見えるから不ふ思し議ぎなもんだ。

　……で、ここで終われば綺き麗れいなオチだったんだけど。

「そう！　たとえ、そこで犬いぬ神がみが食い止めてる河かつ童ぱを放ほう置ちして、結果的に学校中が百ひやつ鬼き夜や行ぎような大パニックに陥おちいったとて！　私らが責せめられる筋すじ合あいは全く無いのさっ！」

　わっはっはと景気よく笑うジャージの人。いきなり気まずい空気が僕らを包む。

　わんわんわん。

　必死に河童を吠ほえ散ちらしているライカの声がとても悲しく響ひびきます。

「……えーと、先輩？　今のお言葉に感動した手前言いづらいんですけど」

「む。何かね、役に立たない白しら塚つか真しん一いち」

「ほっといてください。つーか、その校内百鬼夜行な事じ態たいはできれば避さけたいんですが」

　それはまあそうだね、とうなずく滝たき沢ざわさんとイタチさん。先輩は「贅ぜい沢たくを言うね君たちは」と僕らを睨にらんだが、すぐにニタリと笑って付け足した。

「だ・け・ど。その願いは意外と叶かなっちゃったするかもなのよ？」

「え？」

　顔を見合わせる一年生。すると小さなジャージの先生はいたずらっぽく指を振ふった。

「だからさー。そもそもあの連中はなんで屋おく上じように集まったのかって話よ。さて真一くん、動物が一家総出でうろつく場合としてはどんなケースが考えられるかな？」

「え？　えーと……狩かりってことはないですよね」

「うん違ちがう。で、真一くんが悩なやんでる間に話を先に進めるけど」

　実にひどい先生である。そして「早く先を」と促うながす女子生徒コンビもなかなかひどい。

「ほら、あのヒョーヒョーって鳴き方とか、体の色が変わるとか、どっかで読んだ気がするなーと思って調べてたのよね。そしたらこれがたぶんビンゴだったってわけ」

　先輩はポケットからＰＤＡを引ひっ張ぱり出だし、ぽんと叩いた。あれで調べたってことか。

「さっき白しろの字じには言いかけたんだけどさ。河童の中には、冬になると……あ、雨だ」

　ふと説明を中ちゆう断だんし、先輩は曇った空を見上げた。

　そして、その言葉を証明するかのように、雨音がコンクリートを叩き始めた。

「あちゃー、やっぱ降ふってきたか。んじゃ続きは中で」

　肩をすくめてドアへ向かおうとした先輩を、滝沢さんが引ひき留とめる。

「ちょっと待ってください！　あいつら、皿さらが濡ぬれてる限かぎりは弱らないんですよ！」

　そこで言葉を切った犬いぬ神がみ使つかいは、悔くやしそうに河かつ童ぱの群むれに目を向けた。そこには、水を補ほ給きゆうされてすっかり元気になり、喜々として大だい進しん撃げきを開始する河童たちの姿すがたが──なかった。

「──あれ？」

「おとなしく……なってる？」

　イタチさんの言う通り。ライカに組み付いていた（実体がないのですり抜ぬけるのだけど）やつらだけじゃない。屋おく上じように集まった数十匹の河童の全てが、澄すんだ声で鳴きながら、天を仰あおいで直立していた。

「ひょーひょー」

　その風景は妙みように厳げん粛しゆくで神しん妙みようで、僕は雨を避よけることを忘わすれて見入ってしまっていた。イタチさんも滝たき沢ざわさんも、そしてライカでさえ、黙だまりこくったまま河童たちを見つめている。

「ああもう、眼鏡が濡れてしまいましたがな」

　一人だけドアの内側へ避ひ難なんしていた先輩が茶ちや化かすように言ったその時だ。

「──ひょーう」

　群の中でもひときわ大きい河童が、高い高い声で大きく鳴いた。と、それに呼こ応おうし、

「ひょーひょー」

「ひょーひょー」

「ひょーひょー」

　全ての河童が同じリズムで鳴き出したかと思うと──一いつ斉せいに床ゆかを蹴けり、飛んだ。

「え……噓うそ」

「へえ……」

「おお、絶ぜつ景けいかな絶景かな」

　それこそ空気の中を泳ぐように。

　軽かろやかに、そして伸びやかに手足を動かしながら。

　砂色の体の河童の群が、次々と雨の空へと飛び上がっていく。空高く上った一団は、綺き麗れいに一列に並ならんだかと思うと、遠くに見える山の方角へと向きを変えた。

「──そうか！　移い動どうだっ！」

「うわ、びっくりしたっ！　どうしたんだよ白しら塚つか」

「さっきの先輩の質問の答だよ！　群を作る動物が、一家で揃そろって出歩くことなんてまずあり得ない。あるとしたら、それは群全体が別の場所に移うつる時だけだ！　そうか、あいつら、移動の途と中ちゆうだったんだ！」

　ああそうかそうかと納なつ得とくしながら、僕は空飛ぶ河童に目を向ける。

　と、雨宿り中の先輩が「ご名答」と笑った。

「──ヒョウスボは河童の一名なり。又またヒョウズンボとも言ふ」

　何かを引いん用ようしているのか、いつもと違ちがった静かな口く調ちようだ。

「ヒョウヒョウと鳴く故ゆえ、その名あり。夏は河かわに棲すみしが、冬来たりなば鳥の如ごとく飛びて山へ入り、山童ヤマワロとなる由よし、古老より伝え聞いたり──ってね。あいつらは、夏は河にいて、冬には山に入るタイプの河かつ童ぱなのよ」

「ああ、なるほど……。漂ひよう鳥ちようみたいなもんですね」

「ひょーちょー？」

　首を傾かしげるイタチさん。季節ごとに棲む場所を変える鳥のことだよ、と僕は説明する。

「まあそんな感じかしら。もっとも、鳥と違ちがって性質まで変わるんだけど。夏は河童で冬は山童ヤマワロ。連中、季節に応おうじて別の妖よう怪かいになるのよ。つまり、そこに飛んでるあいつらは」

「もう河童じゃない。いや、とっくに河童じゃなくなってた……？」

「そ。たぶん滝たきやんの推すい測そくは正しい。茶色い肌はだとか体毛とか見ればわかるんだけど、山童になりつつあったのよ。そもそも川を離はなれてる時点で河童じゃないし。で、この学校には、移い動どう中ちゆうにたまたま立ち寄っただけなんじゃないかと思うのね？　なぜならば」

「ああ。妖怪には居い心地ごこちいいからね、ここ」

「……イタチちゃんの言う通りでしょうね。まだ河童の性質が完全に抜ぬけ切きってなかったから、人の尻しりを撫なでたりはした。だけど本質はもう河童じゃないから」

「尻しり子こ玉だまを抜かなかった──ってことですね！　なるほど！」

　僕が思わずそう言うと、先輩は「ええそうよ」と憮ぶ然ぜんとつぶやき、こちらを睨にらんだ。

「なぜお前らは私の台詞せりふを奪うばうのだー！　解説は非ひ力りきな私の唯ゆい一いつの見せ場なのに！」

「それならご心配なく。先輩は普ふ段だんから十分に目立ってます」

「あ、あらー、そう？　嬉うれしいことを言ってくれるわねー。お姉さん感激しちゃうかもー」

「キャラを統とう一いつしてくださいよ」

「そいつはできない相談なのさ？」

　胸むねを張はる先輩、それを見て呆あきれる僕。なんだかすっかりいつものノリである。

「……そういうことなら、最初からそう言ってくれればいいのに」

「ほんとだよね」

　滝沢さんが肩かたをすくめ、イタチさんが笑う。ややあって、二人は顔を見合わせて苦笑した。

　とりあえず仲直りはできたのかな？　安心しつつ再ふたたび空を見上げれば、河童たちの体は次し第だいに薄うすく透とう明めいになっていき、やがて空に溶とけ込こんだかのように見えなくなってしまった。

「学校以外の場所では実体化できないのかな、やっぱ」

「……でも、そのほうがいいかも」

　安心した口調で、それでいてほんの少しだけ淋さびしげにイタチさんがつぶやいた。消える間ま際ぎわ、小さな河童が一匹、こちらを振ふり返かえったようにも思えたけど……たぶん気のせいだろう。

「とりあえず、中に入らない？」

　滝たき沢ざわさんのその意見はもっともだったので、僕らはぞろぞろドアへと向かった。

　お帰りー、と先輩が手を振ふって迎えてくれる。

「でも、あいつら、なんで今日まで待ってたんでしょう。雨なら先週も降ふってたのに」

　何となくそう尋たずねてみれば、経ふみ島しま先輩は「言ったでしょ」とニヤリと笑った。

「冬になったら山に入る。それがあいつらのサイクルなのよ」

「いや、それは聞きましたけど。まだ十一月になったばっかりですよ？」

「だったら今日は何の日だと思う？　はい遅おそい。答はね──立りつ冬とう」

「え？　あ」

　息を吞のむ僕らを楽しそうに見み渡わたすと、先輩はしみじみと空を見上げた。

「そ。暦こよみの上では冬は今日からなのよ。意外と律りち儀ぎなのね、あいつら」




　　　　＊＊＊




「ただいま帰りましたー」

　やや乱らん暴ぼうに言いながら、美術室の戸を開ける。

「おう、おつとめ御ご苦く労ろうさん。美人教師のカウンセリングは楽しかったかしら？」

「楽しかないです」

　ぶっきらぼうに答えれば、イタチさんが同どう情じようするような笑えみを浮うかべてくれた。

「相手がキツネだもんね……。おつかれさま、真一」

「ありがとう、イタチさん。あ、新あら井いさん、こんにちは」

「お邪じや魔ましてるわよー。──って、何かあったの？」

　不ふ思し議ぎそうに新井さんが尋たずねてきたが、僕は「ちょっと」と言葉を濁にごして席に着いた。

「わ、荒あれてるわね。彼にしちゃ珍めずらしいけど、ほんとどうしたの、クズリちゃん？」

「え。うーん……どう言ったらいいかな……御み崎さき、お願い」

「自じ業ごう自じ得とく。この馬鹿、よせばいいのに、またぞろ妖よう怪かいの絵を描かいて出しゆつ展てんしやがったのよ。で、そこそこの賞は取ったんだけど。えーと、どんな選せん評ぴよう喰くらったんだっけ？」

「集団で空を飛ぶ河かつ童ぱは性的欲求不満のメタファーなので心のケアが必要なんだそうです」

　心の底そこから棒ぼう読よみで答える僕。見たまんまの風景を描いただけなんですけどね！

「ドンマイドンマイ。作者と作品は別物なんだから。気にしちゃ駄だ目めよ、そんなの」

　励はげますように新井さんが僕の肩かたを叩たたいてくれる。

「ありがとうございます。まあ、そりゃそうなんですけど」

　妖怪が見えるってのも難なん儀ぎなもんだなあとしみじみ思う。春からこっち、色々あったけど、こういう災さい難なんまでは予想してませんでした。
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「甘あま酒ざけはござらんか」

　美術室の戸がノックされたので開けてみたら、ぼろぼろの着物を纏まとった老ろう婆ばが立っていた。

　……えーと、どうしよう。

　僕が固かたまっていると、ストーブ前の特等席で読書中だった経ふみ島しま先輩が立ち上がる。

「あー、返事しなくていいわよ白しら塚つか。ほれ、とっとと去いね去ね」

　しっしっと先輩が手を振ふれば、謎なぞの老婆は悔くやしげな表情を浮うかべながら去った。

　こちらもストーブの近くで寝ねていたライカが、今さらながら「わん？」と頭を上げたが、すぐに昼ひる寝ねに戻もどってしまった。もうモデルは終わったのだけど、滝たき沢ざわさんが部活に行ってる間は美術室でくつろぐのが定番になってるよな、この犬。

「最近、新顔が多いわねー。さすがの私もちと食しよく傷しよう気ぎ味みだったり」

「ここんとこ日替わりで出てますもんね。で、今のって？」

「甘酒婆ばばあ。玄関で甘酒がないかって聞く妖よう怪かい。ないって返事すると熱病になるから注意」

「……嫌いやな引ひっ掛かけですね、それ」

　呆あきれながらストーブのそばの椅い子すに戻り、白黒が並ならぶ盤ばん面めんに向き直る。さて、オセロ再さい開かいだ。

「もし、あるよって答えたらどうなるの？」

　そう尋たずねたのは、僕の対たい面めんに座すわっていたイタチさん。満足して帰るのかな、と続ける妖怪少女だったが、先輩はきっぱり首を振ふった。

「いや。熱病になるわ」

「何ですかその酷ひどすぎる二に択たくは」

「私に聞かれても困こまるわよ、甘酒婆はそういう妖怪なんだからさー」

　先輩はけらけら笑うと、ページを開いたまま伏ふせてあった分厚い本を手に取った。

「そういうもんだと言われると納なつ得とくするしかないですけど。あ、今の手、待った」

「真しん一いち？　始める前に、待ったなしって言ったよね？」

「……くっ。ごめんなさい」

　素す直なおに頭を下げると、イタチさんは「よし」と笑う。どんどん強くなってるなあと感心しつつ恐おそれつつ、僕はしみじみつぶやいた。

「最近多いよね、地じ味みにタチの悪い妖怪」

「この前の一つ目とか？」

「正せい確かくには『ミカリ婆ばばあ』ね。でもアレの場合、あの日に来るのは予想済ずみだったでしょ？　それに対たい策さくも教えといてやったし」

「……前もって聞いてても怖こわかったですよ、あれは」

　想そう像ぞうしてみて欲しい。ドアを開けたらいきなり一つ目の老女のようなものが立っていて（この時点ですでに怖い）、それがあなたの顔に手を伸ばし、目玉をむしり取ろうとする光景を。正直、死ぬほど怖かった。あれから三回夢に出てきたし。

　まあ、先輩に聞いていた通り、方ほう眼がん紙しを見せたらあっけなく帰ったのだけど。さすが妖よう怪かい、行動基き準じゆんがさっぱりわからない。

「ああいうホラーなのはもう勘かん弁べんしてほしいです。妖怪はびっくり系だけで十分」

「びっくり系？」

「驚おどろかせるだけで害のないやつ。ヤカンとか馬の首とか、最近だと──」

　と、僕の言葉に割り込むように、隣となりの美術準じゆん備び室しつから

「ほー」

　甲かん高だかい雄お叫たけびと、

「ぎゃあああああっ！」

　恐きよう怖ふと驚きよう愕がくに彩いろどられた悲鳴が轟とどろいた。おお、噂うわさをすれば。

「あ。そう言えば江え戸ど橋ばしには言ってなかったか」

　うっかりしてたわーと席を立った先輩は、掃そう除じ用具ロッカーからほうきを取り出すと、慣なれた足取りで美術準備室へ向かう。で、先輩の姿すがたが準備室へ消えてまもなく。

「お、おい経ふみ島しま！　何なんだ今のは！　物置を開けたらいきなり！　いきなり白髪しらがの！」

「落ち着きなさいよ見苦しい」

　生徒会長の取り乱した声と経島先輩の呆あきれた声。続いて、物置の戸を開ける音が響く。

「ほー」

「ぎゃああっ！　ま、また出たっ！」

「うるさい！　こちとら婆ばばあは見み飽あきたっつーの！　引っ込め！」

「ほー」

　ばしばしばし。先輩がほうきを振ふるう音。そして沈ちん黙もく。溜ため息いき。

　うむ。物置に潜ひそむ奇き声せい妖怪「納なん戸ど婆ばばあ」は、今日も無事に撃げき退たいされたようだ。

「……御み崎さきは凄すごいよね、ぜんぜん容よう赦しやしないし」

　あの妖怪、少なくとも見た目はお婆さんなわけで。それをほうきでばしばし殴おう打だするってのは、（いくら由ゆい緒しよ正しい撃退法とは言え）少しぐらい気が引けても良さそうなものだけど。

「全くもう、しつこいったらありゃしない。次に出たら殺さつ虫ちゆう剤ざい撒まいてやろうかしら」

　この人は全然気にせずにそれをやってのけるんだからたいしたものだ。

「殺虫剤とか効きくんですか……？　あ、会長も大変でしたねー」

　準備室から戻もどってきた二人に声をかける。江戸橋さんは青白い顔で「ああ」とだけ答えると、準備室から発はつ掘くつした電気ポットを抱かかえて美術室内の水道へ向かった。じゃー、とポットの中を洗う音を響ひびかせながら、会長の愚ぐ痴ちが続く。

「物置を開けたら置いてあると言うから取りに行っただけだぞ、俺は。あんなのが出るなら先に言ってくれ。こんなことなら生徒会室のを持ってきたほうが早かったな、新あら井い」

　と、水流を眺ながめていた会長はそこでふと顔を上げ、オセロ中の僕らのほうへと振り向いた。

「ん？　新あら井いはどうした？」

「会長がポット取りに行ったあと、生徒会室へ向かわれましたよ」

「うん。せっかくお茶にするんなら、お茶ちや菓が子しもあったほうがいいよねって」

「ほんに気が利きく子じゃのう。孫の嫁よめに欲しいぐらいですねえ、爺じいさんや」

　経ふみ島しま先輩がわひゃひゃと笑う。生徒会長は無言で肩かたをすくめると、水を入れたポットを教きよう卓たくに置き、ほこりっぽいコードを繫つないだ。沸ふつ騰とう中ちゆうのランプが赤く灯ともるのを確かく認にんし、江え戸ど橋ばしさんが経ふみ島しま先輩の隣となりの椅い子すに腰こしを下ろす。さて、あとはお菓子の到とう着ちやくを待つのみ──と思ったら、音おん質しつだけは綺き麗れいな声とともに、ドアががらがらと引き開けられた。

「お邪じや魔ましますわよ」

「邪魔するなら帰って」

　イタチさんがじろりと睨にらんだが、稲いな葉ば先生は「お断ことわりします」と微笑ほほえみ返す。

「そこで副会長さんに誘さそわれたのですけれど──大おお晦日みそかなのに学校に来てしまっている、行き場を失った哀あわれな暇ひま人じんの集うサロンというのは、こちらでよろしかったかしら？」

　嫌いや味みたっぷりに微笑みながら、九きゆう尾びの狐きつねは優ゆう雅がに椅子に腰こし掛かけた。と、熟じゆく睡すい中ちゆうのライカの尻尾しつぽに手を突つっ込こんで遊んでいた経島先輩が、眼鏡をギラリと光らせる。

「その言葉はそっくりそのまま返すわよ。あんた、年末年始は若手女性ティーチャーズで海外旅行のはずじゃなかったっけ？」

　その言葉を聞いたとたん、稲葉先生はあからさまに動どう揺ようした。

「お、『どこでその話を』って顔ね。うん、ちなみに情報源は保健室」

「ええい、あの万年白はく衣い！　口が軽いにも程ほどがありますわ！」

「落ち着いてください、先生。賢かしこ淵ぶち先生も決して悪意があったわけでは」

　慣なれた口ぶりで稲葉先生をなだめる江戸橋さんだったが、ふと「ん？」と首をひねった。

「先生、だったらなぜ今ここに？」

「それがねー、同どう僚りようの皆みなさんが彼かれ氏しとの予定を優ゆう先せんしたもんで旅行自体がお流れに」

「黙だまりなさいっ！　なぜそこまで知っているのですか、あなたは！」

「ふっふっふ。壁かべにメアリー障しよう子じにシェリー、あるいは近代のプロメテウス」

　謎なぞの言葉をつぶやく眼鏡の少女。「まあ、あの作家は好きですけれど」とよくわからない理由で沈ちん静せい化かした稲葉先生は、改めて僕らを見み渡わたすと、呆あきれた表情を浮うかべた。

「しかし美術部も暇ですわね。どこのサークルものきなみ休みだというのに、この人数」

「いやいや、うちも全員が揃そろってるわけじゃないですよ？」

　全員が全員暇だと思われるのも何なので、僕は一いち応おう事じ情じようを説明することにした。

「奈な良ら山やまは『ちょっと用事ができたから』って冬休みになってからは来てないですし、穂ほ村むらも終業式が終わった瞬しゆん間かんから泊とまり込こみのバイトに行きましたから」

「夏休みも行ってたよね、誠せい二じ。今度はどこだって？」

「さあ。山やま奥おくの温おん泉せん旅館だとしか聞いてないし。たぶん国内だとは思うんだけどね」

　夏休み明け、異い様ように浅あさ黒ぐろくなった肌はだで謎なぞの言語を連発していた穂ほ村むらを思い出す。本人は「島に行っていた」としか語らないので、真しん相そうは依い然ぜんとして不明なのです。

「あいつ、そんな稼かせいでどうするんだ？　金に困こまっているわけではないんだろう」

　首を傾かしげる江え戸ど橋はしさんに、僕は「それが謎なんですよ」と肩かたをすくめた。バイト三ざん昧まいの同級生を憂うれえる委員長からも何度か聞かれたんだけど、そんなもんこっちが知りたいくらいだ。

「とまあ、そんなわけで、美術部の全員が暇ひまだってわけではありませんので」

「そうそう……って、じゃあ何か？　私らは休みなのに予定もない淋さびしい人ってことか？」

「怒おこるなよ経ふみ島しま。それに、事じ情じようはともかく、伊達だてくんたちがいてくれて助かったのは確たしかだからな。クリスマスに出たあれなんか、俺らにはどうしようもなかった」

　生徒会的には感かん謝しやしている、と頭を下げる江戸橋さん。と、クリスマスイブの夜、校門に現れた巨きよ大だいカマキリを激げき戦せんの末に切きり伏ふせた少女は「いいよ、そんなの」と苦笑した。

「でも、確かにこの頃ごろ、多いよね……。お正月が近いと、増ふえるのかな、妖よう怪かいって」

「どーなんだろう。ハロウィンとかならわかるけど……あ、沸わいたか」

　ポットのランプが保ほ温おんに切り替わったので、僕は席を立った。ちょうどオセロも負けたし。

「江戸橋さんはお茶の人でしたよね？　で、イタチさんと先輩はコーヒー」

　三人がうなずくのを確かく認にんする。ライカは寝ねてるしそもそも飲めないからパス。

「稲いな葉ば先生は緑茶とコーヒーどっちにしますか？」

「そうね、よく冷えたシードルを頂いただこうかしら」

「質問聞いてましたか先生。お茶でいいですね」

　呆あきれた声で告つげながら湯飲みやカップを並ならべる僕。冬休みになってからの美術室の喫きつ茶さ室しつ化かは留とどまることを知らない勢いきおいです。

「どうなんだ？　伊達くんの言うように年末年始は妖怪が増えるものなのか」

「まーね。季節の変わり目は彼ひ岸がんと此し岸がんが近づくって話は多いし、中でも正月は暦こよみが切り替わるビッグイベントでしょ？　神しん聖せいなのから胡う散さん臭くさいのまで儀ぎ式しきなんかも多い時期だし、そりゃ異い界かいの皆みなさんも浮うかれるわよ」

　経ふみ島しま先生の講こう義ぎを背せ中なかで聞きつつ急きゆう須すにお湯を注そそぐ。緑茶の匂においが湯ゆ気げに乗って広がった。

「神聖な儀式ってのは初はつ詣もうでのことか。しかし、胡散臭い儀式ってのは何だ」

「ああ。大おお晦日みそかは神に贄にえを捧ささげる日だったりもしますからね」

　最近ではそういうのはないようですけど、と続ける稲葉先生。

「にえ？」

「イタチはそんなことも知りませんの？　生いけ贄にえ、要するに人のことですわ」

「ああ、ヒト……って、人間？」

　イタチさんの驚おどろく声に振ふり返かえれば、経島先輩が「何を驚いてんの」と呆あきれていた。

「事例としては割と多いのよ？　聞いたことないかしら、白しら羽はの矢が突つき立たてられた家の娘は神に選ばれた生いけ贄にえであーる、差し出さないと祟たたりがあるぞよーってパターン」

「聞いたことあるような、ないような。それって大おお晦日みそかの話でしたっけ？」

　どこかで読んだ昔話を思い出しつつ口を挟はさむ。

「色々よ。そーゆーケースもゼロじゃないって話」

　経ふみ島しま先輩がそう答えれば、ふとイタチさんが静かな声でつぶやいた。

「……生け贄って……。ずいぶん勝手だね、神様って」

　落ち着いた口く調ちようではあるけど、裏うらには色々複雑な感情が隠かくれているのがすぐわかる。まあ、神さんとは色々あったから仕方ないとは思うけど。主に秋祭とかで。

「そう言い切っちゃうのもどーかしら。神にも色々あるし、そもそも今の話は……って、おう、どした、ライカ？」

　気持ちよさそうに寝ね息いきを立てていた犬いぬ神がみが（彼も一いち応おう「神」なんだよな）ふと頭を持ち上げた。覇は気きのない様よう相そうから一いつ転てん、生き生きした目が美術室のドアを見つめる。お、来たか。

　と、ほどなくして廊ろう下かに足音が響ひびき、次いで静かに戸が開いた。

「失礼します。──あ、会長、稲いな葉ば先生、お疲つかれ様さまです」

　コート姿すがたの滝たき沢ざわさんが落ち着いた声とともに現れ、愛犬に「お待たせ」と声をかけた。それを聞いたライカはばたばた尻尾しつぽを振ふって駆かけ寄より、ご主人の周りを嬉うれしそうにくるくる回る。

「こら、そんなにはしゃがない。……もう、よしよし」

　愛犬を落ち着かせた犬神使いは、僕らへ向き直り「いつもありがとう」と頭を下げた。

「いえいえ手の掛かからない子ですから。あ、そうだ、滝沢さん。ちょうど今お茶煎いれてるとこなんだけどさ」

「そんなの見ればわかるよ」

「ごもっともです。で、お茶かコーヒーしかないけど、良かったらどう？」

　滝沢さんは「いいの？」と聞き返したが、僕らがうなずくと、ドアを閉めて席に着いた。

「それじゃ、せっかくだし……コーヒーお願いしていい？」

「了りよう解かい」

「赫あか音ね、部活はもう終わったの？　大晦日まで、大変だよね」

　滝沢さんの隣となりの椅い子すはイタチさん。再ふたたび座すわったライカの首を撫なでながら（もちろん実体はないのだけれど）、妖よう怪かい少女が犬神使いに尋たずねている。

「そうでもないよ。それにほら、ぼくらのところは新造サークルだから」

「あー、なるほど。冬休みくらいしか音楽室が使えない、ってことね」

　いやーそいつは難なん儀ぎですねえ、と自分の言葉にうなずく眼鏡の人。滝沢さんは「その通りです」と呆あきれていたが、ふと思い出したように顔を上げた。

「そうだ。美術室の戸の上の矢って、妖怪除よけのお呪まじないですか？」

「矢？　アローの矢？　……ええと何を言っているのかしらキミは」

　訝いぶかしげに滝たき沢ざわさんを睨にらむ経ふみ島しま先輩。何のことだろうと僕らは顔を見合わせる。

「あのさ、滝沢さん。僕ら、そんなの飾かざった覚えはないんだけど」

「そうなの？　でも確たしかに白い羽根の付いた矢が」

　今度は滝沢さんがきょとんとする番だった。と、そんな様よう子すを眺ながめていた稲いな葉ば先生が、ふいにパチンと指を打ち鳴らした。

「百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかず、ですわね」

　ドロンと煙けむりが立ち上り、白くて細い獣けものが現れる。

「ちょっと確かく認にんしていらっしゃい」

　こん、と鳴いた管くだ狐ぎつねは、するすると飛び、小さな前足で器き用ように戸を開けて出ていった。

「相変わらず便利ねー。つーか、あれぐらいの距きよ離りなら自分で見に行きなさいよ」

「だって寒いですから……あら？　どうかなさいました、赫あか音ねさん？」

「……い、今のはいったい何ですか？　……と言うか先生はいったい」

　驚きよう愕がくの表情で生徒会顧こ問もんを見つめる一年Ａ組の委員長。だが先生は動じることなく微笑ほほえんだ。

「私、妖よう怪かいですので。と言ってもイタチなんかとは違ちがいますわよ」

　むっと膨ふくれるイタチさん。いちいち人を怒おこらせるのやめてください教育者だったら。

「妖よう狐こ中ちゆうの妖狐、金こん毛もう白はく面めん九きゆう尾びの狐なのです。というわけなので、今後ともよろしく」

「……は、はい。ぼく頑がん張ばってみます」

　滝沢さんがよくわからないことを口走る。面めん食くらうのも無理はないかと同情していると、いつの間にか管狐が戻もどってきていた。口と手で一本の矢を危あぶなっかしく支ささえていたが、稲葉先生が無む造ぞう作さにそれを取り上げれば、白い獣は再ふたたび煙となって消える。

「あら、ほんとに白しら羽はの矢でしたわね。しかも手紙付き」

「ほほー。弓きゆう道どう部ぶの挑ちよう戦せんか？　それとも新あら手てのラブレター？」

「それはないだろう。しかし、生いけ贄にえの話を聞いた直後というのが気き味みが悪いな……」

　そう言うと、江え戸ど橋ばしさんは矢に巻まいてあった和紙を広げ、そしてそのまま固かたまってしまった。

「……読めん。助けてくれ経島」

「崩くずし字じぐらい読めなさいよ。おわー、こりゃとんだ金かな釘くぎ流りゆうだこと」

　どれどれと覗のぞき込こむ経島先輩。と、その表情が徐じよ々じよに深しん刻こくなものへと変わっていく。

　……嫌いやな予感がしますので聞きたかないですけど、そういうわけにもいきませんよね。

「御み崎さき。何て？」

　イタチさんがそう尋たずねると、経島先輩は「聞きたい？」と笑った。

「お前の娘を預あずかった。返して欲しければ五百万ペソをスイス銀行の指定口こう座ざに」

「そういうボケは要いりませんから」

「むーノリが悪いなあ。……ええと、全文和訳はめんどいから要約するけど」

　先輩はそこで呆あきれたように肩かたをすくめ、あっけらかんと言葉を続けた。

「生いけ贄にえの娘を神に差し出せってさ。刻こく限げんは大晦オオツゴモリの夜の四つ、要するに今夜十時ごろ。ちなみに受うけ渡わたし場所は校庭だそうよ」

「なぬ？」

　思わず絶ぜつ句くする僕ら一同。

「あら、ほんとに来ましたの」

「い、いやしかし、急に言われてもだな」

「急とか関係ありません会長」

「言うこと聞く必要ないよ、そんなの……。ね、真しん一いち？」

「え？　うん、そりゃそうだ」

　うろたえたり怒いかりを燃やしたり反はん応のうは人それぞれだ。だがそんな中、衝しよう撃げきの脅きよう迫はく文ぶんを読み上げたばかりの眼鏡の人はさして動じた様よう子すもなく、けろりとした顔でこう言った。

「そんな焦あせらなくてもいーんじゃないの？　馬鹿正直に従したがう道理もないんだし」

「え、それでいいんですか？」

「うん、たぶん。そもそも昔話や伝でん承しようだと、生け贄ってのは『打ち破られるべき忌いまわしい風習』として語られるケースが大多数で、決して『厳げん粛しゆくに保ほ持じされるべき因いん習しゆう』じゃないのよ。むしろ、反はん抗こうしてなんぼなんだから。それより、私が気になるのはさ」

　ツインテールをふわりと翻ひるがえし、経ふみ島しま先輩が僕らを見み渡わたす。

「この場の誰だれをご指名なのかってこと。──まあ、清らかな乙女ってのが最さい低てい条件だろうから、江え戸ど橋ばしと白しろの字じとキツネはとりあえず除じよ外がいできるとして」

「異い議ぎを申し立てます！　その扱あつかいは女性として納なつ得とくがいきません！」

「だってあんた邪じや気きと陰いん気きの塊かたまりでしょうが」

「……う。まあ、それは確たしかに」

　大人しく口ごもってしまう稲いな葉ば先生であった。

　滝たき沢ざわさんが小声で「そうなの？」と尋たずねてきたので「設せつ定てい上じようは」と答えておく。

「わかればよろしい。つーことで三さん択たくになりましたが」

　満足げにうなずき、先輩はイタチさんと滝沢さんに目を向けた。

「まずイタチちゃんと滝やんは、自分で自分を守れる強い子でしょ」

「え、そうかな……？」

「正直、それほどではないと思いますけど」

　イタチさんと滝沢さんは、きょとんと顔を見合わせる。しかし、かたや炎ほのおと風を操あやつる化けイタチ、かたや魔ま除よけの声と憑ひよう依いが売りの犬いぬ神がみ使つかい。相手にもよるけど、強いか弱いかって聞かれりゃこの二人は確かく実じつに強い。少なくとも僕よりは。

「あとは、意外と御み崎さきちゃん狙ねらいって線もあるけど、私の場合、一通りの対たい応おう策さくは頭に入ってるわけでさ。むしろちょっと楽しみよねー。どんとこい旧ふるき神々！」

　にやにや笑う生いけ贄にえ候こう補ほその三。その笑え顔がおは不ふ敵てきでなおかつ頼たのもしいけど、それを見つめる江え戸ど橋ばしさんが死ぬほど不安そうな顔になっているのが哀あわれでした。

「とまあ、そんな感じだし、あんまり心配しなくてもさ」

　と経ふみ島しま先輩があっけらかんと締しめくくろうとした時である。

「お待たせー。クッキーがもう一ひと缶かん残ってた気がしたんだけど、思おもい違ちがいだったみたい」

　お菓か子しの缶や箱を抱かかえた新あら井いさんが登場したかと思えば、稲いな葉ば先生が持っていた白しら羽はの矢やがびくんと反はん応のうした。

「あら、動いた」

「あ……！」

　そして僕らは絶ぜつ句くする。

「ん？　ど、どしたの、みんな？」

　首を傾かしげる新井さんを、自じ称しよう神様が放はなった矢の先せん端たんは、しっかりと指し示していた。

「……何つーか『なるほど』って感じのオチね。そう言えば神社の娘だもんね、そりゃ彼ひ岸がんのモノが好むはず──と。さて諸しよ君くん？　こりゃあ守ってやんなきゃなーと思った人？」

　肩かたをすくめた先輩が、ひょいと片かた手てを差さし挙あげる。

「いろいろお世せ話わになってますから。河かつ童ぱの時とか特に」

「妖よう怪かいのこと、色々調べてくれるしね。友だちだし」

「ぼくも、今のサークルの立ち上げに手を貸してもらった恩おんがあります」

「生徒会の事務の大半を任まかせられる貴き重ちような人材。欠けると大変困こまりますわね」

「それは俺が使えないという意味ですか先生！　ああ、もちろん俺もな」

　かくしてその場の全員の手（ただしライカ以外）がぞろぞろと挙がり、

「……えーと。とりあえず、応おう援えんありがとうって言ったほうがいいのかしら？」

　生け贄に選ばれてしまった少女は、わけのわからないまま苦笑したのだった。
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「よ、早いわね」

　肩かたを叩たたかれたので振ふり返かえれば、経島先輩がニヤニヤしながら立っていた。

「やることないんで早めに来てました」

　美術室での一いつ致ち団だん結けつから数時間。とりあえずあの場は解かい散さんしたのだけれど、僕の場合、家に帰って特にやることもなく。何となく早めに来てしまったのである。返事を聞いた先輩は「そっか」と僕の隣となりに並ならび、そしてしみじみと前を見つめた。その後ろ、校門脇わきの通用口には、ぞろぞろとこちらに向かう一団が見える。

「しかしまー、こりゃまた手の込んだセットだこと」

「校内に入るまで全然見えないってのが凄すごいですよね。どういう仕し掛かけなんだか」

「河かつ童ぱと同じよーなもんじゃない？　何にせよ、火の気けがあって温あたたかいのは助かるわ」

　そう語る経ふみ島しま先輩の服ふく装そうは、ジャージの上に薄うす手でのウインドブレーカーのみ。

「……今さらですけど、寒くないんですか？」

「当然。パタゴニア生まれを舐なめんじゃないわよ」

　どこなんですかそこはと思いつつ、僕は再ふたたび視し線せんを校庭に向けた。ドラム缶かんほどもある篝かがり火びが四つ、火の粉こを巻まき上あげながらゴウゴウと燃えさかっており、その中心には巨きよ大だいな木箱。実に怪あやしい舞ぶ台たい装そう置ちだけど、いつセッティングしたんだろう。

「なるほど。つまりあれに贄にえを入れて立たち去されということらしいですわね」

　ふむふむと納なつ得とくしながら稲いな葉ば先生が現れた。

「……うーん。正直なところ、入りたくないわね」

「それはそうだろうな。俺でも嫌いやだ」

「絶ぜつ対たいに助けますから安心してください。ね、ライカ」

「わん！」

　新あら井いさん、会長、滝たき沢ざわさん（とライカ）が続き、そして最後にイタチさん。

「真しん一いち、来て良かったの？　毎年、大おお晦日みそかはお母さんのお墓はか参まいりって……」

　イタチさんが小声で話しかけてきたので、こっちも小声で「大だい丈じよう夫ぶ」と返した。

「親父に僕の分の拝おがむよう頼たのんできたからさ」

「そう？　でも……お父さん、怒おこってなかった？」

「全然。今年は一人でゆっくりしてくる、留る守すは任まかせたって出てったよ」

　別わかれ際ぎわ「女を家に連れ込むのは十八歳になってから」と釘くぎを刺さされたことは黙だまっておく。

「……あ、そうだ。イタチさん、この話、新井さんには」

「うん、わかってる。気にしそうだもんね、輝ひかる」

　にこっとうなずくイタチさん。もふもふしたダウンジャケットが暖あたたかそうで実に可愛かわいい。

「おうっと、そろそろ時間のようね。つーわけで新井、スタンバイよろしく」

　妙みように多た機き能のうそうな腕時計で時間を確かく認にんした経島先輩が、新井さんの背せ中なかを叩たたいた。

「……ちゃんと助けてくれるんでしょうね。頼たのむわよ？」

　どうして年の暮くれにこんなことを、とブツブツつぶやきながら、新井さんはグラウンドの中央へ進むと、木箱に入って蓋ふたを閉めた。言っちゃなんだが、ちょっと間ま抜ぬけな光景だ。

「しかし何だ。馬鹿正直に新井を連れてくる必要があったのか？」

「向こうの要求完全スルーって手もあるけどね、その場合、祟たたりと称しようした無差別破は壊かいが発生する可か能のう性せいがあるわけよ。しかもそれはいつ起きるかわかんない。だったら」

「──確かく実じつに敵てきが出てくるシチュエーションを用意してやればいい」

　作戦を確かく認にんするように滝たき沢ざわさんが静かに言った。イエスとうなずく経ふみ島しま参さん謀ぼう。

「おびき出したらあとは簡かん単たん。餌えさを引っ込めて、代わりに鉛なまり玉だまをプレゼントしてやりゃいいのよ。さて、前線組も男どもも準じゆん備びはオッケーね？」

　うん、と力強くうなずくイタチさんと滝沢さん。続いて稲いな葉ば先生が「私はいつでも」と自じ慢まんげに言えば、先輩がすかさず「あんたには聞いてない」と切り返す。相変わらずだなこの人達は、と呆あきれつつ、僕は頭を搔かいた。

「まあ、心の準備はできてますけど」

「なあ、本当に上手うまく行くんだろうな……？」

　江え戸ど橋ばしさんはかなり不安な様よう子すだが、気持ちはわからなくもない。僕だって、あの作戦のあの役を振ふられたなら、かなり気弱になるとは思います。よく思いついたよな、先輩。

「そもそも、初戦の相手がだな、仮かりにも神を名乗る存そん在ざいというのがだな……。これがカマキリやカニなら、まだ気は楽だったが」

「そう怖こわがりなさんな。言ったでしょ？　十中八九、相手は神でも何でもないんだから」

　どん。

　先輩の言葉を断たち切きるように、唐とう突とつに太たい鼓こを叩たたくような音が響ひびいた。

「ぐるうっ」

　真っ先に反はん応のうしたのはライカだった。間かん髪はつ入いれずイタチさんが短く叫さけぶ。

「出る……！」

　と、その静かな宣せん告こくを待っていたかのように。

　どんどん、どどどん、どんどどどん。

　不安を煽あおる太鼓の音がリズミカルに鳴り始めたかと思うと、

「すってんすってんすってんてん」

「こよいここにはきてないな」

「しっぺいたろうはきてないな」

　重低音の歌声を三重奏で響かせながら、

「すってんすってんすってんてん」

「こよいここにはおりませぬ」

「しっぺいたろうはおりませぬ」

　篝かがり火びの届とどかない闇やみの中から、

「すってんすってんすってんてん」

「こよいこんばんこのことは」

「しっぺいたろうにしらせるな」

　闇の中から染しみ出だすように、巨きよ大だいな影かげが三つ、ぬうっと現れた。

　やっぱりね、と小さな拳こぶしを握にぎりしめる経ふみ島しま先輩。なるほど確たしかに聞いてた通りだ。

「すってんすってんすってんてん」

「しんしゅうしなののこうぜんじ」

「しっぺいたろうにしらせるな」

　延えん々えんと同じような文もん句くを繰くり返かえしながら、

「すってんすってんすってんてん」

「あのことこのことしらせるな」

「しっぺいたろうにしらせるな」

　新あら井いさんの入った箱の周りを踊おどる三体の影かげ。僕らに気付いていないのか、それとも無む視ししているだけなのか、三つの影は長い腕うでを振ふりながらただただ踊り続けていた。

　太い腕に太い足。足に比べて異い様ように腕が長い。二メートル近い巨きよ体たいは長い体毛に覆おおわれていたが、手足の先や顔がん面めんは堅かたそうな皮ひ膚ふが露ろ出しゆつしている。こんな動物、ほとんどいない。

「……猿さるか」

　確かく認にんするように口にすると、経島先輩が「そ」と答えた。

「猿神って名前で伝わってるケースが多いけどね。神を騙かたって生いけ贄にえを要求する、年を経へたお猿さんの妖よう怪かい。厄やつ介かいな特性も能のう力りよくもない連中だから、うちの戦力なら十分に勝てるはず」

　それを聞いた江え戸ど橋ばしさんは不安げに「本当だろうな」とつぶやき、そして首をひねった。

「しかし、さっきからずっと歌ってる『しっぺいたろう』ってのは誰だれだ？」

「そういう名前の犬に弱いってのがあの連中のパターンなのよ。あ、そうだ滝たきやん」

「ライカの名前は変えませんからね。そんな病気になりそうな名前は絶ぜつ対たいに嫌いやです」

　先輩の提てい案あんを先読みした滝沢さんが断だん言げんする。なるほど「疾しつ病ぺい太郎」は確かに嫌だろうなと納なつ得とくしていると、イタチさんの切せつ迫ぱくした声が割り込んだ。

「そんなことより、御み崎さき！　ね、もう、輝ひかる助けていいよね……！」

「ん？　ああ、ごめんごめん、つい解説モードに入っちゃって」

　経島先輩は景気よく笑うと、ふいに真しん剣けんな顔に切り替わり、僕らをぐるっと見み渡わたした。

「敵てきは完全に実体化してるし、今から逃にげる気け配はいもなさそーね。白しら塚つか、準じゆん備びは？」

「スケッチブックと鉛えん筆ぴつは準備済み。指を動かしやすいよう手て袋ぶくろも脱ぬぎました」

「おー、早いわね。キツネは？」

「言い出した以上、自分の役割くらいはこなして見せますわ。仮かりにも私は金こん毛もう白はく面めん九きゆう尾びの」

「うん、次からは返事は短くお願い。犬いぬ神がみコンビ？」

「いつでも。ね、ライカ」

「わん！」

「元気でよろしい。で、最後に江戸橋？　覚かく悟ごは決まった？」

「……ええい、好きにしろ」

　捨すて鉢ばち気ぎ味みに言い放たれたその返事を聞くと、経ふみ島しま先輩は「好きにするわよ」と微笑ほほえみ、

「それでは皆みなさん！　ミッションコード『ゆく年くる年』──状じよう況きよう開始！」

　初めて聞く作戦名とともに指をパチンと打ち鳴らした。

「──ァッ！」

　軽かろやかに地を蹴けりつつ、イタチさんが叫さけぶ。

　瞬しゆん間かん、ずっと踊おどっていた猿さるの首から上をオレンジ色の爆ばく炎えんが包んだ。キャアアッと悲鳴を上げ、もんどり打つ大猿トリオ。いきなり顔狙ねらいとは、なかなか非情です。その隙すきにイタチさんは生いけ贄にえボックスへと駆かけ寄よっていく。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「ありがとクズリちゃん。まだ何もされてないから大丈──って、うわっでかい猿！」

「そんなことより、早く！」

　そしてあっと言う間まに本日のヒロインを救きゆう出しゆつして帰き還かんしてしまうイタチさんであった。

「輝ひかる、キツネのそばで待ってて」

「え、うん。でも、今のでやっつけたんじゃないの？」

「ううん、箱に火が届とどかないよう、手て加か減げんしたから。たぶん……すぐに起きてくる」

「あー、確たしかにぴくぴく動いてるわね。つーわけでキツネ、出番よ」

「すでに無む断だん立入禁止の結けつ界かいは展てん開かい済ずみですわ。この円の中は絶ぜつ対たい無む敵てきの安全地帯」

　九本の房ふさに分かれた長ちよう髪はつを踊らせながら、稲いな葉ば先生が自じ慢まんげに語る。そちらを見れば、先生を中心にした半径一メートルほどの地面が金色の光を放っていた。そして、経島先輩が「よし、生け贄はそこで待たい機きね」と新井さんを結界に押し込むのと同時に。

「──す──すってんすってんすってんてん」

　野太い声が再ふたたび響ひびき始はじめた。

「──こよいこんばんこのことは」

「──しっぺいたろうにしらせるな」

　のそりと起き上がった猿たちの注意がこちらに向き、イタチさんは無言で身み構がまえる。

　目つきにも動作にも敵てき意いがバリバリ溢あふれてるのに、例の歌をずっと口ずさんでいるのが実に気き味み悪い。今さらだけど、これ猿じゃないですよね。いないよこんな猿。

「ぐるるる……」

　猛もう烈れつな敵意を感じたのか、歯を剝むき出だしてライカが唸うなる。

「来る気？　だったら──こっちも！」

　と、滝たき沢ざわさんは静かにフルートを構かまえ、笛へと息を吹き込んだ。いつぞやの階かい段だんで聞いた曲が流れ出し、ライカがぴくりと反はん応のうする。

「あら、ヴィヴァルディ？」

　稲葉先生が吞のん気きにつぶやくのとほぼ同時。陰いん気きな歌とともに、三体の猿が地を蹴った。

「すってんすってんすってんてん」

「あのことこのことしらせるな」

「しっぺいたろうにしらせるな」

「……来る！」

　イタチさんはすかさず迎げい撃げきしようとしたが、その前に動いた影かげが、一つ。

「ワ──ォォォォォォォォォォォォォン！」

　絞しぼり込こまれた魔ま除よけの咆ほう吼こうが猿さるの動きを一時的に止め、爪つめと牙きばがぎらりと煌きらめく。

「すってん」

「こよいこんばん」

「しっぺいたろうに」

　弾はじき飛とばされる三体の猿（やられる時まで声の調子が同じなのが不ぶ気き味みだ）。

　倒たおれたままの猿たちが憎にく々にくしげに見つめる先で、ロングコートが翻ひるがえった。

「この俺が誰だれだと問うか妖よう怪かい猿さる神がみ！　ならば俺は答えよう！」

　別に聞かれてもいないのに、コートの男が妙みように気取ったポーズで叫さけぶ。

「百ひやつ鬼き夜や行ぎようを清めて散らす、誰だれが呼よんだか犬神男ドギーガイ！」

　歯切れの良い台詞せりふとともに、ばばっとポーズを変えていく自じ称しよう犬神男ドギーガイ。

「人の体と獣けものの心、重ねた力は無む限げん大だい！」

　僕とイタチさんとその他一同が最大級の呆あきれ顔がおで見つめるその前で、

「僕らの味方！　頼たよれる怪かい人じん！　生・徒・会・長！　江え戸ど橋ばし──照しよう──平へいッ！」

　ライカに憑つかれて見事な狼おおかみ男おとこと化した江戸橋さんが、ノリノリでポーズを決めていた。

　あっと言う間に微び妙みような空気が場を包み、張はりつめていた緊きん張ちよう感かんが消え失せた。

「え、ええと……頑がん張ばったね、ライカ。えらいえらい」

　いたたまれなくなったイタチさんが作り笑え顔がおで拍はく手しゆする。いい人だ。実にいい人だ。

　あ、言うまでもないですが、ライカに憑かれた人は言葉が喋しやべれなくなるので、一連の決め台詞は全て経ふみ島しま先輩の吹き替えです。つーか、このノリはどう考えても滝たき沢ざわさんのセンスじゃないので、発案者は絶ぜつ対たいにあの眼鏡だ。しかし「頼れる怪人」ってフレーズはどうなんですかヒーローとして。あと生徒会長のフルネームを初めて知りました。下の名前は照平なんですねー。

……と、なんかもういろんなことがどうでもよくなってきた僕の前で、江戸橋ライカ（めんどくさいのでこう呼よびます）は中指を立てて猿たちを挑ちよう発はつしている。ライカとの相あい性しようはよっぽどいいのだろう、江戸橋さんの四し肢しと首から上は見事なまでに狼男と化していた。

「さあっ立つがいい妖怪猿神！　ドッグファイトは──これからだッ！」

　かくして犬と猿の熾し烈れつな激げき闘とうが幕まくを開ける（犬けん猿えんの仲なかってやつですね）──かと思いきや。

「す──ってん」

「こよいこんば──」

「しっぺい」

　三体の猿さるは揃そろってがくりと力ちから尽つきてしまった。

「わん？」

　意外そうに見つめる江え戸ど橋ばしライカ。やがて、猿たちの体はどんどん黒く、そして薄うすくなっていき、闇やみに溶とけて消えてしまった。

「あれー？　もしかして今のでミッションコンプリート？　弱すぎない？」

　拍ひよう子し抜ぬけしたように経ふみ島しま先輩がつぶやいたが、そう思ったのは先輩だけじゃない。

　暴あばれる気満々だった江戸橋ライカも、その主人（少なくとも半分は）である滝たき沢ざわさんも、妖よう力りよくを高めて実じつ体たい版ばん鎌かま鼬いたちの準じゆん備びに入っていたイタチさんも、それを描かくべくスタンバっていた僕も、深しん刻こくそうに事じ態たいを見守っていた新あら井いさんも、いつの間にか椅い子すとイヤホンと文庫本を取り出していた稲いな葉ば先生も（くつろぐつもりでしたね！）、思いは同じだったはずだ。

　と、次の瞬しゆん間かん。そんな僕らの心の声に答えるように。

「──あイニく、ソウ簡かん単たんに終わリハしない」

　野太い声が響ひびき渡わたった。そして再ふたたび、闇やみ夜よの中から染しみ出だすように、巨きよ大だいな猿が現れる。

「まだいたのか──って、でかっ！　でかいです、でかいですよこいつ！」

「……言わなくても見りゃわかるわよ。わー大だい迫はく力りよく」

　ゆったりと姿すがたを見せたそいつは、確たしかに迫力に充みち満みちていた。こいつがゴリラならさっきの三匹はチンパンジーだってぐらいの立りつ派ぱな体格だけで怖こわいのに、血を浴びたような色の長ちよう髪はつや、額ひたいに生えた一本角が威い圧あつ感かんを底そこ上あげしている。

「……多いね」

「わん」

　しかも、さっきの三匹と同じタイプの猿を大量に従したがえていて、

「愚おろかシイ事よナ──我ラニ──我に逆さかラウとハ実に愚カシい」

　ぐふぐふ笑いながら言葉を喋しやべってるあたり、こいつは確かく実じつに特別なポジションの猿と見た。要するに、ボスってことだ。

「真しん一いち」

　イタチさんの引ひき締しまった声。僕は静かに息を吸い、スケッチブックと鉛えん筆ぴつを構かまえた。

「わかってる」

　一いち撃げき必殺でカタがつく場合ならともかく、敵てきの数が多かったり長なが丁ちよう場ばになりそうな場合は、刀を出したほうがトータルの妖力消費量は少なくて済すむ。プールでのカニ戦以来、試し行こう錯さく誤ごを重ねたイタチさん（と僕）が辿たどり着ついた結けつ論ろんだ。

「一匹一匹はザコとは言えあの数は怖いわね。非ひ戦せん闘とう員いんは待たい避ひするのであとはよろしく」

　経島先輩がそそくさと稲葉先生の結けつ界かいへと避ひ難なんしていく。それを迎えた新あら井いさんは「赫あか音ねちゃんも」と声をかけたが、犬いぬ神がみ使つかいはきっぱりと首を横に振ふった。

「ありがとうございます副会長。でも、この子、ぼくがいないと調子が出ないから」

　滝たき沢ざわさんが長身の狼おおかみ男おとこの首を優やさしく撫なでる。なかなかシュールな風景だ。

「主ぬしラっ！　我の話ヲ──聞く気ガナイのか！」

　ずっと話し続けていたボスザルがいきなり吠ほえた。あ、そう言えば聞いてなかった。

「うるさいわよ。キングコングのパチモンみたいな顔して偉えらそうに」

　堂どう々どうと言い返したのは安あん全ぜん圏けんに腰こしを下ろした経ふみ島しま先輩である。

「どうせたいしたこと言ってないでしょ。滑かつ舌ぜつが悪すぎて何言ってるのかわかんないし」

「ぬ──？　良い度ど胸きようダナ童わらべ──主ぬしは神ヲ愚ぐ弄ろうすルト云いウの」

「だから聞き取れないっつってんでしょうが。どーしても伝えたいことがあるなら要点まとめてメールで送りなさい、即そつ効こうで迷めい惑わくメールフォルダに放り込んで削さく除じよするけどね」

「ちょ、ちょっと経島？　そんなに挑ちよう発はつしなくても」

「だってさー。一言命令すれば年とし頃ごろの娘が出てくると思ってる根性がムカつくのよねー、神様のフリまでしちゃってさー。それでも妖よう怪かいかっつーの、情なさけない」

「全くですわね。金も女も自力で集めた酒しゆ吞てん童どう子じを見習いなさい、猿さる！」

「いや先生、それはちょっと怒おこるポイントがずれているような？」

　新あら井いさんが苦笑した。まあ気持ちはわかります。

「──ふウム──良い度胸ダ──実ニ良イ度胸だ──貴き様さまラ！」

　……あ、呼よび方かたが「主」から「貴様」に変わった。怒おこってるな、これは──と思ったら、

「ゴガアアアアアアアアアアアアッ！」

　ボスザルが胸むねを叩たたき始はじめた。太たい鼓こを思わせるエスニックな音が大おお晦日みそかの校庭に響ひびく。

「こよいこんばんこのことは」

「しんしゅうしなののこうぜんじ」

「しっぺいたろうはきてないな」

「あのことこのことしらせるな」

　そのドラミングをきっかけに、グラウンドの一辺を埋うめ尽つくす猿の群むれが、一いつ斉せいに進しん撃げきを開始した。何十匹もが同時に歌うもんだから、歌詞が全然繫つながってない──ってそんなことはどうでもいいだろう僕！

「一気に来た!?　ちょ、多い！　多いよイタチさん！」

「わかってるけど……！　赫あか音ね、とりあえずあたしが火で牽けん制せいするから」

「うん。あの数は辛つらいけど、仕方ないよね。落ち着いていくよ、ライカ！」

「……わん」

　ああっ、あんなにノリノリだったライカがすっかり弱気に！

「神ヲ甘んジタ罪つみ、その身でしカト受け止メよ──！」

　嗤わらう猿。轟とどろく地響き。迫せまる群。高鳴る鼓こ動どう。流れる冷ひや汗あせ。浮うかぶ遺ゆい言ごん。漏もれる祈り。

「ああ天国の母さん。せめてイタチさんだけでもお守りくださ」

「ちょ、ちょっと、しっかりして真しん一いち！」

　不安げなイタチさんが僕の肩かたを揺ゆらした時だ。

　──ゴウ。

　一いち陣じんの突とつ風ぷうが吹ふき抜ぬけ、わあわあと迫せまっていた猿さるたちを豪ごう快かいに吹き散らした。

　百キロはあるだろう巨きよ体たいが枯かれ葉はのように舞まい、グラウンドの方々へと飛ばされていく。

「わ。何だこれ。風ってことは……まさか、イタチさん？」

「え、ううん……あたしじゃないよ？　こんな風、起こせないし」

「天気予報で言っていた『ところにより強風』というやつでしょうか」

「先生。こんな自然現げん象しようはありませんから」

　おろおろする一同。と、この場でただ一人、事じ態たいを把は握あくしていた存そん在ざいが叫さけんだ。

「おノレ──貴き様さまか──まタ、貴様カ──狗ぐ賓ひんノ眷けん属ぞくッ！」

　空を見上げて咆ほう吼こうするボスザル。何だ何だと慌あわててその視し線せんを追った僕らが見たのは、

「またってのはこっちのセリフだよ」

　夜空に悠ゆう々ゆうと羽根を広げる一羽の鳥だった。

　いや、鳥じゃないか。首から上は鷲わしか鷹たかっぽいし、手足も鳥なんだけど、体型的には人間に近い。ちゃんとズボンも履はいてるし。

「毎回毎回、性しよう懲こりもなく同じ家の娘ばっかり狙ねらってさ」

　相手をする者の身にもなってよ、と肩をすくめる謎なぞの怪かい人じん。裸はだかの上半身は焦こげ茶ちや色いろの羽毛に覆おおわれており、その背せ中なかからは差さし渡わたし二メートルほどの大きな翼つばさが広がっている。

「へえ。珍めずらしいね、善よし人ひとがこういうところに出てくるのって」

「やあ伊達だてさん、こんばんは。うん、この猿とはちょっとした因いん縁ねんがあってさ」

　つまりそこにいたのは、鳥と人を足して二で割った感じの怪人で、どうやら今の突風は彼が発生させたもののようで、と言うことは少なくとも彼は敵てきでは──ん。

　待てよ。

「もしもしイタチさん？　今、あいつのこと何て呼よんだ」

「え？　何か……おかしかったかな」

　僕の剣けん幕まくに圧おされたイタチさんは、若じやつ干かん引いた様よう子すだったが

「『善人』って言わなかった？」

　そう尋たずねたら、おずおずと首を縦たてに振ふってくれた。

　──ってことは何か？　あの謎の怪人ファルコン頭あたまの正体はですよ？

「お前──奈な良ら山やまなのかっ？」

「うん、そうだけど。俺、天てん狗ぐだし」

　空を見上げて僕が叫さけべば、上空の彼は何のためらいもなくあっさり肯こう定ていしてくれた。

　……へえ、ずいぶん鳥っぽくなるんですね。

「できれば声で気付いて欲しかったなあ。白しら塚つかとはそこそこ付き合い長いのにさ」

　じろっと僕を見つめる鳥の顔。外見はともかく、飄ひよう々ひようとした口く調ちようは確たしかに奈な良ら山やまだ。

「あ、ごめん」

　思わず謝あやまってしまう僕。と、なりゆきを見守っていた経ふみ島しま先輩がふとつぶやいた。

「長い鼻に山やま伏ぶし装しよう束ぞくかと思ってたけど、意外に古式ゆかしいスタイルなのね」

　その問いかけに奈良山は「そうなんですよ」と頭を搔かくと、ふいにぽかんとしていた新あら井いさんに声をかけた。

「副会長。御み影かげさんはお元気ですか？」

「え？　みかげって、うちのお祖母ばあちゃん？　ええ、元気だけど……でも、どうして」

　うろたえ気ぎ味みに答える新井さん。奈良山は「それは何よりです」とだけ微笑ほほえみ（いや、鳥の顔なので微笑んでるかどうかはわからないけど、声で判はん断だん）、猿さる神がみへと目を向けた。

「──さて、と。正直、俺はもう飽あきてるんだよね。さくっと終わらせようか、猿神？」

　と、一本角を振ふり立たてたボスザルが牙きばを剝むいて唸うなり返かえす。

「黙だまレ──！　此この度たびハ──此度こソハ、負ケはせヌぞ──是ぜ害がい坊ぼう！」

「ぜがいぼうっ？」

　その名を聞いたとたん、光こう速そくで経島先輩が反はん応のうした。何だ何だ、その食い付きっぷりは。

「えーと。有名な名前なんですか、先輩？」

「知らないの？　是害坊っつったらあんた、大陸一の実力を誇ほこった天てん狗ぐオブ天狗よ？　中国を制した後に日本にやって来て、あっさり坊主に負けて風ふ呂ろに入って反省したという話が」

「……凄すごいのか地じ味みなのか微び妙みような逸いつ話わですわね」

　稲いな葉ば先生がぼそりと漏もらした。同感。何なんだ、その腰こし砕くだけなオチは。

「でも、なんだか善よし人ひとっぽい話だよね。最後のあたりは特に」

「それは確たしかに。湯とう治じとか似に合あいそうだもんな、あいつ」

　うなずき合うイタチさんと僕。で、僕らが勝手なことを話している間にも、奈良山改め是害坊と猿神のボスとの因いん縁ねんトークはまだ続く。

「なんでもう復活するかなあ。いつもなら、あと四十年は死んでるはずだろ？」

「ああ──我もソウ思ッて居いた──ダがナ──あレハそう──」

　……ほんとは何歳なんだ、あいつは。

「ソウ──四よ月つきほど前のコトか──彼ひ岸がんの扉とびらがこの近くで開イタのだ」

「あー、なるほどね。その余よ波はで復活しちゃったってこと？」

　なんでそんなタイミングでそんなものが開くかなあ、参まいったなあとつぶやく鳥の人。

　と、それを聞いたイタチさんがちょいちょいと僕を突つっつき、小声で話しかけてきた。

「ね、真しん一いち。猿が言ってるのって、もしかして……」

「……あ、うん。たぶん、百物語だ」

　文化祭前の鬼おにと天あまの逆ざ毎この一件だろうな、確実に。時期的にもだいたい四か月前だし。

「どうしよう……。善よし人ひとが気付く前に謝あやまったほうがいいかな？」

「でも、あの時は仕方なかったし。……終わってから、それとなく言おう」

「うん、そうだね」

　ひそひそとささやき合う僕ら。そんな会話を聞いていたのかいないのか、奈な良ら山やまはじろっとボスザルを見み据すえ、静かな声で告つげる。

「ま、どうでもいいか。出たからには退たい治じするだけだしね」

「そレハ我らノ科白せりふよ！　さア──あの目め障ざわリナ唐から渡わたりの小こ雀すずめヲ──引きズリ落トせ！」

　雄お叫たけびをあげたボスザルが、どどんどんと厚い胸むな板いたを打ち鳴らす。それと同時に、奈良山の後ろの夜空にいきなり三体の猿さるが現れた。え、何？　テレポート？

「こよいここにはきてないな」

「すってんすってんすってんてん」

「しんしゅうしなののこうぜんじ」

「奈良山っ！　後ろだ！」

　思わず叫さけんだ僕の視し線せんの先、六本の剛ごう腕わんが翼つばさをもぎ取ろうと唸うなりをあげる。

　だが太い指が羽毛に触ふれそうになった時、天てん狗ぐはふいに凜りんとした声を張はり上あげた。

「松明たいまつ丸まる！」

　瞬しゆん間かん、その手の中に赤い炎ほのおに包まれた鳥のようなものが現れた。そして、そいつは真っ赤な軌き跡せきを残しながら奈良山の背はい後ごへとまっすぐに飛び──あっと言う間に猿どもを貫つらぬいた。

「甘いんだよ、相変わらず」

　炎に灼やかれた三つの影かげが夜空に溶とけて消えてゆく。

　すげえと息を飲む僕ら、そして悔くやしげに唸るボスザル。奈良山は猿に視し線せんを向けると、肩かたをすくめて苦笑した。

「ああいう不意打ちは効きかないってことくらい、そろそろ覚えてほしいんだけどなあ」

　その傍かたわらに浮うかぶのは、舞まい戻もどってきた鳥型の炎。燃えさかるボディに巨大な翼つばさを広げたフェニックス的なデザインは、男心を刺し激げきする格かつ好こう良よさが満点だ。

「へえ……善人もああいうの使えるんだ。いいなあ」

「みんな犬いぬ神がみとか管くだ狐ぎつねとかあるもんね。でもほらイタチちゃんには白しろの字じが」

　なぐさめるように語る先輩。と、イタチさんは困こまったような笑えみを浮うかべて僕を見た。

「うーん……真しん一いちは、ちょっと違ちがう、かな」

　……ありがとうイタチさん。「そうだね」って言われてたらショックでしたよ僕は。

「さてと。じゃあ、そろそろ始めようか？」

　ふいに、仕切り直すように上空で奈良山が声を発した。

「それとも──終わらせようか、って言ったほうがいいのかな」

　突つき出だされた奈な良ら山やまの腕うでから、渦うずを巻まく暴ぼう風ふうが発生してボスザルへと向かう。

「同感ダ──！」

　ボスザルも負けてはいない。左腕で暴風を受け止め、天てん狗ぐめがけて右腕を振ふり抜ぬいた。

「尤モツトモ──終わルノは貴き様さまだガナ、是ぜ害がい坊ぼう！」

　拳こぶしの先せん端たんが尾お羽ばねにかすめ、ちっ、と短い音が響ひびく。

　おお、いい勝負！　頑がん張ばれ奈良山！

「……えーと。奈良山が登場してから私たちはすっかり蚊帳かやの外だなあ、ぶっちゃけあとはあいつに任まかせて帰って寝ねてもいいんじゃないかなあと思う人ー？」

　開き直り気ぎ味みの経ふみ島しま先輩の声に僕は手を挙あげそうになったが、そこに先生が口を挟はさんだ。

「ですけど、こちらの相手もきちんと用意してくれているようですわよ」

　先生の指さす先を見れば、ぞろぞろと猿さるの群むれが起き上がりつつあった。げ。

「こよいここにはおりませぬ」

「すってんすってんすってんてん」

「しっぺいたろうはきてないな」

　相変わらず、あの歌を口ずさみながら、何体もの猿がこちらに向かってくる。

「ありゃ。さっきの突とつ風ぷうじゃトドメにならなかったってことか」

「あるいは伏ふく兵へいかしら。直接、生いけ贄にえをかっさらうつもりのようですわね」

　稲いな葉ば経島の客きやつ観かん的てき解説コンビがふむふむとうなずく。

「出鼻をくじかれた気もするけど……やっと出番が来たみたいだね、ライカ」

「わんっ！」

　気合を入れ直す犬いぬ神がみコンビ。滝たき沢ざわさんが構かまえたフルートから戦意高こう揚ようのテーマ（ほんとはクラシックの名曲らしい）が流れ出し、ライカが低ひくく唸うなり始はじめる。

「真しん一いち……？」

「いつでも！」

　こっちも準じゆん備び完了。イタチさんとアイコンタクトを交かわすと、僕は鉛えん筆ぴつを握にぎり直なおした。

「無理しちゃ駄だ目めよ」

　そして、新あら井いさんが真しん剣けんな声でそう言ったのをきっかけに、

「こよいこんばんこのことはー」

「……来たっ！」

「──ワオオオオオオオオオオオオオオオオオン！」

　今年最後の大一番が始まった。
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「──ァッ！」

　炸さく裂れつする気合の叫さけび。僕ら二人を取り囲むように炎ほのおがぐるりと燃え上がり、飛びかかろうとしていた猿さるたちが熱気に気け圧おされ立ち止まる。

　と、すかさずイタチさんは深く息を吸い、広げた両手の間にくるくると風を溜ため始はじめた。めらめら燃える炎を背はい景けいに、耳と尻尾しつぽが一いつ瞬しゆんだけ浮うかんで消える。透すき通とおった鎌かま鼬いたちはどんどん圧あつ縮しゆくされていき、やがて、一ひと振ふりの太刀たちの形を浮かび上がらせていく。僕はひたすらそれを見つめ、全体のイメージを把は握あくできるように──よし、摑つかんだ！

「真しん一いち」

　静かながらも急せかすようなイタチさんの声。すでに炎の勢いきおいは弱まりつつある、急げ僕！

「ちょっとだけ待って！」

　猿たちの様よう子すに気を配くばりつつ、僕は鉛えん筆ぴつを走らせ続け、

「……よし、完成──っと！」

　一振りの刀を描かき上あげた。刃の反そり具ぐ合あい、柄つかの長さ、全体のバランス、全てよし！

「出すよ、今度はさっきよりちょっと長いから注意して！」

「うん」

　イタチさんがうなずくのを確かく認にんしながら、絵の脇わきにＳとＳのサインを書き入れる。

　瞬しゆん間かん。イタチさんの両手の間に、炎ほのおの揺ゆらめきを照り返しながら風の刃が具ぐ現げん化かした。

　重力に引かれて落ちようとする太刀たちを、妖よう怪かい少女の右手が摑つかみ、そして左手が添そえられる。

「あれ？　これ、柄つかの部分が……」

「ああ。無地の白しら木きじゃ持ちにくいかなと思って柄つか巻まきを付けてみ」

「しんしゅうしなのこうぜんじー」

「たんだけどっていつの間にか猿さるが近いっ！」

　炎の壁かべを突とつ破ぱした一頭が、ちょっと燃えている手を振ふりかざして摑みかかってくる。

「下がって真しん一いち！」

「ごめん任まかせた！」

　全速力で後ずさる僕、そして前に出るイタチさん。白はく刃じんがぎらりと翻ひるがえり、

「せいっ！」

　猿はあっさり切きり伏ふせられた。傷きず口ぐちから黒い煙けむりが吹き出し、程ほどなくして巨きよ体たいが消える。

　こいつら、意外に弱いってのもそうだけど、血や死体が残らないのはありがたいですね。

「ありがと真一。これ、確たしかに持ちやすい……！」

　イタチさんはちょっとだけ振り向いて笑え顔がおでそう言うと、

「どういたしまし──ってイタチさん後ろ！」

「わかってる！　数が多いから、真一はここで待ってて！」

　振り向き様ざまに一匹を切きり払はらい、そして猿の群むれの中へと躍おどり込こんでいった。

「──何度見ても手品よね、あれは……」

　息を吞のむ声が後ろから聞こえた。振ふり返かえれば、稲いな葉ば先生の結けつ界かいの中で新あら井いさんが経ふみ島しま先輩に尋たずねている。

「あれって、あらかじめ完成寸すん前ぜんまで描かいておいて、使う時に仕上げちゃ駄だ目めなの？」

「試したけど失敗したらしいわよ。白しら塚つかが言うには、太刀のイメージは毎回毎回違ちがうから、その場で見て感じたままに描かなきゃ駄だ目めなんだとか」

「それはまた何とも不便ですわね。しかも、すぐ消えるんでしょう？」

　呆あきれ顔がおでこちらを見るのは稲葉先生。その手の缶かんビールはどこから持ってきたんだ。

「本質はあくまで風だからねー。使い方にもよるけど、保もって三分ってとこかしら」

「あらあら。ずいぶんせわしない武ぶ器きですこと」

　効こう率りつがいいやら悪いやら、とつぶやいた先生は、右手のビールを傾かたむけた。

　……あのポジション、気楽でいいよなあ。しみじみ思っていると、ずざあっと黒い何かが飛んできて、僕の足下に転ころがった。

「うわっ！」

「あいててて。やあ白しら塚つか」

　吞のん気きそうな声を漏もらしつつ、羽毛に包まれた上じよう体たいが起き上がる。

「……おい、大だい丈じよう夫ぶなのか、奈な良ら山やま？」

　おそるおそる声をかけると、天てん狗ぐは「まあね」と嘴くちばしの端はしを歪ゆがめた。

「ダメージ的にはたいしたことないよ。……ただ」

「ただ？」

「何か調子が違ちがうんだよね。手て加か減げんしてるわけでもないのに……いや、参まいったなあ」

　あまり参っていないような口く調ちようで言うと、奈良山はのしのしと迫せまるボスザルを見上げた。

「正直、この前は、今度こそ完全に倒たおしたと思ったんだけど」

「ああ──あノ時は──二人がカリデあったカラな──我も後レヲ取った」

「その、一対二だから負けたのも仕方ないなーみたいな言い方はどうかな。頭数なら、そっちのほうが圧あつ倒とう的てきに多かったんだけど。……ああ、心配しなくていいよ白塚。こいつ、見た目ほど強いわけじゃないから。ただ、しつこいだけ」

　何度倒たおされたら気が済すむんだか、と奈良山が見上げれば、巨きよ大だいな猿さるはぐふぐふ嗤わらう。

「我は貴き様さまにこウ言ッタハズだロう？　──我は何度でモ甦よみがえるト！」

「なるほど、アイ・さる・リターンというわけね。猿だけに！」

　あ、言うまでもないですが今のは安あん全ぜん圏けんにいる経ふみ島しま先輩の発言です。

「真しん一いち……！　善よし人ひとも、大丈夫？」

　炎で猿を追い散らしながらイタチさんが駆かけつけた。その手にはすでに太刀たちはないが、まあ、あの数が相手じゃ無理もない。次どうすると目で尋たずねる間もなく、イタチさんはボスザルをキッと見上げ、両手の間に風を溜ため始はじめた。

　──了りよう解かい。僕は鉛えん筆ぴつの先をフッと吹き、スケッチブックのページをめくる。

「なア是ぜ害がい坊ぼうよ──もウ、いかほドニなるだろうナ──我ラノ因いん縁ねんハ」

「さあね。思い出したくもない」

「そんなこと言われてもわかるモンキー、なんちゃって。猿だけに！」

「幾いく度ども──幾度も幾度モ貴様に滅ほろぼサレてきた恨うらミ──どれホドノものカ貴き様さまは知ルマい」

「金額にして五リラくらい？　猿だけに！」

「だが此この度たびコソ我の勝利──見よ、己ノ無ぶ様ざまヲ──そノ有あり様さまデ我を討うてルト？」

「ううん、おら討ーたん。猿だけに！」

　……ええい、あのうるさい眼鏡は何とかならんのか。僕がそう思った時だ。

「ぷっ」

　小さく吹き出す声とともに、イタチさんの手の中で踊おどっていた鎌かま鼬いたちが消えた。

　で、よく見ればその肩かたは小こ刻きざみに震ふるえていたりするわけで。

　まさか。ツボなのか。まさかあのセンスがツボなのかイタチさん！

「お……おらうーたん……く、ふふふ」

　ああっ、それっぽい！　僕は思わず振ふり返かえり、安全領りよう域いきに向かって叫さけんだ。

「すみません先輩！　ちょっと黙だまっててください！」

「あいあーい」

「ありがとうござい」

「……お猿さるさんだよー？」

「こらーっ！」

「……ぷふっ」

　ああ、ほら、また鎌かま鼬いたちが消えた！　耐たえろ耐えろ耐えるんだイタチさん！

「ありゃ、ごめーん。だけどある意味これがほんとのマンドリむぐぐぐぐ」

　と、ふいに先輩の言葉が止まった。代わりに聞こえてくるのはくぐもった声。

「クズリちゃん、それに白しら塚つかくん！　この馬鹿は私が引き受けたわ！」

「ナイスです新あら井いさん！　助かりました！　イタチさん、今のうちに！」

「ごめん……ありがとう、輝ひかる！　そのまま押おさえてて！」

「お静かに願えませんか？　犯はん人にんがわかっていいところなのです」

「なんでミステリー読んでるんですか先生！　一人目の犯人はブラフ、真犯人は長女です！」

「な……何てことを言うのですか、新井っ！」

　ああ、何なんだこの会話は、とか思ったら負けだ。僕は改めてイタチさんに向き直り、イタチさんは深呼吸して鎌鼬の圧あつ縮しゆく作業を再さい開かいした。集中、集中。

「……すごく楽しそうだね、君たちは」

　ふと、奈な良ら山やまがしみじみつぶやいた。

「まあ、あんまりピリピリするよりはいいんじゃないかな……よし、完成！　出すよ！」

　呆あきれる天てん狗ぐに苦笑を返しつつ、僕はイタチさんに声をかけた。

「うん……って、え？」

　五十センチほどの短い刀が二ふた振ふり、クロスした形で具ぐ現げん化かする。

「ザコが多いならと思って二に刀とう流りゆうにしてみたんだけど。どうかな？」

「へえ……そんなのもできるんだ」

「やってみたらできたんだ」

　こっちのほうが使いやすいかも、とクルクル短刀を回すイタチさん。

　そこへ、犬いぬ神がみコンビの切せつ羽ぱ詰つまった声が届とどいた。

「伊達だてさん、手を貸して！　こいつら──多すぎる！」

「わんわんわんわん！」

　そちらへ視し線せんを向ければ、大量の猿がわらわらと滝たき沢ざわさんたちに迫せまっていた。ライカが必死に食い止めているものの、あれはどう見ても多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい。江え戸ど橋ばしさんお気に入りのコートは、悲しいまでにボロボロだ。合がつ掌しよう。

「まだあんなに残ってたなんて……！　真しん一いち、あたし行ってくる！　輝ひかるたち、お願い！」

「わかった！」

　と威い勢せい良よく答えてみたものの、いったい僕に何ができるというのだろうか。虚きよ脱だつ感かんに囚とらわれながらイタチさんを見送っていると、奈な良ら山やまがやるせなさそうに羽根を揺ゆらした。

「あいつらは『群むれる猿さる』って概がい念ねんがそのまま具ぐ現げん化かした妖よう怪かいだからね。頭とう目もくがいる限かぎり、いくらでも湧わいてくるんだよ。弱いんだけど厄やつ介かいなんだ、ほんと」

「……あ、そういうパターンか。でもさ、奈良山、何度も勝ってるんだよな？」

「うん、まあね」

「だろ？　だったら今回も」

「それがその……正直、攻こう撃げきを当てさえすればこっちのものなんだけど」

　そこで言葉を句切った天てん狗ぐは、尖とがった指先でクチバシの先をカリカリと搔かいた。

　それと同時に、上空に待たい機きしていた炎ほのおの鳥（松明たいまつ丸まるとか呼よんでたっけ）がボスザルの背はい後ごに舞まい降おりたかと思うと、敵てきの死し角かくから後こう頭とう部ぶ目がけて突とつ進しんしていく。

　あ、これは当たったな。

　素人しろうと目めでもそう実感できる、実に見事な奇き襲しゆう──だと思ったのだが、

「あれ？」

　ボスザルはひょいと頭を動かし、必殺不意打ちフェニックス（仮かり）を難なんなく避よけてしまった。

「噓うそだろ？　何で今のがかわせるんだよ」

「それが何とも。とにかく、さっきからずっとこの調子で、決め手が打てなくてさあ」

　驚おどろく僕と羽根をすくめる天狗。それを見下ろす猿さる神がみが余よ裕ゆうたっぷりに嗤わらっている。

「角が生えるくらいはいいけど、こういう地じ味みなパワーアップは勘かん弁べんして欲しいよね」

　誰だれに言うともなく奈良山がつぶやけば、ふと奇き妙みような声がそれに反はん応のうした。

「むぐーむぐぐぐぐぐー！」

「え？　真面目まじめな話があるからそろそろ離はなせ？　……ほんとでしょうね？」

　その声に釣つられて振ふり返かえると、新あら井いさんが経ふみ島しま先輩を解かい放ほうしていた。深呼吸した先輩は「さて」と仕切り直すと奈良山に尋たずねる。

「あの……是ぜ害がい坊ぼう、さん？　ちょっと確かく認にんさせていただいても」

「いつも通り呼よび捨すてでいいですよ、先輩」

「そう？　じゃー聞くけどさ、あの猿の角って前回はなかったのよね？」

　ええ、と首を縦たてに振ふる天狗。

「だったら……ぐふぐふ笑う癖くせも、あの妙みように赤い髪かみも今回が初だったりしない？」

「へえ。よくわかりましたね先輩」

　素直に感心する奈良山。と、それを聞いた先輩は「あちゃー」と頭を抱かかえた。

「……どういうことなの、経ふみ島しま？」

　僕らを代表するように新あら井いさんが問うと、「牛うし鬼おにの逆ぎやく」と妖よう怪かい博士は肩かたをすくめた。

「ほら、あれの場合、『牛鬼』って名前のもとに別の妖怪が重なり合って、表出する形状がコロコロ入れ替わってたわけでしょ？　それで、こいつの場合はね」

「──『猿さるにマツワる妖怪ノ特性を併あわせ持もチ、ナおかツ全てノ能のう力りよくヲ同時に発はつ揮きでキル』──ソウ言いタイノだロウ、童わらべ？」

　含ふくみ笑わらいを漏もらしていたボスザルが、ふいに先輩の言葉に割り込んだ。セリフを奪うばわれた先輩はハッと口を押おさえたが、すぐに不ふ敵てきに微笑ほほえみ返かえす。

「ええ、そうよ。一本角は『猿さる鬼おに』で、笑い声と赤い髪かみは『猩しよう々じよう』でしょ？　でも、そんなことより厄やつ介かいなのはね──こいつにはたぶん『狒ひ狒ひ』が混まじってるってこと」

「ひひ？　マントヒヒとかゲラダヒヒのヒヒですか？」

「言っとくけど妖怪の狒狒と英名バブーンとは麒き麟りんとジラフぐらい違ちがうわよ。狒狒は」

「──『人の心ヲ読む妖怪なノヨ』──カ？」

　すかさず割り込む大猿の声。

　え。何だって？

　思わず息を吞のむ僕や奈良山を尻しり目めに、先輩と猿神のやりとりは続く。

「ご名答よ、にせコング。そりゃあ、その力があれば」

「──『どんな攻こう撃げきモ避よけラレルはずヨネ』──だナ？」

「ビンゴよ」

　吐はき捨すてるように先輩が言う。それを聞いた猿神は──いや、猿神じゃないのか、とにかくいろんな猿系妖怪が混じったボスザル妖怪は、嘲あざけるように僕らを見下ろした。

「そうイウ事ヨ──残念だっタナ──実に残念ダッたな──是ぜ害がい坊ぼう！」

「なるほどね。俺の手は最初から全部読まれてたってわけか」

　参まいったね、と僕に笑いかける鳥の顔。こんな状じよう況きようでも焦あせらないのは凄すごいとは思う。

「……しかし、なんでまたそんなことに」

　思わずつぶやけば、先輩が「百物語よ」と悔くやしげに言った。

「マイナーな伝でん承しようだけどね、百物語をすると猿が出るって話があるのよ。文化祭前の一件で、天あまの逆ざ毎こを彼ひ岸がんの扉とびらに押おし込こんだあの時、出てたんでしょうね、猿の化け物が。まあそれだけならいいけど、この地にはもともと弱り切って希き薄はく化かしていた猿神がいた。かくして『猿』という共通の属ぞく性せいの下に彼らは重なり合ってしまい」

「──『結果、自じ我がの強かッタ猿神の意い志しを基き盤ばんニ、猿系の変化の特性ヲ併せ持ッタ存そん在ざいが生まレてしまっタ』──ダな？　然しかり！　然リ！　然り！」

　声を張はり上あげて大たい笑しようする猿。しかし、心を読むだなんて反則だろう。そんな奴やつ。

「──『いッタいドウすりゃイいんダ』──？　──観かん念ねんセヨ──他に術すべは──無イ」

　猿さるが僕を見下ろし、言った。喋しやべってる途と中ちゆうで先を言われるのって意外とムカつくからやめろ、と言ってやろうかと思ったけど、どうせ心が読まれるんなら言う必要はないか。

「──然しかリ。──その必要ハ──無イな──」

　ああっ、むかつくなこいつ！

「わんっ！」

　砂を巻まき上あげ息を切らし、江え戸ど橋ばしライカが滑すべり込こんできた。

「何だよ、このキリの無さ！　伊達だてさん、もう一気にボスを叩たたくしか！」

「だけど赫あか音ね、御み崎さきたちが言ってたことが本当なら……」

　滝たき沢ざわさんとイタチさんが続き、それを追うように大量の猿がぞろぞろじりじり迫せまり来くる。

「また増ふえてるし！　奈な良ら山やま、ここは一つさっきみたいに大風でバーッと」

「……いやあ、そろそろ力が限げん界かいなんだよね、実は」

「え」

「今回はほら、伊達さんたちもいるから楽勝かなと思って、つい力の無む駄だ遣づかいをね？　うーん、また何十年か掛かけて力を溜ためるしかないかなあ。参まいったなあ」

　このタイミングで衝しよう撃げきすぎる告こく白はくである。

　奈良山を頼たよるつもりだったのだろう、イタチさんと滝沢さんが絶ぜつ句くしている。

　……つーかさ、ほんとに何歳なんだ、お前。十六歳ではないよね絶ぜつ対たいに。

「せめて白しら塚つかがあの羽根を残しておいてくれたら逃にげるくらいは……いや、いいけど」

　僕にだけ聞こえる声で奈良山が言った。……ああ、ごめんなさい。

「みんな、とりあえずこっちへ！」

　新あら井いさんが叫さけんだが、そこに稲いな葉ば先生がぼそっと口を挟はさむ。

「あいにく、この結けつ界かいは女性専用。男が入ると爆ばく発はつしますわよ。悪あしからず」

「何でそんな仕し様ようにしてるんですかあっ！　──とか言ってる間に囲まれてる？」

　ハッと周囲に目を向ければ、見み渡わたす限かぎりの猿さる、猿、猿。

「しっぺいたろうはきてないな」

「こよいここにはおりませぬ」

「すってんすってんすってんてん」

　じわじわ狭せばまる包ほう囲い網もう。さあ、どうしよう。

「そうだ奈良山！　今さらだけど、あいつらが歌ってる『しっぺい太郎』っての」

「探さがして連つれて来こいって？　あいつと何度もやり合ってる俺がそれを試さなかったとでも？」

　思わないよねと言いたげに天てん狗ぐが横目で僕を見る。

「……ああ、やってみたけど無駄だったんだ」

「うん。と言うかね、そもそもそんな名前の犬は見つからないんだ」

「ふーむ。猿神退たい治じの物語構こう造ぞうそのものが復活したのではなく、あくまで猿神という存そん在ざいだけが顕けん現げんしちゃってるってことか。スピンオフ？」

　結けつ界かいの中で先輩がよくわからないことを言っている。たぶん違ちがうと思います。

　と、完全に優ゆう勢せいに立った猿さる妖よう怪かいが意い気き揚よう々ようと角を振ふり立たて、

「──さア──最も早はや──打つ手ハ有ルマい？」

　そして大声を張はり上あげた。

「──贄にえヲ──差シ出せ！」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

　どこかで除じよ夜やの鐘かねが鳴り始めたのか、ごーんごーんと音がする。あ、もうそんな時間か。

「……あのさ、みんな」

「もういいわありがとうとか言ったら張はり倒たおすかんね」

　新あら井いさんが何かを言いかけたが、先輩がすかさず遮さえぎった。

「うん、御み崎さきの言う通りだよ。……ね、真しん一いち」

「そうです。そこにいる分には安全なんですから動かないでください」

「こんな理り不ふ尽じんで原始的な脅おどしに屈くつしてどうするんですか！　ライカ、まだ行けるよね」

「わんわんわん！」

　結界の前に立ちはだかった僕らが、とりあえずセリフだけは勇ましく猿神を見上げれば

「じゃ、俺も。もともと俺の責任でもあるしね」

　当たり前のように奈な良ら山やまが隣となりに並ならんでくれた。

「……あのさ。お前、そもそもなんでこいつと戦ってたの？」

「一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの恩おん義ぎとか、いろいろと」

　しれっと答える天てん狗ぐ。ふーんと納なつ得とくした後、僕はイタチさんと視し線せんを交かわし、鉛えん筆ぴつを右手に握り直した。こうなりゃやれるとこまでやってやる──と、腹をくくったその時だ。

　パカパカパカ、と軽かろやかに。

　妙みように軽やかな音が、真夜中の校庭に響ひびき始はじめた。

「……え。何これ？」

「馬の蹄ひづめの音みたいだねえ」

　きょろきょろとあたりを見み渡わたす僕ら。

「あ……！　あそこ！」

　真っ先に気付いたのはイタチさんだった。その視し線せんの先を追えば、猿の群むれがずっと続いているはずの暗くら闇やみの中から、何かがこちらに近づいてくる。低く短くライカが唸うなった。

「そんな……！　こんな時に……新しい妖怪？」

　歯は嚙がみするイタチさんの体の周りで、オレンジのフレアが踊おどり始はじめた。集中しているんだろう、耳と尻尾しつぽが徐じよ々じよに実体化していく。

「ほウ？　──何ヤツかは知らネド──我らノ祝しゆく宴えんの邪じや魔まヲすルト言うのナラ──」

　猿さる神がみにとっても予想外の展てん開かいらしく、巨きよ大だいな猿がじろりと睨にらむ。その視し線せんの先にいたのは、どうやら、馬に乗った人のような……いや違ちがう。人じゃない。長い髪かみを振ふり乱みだした一つ目の鬼おにだ。乗っている馬も普ふ通つうの馬ではなかった。何しろ首がないんだからどう見ても妖よう怪かいだ。

　と、ふいに、馬上の鬼の目玉が動き、僕らや猿へと向けられた。

　それを見たとたん、僕の背せ中なかをぞくりと悪お寒かんが走はしり抜ぬける。そして、

「──何ダ、貴き様さま──？　心ガ、詠よめヌ──」

　不ふ機き嫌げんそうにボスザルが唸うなり、

「来る……！　止まらないなら……こっちか」

　イタチさんが炎ほのおを放とうとしたその瞬しゆん間かん。

「やっちゃダメだイタチさんっ！」

「え……わわっ、きゃあっ！」

　僕は思わずイタチさんに組み付き、押おし倒たおしていた。暖あたたかい感かん触しよくを腕うでの中に感じつつ、イタチさんを抱かかえた僕は盛せい大だいに地面に転ころがった。

「し、真しん一いちっ？」

　きょとんとした顔が意外に近い。ごめんと謝あやまりながらも僕はイタチさんに覆おおい被かぶさったまま動かない。唐とう突とつすぎる行動だとわかってはいるが、僕の中の本ほん能のう的てきな部分がいきなり最大音量で危き険けん信号を鳴らし始めたんだから仕方ない。自分で言うのも何だけど、この手の勘かんには自信がある！

　ちなみに、僕が飛び出すのとほぼ時を同じくして。

「……あれは！　ライカ、伏ふせっ！」

「げっ！　みんな見ちゃ駄だ目め！　目を逸そらして！」

　滝たき沢ざわさんと経ふみ島しま先輩が同時に叫さけんでいた。その声に弾はじかれるようにライカが伏せ、新あら井いさんと稲いな葉ば先生が顔を背そむけ、奈な良ら山やまが空高く避ひ難なんしていった。

　──で。

　ここから先は僕らの誰だれも見ていないので、想そう像ぞうするしかないのだけれど。

「下らン──老おいさラバエた鬼の一匹──何ヲ恐おそれル事が」

　ボスザルが小こ馬ば鹿かにするように馬に乗った鬼を見つめる。

　だが一つ目の鬼は無言で馬を進め、首無し馬が猿神のところに到とう達たつする頃ころ。

　ぱっかあああああああん、と派は手でな音が響ひびき渡わたる。

「ぎゃっ」という短い悲鳴。そしていきなりの静せい寂じやく。

　やがて蹄ひづめの音は少しずつ遠ざかり、消えていく。

　そして、もうそろそろいいかなと顔を上げた僕らが見たのは、

「……え。ええええっ？」

　白しろ目めを剝むいてひっくり返っているボスザル妖怪の巨きよ体たいだった。

　あたりを見み渡わたせば、校庭を埋うめ尽つくしていた猿さるは一匹残らず消えている。

　……えーと。わけがわからないけど……一いつ件けん落らく着ちやく、なのかな？

「し、真しん一いち……？　あの、あの」

　その言葉に目線を下ろせば、すぐ下でイタチさんが何やらもごもご言っている。焦あせっているのか忘わすれているのか、耳がまだ出たままだ。間ま近ぢかで見るのは初めてなのでちょっと新しん鮮せん。

「あ、あの、その、ほら、真一、助けてくれたのは嬉うれしいんだけど……て、手がね」

「手？」

　何のことだろうと思って右手をそっと動かせば、

「ひゃっ！」

　ふわりとした感かん触しよくが指先に伝わった。……ん、この手て触ざわりはもしかして。

「真一……そこ……し、尻尾しつぽだから、ね」

「ああっそうかそういうことか！　ごめんなさいっ！　つい！　ほんとについ！」

　弾はじかれたように起き上がりイタチさんから距きよ離りを取る僕。

「わかってるから……だから、そ、そんなに謝あやまらなくていいよ」

　ややあって、イタチさんもばつが悪そうに起き上がった。思い出したように、耳と尻尾がかき消える。うーん、そう言ってくれるのは嬉しいのだけど……ちょっと怒おこってるな、これは。

「ふーむ。あれはおそらく『夜や行ぎようさん』ね」

　鬼おにと首無し馬が去った（であろう）方向を眺ながめ、興きよう味み深ぶかげにつぶやくのは経ふみ島しま先輩だ。

「やぎょーさん？」

「うん。大おお晦日みそかの深しん夜や、暦こよみの切り替わる頃ころに首切れ馬に乗って徘はい徊かいする一つ目の鬼っつーか神っつーか。ま、夜行さん自体は別に何もしないんだけど、ポイントは彼が乗ってる馬」

「首切れ馬は行き会った相手を問もん答どう無む用ようで蹴けり殺ころす。──ですよね、先輩」

　滝沢さんが口を挟はさんだ。ビンゴ、と先輩が微笑ほほえむ。

「あのキングコングがいくら心を読もうが『会った相手を殺す』って特性には敵かなわなかったみたいね。結果的には助けられたってわけか。……しかし滝やん、あんたよく知ってたわね」

　それは確かに。「凄すごいな滝たき沢ざわさん」と僕が素直に感心すると、

「何言ってるの。この話なら、白しら塚つかも聞いてただろ」

　お馴な染じみの冷たい視し線せんが飛んできた。……え、そうなの？

「いつ？　どこで？」

「秋祭に行くとか行かないとか言ってた日、場所は美術室。経島先輩が『馬の首から上だけだったら放っておいて大だい丈じよう夫ぶ、その逆だったら要注意だけど』って言っただろ？　首切れ馬は大おお歳とし、つまり大晦日の夜に出るって話もその時……まさか、本気で忘わすれてるわけ？」

「ええ。これっぽっちも覚えていません」

「……何それ。感心して損そんした」

「わんわん」

　呆あきれかえる犬いぬ神がみ使つかいと犬神。ライカはどうやら江え戸ど橋ばしさんから抜ぬけてきたらしい。

「そう言ってやるなって。むしろ、覚えてた滝たきやんが偉えらいのよ。本ほん能のうで首切れ馬の危き険けん度どを察さつ知ちした白しろの字じも、それはそれで凄すごいしね。ほんと、無む駄だに見る目だけはあるんだから」

　経島先輩が楽しげに笑う。あんまり自じ覚かくはありませんけどね、と頭を搔かく僕に、

「ううん。意外と凄いんだよ、真一は」

　イタチさんが微笑ほほえんだ。

「ありがと、イタチさん。……しかし、夜や行ぎようさんでしたっけ？　あんなのがうろうろしてたんじゃ、おちおち二に年ねん参まいりもできませんよね。物ぶつ騒そうな」

「まあ、年末年始は家から出ないのが基本だから。初はつ詣もうでは割と新しい風習なのよ」

「へえ、そうなんですか？　ぼく、昔からあると思ってたんですけど。ね、ライカ」

　愛犬に同意を求める滝沢さん。「わん」と一声犬神が吠ほえる。

「──とりあえず、みんな、お疲つかれ様さま。それと、ありがとう」

　結けつ界かいから出てきた新あら井いさんが一同を見み渡わたし、ねぎらうように声をかけた。

「ええ、実に疲れましたわ」

「俺が言うのも何ですけど……先生、一番疲れてないですよね？」

　冷れい静せいに突つっ込こんだのは、いつの間にか人間の姿すがたになっていた奈な良ら山やまだ。天てん狗ぐモードの時は気付かなかったけど、彼、上半身は裸はだかなわけで。見ているだけで寒そうです。

「なあ。記き憶おくが二時間近く飛んでいて、筋きん肉にく疲ひ労ろうが物もの凄すごいのだが、誰だれか、事じ情じようをわかりやすく説明して……うおおおっ、なんだこのでかい猿さるはっ！　おお、猿が消えていくぞ！」

　ズタズタに裂さけたコート姿すがたの江え戸ど橋ばしさんが騒さわいでいる。経ふみ島しま先輩は「後で説明してやるから、とりあえず落ち着こう」とその肩かたを叩たたくと、僕らをぐるっと見み渡わたし、ふと元気良く叫さけんだ。

「皆みなさん、あけましておめでとう！」

　その声に、僕らはきょとんと顔を見合わせた。

「……あ、そっか。そう言えば」

「年、明けてたんですのね」

「除じよ夜やの鐘かね終わってるしね」

「えーと、あけましておめでとうございます」

「あ、はい、おめでとうございます」

　とたんに始まる新年挨あい拶さつ交こう換かん会かい。なんか間ま抜ぬけな空気だなあとは思ったが、この気楽な感じは全然嫌いやじゃないので、僕は素直に挨拶の輪に加わった。

　もちろん、最初に声をかける人は決まってる。

「イタチさん、あけましておめでとう。今年もよろしく！」

　右手をちょっと掲かかげてそう言えば、

「うん……おめでとう、真しん一いち。こちらこそ、よろしくね」

　イタチさんがにこっと微笑ほほえみ、ついでに軽いハイタッチ。

　よし、今年はいい年になりそうだ。




「……で、これからどうします？　解かい散さんしますか？　ぼくはそれでもいいですけど」

「わんわん」

「それももったいない気がするわねー。江え戸ど橋ばし、提てい案あんプリーズ」

「そうだな、このまま初はつ詣もうで……というの駄だ目めだな。すまん、失しつ言げんだった」

「当然ですわ！　誰だれが好きこのんであんなところへ！」

「……あたしも、神社は、ちょっと……。あ、善よし人ひとはどうなの？」

「入ることはできるよ、天てん狗ぐだし。……って、あれ、俺も一いつ緒しよに行く流れ？」

「正月くらいは付き合いなさい。これは教師の命令です」

「はーい」

「近くて大おお勢ぜいで押おし掛かけられる場所ねー。白しろの字じ、あんた地元でしょ、どっかない？」

「そう言われても……。あ、良かったら、うち来ます？　今、僕しかいませんし」

　僕が何なに気げなくそう言うと、皆みなさんの顔が一いつ斉せいにこちらを向いた。

「ほう。言ったわね」

「あ、そっか。真一の家なら近いしね」

「白しら塚つかの……家？　ぼくも？　今から？　いいの？」

「え？　いや、いいよ別に」

　滝たき沢ざわさんが何をそんなにうろたえているのか気になるが、断ことわる理由は特にない。

「よし、それではいざ白塚邸ていへレッツゴーバイウォーキングウィズミー！」

　意い気き揚よう々ようと経ふみ島しま先輩が歩き出し、みんながそれに続く。

　前ぜん言げん撤てつ回かい、と言うか補ほ足そく。今年はなんだか騒そう々ぞうしい年になりそうだ。
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「ふいー、お先。いいお湯ゆでしたーと。……あれ、テレビ切ったの？」

　新しいジャージに着替えた先輩が、頭をわしわし拭ふきながらリビングに現れた。

「寝ねてる人もいるからね、うるさいのもどうかと思って」

　こたつに入った新あら井いさんは、みかん片かた手てに苦笑する。

「ありゃー、江え戸ど橋はしに続き滝たきやんもダウンしちゃったか。意外と早かったわね」

「全く。わざわざ着替えを取ってきてあげたというのに」

　呆あきれるように首を振ふった稲いな葉ば先生が、ぐい飲みを傾かたむける。こたつの上には、みんなの着替えを取りに行かされた管くだ狐ぎつねが「もう動けん」とばかりにぺたっと広がっていた。

「いいなあ……。便利ですよねえ、これ」

　うらやましげにそれを眺ながめるのは、稲葉先生の対面に座すわっている奈な良ら山やまだ。あの天てん狗ぐ、すっかり馴な染じんでるなあと感心しつつ、僕は洗い場からリビングへと声をかけた。

「でもさ奈良山。お前も火の鳥みたいの使えるんだろ？　ほら、なんとか丸っての」

「松明たいまつ丸まるはずっと燃えてるからさ。使い勝手は今ひとつなんだよね……よし、じゃあ白しら塚つか、そろそろ代わろうか」

　いそいそと立ち上がろうとする奈良山。僕はすかさず「休んでなさい」と言い放つ。

「食事の準じゆん備びを終えた時点で、今日の君の仕事はもう終わりました」

　なべをごしごし磨みがきながら宣せん告こくすれば、

「そうそう。それに」

　皿さらを拭ふいていたエプロン姿すがたのイタチさんが、僕の隣となりでうなずいた。

「ずっと前から頑がん張ばってたんだから、善よし人ひとはもう働いちゃ駄だ目め。わかった？」

「……はーい」

　素直にこたつに戻もどる奈良山。イタチさんが「よろしい」と満足げに微笑ほほえんだ。

「全くもう、素直に休んでりゃいいのに……あ、そうだ。あのさ、イタチさん」

「こんこん」

　僕とイタチさんの間にするりと割って入ってきたのは、もはやおなじみの管狐くん。あくまで術だから意い識しきも人格もないと稲葉先生は言うが、その割には疲つかれてないか、こいつ？

「どうしたの？　……え、そろそろ後あと片かたづけも終わるだろうから？　ついでにつまみの追加を持ってこい、なるべくさっぱりしたものがいい？」

「先生っ！　ちょっとくらい自分で動かないと太りますよ！」

「ふふふふ、甘いですわね美術部。私は妖よう怪かい、質しつ量りよう保ほ存ぞんの法ほう則そくの適てき用よう外がいなのです」

「そんな！　ず、ずるい……！」

　なぜか新井さんが驚きよう愕がくしていた。

「もう……冷蔵庫に何かあったっけ」

　ぶつぶつ言いながらイタチさんがエプロンを外す。……うーん、言うなら今しかないか。

　僕は手をタオルで拭ふくと、ちょっとだけ改まってイタチさんに声をかけた。

「あのさ、イタチさん」

　どうしたの、ときょとんとした顔で妖よう怪かい少女が僕を見る。

「あの、さっき、今年もよろしくって言ったけど。言い直していいかな、あれ？」

「……言い直す？　ええと、別にいいけど」

　よくわかっていないイタチさんが首を傾かしげたので、僕は緊きん張ちようして何も言えなくなる前に

「じゃあ──『これからも』よろしく、ってことで」

　勢いきおいでそう言い切った。

「……え？」

「ほら、だからその、今年一年限げん定ていじゃなく、ええと、できれば無む期き限げんに」

　ああ、何を言ってるんだ僕は！　だがイタチさんはしどろもどろになる僕を見つめると、ふっと優やさしく微笑ほほえんでくれた。

「……うん！　こちらこそ、『これからも』よろしくね、真しん一いち」

　その言葉を聞いたとたん、満まん面めんの笑えみが僕の顔に広がる。ありがとう、イタチさん！

「白しろの字じ、携けい帯たい鳴ってるわよー……って、あんたらは年始早々！　ほんとに油ゆ断だんも隙すきもない！」

　その声に振ふり返かえれば、僕の携帯を手にした先輩がじろりとこちらを睨にらんでいた。

「おっと。ありがとうございます先輩」

「あ、あのね、御み崎さき、これは」

　照れるイタチさんを横目で見つつ、携帯を受け取る。メールが一件届とどいていた。

「あ、穂ほ村むらから？　年賀状のかわりかな……っておい。何があったんだ、あの馬鹿」

　画面を見たまま絶ぜつ句くしていると、先輩とイタチさんは顔を見合わせ、僕に尋たずねた。

「微び妙みような顔だこと。そんなに面おも白しろいメールだったの？」

「読みましょうか？　──あけおめ、妖怪が出たので助けてくれ。以上です」

「ほう、なかなか斬ざん新しんな文面ね。……で、どーすんの？」

「まず先生におつまみ持っていきます。後のことはそれから考える」

　肩かたをすくめて溜ため息いきを吐つけば、イタチさんが苦笑した。

「……そうだね、それがいいよ」

　うん、どうやら、今年も色々ありそうだけど。

　とりあえず、ハッピーニューイヤー。







　あとがき




　この作品はフィクションです。実じつ在ざいの伝でん承しよう・伝説・昔話などにはがっちり関係していますが（研究者の方々には重ねてお礼を申し上げます）、性しよう懲こりもなく妖よう怪かいの設せつ定ていを意い図と的てきに曲きよつ解かいしてる箇か所しよも多いので、やっぱりフィクションです。




　初めての方、初めまして。二度目の方、お久しぶりです（前作をお読みいただき、ありがとうございます）。峰みね守もりひろかずです。少し間まが空あいてしまいましたが『ほうかご百物語』の二巻目をお届とどけします。

　二巻目となる本作では、「こういうシーンが欲しいよね！」と思った要よう素そをでりゃーっと詰つめ込こんでみました。具体的には○○な○とか○○の○とか（ネタバレ防ぼう止し）。私は楽しく書いたので、その楽しさが少しでも伝われば幸さいわいです。読んだ後、本ほん棚だなに並ならべてもいいかなと思っていただけたなら至し福ふくです。その隣となりに前作があればもう最高です。愛しています。




　では、この場をお借りして、お礼の言葉を少しだけ。

　作者以上に原稿を読み込み、的てき確かくなアドバイスをくださる担当編集様。これからも憑ついていきます（妖怪ものだけに）。表情豊かなイラストで物語を彩ってくださる京極しん様。二巻執しつ筆ぴつ中ちゆう、いきなり某ぼうキャラのラフが届とどいた時の衝しよう撃げきは忘わすれられません。今後ともお手て柔やわらかにお願いします。

　その他、全員のお名前を挙あげることはできませんが、この本に関かかわってくださった皆みな様、そして「本」という素す敵てきなメディアの形成に尽じん力りよくくださった先人の方々、本当にありがとうございました。サンキューな、グーテンベルク！（馴なれ馴なれしく、なおかつ爽さわやかに）

　そして最後に、ここを読んでくださっている、あなた。

　フレドリック・ブラウンという作家の短編で知ったのですが、「誰だれもいない森の奥おくで木が倒たおれたら、それは無む音おんであろうか？」という有名な問いかけがあるそうです。聞き手のない音は音じゃないんじゃねえの、という疑問なんですが、これはどんな創そう作さくについても言えることだよなーと最近思います。観かん客きやくがいてこその上じよう演えん、読み手がいてこその物語。つまり、あなたが読んでくださった時点で、この物語はようやく完成したのかもしれませ……いや、完成したんです（断だん言げん）。ご協力、ありがとうございました！




　それでは、機会があればまたいずれ。お相手は、峰守ひろかずでした。
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峰みね守もりひろかず

１９８１年生まれ、古めのＳＦと地味な妖怪が好き。今、唐突に「うさん臭さと青臭さはエンターテイメントに必要な二大スメルなんですよ！」と主張したくなったのですが、どうしたものか。使ってみたい別れの挨拶は「シー・ユー・レイター・アリゲーター」。
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京きょう極ごくしん

滋賀県在住のフリーのイラストレーター。

原画やカラーイラストをメインに各方面で活動中。

獣耳やツリ目、ツインテール属性が主な弱点。










ほうかご百ひゃく物もの語がたり２
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